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第 54 次観測隊長 渡邉研太郎 
1. 緒言 
2012（平成 24）年度に出発した第 54 次南極地域観測隊（以後「第 54 次隊」と略記）は、2009 年 11
月の第 135 回南極地域観測統合推進本部総会（以後「本部総会」と略記）で決定された「南極地域観測
第Ⅷ期 6か年計画」の第 3 年次の計画を実行した。第Ⅷ期計画では、将来問題検討部会報告「21 世紀に














第 54 次南極地域観測隊は､越冬隊員 30 名､夏隊員 35 名､同行者（報道関係者、環境省職員、氷海航行
試験関係者、公開利用研究課題等の研究者、観測作業支援の技術者、小学校・高等学校教員、ヘリコプ
ター要員、海鷹丸乗船同行者、大学院学生）32 名合計 97 名から構成された。このうち、ドームふじ旅
行隊は隊員 6 名、同行者 3 名、セール・ロンダーネ調査隊は隊員 4 名、海鷹丸乗船者は隊員 2 名、同行
者 9名であった。「しらせ」は 11 月 11 日､東京港晴海埠頭を出港し、11 月 25 日にオーストラリアのフ
リーマントル港へ入港した。同日、越冬隊 30 名、夏隊 23 名、同行者 20 名の計 73 名は、成田空港より
オーストラリアに向け出発し、翌 26 日にフリーマントル港で「しらせ」に乗船した。 
同港で船上観測の準備や現地購入食料等の積み込みを行った。11 月 30 日、「しらせ」はフリーマン
トルを出港、船上観測を行いつつ、12 月 5 日に南緯 55 度を通過した。この間にオーストラリア気象局
から依頼された気象観測用ブイを投入した。東経 110 度線に沿った航走観測および浅層鉛直観測を継続
し、長期深層係留系を投入した後西航した。 
現地時間 12 月 13 日夕刻浮氷縁に至り、浮氷の疎密を示す衛星画像等を参考にしてリュツォ・ホルム
湾北東方沖より氷海航行を開始した。東寄りの風が幸いして約１日で浮氷域を抜け、12 月 14 日 21 時過
ぎ、定着氷域に進入を始めた。しらせヘリの防錆解除・ブレード取り付けを 15 日から 18 日までおこな




観測隊がチャーターした２機の小型ヘリコプター（以後「観測隊ヘリ」という）は、12 月 20 日には昭
和基地に移動し、基地を拠点に初めのうちは「しらせ」航路選択のための氷状調査を主として行った。 
12 月 21 日以降「しらせ」は多年氷帯に進入し、ラミングを繰り返すものの進出距離がなかなか伸び































としたつもりだったが、悪天候による DROMLAN フィーダーフライトの変更により、ライダーの部品の S17 への






紙 Sydney Morning Herald および公営放送 Australian Broadcasting Corporation (ABC)のオンライン
版に、「しらせ」が日本の調査捕鯨母船の日新丸の支援にやって来たとの「シー・シェパード」側の誤
った情報を含む記事が掲載された。これに対し、在シドニー日本総領事が「Japan’s friendship」と題
して誤解を解く記事を全国紙の Australian 紙に投稿（２月 29 日版に掲載）する一件があり、観測隊員・
しらせ乗員のシドニー上陸につき懸念したが、特に何もなかったようである。 
その後、「しらせ」は 3 月 10 日より東経 150 度線に沿って北上し、13 日に南緯 55 度を通過、3 月 18
日にオーストラリアのシドニーへ入港した。第 53 次越冬隊と第 54 次夏隊、および同行者は 3月 20 日早
朝「しらせ」を下船、シドニー空港を発ち、同日、成田空港へ帰着した。「しらせ」は 3 月 24 日シドニ
ーを出港し、4月 10 日に東京港に入港した。 
 
ドームふじ旅行隊は 2012 年 11 月 10 日に成田空港を出発し、DROMLAN 航空ネットワークによりケープ




23 日に発ち、12 月 15 日にドームふじに到着。その後新ドームふじ基地等での観測等活動の後、雪氷班
は１月 16 日、天文班は１月 23 日にドームふじ基地を出発した。２月３日から S30 で雪氷試料の「しら
せ」への持ち帰りのために待機したが、最終的に２月７日に雪氷試料を空輸し、夏隊員６名が DROMLAN
でピックアップされた。２月８日にノボラザレフスカヤ基地でセール・ロンダーネ隊と合流し、ケープ
タウン経由で２月 14 日に空路全員無事帰国した。 
セール・ロンダーネ隊は 12 月１日、成田空港を出発した。ケープタウンから DROMLAN 航空ネットワー
クにより 12 月９日、プリンセス・エリザベス基地（ベルギー）に到着した。ナンセン氷原にてベルギー
南極観測隊と合同で隕石探査を実施し、２月８日プリンセス・エリザベス基地を発ち、空路２月 14 日に
成田空港に全員無事帰国した。海鷹丸により観測を行った隊は、12 月 27 日成田空港を出発し、28 日フ
リーマントル港で海鷹丸に乗船、31 日フリーマントル港を出港した。南大洋での観測終了後、2013 年１





第 54 次南極地域観測隊では、上記の「南極地域観測第Ⅷ期 6か年計画」を踏まえ、第 140 回本部総会
（2012 年 6 月 22 日）において第 54 次南極地域観測実施計画が承認された。これに基づき行動実施計画















気 象 気象庁 
①地上気象観測 ②高層気象観測 ③オゾン観測  
④日射・放射観測 ⑤天気解析 ⑥その他の観測 
海底地形調査 海上保安庁 海底地形測量 

































１） 太陽風エネルギーの磁気圏流入と電離圏応答の南北共役性の研究 宙空圏 












14）絶対重力測定と GPS による南極沿岸域後氷期地殻変動速度の推定 地圏 
  





第 54 次隊では、観測計画の検討と並行して隊員編成を進めた。2011 年 11 月 10 日の第 139 回本部総会
で隊長兼夏隊長、副隊長兼越冬隊長が決定された。隊員候補については、2012 年 3 月、長野県乗鞍高原
で冬期総合訓練を実施し、2012 年 6 月 22 日の第 140 回本部総会にて大部分の隊員を決定する運びとなっ
た。隊員決定前であったが訓練後の極地研職員採用までの期間を確保するため、同月 18 日より群馬県草
津において夏期総合訓練を実施した。以後、7月２日に多くの隊員が極地研職員に採用され、各種部門訓
練、物品調達、梱包等の準備が開始され、10 月中旬から 11 月初旬にかけて物資の搬出、南極観測船「し
らせ」への搭載を行った。第 54 次隊の観測実施計画と隊員編成は、最終的に 2012 年 11 月９日の第 141
回本部総会で決定された。「しらせ」は 2012 年 11 月 11 日、東京晴海埠頭を出航した。観測隊本隊は 11
月 25 日に成田空港を出発し、オーストラリア・シドニー空港、パース空港を経て、26 日にフリーマント
ル港で「しらせ」に乗船した。「しらせ」は 11 月 30 日、フリーマントル港を出航し、南極へ向かった。 
 
2011 年 6 月：第 138 回本部総会にて第 54 次南極地域観測計画の決定 
2011 年 11 月：第 139 回本部総会にて隊長等の決定 
2012 年 3 月：隊員候補者等の乗鞍高原冬期総合訓練 
2012 年 6 月：隊員候補者等の草津夏期総合訓練 





      「しらせ」との実務者会合開催（極地研） 
2012 年 8 月 24 日：第 1回全員打合せ会（極地研） 
      しらせ国内巡航に併せ、観測訓練実施 
2012 年 9 月 28 日：第 2回全員打合せ会（極地研） 
2012 年 10 月 10 日：五者連絡会議開催（しらせ） 
2012 年 11 月９日：第 3回全員打合せ会（極地研） 
         第 141 回本部総会にて行動実施計画の決定、未決定隊員等の決定 
      10 日：ドームふじ旅行隊、成田出発 
      11 日：しらせ、晴海出港 
      25 日：観測隊本隊成田出発 
2012 年 12 月１日：セール・ロンダーネ隊、成田出発 
   27 日：海鷹丸による隊、成田出発 
 
2.3 隊の編成 
第 54 次隊の越冬隊と夏隊編成および同行者の一覧を表 I.２－２に示す。第 54 次隊では、設営系８名、
観測系（モニタリング観測）３名の隊員枠について公募が行われ、合計 11 名が採用された。 
 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 54 次隊の夏期間と越冬中の運営体制をそれぞれ以下のように定めた。 
 
○南極本部の決定による第 54 次南極地域観測隊の体制 
観測隊長  兼 夏隊長 渡邉 研太郎 
観測副隊長 兼 越冬隊長 橋田 元 





総括 渡邉 研太郎（観測隊長兼夏隊長） 
基地活動全般・観測隊ヘリ運用 橋田 元（副隊長兼越冬隊長） 
輸送 柏木 隆宏、山田 嘉平 
船上観測 高村 友海（世話人）、深町 康（補佐） 
沿岸野外観測計画 金尾 政紀（世話人）、高橋 晃周（補佐） 
基地観測全般・気象 安達 正樹（総務） 
PANSY・宙空圏観測 冨川 喜弘（観測主任） 
地圏・気水圏モニタリング観測 小原 徳昭（生活主任） 
気球実験 森本 真司 
建築・土木作業 小久保 忍 
機械 古見 直人（設営主任）  
通信 川﨑 昭仁 
調理 岸本 栄二 
医療 大江 洋文（安全主任） 
野外観測支援 小久保 陽介（野外主任） 
庶務・情報発信 山﨑 哲平、山田 嘉平 
（※他に隊長が指名する隊員） 
 































































第 54 次隊の夏期間と越冬中の運営体制をそれぞれ以下のように定めた。 
 
○南極本部の決定による第 54 次南極地域観測隊の体制 
観測隊長  兼 夏隊長 渡邉 研太郎 
観測副隊長 兼 越冬隊長 橋田 元 





総括 渡邉 研太郎（観測隊長兼夏隊長） 
基地活動全般・観測隊ヘリ運用 橋田 元（副隊長兼越冬隊長） 
輸送 柏木 隆宏、山田 嘉平 
船上観測 高村 友海（世話人）、深町 康（補佐） 
沿岸野外観測計画 金尾 政紀（世話人）、高橋 晃周（補佐） 
基地観測全般・気象 安達 正樹（総務） 
PANSY・宙空圏観測 冨川 喜弘（観測主任） 
地圏・気水圏モニタリング観測 小原 徳昭（生活主任） 
気球実験 森本 真司 
建築・土木作業 小久保 忍 
機械 古見 直人（設営主任）  
通信 川﨑 昭仁 
調理 岸本 栄二 
医療 大江 洋文（安全主任） 
野外観測支援 小久保 陽介（野外主任） 






   総括責任者： 本山 秀明 
   ◎雪氷班 
GM、燃料、雪氷観測・気象観測 本山 秀明 




通信、装備、雪氷観測 大野 浩 
食糧、気象観測、雪氷観測 保科 優 
サブリーダー、車輛、機械、橇 倉本 大輝（第 53 次越冬隊） 
   ◎天文班 
リーダー、ナビ、通信、天文観測 沖田 博文 
環境保全、天文観測 小山 拓也（第 53 次越冬隊） 
環境保全、気象観測、極地工学 金 高義 
建築、装備、橇 遠野 菊夫 
サブリーダー、機械、車輛、燃料 藤野 博行 
建築、装備、橇 堀川 秀昭（第 53 次越冬隊） 
医療、食糧 桑原 悠一（第 53 次越冬隊） 
 
セールロンダーネ隊運営体制 
リーダー、通信、公式記録、輸送、航法・GPS、安全対策 今榮 直也 
庶務、地形図・地図、試料採取・保管 山口 亮 







リーダー・週間活動報告 北出 裕二郎 
一般研究観測 北出 裕二郎、高澤 伸江 
定常観測 北出 裕二郎、担当同行者 
 
夏期記録担当者 
 昭和基地 ドーム隊 ｾｰﾙﾛﾝﾀﾞｰﾈ隊 海鷹丸 
公式記録* 渡邉 研太郞 本山 秀明 今榮 直也 北出 裕二郎 
日誌記録 山﨑 哲平 福井幸太郎、 
沖田博文 
今榮 直也 高澤 伸江 
写真記録 山﨑 哲平 福井幸太郎、 
沖田博文 





























表Ⅰ.２－３ 主任 一覧 
 常任 代行 代行２ 
越冬隊長 橋田 安達 小原 
観測主任 冨川 小原 虫明 
設営主任 古見 久川 佐藤 
生活主任 小原 岸本 長谷川 
安全主任 大江 小久保 久川 
野外主任 小久保 山田 大江 





◎観測系：     冨川喜弘 
  気象：     安達正樹 
  宙空（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・研究観測）： 
          冨川喜弘 
  ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ（地圏・気水圏）： 
          小原徳昭 
◎設営系         古見直人 
  機械：        古見直人 
  通信：        川﨑昭仁 
  調理：        岸本栄二 
  医療：        大江洋文 
  環境保全：      片岡大騎 
  多目的大型ｱﾝﾃﾅ：   田仲宏至 
LAN・ｲﾝﾃﾙｻｯﾄ：    大越崇文 
建築・土木：     中山宜彦 
  装備・ﾌｨｰﾙﾄﾞｱｼｽﾀﾝﾄ： 小久保陽介 






























ェックした上で、同 10 日までに極地研に送付することとした。 
 
表Ⅰ．２－５ 諸報告、記録等の担当者 一覧 
 












  南極地域観測事業経費は、2004 年度の情報・システム研究機構の法人化により、南極地域観測統合推
進本部が一括要求して関係各省庁に移し替える南極地域観測事業費と、情報・システム研究機構（国立
極地研究所）に交付される運営費交付金の特別教育研究費に再編された。 
  第 54 次南極地域観測事業費（平成 24 年度）の経費概要を以下に示す。 
 
3.1 南極地域観測事業費 
   観測隊員経費    66,914 千円 
観測部門経費 235,897 千円 
海上輸送部門経費       6,833,062 千円 
本部経費  20,570 千円 









































表 I.3.1-1 観測部門経費内訳 
部  門 予 算 額（千円） 主要調達物品 
定常観測  
    電離層 44,133 衛星測位電波観測システム 
  気象 66,340 波長別紫外域日射系補修 
  海洋物理・化学 50,000 投下式塩分水温深度計プローブ 
海底地形調査 17,926 表面音速計 
  潮汐 3,968 潮位観測装置保守財 
  地理・地形 48,796 地上レーザースキャナ 
  地震・重力 29 重力計記録紙 
 定常観測合計 231,192  
共通 4,705 資料整理費・梱包輸送費等 
    総合計 235,897  
 
            表 I.3.1-2 海上輸送部門経費内訳  
部  門 予 算 額（千円） 備    考 
職員諸手当 97,199  
職員旅費(国内) 626  
外国旅費 3,312  
庁費 115,247  
糧食費 82,976  
油購入費 889,826  
諸器材購入費 31,565  
航空機修理費 1,253,466  
艦船修理費 898,893  




合   計 6,833,062  
 
3.2 情報・システム研究機構運営費交付金（特別教育研究経費） 
研究観測経費    382,715 千円 
設営部門経費    582,956 千円 
観測事業支援経費    116,064 千円 
共通経費およびその他    182,697 千円 
合  計  1,264,432 千円 
 
表 I.3.2-1 研究観測経費内訳 
部  門 予算額 (千円） 主要調達物品 
1. 重点プロジェクト研究 165,714  
南極域から探る地球温暖化  
AJ-1    南極域中層・超高層大気を通して探る地
球環境変動 




AJ-2   南極海生態系の応答を通して探る地球環
境変動 
16,020 定着氷下係留系 




2. 一般プロジェクト研究 117,967  
AP-1  南極からの赤外線・テラヘルツ天文学の開
拓 

































3,783 氷河 GPS 設置台 
AP-21  南極隕石探査 22,381 IH 用発電機 
  
AP-25  南大洋観測システムによる環境変動解析 7,000 RMT ネット替え網 
  
3. モニタリング研究観測 99,034  
AMU  宙空圏変動のモニタリング 10,604 デジタル CCD カメラ 
AMP    気水圏変動のモニタリング 16,527 光散乱式粒子計数装置 
AMG  地殻圏変動のモニタリング 58,678 水素ﾒｰｻﾞｰ周波数標準器 











表 I.3.2-2 設営部門経費内訳 
部  門 予算額 (千円) 主要調達物品 
 機械 212,798 ブルドーザ、汚水配管 
 燃料 72,707 W 軽油、JP-5、JET A-1  
 建築・土木 41,474 自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟、情報処理棟改修部材 
 通信 6,542 無線機 
 医療 10,680 医薬品、医療機器 
 装備 22,250 個人及び共同装備 
 予備食 5,340 越冬食糧、予備食 
 環境保全・廃棄物処理 23,856 フレキシブルバッグ、機器消耗品 
 輸送 87,309 ドラム缶パレット、船舶用固定具 
  ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰﾁｬｰﾀｰ 100,000 ヘリコプター2機 
設営部門経費 合  計 582，956  
 
 
表 I.3.2-3 観測事業支援経費内訳 
項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 観測隊関連経費 92，435  
 訓練経費 15,311  






 南極派旅費 57,500  
 隊員保険料 1,226  
2. 観測事業支援経費 23,629  
 国際会議経費 500  
 公用氷保管料・輸送料 2,200  




 出発・帰国関連経費 3,780  
広報関係資料作成 500  
イリジウム電話通信費 1,500  










表 I.3.2-4 南極観測共通経費およびその他経費内訳 
項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 南極観測共通 132,265  
 LAN・インテルサット 121,940 インテルサット機器 
 保留額 10,325  
2. 資料整理費等 11,432  
 AMP  気水圏変動のモニタリング 703  
 AMG 地殻圏変動のモニタリング 3,182  
 AMB 生態系変動のモニタリング 5,251  
 AMS 極域衛星データ受信 2,296  
3. 公募隊員人件費 
   （公募採用者分） 
39,000  


































































































昭和基地夏期作業期間における生活（講義） 金子　宗一郎（極地研 南極観測センター） 同　上
救命救急処置訓練（講義・訓練） 東京消防庁・（財）東京救急協会 同　上





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   １ ．夏期行動経過の概要  
   ２ ．夏期観測 
   ３ ．夏期設営作業  
   ４ ．その他の活動 
   ５ ．夏期行動日誌 
   ６ ．観測データ・採取試料一覧 
















フリーマントル港で観測隊を乗せた「しらせ」は、11 月 30 日、昭和基地に向け出港した。「しらせ」












1.1.1 往路の航海と船上観測  
「しらせ」は 11 月 11 日､東京港晴海埠頭を出港し、11 月 25 日にオーストラリアのフリーマントル港
へ入港した。同日、越冬隊 30 名、夏隊 23 名、同行者 20 名の計 73 名は、成田空港よりオーストラリア
に向け出発し、翌 26 日にフリーマントル港で「しらせ」に乗船した。同港で船上観測の準備や現地購
入食糧およびチャーターした観測隊ヘリ等の搭載を行い、11 月 30 日、「しらせ」はフリーマントルを出
港した。その後船上観測を行いつつ、オーストラリア気象局から依頼された気象観測用ブイを投入した。
東経 110 度線に沿った航走観測および浅層鉛直観測を続け、長期深層係留系を南緯 61 度 44 分、東経 110
度 01 分に投入した後西航した。 
現地時間 12 月 13 日夕刻浮氷縁に至り、浮氷の疎密を示す衛星画像等を参考にしてリュツォ・ホルム
湾北東方沖より氷海航行を開始した。東寄りの風が幸いして約１日で浮氷域を抜け、12 月 14 日 21 時過
ぎ、定着氷域に進入を始めた。12 月 16 日以降「しらせ」は多年氷帯に進入し、ラミングあたりの進出






























型ヘリコプター（以後「観測隊ヘリ」という）は、12 月 20 日には昭和基地に移動し、基地を拠点に初
めのうちは「しらせ」航路選択のための氷状調査を主として行った。 
12 月 19 日の第一便以降実施した「しらせ」ヘリによる準備空輸は、悪天候や機体の不具合により遅




能率の送油ポンプを持ち込んだおかげで C ヘリポートへの貨油輸送は順調に進み、貨油約 407t(W 軽油








































たタンクを「しらせ」に持ち帰り、そこに貨油を注入してまた運ぶことを繰り返し、W 軽油約 453 ㎘、





の工事を行い、最終便の２月 14 日までに、第 51 次隊から始められた建屋の建設を完工し、足場も撤去
することができた。「しらせ」による基地作業支援は、建設資材がほとんど搬入できなかったことから、













 陸上生物グループ、ペンギン調査グループは、「しらせ」ヘリにより 12 月 19 日にラングホブデの
雪鳥沢、袋浦にそれぞれ入って調査を開始した。そのほか、インフラサウンドの観測システム拡充のた
めの計画等、地圏、気水圏、宙空グループでは観測隊ヘリにより野外観測を実施した。主として野外観
測のために観測隊がチャーターした小型ヘリ２機は、12 月 20 日に「しらせ」から昭和基地へフェリー












観測，「しらせ」氷海性能試験，海底地形測量等を立上げた。第 53 次越冬隊 31 名、第 54 次夏隊 25 名
と同行者 21 名の計 77 名を収容した「しらせ」は、２月 14 日に昭和基地からの最終便として、観測隊
ヘリを「しらせ」へ収容した。氷厚が５m 前後のため反転するのに数日を要したが、その後の多年氷域
でのラミング当りの進出距離は増加した。翌 15 日には、DROMLAN で昭和基地へ届ける観測機材用部品等

















旅行を実施した。行動範囲は南緯 69 度の沿岸から南緯 80 度の内陸までの広範囲に及んだ。平成 24 年
11 月 10 日に夏隊 9名で日本を出発し、ケープタウン発が 11 月 18 日、S17 に 11 月 20 日着。第 53 次越
冬隊 4 名を加えて S16 からの出発は 11 月 23 日。基本的に雪氷班 6 名（雪上車 2 台）、天文班 7 名（雪
上車 3 台）の行動とした。途中、大型橇の修理やブリザードによる停滞があったが、12 月 15 日にドー
ムふじ基地へ到着した。天文班はここで長期滞在し、8m 天文架台の設置と各種望遠鏡などの観測準備、
無人発電装置の修理と再立ち上げ等を行った。後半は設営チームに基地周辺にデポしてある燃料ドラム
が埋まっているので、その掘り出し・再デポ（約 200 本）とカラドラム回収（128 本）、デポ棚掘り出し
などを行った。雪氷班はドームふじでの AWS や GPS の観測を行ってから 12 月 21 日に南へむけて出発し
た。55 ㎞南方の新ドームふじ基地候補地にて 30m 掘削や 2m 積雪ピット観測、氷床探査レーダーを行っ
てから南緯 80 度地点まで移動して 30m 掘削、積雪ピット観測を実施した。帰路も表面積雪サンプリン
グや GPR 観測を行いながら、1 月 9 日にドームふじ基地へ帰った。ドームふじ基地では、掘削用の 3 号
発電機を立ち上げて深層掘削孔3000mの検層観測を行うとともに、宇宙塵研究用の表面積雪を採集した。
地震計の回収も行った。 
ドームふじ基地を雪氷班は 1月 16 日、天文班は 1月 23 日に出発した。雪氷班は標高 1000m 地点であ
る H15にて 30m掘削を行ってから S30で雪氷試料の持ち帰りのため 2月 3日からヘリオペスタンバイを
したが S17 から DROMLAN によるピックアップの日程が迫っていたため 2 月 6 日夕方に S16 へ移動した。
結局、翌日の 2月 7日に観測隊ヘリコプターによって S30 雪氷試料持ち帰りは実施された。夏隊員 6 名
は同じく 2 月 7 日夕方に DROMLAN でピックアップされ、2 月 8 日にノボ滑走路でセルロン隊の 4 名と合
流しケープタウン経由で 2 月 14 日に帰国した。天候が悪く、S16 から隊員は 2月 9日にピックアップさ






1.3 セール・ロンダーネ隕石探査隊      今榮直也 
一般研究観測「南極隕石探査」を担う観測隊員 4名は 2012 年 12 月 1 日、成田空港を出発した。ケー
プタウンからドロンイング・モードランド航空ネットワーク(Dronning Maud Land Air Network、 
DROMLAN)を利用し、ノボラザレフスカヤ滑走路基地を経由して、プリンセス・エリザベス基地（以下 PE
基地）に 12 月 9 日に到着した。同隊は新たな南極隕石を採集することを目的とし、セール・ロンダー
ネ山地の南方約 100 km に分布する裸氷帯、すなわち、南緯 72 度 30 分～73 度、東経 23 度～25 度の領
域に位置するナンセン氷原において、組織的な隕石探査をベルギー南極観測隊と合同で実施し、約 420
個のあすか隕石を採取した。これらは Auka 12 隕石として命名する。同隊はナンセン氷原での 39 日間
にわたる調査を無事完遂し、2 月 8 日に PE 基地を発ち、行きとは逆ルートで、空路により 2 月 14 日に
成田空港に到着した。同隊の調査にあたり、ベルギー南極観測隊から多大な支援を受けた。 
 
1.3.1 南極隕石探査      今栄直也・山口亮・三河内岳・赤田幸久 





探査を実施した。本調査隊は観測隊本隊とは別行動を取り、2012 年 12 月 9 日にセール・ロンダーネ山
地の PE 基地に入り、16 日間の基地での準備期間の後、ナンセン氷原へ入った。観測期間の前半（2012
年 12 月 26 日〜2013 年 1 月 15 日）はナンセン氷原南部（エリア B)内にベースキャンプ(BC1)を設置し、
後半（2013 年 1 月 15 日〜2013 年 2 月 2日）はナンセン氷原北東部(エリア C)内にベースキャンプ(BC2)
に移動し、隕石探査を行った。BC2 へ移動の翌日より連続 12 日間は悪天候により停滞した。2013 年 2
月 8 日に南極を離れた。なお、PE 基地とベースキャンプ間および BC1 から BC2 への移動に際して、PE
基地のサポートにより、雪上車(Prinoth)にてモジュール橇、ベルギー隊のコンテナ、燃料の移動を行
った。実施経過の詳細は以下の通り。 
1)  2012 年 12 月 9 日〜12 月 25 日 PE 基地に滞在し、スノーモービルおよび各種調査物資の整備を 
行った後、レスキュー、スノーモービル走行、および雪上歩行訓練を実施した。また、この期間に 
宙空圏グループより依頼を受けた無人磁力計のメンテナンス作業を行った(別途記述)。 
2)  2012 年 12 月 26 日にスノーモービルでナンセン氷原南部（エリア B)内へ移動し、 BC1 を設営し 
た。 
3)  2012 年 12 月 27 日〜2013 月 1 月 14 日 ナンセン氷原南部（エリア B)内に設置した BC1 を起点に 
隕石探査を行った。 
4)  2013 年 1 月 15 日 スノーモービルにてナンセン氷原北東部(エリア C)内の BC2 に移動した。 
5)  2013 年 1 月 16 日〜2013 月 2 月 1日 ナンセン氷原北東部(エリア C)内に設置した BC2 を起点に 
隕石探査を行った。 
6)  2013年 2月 2日 スノーモービルにてナンセン氷原北東部(エリアC)内に設置したBC2よりプリ 
ンセス・エリザベス基地に帰着した。  














12 月 19 日に実施した。PE 基地より JARE-54 隊員 4名にてスノーモービルで現地へ行った。装置は雪
に約 2m 埋没していたためにスコップを用い、除雪から実施した。予め預かった手順書に従い、電源ケ





電池箱 No.2 の電源ケーブルを取り外す際に、誤ってプラグではなく、ケーブルそのものを約 3 周回
した。このために電池箱 No.2 からの給電が断線により行われなくなっている可能性があった。しかし、
電池箱 No.1 と電池箱 No.2 とは並列のため、電池箱 No.2 からの給電が断線しても、動作が正常であれ
ば電池箱 No.1 から給電が行われるはずであるとのことであった。その後の調査で給電は 10 月より行わ
れていなかったことがわかった。宙空グループで今後の対策が実施される予定である。 
 
1.4 海鷹丸により観測を行う隊      北出裕二郎 
・観測チームの構成と日程 
定常観測「基本観測（海洋物理・化学）」および一般研究観測「プランクトン群集組成の変動と環境
変動との関係に関する研究」を担う観測隊員 2名と同行者 9名は 12 月 27 日、成田空港より出発し、28
日オーストラリア・フリーマントル港にて東京海洋大学の練習船「海鷹丸」に乗船、31 日に出港した。
海鷹丸には東京海洋大学の研究課題を実施する研究員等 7 名も乗船し、これら 18 名の研究者が乗船し
た海鷹丸航海は極めて学際的であり、研究課題間の相乗効果があった。南大洋での観測を終了した海鷹




1)  東経 110 度南緯 40 度から氷縁にいたる 6観測点において、過去 50 年近くにわたり南極地域観測 
隊が継続してきた観測をさらに精度を高めて実施することができた。長期モニタリングとしてのデ 
ータを蓄積できた。 
2)  東経 110 度氷縁観測点において、気候変動の鍵を握る南極底層水の観測に成功した。 
3)  外洋域および海氷縁の 3観測点において大型多段開閉式ネットを用いた昼夜観測に成功した。南 
大洋中・深層域（水深 200 m から 2000 m）の生態系を解明するうえで欠かせない、プランクトンや 
クラゲ類などの現存量・生物量に関する希少なデータを得ることができた。 
 


















1.7 アウトリーチと広報活動           渡邉 研太郎 
南極観測による学術的成果や活動状況を広く社会に発信するため、新聞協会派遣の共同通信社の同行
記者から記事を発信したほか、メディアからの取材等に可能な限り対応した。また同行派遣の教員２名






・南極昭和基地大型大気レーダー観測（AJ01-54-04S）                冨川 喜弘 
【概要】 
53 次で移設したアンテナ基礎の上にアンテナ本体を設置する。53 次で移設しなかったアンテナのう





12 月 20 日の昭和基地入り後、53 次越冬隊と 54 次隊他部門の隊員・同行者の支援も受け、約 500 本
のアンテナ、14 群分の屋外分配装置（14 台）と送受信モジュール（266 台）、および 167 本の基幹ケー
ブルを設置した。これにより、既設の 12 群と合わせ、全 55 群の約半数に相当する 26 群が稼働可能と
なった。また、既設の 12 群の屋外分配装置については、電源部からのノイズ発振を抑えるため、取り
外して改修し、再度設置した。 
アンテナ配置、および各作業の人工数は、それぞれ図 II.2.1.1-1、および表 II.2.1.1-1 の通りであ
る。 
上記の設営作業と並行して、既設 12 群を用いた対流圏・成層圏、および極域中間圏夏季エコ （ーPMSE）






図 II.2.1.1-1  PANSY のアンテナ配置。太実線は既設 12 群、太破線は新設した 14 群、細実線
は基幹ケーブルの敷設経路。 
 































フラッシュランプ、冷却水、DI フィルタを随時引継ぎを行いながら交換した。1 月 12 日に受信光学
系内に極中間圏雲（PMC）観測用の光学部品を追加し、調整後、観測を開始した。1 月 30 日の計画停電
時に、停電対応の引継ぎを行った。2月 16 日に DROMLAN で輸送された THG ユニットの交換を行い、大レ













54 次では 12 月に劣化の判明した THG ユニットを DROMLAN で輸送・交換することができたが、今後は
交換の必要が生じる可能性のある部品について予備品を準備しておくことが必要である。 
 
























・長期係留系観測（AJ02-54-01）                       高村 友海 
【概要】 
しらせ往路にて、南緯 62 度、東経 110 度の観測点に、翼足類殻などの沈降粒子を採集するための時
系列採集型セディメントトラップ３基(500m、1500m、3000m)と各種深度に環境パラメータを測定するた





係留系投入開始 12/06 06:10 （UTC）(61-43.09S, 110-01.95E) 










AJ(61-44.55S, 110-00.39E) 12/6 07:32 (UTC)  









2013 年 1 月 12 日から 2013 年 1 月 29 日にかけて、昭和基地沖の定着氷の海氷掘削を行い、主に 2 点
の観測点(T3：68-59.846S, 39-36.881E および S4:69-00.140, 39-36.134E)から計 28 回の採水を実施し









本山 秀明・鈴木 利孝・福井 幸太郎・大野 浩・保科 優 
【実施経過】 
内陸ドーム旅行中の観測を以下にまとめた。 
ア）表面積雪サンプリング                      
・ルート沿い 10km 毎サンプリング                          本山 秀明 
気水圏変動のモニタリング「内陸氷床質量収支観(夏)（AMP04-54-03）にも記載した。S16 からドーム




本山 秀明・鈴木 利孝・福井 幸太郎・保科 優 
宇宙塵研究用に 20 箱、一般化学成分分析用に 10 箱をドームふじ基地から南南西に約 8km 離れた地点
にて表面積雪を 2013 年 1 月 13 日に採集した。採集地点は南緯 77 度 22.462 分、東経 39 度 35.622 分で
ある。表面から 5cm でのなるべく新しい積雪を 2重にしたクリーンルーム用ポリ袋に採取して、中型ダ
ンボール梱包した。採取した雪氷試料は融解せずに全て S30 から空輸し、しらせの冷凍コンテナ（-28°
設定）に積載した。なお、宇宙塵研究については、2.3 萌芽研究観測にも記載した。 









ピットの側面から円筒サンプラーで 4450ml のポリビンが満タンになるまで積雪をつめた。 
観測地点地点、観測日、サンプリング深度は Z2：2012 年 11 月 25 日：0～80cm、NMD196：2012 年 12
月 3 日：0～50cm、NMD304：2012 年 12 月 5 日：0～50cm、MD370：2012 年 12 月 8 日：0～50cm、NMD590：
2012 年 12 月 12 日：0～50cm、ドームふじ基地：2012 年 12 月 20 日：0～30cm、ドームふじ基地：2012
年 12 月 20 日：0～30cm、新ドームふじ基地候補地：2012 年 12 月 25 日：0～30cm、JARE54-024 地点：
2012 年 12 月 28 日：0～30cm、南緯 80°東経 40.5°地点：2013 年 1 月 3 日：0～30cm、ふじ峠：2013
年 1 月 8日：0～30cm、ドームふじ基地：2013 年 1 月 13 日：0～30cm。 
採取した積雪試料は融解せずに全て S30 からしらせに空輸し、冷凍コンテナに積載した。 
・Raman/SEM 分析用                                       大野 浩 
Raman 分光器ならびに走査型電子顕微鏡（SEM）によるエアロゾル分析を行うために、表面積雪試料を
ドームふじ基地～H15 の区間（復路）で採取した。約 10km 毎に、計 95 地点でサンプリングを行った。
試料は中ダン 2箱に梱包して、冷凍状態で日本に持ち帰り、国立極地研および共同研究機関で分析を進
める。 
・表面密度測定用                                      本山 秀明 
積雪表面から 20 ㎝までの平均積雪密度を観測するため、断面積 48 平方センチメートルの円筒サンプ
ラーでサンプリングを行った。ドーム南方旅行では 10 ㎞毎に 65 試料、ドームふじ基地からの帰路旅行
では昼の給油地点とキャンプ地にて 29 試料を採取した。試料は冷凍状態で国内へ持ち帰って同位体な
どを分析する予定。 
イ) 積雪ピット観測                       
・ 新ドームふじ基地候補地         本山 秀明・鈴木 利孝・福井 幸太郎・大野 浩・保科 優          
新ドームふじ基地候補地にて 12 月 22 日に積雪表面から 218cm 深までの積雪ピット観測を行った。観
測地点は南緯 77 度 47.322 分、東経 39 度 03.168 分。観測項目は、積雪層位の記載、積雪温度分布測定
（10cm 毎）、積雪サンプリング（2cm 深、特殊ポリエチレン袋）である。また、理化学研究所での放射
線分析のための試料を、表面から 100 ㎝までは 10 ㎝深毎、100 ㎝から 200 ㎝までは 20 ㎝深毎に約 500g
の積雪をポリ袋に採取した。 
・南緯 80 度地点              本山 秀明・鈴木 利孝・福井 幸太郎・大野 浩・保科 優 
南緯 80 度地点にて 12 月 30 日に積雪表面から 236cm 深までの積雪ピット観測を行った。観測地点は
南緯 80 度 00.072 分、東経 40 度 30.164 分。観測項目は、積雪層位の記載、積雪温度分布測定（10cm
毎）、積雪サンプリング（2cm 深、特殊ポリエチレン袋）である。 
・南緯 79 度地点              本山 秀明・鈴木 利孝・福井 幸太郎・大野 浩・保科 優 
南緯 79 度地点にて 1 月 5 日に積雪表面から 206cm 深までの積雪ピット観測を行った。観測地点は南
緯 79 度 00.003 分、東経 42 度 29.597 分。観測項目は、積雪層位の記載、積雪温度分布測定（10cm 毎）、
積雪サンプリング（2cm 深、特殊ポリエチレン袋）である。 
・H15（H12)地点              本山 秀明・鈴木 利孝・福井 幸太郎・大野 浩・保科 優 
帰路に H15 から H9 方面に 1km 進んだ地点で 2 月 2 日に積雪表面から 160cm 深までの積雪ピット観測
を行った。観測地点は南緯 69 度 04.605 分、東経 40 度 44.858 分。観測項目は、積雪層位の記載、積雪
温度分布測定（10cm 毎）、積雪サンプリング（5cm 深、特殊ポリエチレン袋）である。 
・ドームふじピット                                        保科 優 
ドームふじ基地において，2 m を 2 地点、3 m を 1 地点の積雪ピット観測を行った。数十 m 範囲での
積雪堆積量の違いを見るために、それぞれの観測地間を 16-27 m 離れた場所に設け、水安定同位体比、
化学成分分析用のサンプリング、積雪密度の測定を行った。積雪試料は深度 2 cm 間隔で PE 袋に採取し
た。観測日と観測深度は 2013 年 1 月 10 日に深度 2 m、2013 年 1 月 11 日に深度 2 m、2013 年 1 月 12 日
に深度 3 m（サンプリングは深度 2 m まで）。 
・Raman/SEM/X 線 CT 分析用                                     大野 浩 
Raman 分光器ならびに走査型電子顕微鏡（SEM）によるエアロゾル分析用の積雪ピット試料を、新ドー
ムふじ基地候補地、80S、ドームふじ基地、MD314、IM2（みずほ）の 5 地点で採取した（総サンプル数













・フィンガーインデックス、層位                                  大野 浩 
南極内陸部における表面積雪の構造を理解するために、ドームふじ基地～80S の区間（往復路）で積
雪ピット観測を行った。観測点は計 45、ピットの深さは約 30 センチ、測定項目は層位観察およびフィ
ンガーインデックスによる積雪硬度である。 
・36 点積雪ピット観測                                      大野 浩 
同一地点における表面積雪構造の空間的不均一性を考察するために、ドームふじ基地において 36 点
積雪ピット観測を行った。5 メートル間隔で 6×6 のグリッドを組み、各点で約 30 センチのピットを掘
った。側壁の層位観察を行うとともに、密度サンプラーを用いて深さ方向 10 センチ毎に密度を測定し
た。 
・ルート沿い積雪ピット観測                         福井 幸太郎・大野 浩 
ピットの積雪層位と地中レーダーでとらえた反射構造を比較するために、キャンプ地で深度 1.2m の
積雪ピット観測（層位、密度、粒径）を行った。観測は深度 10cm 間隔で行った。観測地点と観測日は
NMD30：2012 年 11 月 30 日、NMD82：2012 年 12 月 3 日、NMD248：2012 年 12 月 4 日、MD478：2012 年 12
月 10 日、MD590：2012 年 12 月 12 日、041：2013 年 1 月 5日である。 
ウ) 雪尺観測                          福井 幸太郎・本山 秀明・鈴木 利孝・大野 浩・保科 優 
気水圏変動のモニタリング「内陸氷床質量収支観(夏)（AMP04-54-03）にも記載した。往路にみずほ
基地から中継拠点までの新規ルートである NMD ルート、帰路にドームふじから S16 までの MD, Z, H, S




エ) 氷床探査レーダー観測                      福井 幸太郎 
・434MHz アイスレーダー観測                    
JARE では観測に成功していなかった高周波（434MHz）のアイスレーダーを使った氷床内部探査を S16
～NMD ルート経由～ドームふじ基地の区間で実施した。観測期間は 2012 年 11 月 23 日～12 月 15 日、測
線長は約 1070km である。データは 1秒ごとに記録した。 
受信感度調整を行うトグルスイッチを S16～みずほ基地間は 2 段、みずほ基地からドームふじ基地間
は 3 段上げた。送信アンテナと受信アンテナ間の距離は 771cm、アンテナ先端から雪面までの高さは
185cm 前後、アイスレーダー付属の GPS の高さは 421cm である。 
・179MHz アイスレーダー観測                    
新ドームふじ候補地周辺の岩盤地形図作成のため、179MHz のアイスレーダーを用いた氷厚探査をドー
ムふじ基地～新ドームふじ基地候補地および新ドームふじ基地周辺で行った。観測期間は 2012 年 12 月
21 日～12 月 23 日、測線長は約 200km である。データは 1秒ごとに記録した。 
トグルスイッチを全区間で 2 段上げた。送信アンテナと受信アンテナ間の距離は 779cm、アンテナ先
端から雪面までの高さは 206cm 前後、アイスレーダー付属の GPS の高さは 421cm である。 






GSSI 社製 SIR3000 に 270MHz シールドアンテナを接続したものである。観測期間は 2012 年 12 月 26 日～
2013 年 1 月 10 日、測線長は約 700km である。データは 1/4 秒ごとに記録。探査深度は 60m に設定した。 
・900MHz 地中レーダ（GPR）観測                   
南極内陸でのピットの積雪層位と地中レーダーでとらえた反射構造を比較するために、ピットの脇で
高周波の地中レーダー観測を実施した。観測機材は GSSI 社製 SIR3000 に 900MHz シールドアンテナを接
続したものである。観測地点は NMD30、82、248、MD478、590、ドームふじ基地、新ドームふじ基地候補
地、南緯 80°東経 40.5°地点、JARE54-041 地点である。探査深度は 3～5m。測線長は各地点 200～300m
である。 
オ) GPS による観測                                  福井 幸太郎 
・GPS による走行データ収集              
GPS による走行データ収集のために、GPS コンパス（Vector sensor）を接続した PC ベースの GPS ナ
ビゲーションシステム(Fugawi Global Navigator)を SM116 の屋根に設置し使用した。GPS アンテナの高
さは 327cm である。収集した走行データは、GPGGA、GPRMC、GPVTG、GPZDA、HEHDT の 5 種類の NMEA 信号
で、観測年月日時刻、緯度・経度、測位状況、使用衛星数、進行方位情報、高度、対地速度、雪上車の
ヘディング情報などが含まれる。 
・GPS による氷床表面地形観測                  
2 周波 GPS 受信機（測位衛星技術社製 GEM-1）を雪上車 SM116 の屋根上の単管に設置して、走行中の
雪上車の位置情報を全行程 1秒間隔で記録した。昭和基地にて国土地理院により観測されている GPS 連
続データおよびドームふじ基地 GPS 基準点の連続データと解析することで、詳細な氷床表面地形データ
を算出できる。 
なお、GEM-1 は本体を専用ケースに入れたまま雪上車内で使うと、本体が発熱して観測中に CPU が暴
走する不具合が報告されている。今回は本体をケースから出して観測したため、不具合は発生しなかっ
た。 
・ドームふじ基地 GPS 基準点の設置                 
2012 年 12 月 18 日から 2013 年 1 月 16 日の期間、ドームふじ基地 GPS 観測点に、二周波 GPS（GEM-1）
を設置して GPS 連続観測を行った。データは 1秒間隔で記録した。電源には、折りたたみ式ソーラーモ
ジュール（Powerfilm 社製 F15-3600）を 12V18AH のデープサイクルバッテリに接続したもの使用した。
低温下でも不具合無くデータ取得できた。 
・GPS 氷床流動観測                   
氷床流動を明らかにするために、既設の GPS 観測点の位置を二周波 GPS（GEM-1）で測定した。観測点
は SSS52、S650、南緯 80°東経 40.5°地点、SSS32、DF80、MD620、500、364、240、みずほ基地である。
観測時間は 1～13 時間、電源には 12V7AH のデープサイクルバッテリーを使用した。 
ドームふじ基地の GPS 基準点の連続データと解析することで、現在の観測点の位置が算出され、過去
のデータと比較することで誤差数センチ～数十センチ程度で氷床流動が算出される。新ドームふじ基地
候補地には、将来の流動観測のために GPS 観測点を新たに設置した。 




気温，風向・風速の雪面からのセンサー高を 1cm 単位で測定した。みずほ基地は 1 月 29 日、中継拠
点は 1月 21 日、ドームふじは 1月 10 日に実施した。 
・ドームふじ基地の無人気象観測装置（データロガータイプ）の新設および回収 
 12 月 18 日に気温、風向・風速観測用の無人気象観測装置を新設した。 
 1 月 10 日に 2011 年 1 月 18 日に設置した無人気象観測装置（気温、風向・風速）を回収した。 
・新ドームふじ基地候補地の無人気象観測装置（データロガータイプ）の新設 





温 4 点（積雪表面からの深さ:0.1m, 0.5m, 1.0m, 2.0m）。 
・ドームふじ基地での雪温プロファイル観測                     福井 幸太郎 
南極内陸で夏季の表面霜発達時の雪温プロファイルを観測するために、雪面インターバル撮影地点で
雪温プロファイルを 1 時間間隔で連続観測した。観測期間は 2012 年 12 月 18 日～2013 年 1 月 9 日であ
る。機材は TandD 社製 TR52 を用い、サーミスタセンサを深度 0、10、30cm に設置した。不具合無くデー
タ取得できた。  




日中のみ 5 分間隔で測定した。気温は 12 月 4 日開始、風向風速は 11 月 22 日開始、気圧は 11 月 29 日
に開始し、それぞれ 2月 6 日まで観測した。 
ク) 積雪表面形態観測     
・雪面表面の起伏観測                                     保科 優 
ドームふじ基地、新ドームふじ基地候補地において、レーザー距離計とアルミプレートを背景にした
写真撮影による積雪表面の起伏の観測を行った。レーザー距離計を用いた観測では、レーザー光を水平
に照射した状態でメジャー付ポールを用いて雪面からレーザー光の高さを 10 cm ごと 5 m 測定すること
で，表面起伏を測定した。ドームふじでは 2012 年 12 月 18－19 日に 8 箇所、それぞれ 4 方向、新ドー
ムふじ候補地では 2012 年 12 月 23 日に 2 箇所それぞれ 4 方向の測定を行った。アルミプレートを用い
た写真撮影では、雪面に背景が黒いアルミプレートを立てることで、積雪表面の微細な起伏状態の撮影
を行った。ドームふじにおいては 2012 年 12 月 18－19 日に 10 m の直線ラインを 10 箇所、新ドームふ
じ候補地では 2012 年 12 月 23 日に 10 m の直線ラインを 4 箇所行った。 
・ルート沿いの雪面インターバル撮影                  福井 幸太郎 
ルート沿いの雪面状況を把握するために、雪上車助手席のフロントガラスにデジタルカメラを設置し
て 1 分間隔で、雪面をインターバル撮影した。使用機材は PENTAX 社製 OPTIO WG-2、観測は S16～南緯
80°東経 40.5°地点～S16 の全区間で実施した。 
・ドームふじ基地での雪面のインターバル撮影                       福井 幸太郎 
南極内陸で夏季の表面霜発達の様子を把握するため、ドームふじ基地の気象タワー脇でデジタルカメ
ラを使って 4 時間間隔で雪面のインターバル撮影を行った。観測期間は 2012 年 12 月 18 日～2013 年 1
月 9日、機材は Brinno 社製 GardenWatchCam を用いた。バッテリーには単三リチウム電池を使用し、不
具合無くデータ取得できた。 
ケ）自動吹雪計測機器の設置                              保科 優・森本 真司 
南極氷床における積雪再配分を明らかにする事を目的として、S16 に吹雪計、風速計を中心とした自
動吹雪計測システムを 2012 年 2 月 5 日に設置した。本システムでは日時を記録するため GPS を使用し
衛星から送られる日時を使用する。また、2 月 7 日に森本隊員とともに発電コントローラーのシステム
アップデートを行った。 





・ドームふじ基地                               本山 秀明・鈴木 利孝 
1 月 10 日に深層掘削用の 3 号発電機を立ち上げた。1月 11 日と 12 日に 3026m 深までの深層掘削孔の
検層観測を 2 回実施した。1回目は 150m 深から 50m 毎に検層ゾンデを液温が安定するまで停止させて観
測した。2 回目は連続で下した。検層ゾンデには、液温センサー、氷温センサー、傾斜センサー、液圧







それ以降の観測が出来なくなった。これ以外はデータ取得に問題なかった。1月 13 日に 3号発電機を立
ち下げた。 





シ）浅層掘削                本山 秀明・鈴木 利孝・福井 幸太郎・大野 浩・保科 優 
・新ドームふじ基地候補地 
12 月 24 日から 25 日にかけて新ドームふじ基地候補地で、浅層掘削を実施した。掘削地点は、南緯
77 度 47.296 分、東経 39 度 03.248 分。10m 深までは脆い雪質のため掘削に苦労したが、以降はコアカ
ットが困難になった程度で、順調な掘削が出来た。最終深度はケーブル長で 30.99m であった。中型ダ
ンボール 15 梱に梱包して冷凍状態で国内へ持ち帰る。 
・南緯 80 度地点 




2 月 1日に H15（H12)地点で浅層掘削を実施した。掘削地点は、南緯 69 度 04.634 分、東経 40 度 44.898
分。3m 深のコア回収に 1時間弱の時間がかかったが、それ以外は雪質が良く、非常に順調な掘削が出来
た。最終深度はケーブル長で 32.016m であった。中型ダンボール 12 梱に梱包して冷凍状態で国内へ持
ち帰る。 
・放射能測定用浅層コア掘削                         本山 秀明・鈴木 利孝 
12 月 25 日に新ドームふじ基地候補地、1 月 3 日には南緯 80 度東経 40.5 度地点において、放射能測
定用浅層コアを採取した。新ドームふじ基地候補地では全長約 5m、南緯 80 度地点では全長約 10m の雪
氷コアを得ることが出来た。試料は中型ダンボールで 5梱となり、冷凍状態で国内に持ち帰った後、山
形大学においてガンマ線波高分析を行う。 
ス）氷床コア回収                                       本山 秀明 
しらせ搭載大型ヘリコプターによる S30 からの空輸が取りやめになったので、ドームふじの保管して
ある 172 梱の氷床コア持ち帰りは中止した。 
セ）気象観測                                  保科 優・本山 秀明 
































・PLATO-F の修理、改造、給油（AP01-54-01）                  沖田 博文 
【概要・目的】 
PLATO-F はオーストラリア・UNSW 大学の開発した南極大陸内陸高原用の無人発電・通信モジュールで
ある。8枚のソーラーパネル、5台のディーゼルエンジン（燃料は JetA1、タンク容量 6000L）と合計 20kWh
のバッテリーを有し、2 年にわたって 1kW の電力を安定的に供給するように開発された。またイリジウ
ムモデム 2台、及びイリジウムオープンポート 1台によって PLATO-F のコントロールや観測データの通
信を可能としている。PLATO-F はエンジンモジュール（ディーゼルエンジン 5 台、制御装置、燃料タン
ク 6000L）、装置モジュール（サーバー、バッテリー、イリジウム合計 3台、その他天文観測装置）の 2
つの 10ft コンテナから成る。この PLATO-F は第 52 次隊によってドームふじ基地に設置され、2011 年 1
月から観測を開始していたが、徐々にさまざまな不調が発生し、最終的に 2011 年 7 月にエンジンが停
止することによって全電源を喪失し観測を終了した。主な原因は DC120V/DC24V コンバーターが故障し
たことと、これに伴って大電流が流れブレーカーが落ちてしまいバッテリーの接続が遮断されたことだ
と考えられている。そこで 54 次隊では PLATO-F を現地にて修理し、再度使用出来るようにする事を計
画した。また新規に設置予定の南極 40cm 赤外線望遠鏡を運用するため PLATO-F の出力を 2kW へ改造す
る事も計画した。 
【経過】 
2012 年 12 月 15 日にドームふじに到着してすぐ PLATO-F 周りの積雪状況等外観の点検を行った。
PLATO-F の周りの雪面はスノウドリフトによって 1m 以上積雪していた。スノウドリフトは主に南西側に
ついていた。12 月 16 日に PLATO-F 内部を点検した。雪はほとんど吹き込んでなくきれいであった。ま
た 2011 年 7 月の停止の原因と考えられていたブレーカーは予想通り落ちており、DC120V/DC24V コンバ
ーターにも煙の痕があった。コンバーター内部ではショートしていることも確認した。12 月 17 日以降
順次修理作業を実施した。作業は UNSW 大学の用意したマニュアルに従い、まずバッテリー電圧の点検、
配線・制御装置の交換を行った。交換・点検作業自体は 12 月 19 日までに終了したが、制御装置がうま
く認識しない問題が起こったためこの対応に多くの時間を割いた。UNSW 大学とイリジウムで連絡を密に
取りながら制御装置のファームウェア更新、電子回路（配線）の修正等を行った。バッテリー関連の作
業が最終的に完了したのは 12 月 29 日となった。12 月 22 日に壊れていた DC/DC コンバーターの交換を
行って DC120V 電源を確保したことでイリジウムオープンポートでの通信を確保した。12 月 25 日の天文
観測ステージの完成後は 12 月 26 日、30 日に天文班全員の協力の下で装置モジュール及びソーラーパネ
ル周辺の除雪を行いソーラーパネルの移設を行った。52 次の時はパネル底辺が雪面から高さ約 50cm と
なるよう設置したが積雪とドリフトで埋まっていたため、今回は長さ 3m の単管でゲタを履かせ、雪面




日、29 日に PLATO-F と天文観測架台を接続する電源ケーブル 3 本、LAN ケーブル 2 本の敷設を行った。







最終的にファームウェアの更新は 2013 年 1 月 20 日までかかることとなった。この作業と平行して 1 月
4 日にエンジン始動を行い、程度の悪いエンジン 2 台を新規に持ち込んだエンジン 2 台と交換する作業
を設営チームに依頼し 1月 19 日、20 日に行った。1月 15 日、16 日に Jet A1 を PLATO-F 近くに移設し、
燃料タンクに 10 本（=1000L）を添加剤と共にエンジンモジュール内の燃料タンクに給油した。また今
後の給油の便利のため、ドームふじ基地にデポされていた Jet A1 40 本＋半端 1本（=約 8000L）をエン
ジンモジュールの載っている恒栄大型橇及びエンジンモジュール風下側の雪面にデポした。1月 16 日に
AC110V 系統の出力確認を行い、順次仮設電源から PLATO-F の電源系統に切り替えた。1 月 19 日に南極
40cm 赤外線望遠鏡による冬期無人観測の実施を断念したため PLATO-F の 2kW 改造は取りやめた。1月 23
日の出発まで UNSW 大学からの指示に従ってさまざまな調整を行い、23 日昼頃に入り口を閉鎖し作業を
完了した。なおドームを離れてからも PLATO-F は正常に動作している（2013 年 2 月 28 日現在）。 
【問題点・課題】 
PLATO-F はドームふじ基地にあり、修理部品はオーストラリアで開発したものを 53 次と 54 次で持ち

























12 月 15 日にドームふじに到着後、12 月 16 日に建設予定地の調査を行って 12 月 17 日に建設を開始




























を輸送する際に使用したものを使用し作業は 12 月 26 日、27 日に行った。南極 40cm 赤外線望遠鏡は副
鏡ユニットに不具合があることが昭和基地で判明していたため、12 月 26 日～29 日にかけて機械モジュ
ールの中で修理作業を実施した。他の装置もこの期間中に機械モジュール内で動作確認を行った。動作
確認の後、荷物整理や機材のステージ上への運び上げを実施し、12 月 30 日に望遠鏡の組み上げを行っ
た。1月 2日から出発前日の 1月 22 日まで望遠鏡の調整（光軸合わせ、極軸合わせ、ファインダー調整、




































標高 4200m のハワイ島マウナケア山頂に位置する世界最大級かつ最高性能の「すばる望遠鏡」（口径 8.2m）



















ポされていたものを、単管と角材は鉄骨を輸送する際に使用したものを使用して作業は 12 月 26 日、27
日に行った。無人発電モジュールはこの時点で安定運用出来る状況では無かったため、天文観測機材と
して持ち込んだホンダ 4.5kW ガソリン発動発電機を立ち上げ仮設の電源とした。シーイング望遠鏡は 12
月 27 日に設置し、ステージ上でさまざまな調整を行った。2013 年 1 月 1 日に初めて天体(カノープス)
を観測し、その後調整を加えながらシーイング観測を開始した。望遠鏡の不具合やソフトウェアの不備
は随時ソフトウェアを修正することで対処した。観測は1月1日から自動で連続してデータ取得を続け、









1 月 1 日～23 日の期間に実施した有人での観測は大きなトラブルも無く順調に行う事が出来た。これ
は日本国内での入念な低温対策改造、低温実験、ソフトウェア開発、試験観測によるものと考えられる。






・第 52 次隊で設置した無人観測装置の保守（AP01-54-05）             沖田 博文 
【概要・目的】 
第 52 次隊でドームふじに設置した 16m 気象タワー・TwinCAM・HRCAM2・SNODAR に必要な改修を実施し
再び使用出来るようにする。HDD の交換等を行いデータの回収を実施する。 
【経過】 
12 月 15 日にドームふじ基地に到着し外観のチェックを行った。16m 気象タワーは雪面から高さ約 7m
付近で折れまがっていた。TwinCAM は PLATO-F の風下に位置していたためドリフトでかなり埋まってい
たが、望遠鏡本体は埋まっていなかった。TwinCAM の光学窓より内側に多くの霜が付いていた。HRCAM2
は積雪も無く問題は無いと思われた。SNODAR は中に雪が積もっていた。PLATO-F の DC24V 電源が回復し
た後、12 月 24 日に 16m タワーのデータを確認しローカルの HDD へ転送した。観測装置、データロガー、
サーバーPC 共に正常に動作していることを確認した。観測装置、データロガーを天文観測ステージに取
り付けることも考えたが、最終的に作業時間を確保することが出来ず断念した。1月 18 日に気象タワー
を解体し装置類は回収した。TwinCAM は 12 月 30 日に周辺を除雪し、1 月 21 日、22 日に調整を行った。
望遠項に触れず光学窓を取り除き、ピント調整をするといった作業を指示通り行った。制御 PC の動作
確認は部分的に実施したが、作業時間が無かったため全てを確認する事は出来なかった。SNODAR は積雪
で埋まりかけていたため 12 月 30 日に近くに移設、再設置をした。しかし PLATO-F の調整を優先するよ
う UNSW 大学から指示があったため、移設以外の保守作業は行っていない。HR-CAM2 についても UNSW 大

















スカーレン(1 月 15 日)に設置された無人磁力計の保守作業を行った。日本へのデータ伝送が停止して
いるため、CF カード（起動プログラムが書き込まれておりデータの記録媒体でもある）を交換するとと
もに、データロガー、バッテリーの交換を行った。前回の保守時からの伝送されていないデータを交換



























続時にも正常起動(LED 点灯)しなかったため、ロガー交換を行った。回収した CF カードは昭和基地に持
ち帰られ、20 日までに吸い出し、修復を行い国内に伝送した。 
【問題点・課題】 



















電池箱 No.2 の電源ケーブルを取り外す際に、誤ってプラグではなく、ケーブルそのものを約 3 周回
した。このために電池箱 No.2 からの給電が断線により行われなくなっている可能性があった。しかし、




ば電池箱 No.1 から給電が行われるはずであるとのことであった。その後の調査で給電は 10 月より行わ
れていなかったことがわかった。宙空グループで今後の対策が実施される予定である。 
 




2012 年 12 月 15 日にドームふじ到着後、無人発電通信モジュール PLATO-F の修理を行い電力と通信環
境を確保した。PLATO-F の復旧を最優先して行ったため、実際に全天カメラの調整を開始したのは 2013
年 1 月 17 日以降であった。PLATO-F の DC24V 系統に接続し、マニュアルに従い動作確認を行い正常に動
くことを確認した。PC の設定等を変更し、1 月 22 日に PLATO-F の屋根へリベットを用いてカメラ上が
磁南極方向を向くように水平に取り付けた。指示通りサーバーPC 及びカメラハウジング#1 のヒーター
を ON にした状態で 1月 23 日にドームふじを去った。 
【問題点・課題】 









・ケープダンレー沖での係留観測（AP05-54-01）        深町 康・松村 義正 
【概要】 
ケープダンレー沖の大陸斜面域において、南極底層水を観測するために 52 次隊で設置した係留系 5
系を回収する。また、陸棚域において、海氷および高密度陸棚水を観測するために係留系 3系（53 次隊
で時間が無くキャンセルになった分）を設置する。更に、ケープダンレーの西方沖に存在する窪地（ニ
ールセンベイスン）で XCTD/CTD 観測を実施し（51-53 次隊で時間が無くキャンセルになった分）、そこ
に蓄積されている高密度陸棚水の実態を明らかにする。 
【実施経過】 
2 月 24 日に大陸側の回収点 B1 から回収作業を開始したが、切離装置からの応答が全く無く、切り離
しコマンドをかけても浮上しない状況であった。その後、B1 の沖側の設置点 B2 との間の 3 点でも同様
の作業を実施したが、結果は同じであった。更に、回収点 B2 および B3 についても同様の作業を実施し
たが、それらについても結果は同じであった。また、設置点 B4 については直上に氷山が存在したため、
B5 については日没間近のために、切り離しコマンドはかけなかったが、やはり切離装置からの応答は全





図 II-2.2.3-1  回収予定の係留系の位置と構成 
 
設置する係留系については、12 月下旬から順次測器の準備を始めていたが、2 月 24 日の回収作業の
終了後に、最初と 2 番目に設置する係留系 C1 と C2 について最終準備を実施した。翌 25 日には、C1、
C2、C3 の順に設置を行った。（設置した係留系の構成については、図 II-2.2.3-2 を参照。）、C1 につい
ては設置予定点に氷山が存在したために、最終的には設置点の北東約 4 km の地点に設置したが、C2 と
C3 については設置予定点から約 1 km の範囲に設置した。なお、C2 については周辺の海底地形測量の後
に、C3 については C2 の設置終了後に最終準備をして、設置を行った。設置作業の時間（UTC）は以下の
通りである。 
 
 C1: 04:24 設置始め 04:37 レールシンカー投入 
 C2: 07:40 設置始め 08:08 レールシンカー投入 
 C3: 10:35 設置始め 10:53 レールシンカー投入 
 







図 II-2.2.3-2 設置した係留系の位置と構成 
 
26-27 日についても、再度回収作業を実施する予定であったが、悪天候のために延期を余儀なくされ






を重視して実施した。また、回収点 B2 および B1 では、係留系が予想以上に強い海流で流されてしまっ
たことも想定して、回収点から西北西の等深線に沿う方向においても作業を実施したが、それでも結果
は同様であった。参考までに、回収点 B1 付近におけるしらせの航跡と応答確認および切り離しコマン
ドを送信した位置を図 II-2.2.3-3 に示す。翌 28 日には、最も沖合の回収点 B5 において、前日と同様
の作業を実施したが、結果は同じで回収には至らなかった。 



























2.2.4 南大洋インド洋区の海氷分布と海洋物理環境の観測  




1)  リュツォ･ホルム湾とその周辺海氷域において、「しらせ」甲板上から電磁誘導型氷厚センサを繰 
出し、航路上の氷厚を連続計測する。  





3)  一時間毎または 30 分に甲板上から目視による海氷観測を行う。 
4)  航海中は ADCP による流速観測データ、氷海モニタリングシステムによる各種データを取得する。 
5)  開放水面域における停船中に氷厚センサ検定データを取得する。 
【実施経過】 
1．しらせ船上の海氷観測 
氷況モニタリング装置による氷況画像の連続収録を、前方カメラは 12 月 12 日から、下向きカメラは
12 月 13 日から開始し、3 月 13 日まで連続的に画像データを取得した。これらのカメラは 3 月 15 日に
撤収した。下向きカメラのキャリブレーションは、往路では 12 月 18 日と 1 月 7日に実施したが、復路
ではカメラ直下が水開きになっていることが多く実施出来なかった。船上設置型電磁誘導式氷厚センサ







12 月 13 日の流氷縁突入からワッチを組み、30 分毎に実施した。氷密接度、氷盤の大きさ、氷厚、積
雪深、リッヂ率、リッヂ高さ等を流氷縁突入からリュツォ・ホルム湾定着氷縁（12 月 15 日）までの流
氷域全てで実施した。その後の定着氷域での氷厚、積雪深等の観測は、船の進み具合を考慮して、1, 2, 
4 時間毎と調整して昭和基地へ移動する前日の 1 月 9 日まで実施した。復路でもワッチを組み、上記と
同じ項目について定着氷域（2 月 6 日から 15 日まで）では 4, 2, 1 時間毎、流氷域（2 月 16 日）では
30 分毎に観測した。 
3．航海中の各種データ取得 













は今後の課題である。また、12 月 24 日に実施した氷上キャリブレーションの結果に基づいて国内協力
者に導出して貰った海氷厚と積雪深の合計値の算出式の係数更新後には、1 月 1-2 日に実施した氷上調
査の結果（下記の AP06-54-02 の項を参照）に近い正確な速報値が得られるようになり、しらせ側から
の要請もあり航行支援のためにデータを定期的に報告した。ただし、52 次隊で使用されていたような























測を実施する予定だったが、接岸を断念したため 1 月 10 日に昭和基地に移動した。なお、必要な観測




が分かった。海氷表面の状態が良くないことから、1 月 12-13 日には、54 次隊 FA の小久保隊員に同行
して貰い、夜間に観測を実施した。その後は、1 月 24 日を除く毎日、1 月 29 日まで日中に観測を実施
した。北の浦の東西方向の定線においては、全 26 点で氷厚および積雪深の計測を実施した。また、そ









ームドリルで 2ヶ所、しらせ気象のエンジンドリルで 8 ヶ所の掘削を行った。1月 31 日には、氷厚セン
サ直下の 2 ヶ所でドリリングにより氷厚を計測し、1 ヶ所で海氷コアを採取した。ドリリングについて
は、コア取得ドリルで 1ヶ所、観測隊の電動ドリルで 2ヶ所の掘削を行ったが、エンジンドリルのエク
ステンション脱落およびスタックが発生し、十分なデータが取得出来なかった。 
また、しらせの航行支援のための氷上調査を、12 月 27 日と 1 月 1-2 日に、しらせ周辺および昭和基
地へのルート上で実施した。この調査にはスチームドリルを使用した。更に、12 月 31 日には、しらせ
の停留点付近において自衛隊の氷上調査が行われ 10m を超す氷厚が計測されたため、しらせの左舷側に
おいて海氷コアの採取を行った。コア全層の採取は出来なかったが、コア取得ドリルのエクステンショ















2.2.5 南極域成層圏大気の直接採取による温室効果気体の観測  
・成層圏大気採取実験 （AP08-54-01）            森本 真司・稲飯 洋一 
【観測概要・目的】 






2012 年 12 月 20 日に地上受信関連及び小型クライオサンプラ （ー以下、サンプラーと表記する）関連
物資が A ヘリポートへ、気球放球関連物資が C ヘリポートへ空輸された。その後、12 月 24 日及び 28
日に 8本組 He ガスカードル計 15 基が Cヘリポートに空輸された。地上受信系及びサンプラーの準備は
観測棟で、気球放球準備作業は CF カードヘリポートで行った。また、観測棟での真空系・テレメータ
系準備が終了したサンプラーは C ヘリポートに輸送し、C ヘリポート待機小屋で最終準備作業を実施し
た。 
2012 年 12 月 31 日 0600LT に、サンプラー着地地点が昭和基地の南西約 28km との航跡予測計算結果と
地上気象予報結果を参照して実験実施を決定し、0815LT から Cヘリポートにおいて実験準備を開始した。
1023LT と 1315LT にサンプラー4 号機と 3 号機をそれぞれ B9 気球（満膨張時 9000m3）を用いて飛揚し、




2013 年 1 月 10 日 0600LT に、サンプラー着地地点が昭和基地の西南西約 16km との航跡予測計算結果
と地上気象予報結果を参照して実験実施を決定し、0815LT から Cヘリポートにおいて実験準備を開始し
た。1057LT と 1333LT にサンプラー1 号機と 2 号機をそれぞれ B5（満膨張時 5000m3）、B9 気球を用いて











2.2.6 熱水掘削による棚氷下環境の観測  










メンバーは 53 次隊から奈良、池田の 2 名、54 次隊から小久保、稲飯の 2 名の計 4 名であった。氷河上












































1） 緊急物資として観測機材一式を昭和基地(C ヘリ)に輸送。 
2） C ヘリ待機小屋を機体整備場所とし、機材搬入・展開・準備開始。 
3） CH ヘリによる貨油輸送のため、Cヘリ待機小屋から第二廃棄物保管庫へ引っ越し。 
4） 1 月 4 日、分離高度を 5km として観測・サンプリング・帰還実験を実施。無人航空機は気球から 
の分離直後に GPS 受信不良のトラブルによりパラシュートが自動開傘、機体は観測隊ヘリにより回 
収。 
5） 1 月 6 日、GSP 受信不良に対応できるようソフトウェアを改良し、同じく分離高度を 5km として 
観測・サンプリング・帰還実験を実施。無人航空機の自動帰還にも成功。 
6） 1 月 18 日、分離高度を 6km として観測・サンプリング、無人航空機の自動帰還にも成功。ただ 
し、パラシュート開傘が不十分であったため、機体を小破、修理。 
7） 1 月 22 日、分離高度を 8km として観測・サンプリング、無人航空機の自動帰還にも成功。 
8） 1 月 30 日、分離高度を 10km として観測・サンプリング。気球の上昇速度が遅かった(ヘリウム 
のリークによると思われる)が、高度 10km に到達。無人航空機の自動帰還にも成功。 
9)  2 月 7 日 20:00 まで待機するも、実験条件が整わず撤収。PI にその旨連絡。観測データは同行 

















2.2.8 中期的気候変化に対するアデリーペンギンの生態応答の解明  










を記録した。また、ヒナの成長速度を調べるため、最初に 20 の巣を特定し、それらの巣で 4-5 日ごと












2012年 12月 19日〜2013年 2月 2日にかけて調査を行った。期間中に回収する計測機器については、
計 73 個体に取り付け、そのうち 71 個体から回収した。機器の動作不良や浸水が何度かあったものの、
ペンギンの移動経路を示す GPS データ、潜水中の体の動きを示す加速度、遊泳速度データ、潜水中の餌
取りの様子を示すビデオデータ、水中の遊泳軌跡を示すジャイロデータ等、予定していた全ての種類の
データが得られた。また、53 次で足環型のジオロケータを取り付けた 20 個体のうち、15 個体を再捕獲
し、良好なデータを得た。52 次で取り付けたジオロケータについても１個体を再捕獲し、回収した。そ
のほか、ペンギンが巣にいない期間の餌の組成を調べるための生物サンプルとして、87 個体分の羽毛、
40 個の卵殻、30 個体分の血液、11 個体分の餌（吐き戻し）、13 回分の海中の懸濁態有機物を収集した。 
【問題点・課題・所見】 





2.2.9 変動環境下における南極陸上生態系の多様性と物質循環  







ラングホブデ： 2012 年 12 月 19 日〜2013 年 1 月 7日(雪鳥沢•南雪鳥池•やつで沢•四つ池谷) 
 2013 年 1 月 22 日〜1月 23 日(袋浦) 
 2013 年 1 月 25 日〜2月 3日(雪鳥沢•南雪鳥池•四つ池谷) 
スカルブスネス： 2013 年 1 月 7 日〜1月 12 日（きざはし浜周辺•円山方面） 
スカーレン： 2013 年 1 月 15 日〜1月 19 日（スカーレン大池周辺•北部） 
上記調査期間を通して、微生物研究用土壌：12 点、微生物研究用鳥類糞：2点、微生物研究用鳥類遺
骸：1 点、蘚類：約 50 点(3 種)、地衣類：約 450 点(25 種)、緑藻類：約 10 点(3 種)、シアノバクテリ














ラングホブデ：  雪鳥池 2012 年 12 月 26 日、12 月 31 日 
       ぬるめ池 2013 年 1 月 3日（雪鳥沢滞在中にヘリで往復） 
       ざくろ池 2013 年 1 月 22 日（袋浦から徒歩で往復） 
スカルブスネス： 親子池（子） 2013 年 1 月 8日 
   仏池 2013 年 1 月 9日 
スカーレン：    スカーレン大池 2013 年 1 月 16 日、1 月 18 日 
上記調査期間を通して、微生物研究用湖水：約 20 点、微生物研究用底泥：約 20 点、緑藻類：約 10











東オングル島の西の浦において、カゴ網による海洋生物の採取が試みられた結果、1月 19 日にウニ 3













海洋生態系モニタリング（AMB02/05）等が行われた、観測点 L01(12/2), L02(12/3), L03(12/4), 
L04(12/5), L05 および AJ(いずれも 12/6) において、表面バケツ採水および 100μm メッシュによる濾
過を行い、得られた濾過表層海水中のマイクロプランクトンを孔径 10μmのメンブレンフィルター上に













しらせに搭乗する同行者・夏隊・越冬隊員からボランティアを募り、18 名（男性 16 名・女性 2 名）
を被験者として研究を行った。 
動揺病の主観的指標として SSMS（Subjective Symptoms of Motion Sickness）と、VAS を使用した。 
動揺病の客観的指標として EtCO2 と従来より利用されている心拍変動を測定した。 
上記項目を出港当日より 3 日間（2012 年 11 月 30 日－12 月 2日）にわたり計測した。 







2.2.11 南極域の固体地球振動特性と不均質構造・ダイナミクスの解明  
・南極域の固体地球振動特性と不均質構造・ダイナミクスの解明（AP17-54-01）  
































1） 昭和基地 ：2012 年 12 月 25 日～2013 年 1 月 3 日（インフラサウンド計 3 点アレイ設置） 
2） ラングホブデ雪鳥沢 ：2013 年 1 月 5 日～1 月 8 日（インフラサウンド計 1 センサ設置） 
3） スカーレン大池 ：2013 年１月 15 日～1 月 18 日（インフラサウンド計 1 センサ設置） 
4） S17, S16, P50 ：2013 年 1 月 22 日～1 月 26 日（インフラサウンド計 3 点アレイ設置、P50 地震計 
撤収） 
5） ルンドボークスヘッダ ：2013 年１月 27 日～1 月 28 日（地震計保守、インフラサウンド計設置 
場所確認） 














（上記日程 4）～6))には、54 次越冬 FA 隊員の同行を依頼した。また環境影響に関する事項には、環境
省確認申請での留意事項に従い、汚水・生活排水・廃棄物処理を行った。 
昭和基地でのインフラサウンド観測については、2013 年 1 月 3 日までに地震計室～大型多目的衛星受
信アンテナ周辺に３点でのアレイ観測点を設置し、その後のノイズシューティング作業を経て、2 月 7
日より本観測を開始した。３点アレイのデータはすべて、地震計室内収録室のデータロガーで連続収録
している。2013 年 2 月 15 日のロシア南部での隕石落下等、有意なデータが記録された。 
「しらせ」での船上インフラサウンド試験観測については、観測装置を 2012 年 11 月 27 日に「しら
せ」の第一観測室に設置し、フリーマントル港を出港してから定着氷縁着までの期間（2012 年 11 月 30










サウンド観測点の立上げ、さらにキャンプ設営面も含めて、計画全体の達成度としては A 評価である。 
 
2.2.12 絶対重力測定とGPSによる南極沿岸域後氷期地殻変動速度の推定 
・繰り返し絶対重力測定と GPS 測定による東南極沿岸域における 










ている FG-5 絶対重力計を用いて昭和基地・重力計室にて絶対重力測定を行う。 
【実施経過】 
1)  氷河移動速度監視のための GPS 観測を実施するために、2012 年 12 月 23 日に氷河上の偵察飛行を 
 行い、設置候補地を選定した。その後、観測装置を整備し、翌年 1月 1日にホノール氷河上（69° 
25′03.75″S、39°52′11.83″E）に GPS 収録装置を設置し、観測を開始した。翌月 4日に、この 
GPS 収録装置を回収することに成功し、約 1ヵ月間の GPS データが問題なく収録されていることを 
確認した。 
2)  重力計室重力基準点 A に設置された FG-5 絶対重力計を用いて 2012 年 12 月 23、25 日、2013 年 
 1 月 1～3日に重力計室重力基準点絶対重力測定を行った。FG-5 は 2012 年 7 月に故障し、2012 年 







・南極隕石探査（AP21-54-01）                





探査を実施した。本調査隊は観測隊本隊とは別行動を取り、2012 年 12 月 9 日にセール・ロンダーネ山
地のプリンス・エリザベス（PE）基地に入り、16 日間の基地での準備期間の後、ナンセン氷原へ入った。
観測期間の前半（2012 年 12 月 26 日〜2013 年 1 月 15 日）はナンセン氷原南部（エリア B)内にベースキ
ャンプ(BC1)を設置し、後半（2013 年 1 月 15 日〜2013 年 2 月 2 日）はナンセン氷原北東部(エリア C)
内にベースキャンプ(BC2)に移動し、隕石探査を行った。BC2 へ移動の翌日より連続 12 日間は悪天候に
より停滞した。2013 年 2 月 8日に南極を離れた。なお、PE 基地とベースキャンプ間および BC1 から BC2
への移動に際して、PE 基地のサポートにより、雪上車(Prinoth)にてモジュール橇、ベルギー隊のコン
テナ、燃料の移動を行った。実施経過の詳細は以下の通り。 
1)  2012 年 12 月 9 日〜12 月 25 日 PE 基地に滞在し、スノーモービルおよび各種調査物資の整備を 
行った後、レスキュー、スノーモービル走行、および雪上歩行訓練を実施した。また、この期間に 
宙空圏グループより依頼を受けた無人磁力計のメンテナンス作業を行った(別途 2.2.2 に記述)。 
2)  2012 年 12 月 26 日にスノーモービルでナンセン氷原南部（エリア B)内へ移動し、 BC1 を設営した。 
3)  2012 年 12 月 27 日〜2013 月 1 月 14 日 ナンセン氷原南部（エリア B)内に設置した BC1 を起点に 
 隕石探査を行った。 
4)  2013 年 1 月 15 日 スノーモービルにてナンセン氷原北東部(エリア C)内の BC2 に移動した。 
5)  2013 年 1 月 16 日〜2013 月 2 月 1日 ナンセン氷原北東部(エリア C)内に設置した BC2 を起点に 
 隕石探査を行った。 
6)  2013年 2月 2日 スノーモービルにてナンセン氷原北東部(エリアC)内に設置したBC2よりプリ 
ンセス・エリザベス基地に帰着した。  








2.2.14 プランクトン群集組成の変動と環境変動との関係に関する研究  
・海洋生物分布変動と要因調査（AP25-54-01）                北出 裕二郎 
【概要】 
東経 110 度ライン上の外洋域および海氷縁域において、CTD-RMS 観測、多段開閉式ネット観測を行い、
南極海の中深層に生息する動物プランクトンやクラゲ類などの現存量、分布様式を明らかにする。 
【実施経過】 
2012 年 1 月 6 日（110-00E、60-00S）、2013 年 1 月 11 日（109-59E、64-00S）、1月 17 日（110-00E、
62-00S）に CTD-RMS 観測、大型多段開閉式ネットを用いた観測（RMT 観測、IONESS 観測）を行った。CTD-RMS
観測では、海面から海底直上までの水温、塩分、溶存酸素の鉛直分布を得ると同時に、植物プランクト
ン色素の計測およびセンサー検定用の海水を採取した。RMT 観測では、水深 2000 m から海面までを 6
層に分けて、層別の動物プランクトン・魚類の採集を行った。IONESS 観測は、1測点につき昼間と夜間







2.3.1  ドームふじ基地近傍の表層雪に含まれる宇宙塵の採集計画（AH01-54-01）  本山 秀明 
【概要・経過】 
宇宙塵研究用に20箱をドームふじ基地から南南西に約8km離れた地点にて表面積雪を2013年 1月13
日に採集した。採集地点は南緯 77 度 22.462 分、東経 39 度 35.622 分である。表面から 5cm でのなるべ
く新しい積雪を 2重にしたクリーンルーム用ポリ袋に採取して、中型ダンボール梱包した。採取した雪






・リオメータ観測（夏期）（AMU02-54-01S）                 福田 陽子 
【計画概要・目的】 
a） イメージングリオメータ 
8 行×8行のダイポールアンテナにより、天頂を中心とする 64 本のペンシルビームを形成し、これ 
により 38.2MHz 銀河電波の電離層吸収を 2 次元分布画像として観測する。 
b） 広ビームリオメータ 




























大傾斜は約 2.4m、観測小屋まで約 115m であった。 
【問題点・課題・所見】 





図Ⅱ.2.4.1-1 西オングル新 VLF アンテナ設置場所 
 











1 月 6～9 日の西オングル引継ぎオペレーションにて、電磁波動観測（ULF,ELF/VLF）のキャリブレー
ション、現行電源システムの充電方法引継ぎ、風力発電システムの引継ぎ、無線 LAN 伝送装置の引継ぎ、
VLF ワイドバンド信号処理用データロガーの交換を行った。1 月 7 日にデータロガーを設置して以来、
順調にデータ伝送されていたが、2 月 6 日の西オングルオペレーション中に、ロガーの不調でデータ伝
送にトラブルが発生し、昭和基地へと持ち帰った。 
【問題点・課題・所見】 







福井 幸太郎・本山 秀明・鈴木 利孝・大野 浩・保科 優 
【概要・経過】 
ドームふじ旅行中に観測を実施した。往路みずほ基地から中継拠点までは 51 次隊によって悪路を避
けた NMD ルートが作成されている。この 2km 毎の雪尺観測を往路に実施した。ドームふじから南方への
旅行において 10 ㎞毎に雪尺を新設した。また新ドームふじ基地候補地に 36 本雪尺網を新設した。ドー
ムふじ基地からの帰路は従来の S16－ドームふじ輸送ルート沿いにある 2km 毎の雪尺観測及び雪尺網・
雪尺列（DF80、ドームふじ基地、MD560、MD364、MD180、みずほ基地、Z40、S122、H180、H68、S16）の














2.4.3 地殻圏変動のモニタリング  
・露岸 GPS 観測（AMG09-54-01）                德長  航 
【計画概要・目的】 
リュツォ・ホルム湾沿岸露岩域の雪氷、海洋圏変動に伴う地殻変動を監視する。露岩域に埋め込まれ







以下のリュツォ・ホルム湾沿岸露岩域の GPS 観測点において、2 周波精密 GPS 受信装置による地殻変
動観測を実施した。作業内容は、露岩に埋め込まれたボルト点に GPS アンテナを設置し、2周波精密 GPS
受信装置による 24 時間以上の連続データを取得した。 
24 時間観測点および期間（使用 GPS） 
1） ラングホブデ雪鳥沢： 2013 年 1 月 5日～1月 7日（GNSS 社製 GPS 受信機：GEM-1、付属シール 
型鉛蓄電池使用：24Ah） 
2） スカルブスネスきざはし浜： 2013 年 1 月 8日～1 月 9日（GNSS 社製 GPS 受信機：GEM-1、付属 
シール型鉛蓄電池使用：24Ah） 
3） スカーレン大池： 2013 年１月 15 日～1月 17 日（GNSS 社製 GPS 受信機：GEM-1、付属シール型 
鉛蓄電池使用：24Ah） 









































は AP17）を AMG10 観測点として保守を行う。 
各観測点での作業実施日は以下の通り。 
1)  ラングホブデ雪鳥沢 ：2013 年 1 月 5 日～1 月 8 日 
2)  スカルブスネスきざはし浜：2013 年 1 月 8 日～1 月 11 日 
3)  スカーレン大池 ：2013 年１月 15 日～1 月 18 日 
4)  とっつき岬 ：2013 年 12 月 21 日 
5)  ルンドボークスヘッダ ：2013 年１月 27 日～1 月 28 日 





温体制の整備、キャンプ設営面も含めて、総合評価としては S である。 
 









「しらせ」第 5観測室に設置されている船上重力計（Micro-G LaCoste： S-146）を 2012 年 11 月 30





・フリーマントル： ポートオーソリティー前（979,403.111 mGal） 2012 年 11 月 28 日 
・シドニー： サーキュラーキー岸壁の「130」マーカー（979,674.29 mGal） 2013 年 3 月 18 日 
【問題点・課題】 






インマストに設置）を 2012 年 11 月 30 日のフリーマントル出港から 2013 年 3 月 18 日のシドニー入港
まで連続して稼働させ、「しらせ」航路上の地磁気三成分を観測した。観測中は適宜巡回を行い、シス
テムの正常作動の確認を行った。 
また、船上三成分磁力計の船体磁場影響補正の係数算出のため、以下に示す 8 海域で「8 の字航走」
を実施した。「8 の字航走」は、船速 10 ノット程度、片回頭 365°以上、片回頭の所要時間は約 10 分、





01： 2012 年 12 月 1 日 10:17～10:34 37-38S、111-35E 
02： 2012 年 12 月 4 日 03:19～03:43 50-36S、110-04E 
03： 2013 年 2 月 22 日 04:34～04:52 66-02S、045-00E 
04： 2013 年 3 月 4日 01:18～01:37 62-00S、090-01E 
05： 2013 年 3 月 7日 14:10-14:31 62-21S、130-01E 
06： 2013 年 3 月 9日 23:20-23:39 63-12S、149-15E 
07： 2013 年 3 月 12 日 06:06-06:24 55-57S、150-03E 
08： 2013 年 3 月 14 日 16:46-17:07 46-01S、152-00E 
なお、53 次まで発生していたデータ集約部の停止はなかった。 
【問題点・課題】 


















能となったため、XCTD や XBT から計算した表層音速度を適用させた。 
【問題点・課題】 
東西測線に関しては、可能な限り以前の航路と重複しないよう航行してもらい、新たな測深データを
増やすように心がけた。南北測線（東経 110 度南下測線および東経 150 度北上測線）に関しても、測点


















計（1 秒毎）、船上地磁気三成分磁力計（1 秒毎）、マルチビーム直下水深（1 秒毎）、表層海水モニタリ








以下の日程で、52 次で設置した海底圧力計の回収、54 次での新規設置、53 次および 54 次設置分の位
置決めを実施した。 






回収した 52 次設置海底圧力計については、翌 2月 19 日にデータの吸い上げを行い、2010 年 12 月 16
日から 2013 年 2 月 18 日までの 2年間以上の連続したデータ取得を確認した。 
・ 2013 年 2 月 18 日： 54 次新規設置 
07:17UTC 海底圧力計投入（投入位置： 66-49.40S、37-50.40E 水深： 4,490m） 
07:23UTC 深度 438m までの沈降を確認 
54 次新規海底圧力計投入前の作動確認で、一時ビーコンの反応が得られなかった。何度か切／入を繰
り返すうちに復旧、圧力スイッチの一時的な不具合と考えられ、そのまま投入した。 
・ 2013 年 2 月 19 日： 53 次および 54 次設置分位置決め（3点測量） 
15:06UTC 1 点目測量開始 
15:25UTC 2 点目測量開始 
15:46UTC 3 点目測量開始 
15:54UTC 位置決め作業終了 
53 次設置分海底圧力計推定位置： 66-50.09S、37-50.11E 水深： 4,507m 



















測線 1： （67-11S・41-15E）→（65-42S・35-54E） 
測線 2： （65-26S・36-36E）→（66-54S・41-48E） 
測線 3： （66-40S・42-25E）→（65-14S・37-12E） 












・ ラングホブデ北部のザクロ池： 2013 年 2 月 2日午前 
・ 西オングル島の大池： 2013 年 2 月 2日午後 
両観測点ともに外観、データロガーに異常は認められず、正常に稼動していた。稼働状況確認後、デ







2.4.4 生態系変動のモニタリング  







フリーマントル出港後の 2012 年 12 月 2 日から、第 4観側室において表層水温塩分、表層二酸化炭素
分圧、表層クロロフィル a 濃度を自動観測装置により連続的に観測した。ラミング航行を開始した 2012
年 12 月 15 日から 2 月 14 日までの間はポンプの停止に伴い観測を停止したが、2 月 15 日に観測を再開















昭和基地へ向かう南北航路上において実施する CPR のカセット交換時間を利用し、メモリー式 CTD、
ニスキン採水器、ノルパックネットを用いて浅層鉛直観測を実施する。鉛直的な水温塩分、各層におけ





トを用いて動物プランクトンサンプルを採集した。東経 150 度、南緯 60 度で予定されていた観測点 L07
は荒天により危険と判断されたため中止となった。 
 
L01 （40-39.88S, 110-00.79E） 12/2 08:00 （LT） 
L02 （45-32.62S, 110-00.37E） 12/3 08:00 （LT） 
L03 （50-31.86S, 109-59.29E） 12/4 08:00 （LT） 
L04 （55-27.17S, 109-58.84E） 12/5 07:58 （LT） 
L05 （60-49.58S, 110-02.71E） 12/6 07:58 （LT） 
L06 （63-10.17S, 149-10.49E） 3/10 07:56 （LT） 
L08 （55-55.42S, 149-59.73E） 3/12 14:52 （LT） 
L09 （49-12.31S, 150-23.78E） 3/14 07:56 （LT） 
L10 （45-09.45S, 152-26.01E） 3/15 07:57 （LT） 
【問題点・課題】 
L01 及び L02 においてニスキン採水器それぞれ 1本に不具合が起こったが早急に解決できた。 
 




全炭酸、クロロフィル a 濃度、植物プランクトン、動物プランクトンサンプルを採集する。 
【実施経過】 




ェンスの使用が困難であったため、流氷域の観測点 C と Dを統合し、かつ流氷縁での観測となった。 
 A （68-50.9S, 38-55.3E） 2/10 20:30 （LT） 
 B （68-40.7S, 39-39.1E） 2/16 10:02 （LT） 
 C （68-24.2S, 37-52.5E） 2/17 09:35 （LT） 
 E （67-39.8S, 37-50.3E） 2/17 14:59 （LT） 






・海洋生態系モニタリング:CPR 観測（AMB04-54-04）             高村 友海 
【概要】 





東経 110 度線上の南緯 45 度から 60 度の海域、東経 150 度線上の南緯 50 度から 55 度及び 60 度から
64 度の海域において CPR の曳航を実施した。観測点 L02－L03、L03－L04、L04－L05、L06－L07、L08－















・ユキドリ沢植生モニタリング（AMB06-54-01）                 川又 明徳 
【計画概要・目的】 
ラングホブデ露岩域の中央部に位置するユキドリ沢は、第 27 次隊（1986 年）から 29 次隊（1990 年）
に、環境と動植物の関係を調べる目的で植物相、動物相が観測調査され、同時に中気象、微起床観測が
行われた経緯がある。また、ユキドリ沢は 2002 年に南極特別保護地域（ASPA）として SCAR に指定され
ている。陸上生物チームでは、その保全と同時に気候変動がもたらす環境変化（気温，降雪量，流水量
など）が植生にどのような影響を及ぼすのかを調べるため、沢沿いに約 30cm×約 30cm 枠の永久コドラ
ートを約 50 ヶ所設け長期モニタリング調査を継続している。 
【実施経過】 
現在、永続観測されている永久コドラート（蘚類 22 点，地衣類 19 点，藻類 1 点）について、12 月














・昭和基地土壌細菌モニタリング（AMB06-54-02）             川又 明徳 
【計画概要・目的】 
昭和基地周辺（東オングル島）にて、人間が現地で生活することによって生じる自然環境の変化と、
地球的規模での環境の変化を監視することを目的として、1974 年第 15 次越冬隊から基地を中心に設け


















2.5.1 電離層観測  






夏期期間に観測装置とアンテナの保守点検を実施した。54 次隊行動中の 2012 年 12 月、世界的に起こ
った GPS 観測システムの受信機 GSV4004B の不具合対応のため、急遽、ファームウェア更新をすべての









る。観測周波数は 0.5-16MHz である。電離層垂直観測は 15 分ごとに実施する。 
【実施経過】 
夏期期間に観測装置と30mデルタループアンテナ及び1号基40mデルタループアンテナを保守点検し





・宇宙天気に必要なデータ収集 - データ伝送（TN02-54-01S）            北内 英章 
【概要】 
昭和基地の電離層観測データをリアルタイムに日本へ伝送し、宇宙天気予報業務での参照に供する
（通年）。夏期期間にデータ転送用 PC を保守点検する。 
【実施経過】 































を使用した。西航時は XCTD1 と XBT（760m）を使用した。リュツォ・ホルム湾内砕氷航行時も接岸断念
となる 1月 10 日まで収録を続けた。 
帰路はしらせが動き始めた 2月 3日から収録を開始し、オーストラリア EEZ 範囲内に入る前まで調査
を行った。 
リュツォ・ホルム湾内奥での海底地形調査は、しらせが昭和接岸断念したことにより無理と判断し、













1 月 23 日、西ノ浦験潮所前海面に副標設置。1月 23 日及び 24 日、潮位観測実施。 











1 月 23 日及び 24 日に副標と球分体の間の水準測量を実施し、1月 23 日に球分体と国土地理院設置の








1 月 8 日スカルブスネスきざはし浜東側の岩が露出した海岸付近に架台に取り付けワイヤーに結びつ
けた水位計 2 機（JFE-Advantec 社製 AWH-USB-Z 及び In-Situ 社製 Level TROLL500）を海底面に設置
した。また大気圧補正値測定のためロガー式気圧計(Daiki 社製 BARO Diver)及び副標を近傍に設置した。 
1 月 9日～10 日、水位計検定のための副標観測を実施。水位の読み取りを 5分毎に行った。 
1 月 9日今回新設の国土地理院基準標識～副標間の水準測量を実施。 
1 月 11 日副標撤収。 
2 月 9日、水位計 2基及び気圧計を回収した。 
【問題点・課題】 


























1 月 25 日、西ノ浦験潮所カブース破損箇所の補修及び、現在稼動中の水位計センサーケーブルを保護
している耐氷管及び石積みの補修を行った。 
【問題点・課題】 





















表Ⅱ.2.5.3-1 精密測地網測量（GNSS 測量、重力測量）の実施状況 
地区名 基準点名 







東オングル島 1 － － 1 月 13 日 1 月 21 日  
3 － － 1 月 13 日 1 月 21 日  
5 － － 1 月 14 日 1 月 14 日  
6 － － 1 月 14 日 1 月 14 日  
1025 12 月 24 日 改測 12 月 23 日 1 月 26 日  
1026 12 月 25 日 改測 12 月 23 日 1 月 26 日  
4619 12 月 25 日 改測 12 月 23 日 1 月 21 日  
5001 12 月 26 日 改測 12 月 23 日 1 月 26 日  
5401 12 月 27 日 新設 1 月 4 日 1 月 21 日  
IAGBN 予備 － － 12 月 22 日 1 月 26 日  
IAGBN － － 1 月 26 日 1 月 26 日  
JARE6 重力点  1 月 27 日 改測 1 月 13 日 1 月 21 日  
スカルブスネス 5102  1 月 9 日 既知点 1 月 8 日 1 月 11 日  
5402  1 月 9 日 新設 1 月 9 日 1 月 11 日  
ルンドボークスヘッタ 157 － 既知点 － － 中止
ベルオッデン 5403 － 新設 － － 中止
パッダ 20 － 既知点 － － 中止
























地区名 作業日 作業内容 
スカルブスネスきざはし浜 1月 8 日 水位計及び副標の設置 
1 月 9 日 基準点（No.5402）新設、取付観測 







・露岩域氷床変動測量（TG01-54-03）                   吉高神 充 
【計画概要・目的】 
地球温暖化に伴う氷床の水平方向への流動速度及び氷床表面高の経年変化を検出する目的で、第 38
次観測隊（1996）から実施している。観測地域は昭和基地東方約 19km に位置する P50、S16、S17 の 3




本作業は、2013 年 1 月 23 日から 24 日にかけて計画どおり 3点において 24 時間の GNSS 測量を実施し
た。P50 では、一番高いポール上に三脚を据え付けられなかったため、ポールを 1本取り外した。また、
二番目のポールは風雪で折れた跡が残っていたのでポール上面が平らになるように切断して観測した。







































今回使用した 3 点は、第 53 次観測隊夏期間に地圏グループ隊員の方々へ保守をお願いしていた。無
事亡失することなく発見できたことに感謝する。 
 







った。1 月下旬には融雪も進み、基準点 No.2317 以外は水準路線も含め確認することができた。基準点




から支援者を確保しながら実施したものの、2013 年 1 月 29 日から 2 月 5 日のうちの 4 日間で約 2.7km
の実施にとどまった。残りの路線については、第 55 次観測隊へ引き継ぐ予定である。 





実施日 状況 実施日 状況 
1040 12 月 26 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 確認   
1025 12 月 23 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 確認   
1026 12 月 23 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 不良（積雪） 1 月 27 日 確認 
1027 12 月 26 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 未確認（1028 不明） 1 月 27 日 確認 
1028 12 月 26 日 不明（積雪） 1 月 27 日 確認 

























              表Ⅱ.2.5.3-5 水準測量の実施状況 
観測日 観測区間 観測距離（km） 
1 月 29 日 1040～1031 0.447 
1 月 31 日 1040～1025 0.688 
2 月 4 日 1025～1026 0.658 
1026～1027（往路） 0.434 









・GPS 連続観測局保守、GPS 固定観測装置保守（TG01-54-05）            吉高神 充 
【計画概要・目的】 
1）GPS 連続観測局保守 
GPS 連続観測局（昭和基地 IGS 点）は、第 36 次観測隊（1994）により設置され、世界測地系におけ
る経緯度原点に位置付けられている。座標値は ITRF2000 及び GRS80 測地系に基づいて与えられ、ITRF




GPS 固定観測装置（ラングホブデ）は、第 41 次観測隊（1999）により露岩地域等においてポストグ
1029 12 月 26 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 未確認（雪通行不可） 1月 27 日 確認 
1030 12 月 26 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 未確認（1031 不明） 12 月 30 日 確認 
1031 12 月 26 日 不明（積雪か？） 12 月 30 日 確認（土砂堆積） 
（路線） 12 月 26 日 未確認（1031 不明） 12 月 30 日 確認 
1040 12 月 26 日 確認   
1026 12 月 23 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 未確認（2317 不明） 2 月 6 日 確認 
2317 12 月 26 日 不明（積雪） 2 月 6 日 確認 
（路線） 12 月 26 日 未確認（2317 不明） 2 月 6 日 確認 
2316 12 月 26 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 確認   
2315 12 月 26 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 確認   
4601 12 月 26 日 確認   
（路線） 12 月 26 日 確認   
1025 12 月 23 日 確認   
（路線） 12 月 23 日 確認   





損した太陽光パネル 2 枚の交換と架台の補修を実施する。また 2 年分の観測データを回収し、データ
取得間隔を 1 分から 30 秒へ設定変更する。 
【経過】 
1）GPS 連続観測局保守 
本作業は、2013 年 1 月 20 日に受信装置の UPS 交換を実施した。UPS は 2 個ある内の 1 個を交換し、
その後のデータ通信が正常に行われていることを確認した。また、2013 年 1 月 30 日に実施した計画
停電では、UPS の容量が 1時間 26 分で切れてシステムダウンしたが、その後正常に再起動させデータ
通信が正常に行われていることを確認した。しかし、システム制御用 PC に老朽化と思われる不具合
が見られたため、第 55 次観測隊で交換用 PC を持ち込むことを検討している。2013 年 2 月 8 日には、
第 53 次地圏モニタリング越冬隊員と IGS 点のネットワーク VDSL 化を実施した。 
2）GPS 固定観測装置保守 
本作業は、2013 年 1 月 6 日に受信装置から 2 年分のデータを取得した CF カードを回収し、新しい
CF カードをセットした。第 55 次観測隊が次年度に CF カードを回収に来る予定のため、データ取得間




第 53 次観測隊員の方々に架台保守用の単管パイプを運搬していただいた。 
【問題点・課題・所見】 
1）GPS 連続観測局保守 
今回の計画停電で、受信装置の UPS の耐用時間が確認できたので、UPS の容量について問題ないか















他観測を優先するため作業範囲を縮小し、2013 年 2 月 7 日に完成した自然エネルギー棟周辺のみを実施
した。足場解体後からしらせ帰還までの限られた日数の中でブリザードの影響もあり、作業できたのは
















で新設した基準点に 1 辺 3m×6m の羽根を 3 方向に白ペンキで塗装して設置する。簡易空中写真撮影用







簡易空中写真撮影用は、東オングル島内の基準点 23 点に設置した。 
実施状況は表Ⅱ.2.5.3-6 のとおりである。 
表Ⅱ.2.5.3-6 対空標識設置の実施状況 
地区名 種類 基準点名 設置日 備考 
スカルブスネス 衛星画像用 5402 1 月 10 日  
東オングル島 簡易空撮用 天測点 1月 4 日  
1 1 月 4 日  
2 1 月 14 日  
3 1 月 4 日  
4 1 月 27 日  
5 1 月 14 日  
6 1 月 14 日  
1025 1 月 17 日  
1026 1 月 17 日  
1027 1 月 18 日  
1028 1 月 27 日  
1029 1 月 27 日  
1030 1 月 14 日  
1031 1 月 4 日  
1040 1 月 18 日  
2315 1 月 18 日  
2316 － 未設置 
2317 － 未設置 
4607 1 月 14 日  
4608 1 月 19 日  
4609 1 月 14 日  
4619 1 月 4 日  
4620 － 点不明 
5001 1 月 17 日  
5101 1 月 18 日  












・簡易空中写真撮影（TG02-54-03）                   吉高神 充 
【計画概要・目的】 
空中写真撮影は、現地の状況把握や地図作成にはかかせない業務である。南極地域での空中写真撮影



















コース数 7 本 
写真枚数 203 枚（再撮枚数も含む） 




















水温、塩分、クロロフィル a 濃度(in-vivo 蛍光)および空中光量をモニターするため、2012 年 12 月 31






















・ コンクリートプラント運用（汚水配管架台基礎、防 B汚水中継層基礎：総計 9.25 バッチ=2.375m3） 
・ 防水工事（大型大気レーダー小屋屋根、第２夏宿増築部屋根、情報処理棟・光学観測棟屋根） 
・ 解体工事（航空管制棟、木工所） 
・ 支援工事（気象棟アンテナ設置、S17 気象ロボット設置） 
未施工分は下記の通りである。 







夏作業期間は 12 月 21 日～2 月 13 日までの全 55 日（作業日 48 日、休日 4 日、作業不能日 3 日）
であった。 
3） 作業人員 
工事内容 観測隊 しらせ支援 合 計 
自然エネルギー棟屋根建設工事 226 0 226 
風力発電機建設工事 0 0 0 
汚水配管架台建設工事 6 0 6 




コンテナヤード・道路補修工事 0 0 0 
コンクリートプラント運用 20 0 20 
防水工事 109 0 109 
解体工事 58 0 58 
支援工事 4 0 4 
各建物維持・管理 4 0 4 
20kW 風力発電装置設置 0 0 0 
汚水処理配管敷設工事 0 0 0 
大型大気レーダー観測用発電機設置 26 0 26 
発電棟 1号ボイラー交換 0 0 0 
見晴らし岩方面電源ケーブル敷設 9 0 9 
非常用発電機点検整備 2 0 2 
居住棟温水配管更新 33 0 33 
管理棟温水配管更新 27 0 27 
各棟空調設備更新 12 0 12 
計画停電 19 0 19 
自然エネルギー棟設備工事 20 0 20 
自然エネルギー棟設備エネルギーデータの取得 7 0 7 
電気・設備保守工事、前次隊引継 20 0 20 
車両整備 25 0 25 
昭和基地クリーンアップ作業 21 0 21 
埋立地調査 4 0 4 
環境保全 50 0 50 
パンジー 345 0 345 
輸送（貨油・空輸） 125 0 125 
食品運搬 34 0 34 
調理 98 0 98 
除雪、道路整備 15 0 15 
資材整理 72 0 72 
通信・LAN・多目的  119 0 119 
当直 93 0 93 
南極授業 131 0 131 
庶務 84 0 84 

















今回持ち込んだ建築物資は、総重量 16,570kg、全容積 86.31m3、総梱包数 21 個。 
接岸断念のため持帰る物資は、総重量 60,530kg、全容積 272.46 m3、総梱包数 32 個。 




観測隊ヘリで空輸された。持ち込んだ 12ft コンテナ（中身のみ）の総数は 2 個分プラス 1200kg 分のベ





3.2.1 国内準備からしらせ搭載（STR-54-01）                      柏木 隆宏 
【概要】 
夏訓練、全員打合せでの輸送の書類作成、説明。実務者会合、五者連、国内訓練航海での輸送打合せ。
第 54 次隊物資のとりまとめ。積荷リスト作成。大井埠頭倉庫への検数集積。しらせへの搭載。 
【実施経過】 
第 53 次隊で接岸不能だったこともあり 4 月より輸送タスクチームが組まれ、第 54 次隊輸送が接岸不
能時、色々なケースを検討し方針を固めていった。6 月夏訓練にて輸送に関して積荷リストの作成、輸
送の大まかな流れの説明の他、接岸不能の場合があること、自衛隊ヘリが 1 機体制等の説明を加えた。
7 月より本格稼働した隊員室では、各部門物資の調達、極地観測棟 1 階倉庫での順次梱包作業、集積を
行った。10 月 17 日より 19 日の 3 日間（予備日 22 日）で日本通運大井埠頭倉庫への搬入、検数、集積
した。各部門の物資に関しては極地研倉庫よりの荷出し担当者立会い、大井埠頭倉庫では貨物入庫報告
書の提出の上担当者の確認も行われた。10 月 23 日よりしらせへの搭載開始。23，24 日に第 7貨物倉へ
ドラム缶パレット（燃料等）、25 日にドラム缶パレット、ガスカードル、26 日より 11 月 1 日まで第 4､
5 貨物倉スチールコンテナ、ガスカードル、と並行し 04 甲板への橇、モジュール等の大型物資の搭載、
11 月 2 日より 7 日まで第 1，2 貨物倉の車両等の大型物資、01 甲板への 12ft コンテナの搭載、第 3 貨
物層の緊急物資、観測室物資の搬入、観測甲板への 20fth/h コンテナの搭載。（8日を予備日）予定して
いたしらせの搭載を終了した。 
総梱数 1,698 個、Gross 重量 1,124.6 トン、容積 3,439.8m3であった。 






























してしらせヘリコプターCH1 機での空輸となった。搭載してきたリキッドコンテナに W 経由、JP5 を注




期間は、2013 年 1 月 11 日から 1 月 28 日まででこの間しらせヘリコプター150 時間点検、200 時間点













3.2.3 氷上輸送（STR-54-03）                             柏木 隆宏 
【概要】 
「しらせ」に搭載された大型物資や 12ft コンテナを昭和基地へ輸送する。持ち帰り物資も含む。 
【実施経過】 
2012 年 12 月 29 日に昭和基地から約 20km、第 53 次隊接岸断念地点手前で 1度のラミングの進出距離




















 2013 年 12 月 19 日にしらせヘリコプターCH 機により野外観測ラングホブデ袋浦、雪鳥沢の人員物
資輸送、昭和第 1便。準備空輸が開始された。準備空輸は、悪天候、ヘリコプター不具合などもあった
が 19，20，24，28 日に野外物資、準備空輸 41t が終了した。本格空輸は 1月 2日より実施され 6日、7
日にドラム缶パレット、スチコン、ガスカードルが空輸され並行し砕氷航行していたが 10 日に接岸断
念となりすぐに空輸が再開された。その後も断続的に続けられ 10 日間の本格空輸でリキッドコンテナ
により貨油空輸を実施した。しらせヘリコプターは 1 月 28 日に不具合により空輸を中断しその後の輸
送は出来なくなり持ち帰り物資の多くが昭和基地に残置となった。並行し観測隊ヘリ 2機による物資輸
送 41.717t も実施され持ち帰り空輸、昭和最終便の人員物資輸送等も行い観測隊ヘリ 2機なくして越冬
成立はできなかった。氷上輸送が不可能となり 12ft コンテナ内の食糧、物資もパレットに荷繰り直し
て空輸した。展開した 12ft コンテナは 20 基。 



















小屋壁木質パネル（不定形、約 200kg）×48 枚  
屋根パネル（約 1000×270×6000、約 600kg）×48 枚 















屋根パネル取付。2/4 降雪により中止、2/5～7 仕上げパネル・仕上げ防水・鋼板取付。2/8～9 外部足場
解体。2/10～13 足場材残工事片付け、2/12 風雪により中止。以上のような日数・順序で施工した。 





























  小久保 忍・中山 宣彦・芳賀 一吉・梅田 利郎・飯田 智子・中村 英明 
【概要】 
  20kW 風力発電建設 
形式    ：垂直軸型風力発電装置 
フレーム構造：鉄鋼パイプフランジ接合（φ450 ㎜） 
全高    ：13 m 
ロータ径  ：6.3 m 
ロータ長  ：6.3 m 
据付寸法  ：42 m2 
耐風速   ：80 m/s 








施工時も現状の計画通りで良いと思われる。   
 
3.3.3 汚水配管架台建設工事（SCS-54-03） 




柱 φ216.3×2 本 1組×11 組（8/11 組前年施工済み） 
配管受け＋点検歩廊 H150 使用 述べ約 60m 
② 汚水中継層小屋建設  
4,000×5,000×H4,124 のコルゲート小屋 

























小久保 忍・中山 宣彦・芳賀 一吉・梅田 利郎・飯田 智子・中村 英明 
【概要】 
電離層部門 40m デルタアンテナ建設 
構造    ：主要造 アルミトラスフレーム造（3.05m×13 本）及び支線、エレメント 
アンテナ高 ：40m 
据付寸法  ：54.5m×54.5m（サスペンダーポール間） 
耐風速   ：60m/s    環境温度 ：－40～＋50℃ 





52 次で測量をした位置を設置場所とし、第 53 次隊で基礎を施工した。第 54 次隊ではその基礎に設
置した支線用の支柱や岩盤にケミカルアンカー固定した支持金物がそのままの状態で越冬しているか
確認してから工事を始めた。一部雪で埋もれているものはあったが、異常はなく、そのまま第 54 次隊
でのタワー建設の基礎として利用した。      
今期の経過としては、昭和基地到着後 12/20 除雪。12/21 資材運搬・準備工事。12/22～23 タワー地
組み・デルタアンテナ用ポール柱建方。12/25、16t クレーンでタワー4本組一節、支線一段目、3本組



































小久保 忍・中山 宣彦・芳賀 一吉・梅田 利郎・飯田 智子・中村 英明 
【概要】 
水汲み沢コンクリートミキサー運用 
（基礎工事：汚水配管架台基礎 3箇所、防 B汚水中継層基礎 1箇所（4足分）） 







第 54 次隊の夏期運用実績を下記に示す。 
1/8 汚水配管架台基礎 3箇所、防 B汚水中継層基礎 1 箇所（4足分） 9.25 バッチ 2.375m3  
        合   計            9.25 バッチ 2.375m3 （1 バッチ＝0.25m3） 
上記はホッパーとラフターを使用しての打設結果。 
人員配置、配合のバケツ管理は昨年同様とした。 
砂バケツ（9分目） セメント 水 
捨てコン配合 27 杯 2 缶 37～44L 
躯体配合（骨材 40mm 以下のみ） 27 杯 4 缶 50～55L 
人員配置 プラント側  配合を見る人（生コンかき出し）   1 人 
            水を入れる人           1 人 
            セメント、骨材を入れる人     1～2 人  ローテーション 
            セメント缶開ける人        1～2 人  ローテーション 
            骨材をバケツに入れる人      4 人以上  ローテーション 
            ダンプ運転手（ホッパー運搬）玉掛 2 人     ローテーション 
            ラフター又はバックホー      1 人 
                     現場打設側  打設工       2 人～5人適宜 


















3.3.7 防水工事（SCS-54-07） 小久保 忍・中山 宣彦・芳賀 一吉・梅田 利郎・飯田 智子・中村 英明 
【概要】 
1） 大型大気レーダー小屋（築 2年） 
屋根ジョイント部ガルバリウム鋼板カバー取付防水（ブチル両面テープ＋アクリル片面テープ止め） 
2） 情報処理棟（築 32 年）・光学観測棟（築 12 年）＋増築部（築 5 年） 
屋根部のスノコの取り外しと復旧 
屋根ジョイント部ガルバリウム鋼板カバー取付防水（ブチル両面テープ＋アクリル片面テープ止め） 
3） 第 2夏期隊員宿舎増築部（移築後 13 年） 















2） 情報処理棟・光学観測棟防水工事は、1/11～26 の計 11 日、延作業員 73 人日で施工した。 















































































3） 第 2夏期隊員宿舎について 
・この工事で用いたウレタン塗膜防水は、訓練を受けたものを 1～2 名配置していれば、初めて防水工 
事を行う作業者でも比較的容易に施工できると感じた。 
・材料使用量は、凹凸を考慮せず算出されていた。南極金物が取り付き、凹凸の多い立ち上がり部は 














3.3.8 解体工事(SCS-54-08）小久保 忍・中山 宣彦・芳賀 一吉・梅田 利郎・飯田 智子・中村 英明 
【概要】 





















3.4.1 20kW風力発電装置設置（SME-54-01）                       中村 英明 
【概要】 
西部地区の 11 倉庫跡付近にラフタークレーンを用いて、20kW 風力発電装置を設置する。 
風力発電装置から自然エネルギー棟までケーブルラックを及び電源ケーブルを敷設し、基地電源と系
統連系及び試運転することを目指す。 
形式      ：垂直軸型風力発電装置 
全高      ：13 m 
ロータ径    ：6.3 m 
ロータ長    ：6.3 m 
耐風速     ：80 m/s 
最大連系端出力 ：20 kW （定格風速 15m/s における連系端出力） 
発電機形式     ： 誘導発電機 
ｶｯﾄｲﾝ風速      ：4.5 m/s（変圧器端で出力が正になる風速） 
定格風速    ：15 m/s（定格出力が発生できる風速） 




























3.4.3 大型大気レーダー観測用発電機設置（SME-54-03）                  久川 晴喜 







            



































3.4.6 非常用発電機点検整備（SME-54-06）                        久川 晴喜 
【概要】 









3.4.7 居住棟温水配管更新（SME-54-07）                           鈴木 学 
【概要】 





































3.4.10 計画停電（SEM-54-10）                             佐藤 貴一 
【概要】 
実際に発電機を停止させ、復電態勢および作業を確認する。 
第 53 次隊の越冬期間中に引継を兼ねて第 53 次隊と共同で行う。 
【経過】 
2013 年 1 月 30 日に第 54 次隊主導、第 53 次隊立ち会いのもと計画停電を実施。 
計画停電は JARE54 計画停電計画書を作成し、そのスケジュールに沿って実施した。 
今回の計画停電時には昭和基地力率改善調査用の為のデータロガーを取付け作業があり、復電前に
作業を行った。取付け作業は第 54 次隊 2 名（佐藤・飯田）、第 53 次隊 2名（吉川・志賀）の計 4名で
行った。 
同日 8:00 に計画停電を実施、8:30 に第 54 次隊の久川隊員が稼働中の 2 号発電機盤で非常停止ボタ
ンを押し、2号発電機を非常停止させ全停電状態にした。直ちに１つ目の遮断指示が第 54 次隊の古見
隊員から MF レーダー小屋で待機中の第 54 次隊冨川隊員に無線にて行われた。 
8:33 に 1 つ目の MF レーダー小屋の遮断が確認され、10:26 に自然エネルギー棟の復電をもって計画
停電は無事終了した。 
停電計画書では復電完了が 11:00 となっていたが、各担当者の迅速な対応により予定より 30 分早く
計画を終えることが出来た。 
停電中の作業でデータロガーを取付けた盤及び担当者は下記の通りで、作業所要時間は 10 分であった。 
・1階補機盤（発電棟）：第 54 次隊 飯田隊員 
  ・2 階補機盤（制御室）：第 53 次隊 志賀隊員 
  ・エンジン補機盤（発電棟）：第 54 次隊 佐藤隊員 















3.5.1 夏隊用無線機の保守（SCO-54-01）                         川﨑 昭仁 
【経過】 
1） 主局の移動 
「第 54 次隊夏期オペレーション通信要領」に基づき野外観測隊との通信を行った。 
12 月 20 日をもって、第 54 次観測隊の通信主局を「しらせ」から昭和基地へ移した。また、しら 
せ離岸後、通信主局を 2月 15 日に昭和基地から「しらせ」へ移した。 
2） 夏期作業期間中の通信 
夏期作業期間中における昭和基地での通信は、主に UHF ハンディートランシーバーを使って行っ 
た。第 53 次隊からの借用分の 22 台と今回変更許可済み持込分 4台の合計 26 台で運用し、夏期作業 
を進める上で必要かつ重要なものとして充分有効に活用できた。使用チャンネルについて第 53 次隊 





夏宿滞在中は、外出制限時第 54 次隊員の所在確認を夏宿で行い、移動前と移動後に通信を行っ 
て、安全確保に努めた。 




野外観測隊の第一陣がしらせを出発した 12 月 19 日から、しらせヘリの最終フライト日の 2月 9 




毎日 20:15LT（ドーム旅行隊は 21:30LT・セルロン隊は 21:50LT）から定時交信を実施し、気象情 
報の交換やフライトスケジュール等の連絡を行った。 
野外観測隊滞在地へのフライト実施日は、フライト予定日の 0600 若しくはフライト時間の 1時 
間前に現地から気象情報を入手し、フライトの可否等の情報を野外観測隊へ伝えた。 
VHF 帯の電波が届かない地域とは、HF 帯で交信した。周波数は、主に 4,540kHz を使用して交信 








実な通信を確保する必要があるため、各パーティーには VHF 無線機、HF 無線機のほか、イリジウム 
も共に携行させた。 
各小屋設置の VHF 無線機について、ラングホブデ雪鳥沢とは、小屋設置の VHF 無線機を使用し、 
良好な通信を行った。スカーレン大池小屋は、昭和基地から持ち込んでいる VHF 車載機に小屋既設 
のポールアンテナをして使用して通信を試みたが VHF 帯が使用できず、HF 帯並びにはイリジウムを 
使用した。袋浦は、アップルハットに設置しているアンテナに VHF ハンディートランシーバーを接 
続し、良好な通信を行った。西オングル島の小屋は、小屋設置の UHF 無線機を使用し、良好な通信 
を行った。その他、ラングホブデ地域は VHF で、それ以外は HF またはイリジウムを使用した。 
野外観測に参加する隊員等に対して、しらせ艦上で通信機器の取り扱いについて説明し、実際に 
飛行甲板で HF アンテナを展張して、HF 帯で交信をする実習を行った。 
4） 「しらせ」との通信 
夏オペ期間中（12 月 20 日以降）、しらせネットワーク室内に設置した （過去の隊はしらせ艦橋 





しらせ搭載ヘリコプターの運行の可否、気象概況などの情報交換には VHF 帯を利用した。また、 
しらせヘリ並びに観測隊ヘリの飛行計画書等はメール等によるデータ添付により送受信を行った。 
VHF 帯エリア外は HF 帯またはイリジウムで通信を行った。フリーマントルから南下中は概ね 
HF14MHz 帯で良好に通信を実施した。 
なお、定時交信の時間は往路、復路とも 15:00LT に設定した。 
5） 観測隊ヘリ「OZ1/2」との通信 
AirVHF を使って行い、飛行エリア上空とは概ね良好に通信できた。着陸進入前、離陸後に着陸時 
刻、離陸時刻等の通信を行い、AirVHF 不感エリアについては HF により連絡を行った。 
6） 通信業務日課 
CH 機運航の日は 0530 管理棟通信室での気象情報の送受を実施。日中は野外作業やヘリオペのワ 
ッチ対応。2015 管理棟通信室へ入り、しらせをはじめとした野外観測隊との定時交信を実施し、2215 
頃セルロンとの定時交信終了後無線業務日誌への記載並びに昭和基地ネットコモンズへの入力を行 
い 2300 頃、日課を終了した。 
7） 保守関連 
夏作業中に提供した UHF ハンディートランシーバー（JHP-411S01T）のアンテナ設置部のピン破 
損・他 UHF ハンディートランシーバー同機種マイクプレス部の接続不良・UHF ハンディートランシ 





1） UHF ハンディートランシーバー   
夏作業中に提供した UHF ハンディートランシーバー（JHP-411S01T 並びに IC-F40GS）のほとんど 
は使用年数が 10 数年以上経過しており本体、バッテリー等の劣化原因により夏作業に対応しきれな 
いのもが大半をしめ、また、使用中劣化に伴う破損等により使用不可となった無線機が複数台発生 
している現状は、夏作業の安全性・効率性の低下につながりかねない状況である。また、今回ドー 






2） HF トランシーバーについて 
野外観測隊に携行させた HF トランシーバー、JSB-20K（10W 型 日本無線製）は製造から 20 年以 
上経過したものであり老朽化が激しく、第 53 次隊（セルロン隊使用 HF トランシーバー）において 
マイクの劣化による送信不良が発生、これに伴う保守修理依頼を JRC に依頼したが「現在、当該 HF 
トランシーバーに関わる全パーツの在庫は無く。部品交換に伴う修理は不可」との回答が JRC 側よ 
りなされた。しかしながら、野外観測地域によっては VHF での通信が確保できず、HF でないと通信 
確保が困難なエリアも点在している。したがって、これらの現状を鑑み HF トランシーバーの早急な 
更新、グレードアップが必要不可欠であると考える。 
3） AirVHF について  
今夏期作業中、ヘリオペにてメイン機器として使用した「きょくちけんいどう 11」については、 
一度電源を断すると再度の立ち上げから相当時間経過しないと受信は可能だが送信は不可となる情 
況（1月に実施された計画停電にて確認）ならびに通信室室温が 25 度以下になると同様の情況が発 
生する（第 53 次隊通信より引き継ぎあり）が確認された。これについて以前 JRC 側に確認したとこ 
ろ「機器の老朽化による送信部の不具合」との回答があり。現在は予備機として、「きょくちけんい 
どう 10」があるものの今後要検討課題とする必要性あり。また、今回のヘリオペについて、最大時 


















3.6.1 調理業務（SFS-54-01），調理機器・食器の運用管理（SFS-54-02）     岸本 栄二・髙澤 直之 
1） 調理作業 
2012 年 12 月 22 日午前より 2013 年 2 月１日朝食まで第一夏宿で調理業務はじまる。 
今年はしらせ支援がなく、2月 1日の朝食まで調理で調理業務を行う。 
元旦はブランチ形式、おせち料理とする。 
朝食   和洋折衷ビュッフェスタイル 36 日 
昼食   和洋折衷 36 日 
夕食   和洋折衷 40 日  内、祝日の日はブランチ式で朝食、昼食を含む 
12 月 28 日に第 53 次隊が歓迎会を開いてくれてそのさい調理業務を行う。 







作業期間：2012 年 12 月 22 日午前 
作業人員：越冬隊、夏隊、同行者数名（50 名ほど）  
b） 越冬隊 冷凍品、冷蔵品、予備食冷凍品の搬入 
概要：越冬冷凍、冷蔵、予備食冷凍品を昭和基地へ搬入。 
作業期間：2013 年 1 月 25 日（24 日、搬入の下調べ） 
作業人員：越冬隊、夏隊、同行者数名（50 名ほど） 
作業内容：12 フィートリーファコンテナをコンテナヤードから昭和基地へ輸送後、冷凍品、冷
蔵品を倉庫棟 2F 冷凍庫、冷蔵庫に収納。 
予備食冷凍品を発電棟１F第二冷凍庫へ収納。 
c） 越冬隊 飲料品の搬入 
概要：越冬乾物、飲料、主食を昭和基地へ搬入。 
作業期間：2013 年 1 月 24 日（23 日：搬入の下調べ） 
作業人員：越冬隊、夏隊、同行者数名（50 名ほど） 
作業内容：越冬飲料、空輸後 Aヘリから基地に輸送。その後管理棟 2F 倉庫棟冷蔵庫へ収納。 
d） 越冬隊 乾物物、主食の搬入 
概要：越冬乾物、主食を昭和基地へ、搬入。 
作業期間：2013 年 2 月 3日（2日：搬入の下調べ） 
作業人員：越冬隊、夏隊、同行者数名（40 名ほど） 




作業期間：1月 27 日～29 日 
作業人数：4名 






3.7.1 医療（SHO-54-01）                            大江 洋文・長谷川 達央 
【概要・経過】 








局所麻酔での摘出手術が 2 名に行われた。歯科受診をした隊員は、虫歯に伴いインレーが脱落した 1
名のみだった。 
昭和基地入りした後は夏作業に伴う腰痛・打撲や切創・皮膚の乾燥・手指のひび割れが比較的多く
みられたがいずれも軽症であった。外科的処置をしたのは拇趾の爪周囲炎に切開排膿した 1 名。X 線





しらせ歯科支援は 1月 25，26 日にしらせ歯科長と衛生長が昭和基地入りして行われ、インレー脱落
再充填後の違和感、知覚過敏、虫歯の検診 2 名の計 4名についての診療、あわせて医務室の歯科診療













12 月 31 に隊員による一斉清掃を実施。車庫、Cヘリ、作業工作棟周辺の飛散廃棄物の回収を行った。












12 月 20 日 夏宿汚水処理装置立ち上げ 
12 月 20 日～2 月 11 日 運転 
3 月 1日 汚水配管取り外し 
3 月 2日 汚水処理装置清掃、片付け（立下げ完了） 
【問題点・課題】 
例年 2 月前後から配管の凍結が始まるようである。今年は 2 月 2 日、8 日に凍結した。深夜の時間
帯は水の使用量が減り、ポンプの停止時間が長くなるため配管内の流れが止まり凍結する。管内の水
ができるだけ動いている状況を作り出すためトイレの蛇口を常時開放したが、今度は薬液が不足し 1














1 月 5日 PANSY ドリルを使用し地温センサー設置用の孔（2m）開けを実施。しかし、廃棄物と干渉
し 0.8m しか掘れなかった。 
1 月 6 日 5 日に引続き孔開けを実施。2m まで掘ることができたが、ドリルの衝撃で孔開けした周
囲が液状化した。ドリルを抜くと孔に水と一緒に周囲の土も入り、孔が埋まるためセンサーを設置す
ることが出来ず。 
1 月 11 日 センサー設置箇所をバックホーにて 0.9m まで掘削。凍土に阻まれそれ以上掘ることは
できなかった。 
1 月 13 日 バックホーで掘削した箇所から PANSY ドリルで孔開け。センサー設置用の孔を 2m 掘る
ことに成功。地温センサーを設置。 
1 月 20 日 地温センサーから作業工作棟に設置したデータロガーまでの配線作業を実施。 












3.9.1 安全教育訓練（SEQ-54-01）                           小久保 陽介 
【概要】 
1）しらせ艦上安全講習として「海氷上の行動の留意点」と題して 30～40 分程度の講義を実施した。 
しらせ乗員向け 2回．観測隊員向け 1回の計 3回行った。 
2） 昭和基地上陸後、第 54 次隊員向けの海氷安全講習を第 53 次隊 FA の指導のもと引き継ぎを兼ねて
2回実施した。 
【経過】 
12 月 3 日 安全教育「海氷上の行動の留意点」 対象者：しらせ乗員向けに観測隊公室にて 2 回実施。 
12 月 4 日 安全教育「海氷上の行動の留意点」 対象者：第 54 次隊全員。 



























1） 12 月 10 日 
日本・ベルギー合同にてクレバスレスキュー訓練を実施した。 
2） 12 月 13 日～ 20 日 
観測モジュールでの生活要領や、付帯設備の取扱いなど慣熟訓練を実施した。 
3） 12 月 15 日 
日本・ベルギー合同にて隕石探査訓練（探査フォーメーション、無線コール、隕石採取手順の確
認など）を実施した。 




5） 12 月 20 日 
非常用テントの設営、スノーモービル走行、裸氷上の歩行、および裸氷上での確保支点構築など
の訓練を実施した。 
6） 12 月 22 日 
日本・ベルギー合同にてスノーモービル慣熟訓練（ケテレルス氷河源頭部まで）を実施した。 











































多く、事前メンテナンスについては殆ど PE 基地に依存する状況であった。今後は PE 基地との連携を
強化し、車両維持のための予備品供給が必要である。PE 基地の機械隊員によると、グリップヒーター
などは、JARE 持込み品の方が断線しにくく高品質であるとのこと。また、FA 隊員は常時レスキュー橇





3.10.1 しらせ船上 LAN 整備運用（SISL-54-05）                       大越 崇文 
1） 経過 
・2012 年 08 月 17 日 
しらせ船上 LAN 設備現地説明→横須賀港（極域データセンター同行） 
・2012 年 09 月 10 日-14 日 
しらせ国内巡航時（函館-境港）の LAN 設備稼働試験及び船外データ通信試験（イリジウム OP/イン 
マル F77） 
・2012 年 11 月 06 日 
しらせ-昭和基地間の無線 LAN 設備仮組、ファイルサーバ/メインサーバー（south4/5）の設置及び 
サービスイン（NICT 利用）、緊急時インマルサット通信回線によるデータ通信試験 
・2012 年 11 月 10 日 
メールサーバー不調による緊急駆付対応→晴海港（NICT 申告による） 
・2012 年 11 月 26 日 
船内 LAN 設備試験、メーリングリスト設定、プリンタ設定、隊員公室用無線 AP 等のサービスイン準 
備を開始 
・2012 年 11 月 28 日 




・2012 年 11 月 30 日 
イリジウム OP 本運用開始：しらせ出航と同時にサービスイン 
隊員への OA 系サポート本格開始（NW 接続、メール設定、プリンタ設定等）、退艦までの間随時対応 
・2012 年 12 月 20 日 
昭和基地入りに伴い保守運用の常時対応が出来なくなる 
・2012 年 12 月 24 日 
「しらせ」乗艦：トラブルシューティング実施（メール疎通不可・ML 設定変更など） 
・2012 年 12 月 27 日 
「しらせ」乗艦：トラブルシューティング実施（イリジウム OP 設定変更・イリジウム携帯通信不可 
対応など） 
・1月 17 日-19 日 
「しらせ」乗艦：昭和 LAN-しらせ LAN 接続無線回線置局の為 
・2月 1日 
越冬交代により第 53 次隊 LAN インテル担当竹之下隊員へ「しらせ LAN」の保守運用を一任  
2） 課題事項 
・しらせ設備の故障対応と操作範囲について 







_イリジウム OP の音声回線利用 
_南極観測センターイリジウム携帯の利用 
_極域データセンターからの KDDI カードの貸与 or スーパーワールトカードの貸与 
・隊員 OA サポートについて 
個人持ち込み PC は、数多くの OS とメーラーをはじめとしたアプリケーションがあり、個々のサポ
ート対応には限界があると思われる。（第 54 次隊ではなんとか対応済） 
⇒南極観測センターとして、推奨 OS とメーラー等アプリケーションを定義して、個人持ち込み PC
に一定の共通性と定義以外の PC 持ち込み時の自己責任運用を明確化してほしい。特にメーラーは必
須で、windows/iOS など OS や機種にに依存せずアドレス帳データなどの共有も可能、かつ、処理も
軽い「Thunderbird」を推奨する。第 54 次隊では暫定的に推奨メーラーとして隊内で利用している
が、担当隊員の保守性、利用者の利便性の向上が図れた。 
・イリジウム OP のアクセスインターバルについて 
60min 毎のインターバルで衛星アクセスしているが、今回のように未接岸時の輸送関係連絡などの
ため、柔軟な設定変更を来期以降も実施してほしい。（第 54 次隊は隊長要請により航行困難時点よ
り 30min に設定変更した）また、Ship-position によっては衛星不接が多発してしまうため、担当
隊員が、都度、手動でアクセストライしている。同様にインターバルタイミングを短くすることで、
その稼働軽減と安定通信の確保が可能である。 
・昭和 LAN-しらせ LAN 接続無線回線について 
別途、3.10.3 にて記載 
・web カメラの増新設について 







また、昭和 LAN 接続アンテナ設置時点では、アンテナ方向調整の為必要不可欠な機材となった。 
第 1甲板のロテータコントローラを胴が居カメラをモニタしながらアジマル方向の回転を行う。 
 
3.10.2 昭和基地インマルサット FB 通信設備設置（SISL-54-06）             大越 崇文 
1） 経過 
・2012 年 9 月 26 日 
インマル FB 国内にて仮組及び通話試験（音声/データ） 
・2012 年 10 月 03 日 
インマル FB 国内にて FAX 通信試験 
・1月 07 日 
インマル A 設備撤去（アンテナ及び、屋外架空ケーブル） 
インマル FB アンテナ設置 
・1月 26 日 
インマル FB 屋外架空ケーブル敷設及び、屋内取り入れ 
・2月 15 日 
インマル FB アンテナ～屋外架空ケーブル接続及び、屋外架空ケーブル保護管設置 
・3月 1日 
インマル FB 通話試験（音声/データ） 
・3月予定 

























   
タワーへ足場設置   撤去/設置にはクレーン必須 FB 用アンテナは玉掛ボルト無し 
   
架空ケーブル配線にも足場設置 足場施工は稼働が掛るため脚立も利用 ケーブルを屋内引込中 
   
屋内側ケーブル引込作業    ケーブル保護管取付作業    曲部に対して保護管設置 
   




3.10.3 しらせ～昭和基地間無線 LAN 運用                                         大越 崇文 
1） 経過 
・01 月 14 日-15 日 
昭和基地側無線局の置局場所選定現地調査（Position ：南緯 69 度 00 分 33 秒 東経 39 度 34 
分 20 秒） 
無線設備選定現地調査 
・01 月 16 日 
無線設備 単体試験 / 対向試験 
VDSL-LAN 対向試験 / 区間試験 




・01 月 17 日 
しらせ 無線設備設置工事 
しらせ LAN-昭和 LAN 回線 対向試験 / 総合試験 
・01 月 18 日 
しらせ LAN-昭和 LAN 回線 増速チューニング作業 
・01 月 19 日 
しらせ-昭和 IP 電話開通 
・02 月 03 日 
しらせ海氷航行開始 
・02 月 04 日 
しらせ Ship-position ： 南緯 68 度 53 分 45 秒 東経 39 度 15′45 秒 
Web カメラ取付位置を変更して、アジマル方向の回転角を増加させる 
・02 月 06 日 
しらせ Ship-position ： 南緯 68 度 53 分 45 秒 東経 39 度 15 分 01 秒 
アンテナ交換 パラボナ→八木 （アジマル回転角の最大による措置） 
伝送品質 ： 受信電界強度（Rssi） -83dB～-85dB 程度 ， DATA-rate  24Mbps～18Mbps 程度 
・02 月 08 日 
しらせ Ship-position ：南緯 68 度 54 分 48 秒 東経 39 度 02 分 12 秒 （オングル島は視認可能） 
一時切断によりアンテナ詳細方向調整実施。通信回復 
・02 月 09 日 
しらせ Ship-position ：南緯 68 度 53 分 16 秒 東経 38 度 55 分 59 秒 （置局当初より昭和基
地側左に 40 度程ずれ） 
伝送品質 ： 受信電界強度（Rssi） 測定不能 ， DATA-rate  測定不能 ⇒ 通信途絶状態 
・02 月 10 日 
しらせ Ship-position ：南緯 68 度 50 分 56 秒 東経 38 度 55 分 18 秒 （二点間直線距離 31km） 
⇒  通信途絶中 
しらせ側アンテナ取付位置変更 06 甲板左舷→右舷 
・02 月 15 日 
しらせ Ship-position ：南緯：68 度 40 分 50 秒 東経 38 度 39 分 01 秒 （定着氷離脱） 
⇒ 通信途絶中 
・03 月 01 日 
蜂の巣山山麓の無線局立ち下げ 


















_昭和基地側無線局は固定タイプより移動タイプとする：しらせの係留 point は都度変化するため 
_海氷を見通せる位置を 3か所程度選定し基礎工事を行う：移動タイプの無線局の固定のため 
_移動タイプの無線局設備一式（アンテナ・無線機・電源・LAN）を調達する：別途、調達品は検討 
_昭和基地周辺の LAN 接続の検討/実験：現存システムで各候補地と無線 LAN 接続可能か検証必要 
_しらせ側無線局は 04 甲板管制棟屋屋根など、船尾の設置場所を設け無線設備と web カメラを設置する 
：現在は後方すべが死角となる 
なお、候補地は、基地周辺では ①蜂の巣山 ②西オングル ③ネスオイヤ の 3 か所、既存局


















   
しらせ側設置状況・1     しらせ側設置状況・2      しらせ側設置状況・3 
 
  

















（2 名）、ニュージーランド人 1 名であるため、ヘリコプターの運用指針、観測隊飛行計画一覧表、









12 月 4 日 ：ヘリコプター支援を必要とする観測計画の説明会 
12 月 5 日 ：しらせ飛行科・観測隊ヘリコプタークルーとのヘリコプター運用に関する意見交換会 
12 月 7 日 ：ヘリコプター運用に関する打合せ（主に通信関係） 
12 月 8 日 ：しらせ飛行科とのヘリコプター運用に関する打合せ 
12 月 11 日：観測隊ヘリコプター乗降・搭乗における安全教育（格納庫内） 
c） 昭和基地における運用 
12 月 20 日の試飛行から 2月 16 日までの間、野外観測支援および物資輸送を中心に、飛行日数 50
日、213 便の飛行を行った。内訳の詳細は表 3.11.1-1 に示した通りであり、VH-SES（OZ-1）が 97.5
時間、VH-AFO（OZ-2）が 108.7 時間で、総飛行時間は 206.2 時間であった。なお、VH-AFO（OZ-2）






2 機ともに B ヘリポートのアスファルト路面および隣接する整地路面に駐機し、離発着も同じ箇
所から行った。ただし、スリング輸送は A ヘリポートを利用した。機体を暴風から保護しなければ
ならない程度の荒天は、12 月 29 日～30 日および 2月 11 日～12 日の 2 回であった。2回ともにしら
せへの避難は行わず、12 月 28 日～29 日はブレードを取り外し、2月 11 日～12 日はポール付タイア
ップ器具によりブレードを固定した状態で、風除けとして機体の風上にトラック 2 台を配置して暴
風に備えた。12 月 19 日には最大風速 33.4m/s、最大瞬間風速 42.9m/s を、2 月 12 日には最大風速









表 3.11.1-1 観測隊ヘリコプターフライト内訳 
 
  VH-SES（OZ1） VH-AFO（OZ2） 
期日 観測 氷状調査 輸送 移動ほか 便数 飛行時間 観測 氷状調査 輸送 移動ほか 便数 飛行時間 
12/20    0.1 1 0.1 0.7 1 0.7 
12/21     0 0 0 0 
12/22     0 0 0 0 
12/23  1.5   1 1.5 1.5 1 1.5 
12/24     0 0 1.8 2 1.8 
12/25  3   1 3 0 0 
12/26     0 0 0 0 
12/27     0 0 0.7 2 0.7 
12/28     0 0 0 0 




12/30     0 0 0.9 1 0.9 
12/31 0.8 2.3   2 3.1 0.8 1.5 2 2.3 
1/1 0.8    1 0.8 0.8 2.4 3 3.2 
1/2     0 0 0 0 
1/3  2.9   1 2.9 1.7 2 1.7 
1/4     0 0 0.5 1 0.5 
1/5 3.4    5 3.4 3.7 5 3.7 
1/6 0.3    1 0.3 0.5 2 0.5 
1/7 1.5 2.5   3 4 2.1 1 2.1 
1/8 2.8    1 2.8 1.1 1.7 2 2.8 
1/9     0 0 1.3 2 1.3 
1/10 0.8    1 0.8 1.2 2 1.2 
1/11 2.3    3 2.3 2.4 3 2.4 
1/12 1.6    2 1.6 1.6 2 1.6 
1/13     0 0 0 0 
1/14   2.5  5 2.5 3.1 6 3.1 
1/15 6    6 6 6 6 6 
1/16   2.8  6 2.8 2.8 6 2.8 
1/17   2.6  6 2.6 1.1 2.6 7 3.7 
1/18 2.1  2.7  8 4.8 3.1 2.7 9 5.8 
1/19 1  2.6  7 3.6 2 2.6 8 4.6 
1/20 0.4  1.5  3 1.9 0.9 2 0.9 
1/21 0.5    1 0.5 0.8 2 0.8 
1/22 3.6    7 3.6 3 6 3 
1/23 0.9    2 0.9 0.4 1 0.4 
1/24 1    2 1 0 0 
1/25 1    2 1 1 2 1 
1/26 2.3  2.6  10 4.9 1.5 2.6 9 4.1 
1/27 1.4  2.7  7 4.1 1.4 2.7 7 4.1 
1/28 1.3    1 1.3 1.3 1 1.3 
1/29 0.9  2.8  7 3.7 0.8 2.8 7 3.6 
1/30 1.4  0.9  3 2.3 0.4 1 0.4 
1/31     0 0 1.8 2 1.8 
2/1   1.8  4 1.8 2.2 5 2.2 
2/2   1.7  1 1.7 0.7 1.4 5 2.1 
2/3   0.8  1 0.8 1.2 1.5 4 2.7 
2/4   2  4 2 0 0 
2/5     0 0 0 0 
2/6     0 0 0.4 1.9 6 2.3 
2/7   2.8  2 2.8 3.5 3 3.5 
2/8   1.1  3 1.1 1 3 1 
2/9     0 0 1.7 2 1.7 
2/10   2.5  5 2.5 3 5 3 
2/11   1.5  3 1.5 1.5 3 1.5 
2/12     0 0 0 0 
2/13   6.5  9 6.5 7.3 10 7.3 
2/14   1.5 0.5 4 2 2.5 0.5 6 3 
2/15     0 0 1.4 1 1.4 
2/16  0.7   1 0.7 0.7 1 0.7 

























12 月 14 日 渡邉隊長福島民報原稿を広報室へ送信 
12 月 16 日 渡邉隊長南極投票に関する RKB ラジオ出演調整 
12 月 30 日 早川隊員福井新聞原稿送付 
12 月 30 日 渡邉隊長福島民報原稿提供調整 
2 月 4日 稲飯氏徳島新聞投稿原稿を広報室へ送付 
2 月 12 日 無人観測飛行機による観測に関するプレスリリースを広報室へ送付 
（南極授業） 
12 月 6 日、10 日、18 日、1 月 5日、16 日、24 日 
小俣氏南極授業事前説明資料「南極新聞」原稿を広報室へ送付 
12 月 10 日、11 日 南極授業の台本確認およびスタッフ選定 
12 月 13 日、14 日 スタッフ集合して動き確認よびリハーサル 
2 月 3日 南極授業（潤徳女子高等学校分）リハーサル 
2 月 5日 南極授業（潤徳女子高等学校分）接続試験 
2 月 6日 南極授業（潤徳女子高等学校分）本番 
2 月 7日 南極授業（十文字高等学校分）接続試験 
2 月 8日 南極授業（十文字高等学校分）本番および南極授業（合同授業）打ち合わせ 




































































2 月 23 日までに XCTD 観測を行う測点を設定し、しらせ側から了承を得るとともに、AP05-01 の係留
系回収・設置と同時進行で効率よく実施するため観測の順序を検討した。特に 54 次隊では復路航行に
おいてリュツホルム湾の海氷域離脱が予想以上に早く、ケープダンレー周辺海域においても十分な観










 12 月 12 日に架台に取り付けたマイクロ波放射計を 05 甲板右舷側に設置、観測用ノート PC を艦橋
に設置し、海氷のマイクロ波特性の観測を開始した。1 月 10 日に接岸断念の決定を受け観測を一時中
断し、艦橋の PC を撤収した。なおこの際、53 次隊までは復路での観測再開まで放射計本体を取り外し
て艦内に収納していたが、54 次隊においては国内対応者と協議の上、放射計本体を取り外さずビニー
ルで覆って養生することで対応した。特に不具合等は生じず、結果的にこの対応で問題ないことが確
認できた。復路航海に向け 2月 1日に観測を再開し, リュツホルム湾の氷域を離脱した 17 日に再度中
断した。なおこの間 7 日深夜に艦内で停電が発生し、その際に UPS が不調に陥った事で翌 8 日朝まで
観測が中断したが、夜間は停船中であったため大きな問題とはならなかった。52 次隊においてはケー
プダンレー海域で新生氷が見られたため、薄氷域でのマイクロ波特性データを取得するため 2 月 23 日
から観測を再開したが、今年度は新生氷は見られなかった。ケープダンレー観測終了後の 3 月 1 日午































データ収録中であり、復路である停留点からシドニー港入港の 3月 17 日までデータ収録を予定してい
る。(2012 年 12 月 30 日から 2013 年 3 月 17 日)。 
・定着氷縁から昭和基地沖停留点までの往復路においては砕氷艦「しらせ」の砕氷性能試験を砕氷
航行速力として通常使用する第２強速（137rpm）のみで行った。 
１）12 月 15 日 連続砕氷時散水試験（散水ポンプの氷魂による閉塞等から断続的運転となる） 
   南緯：68 度 35.90 分、東経：38 度 40.27 分～ 
   南緯：68 度 38.00 分、東経：38 度 40.00 分 
２）12 月 24 日～25 日未明 ラミング砕氷散水有り無し試験(あり 4回、無し 4回の繰り返し)   
   南緯：68 度 51.58 分、東経：38 度 55.23 分 




３）1月 15 日 連続砕氷時散水試験（３速力、散水有り無し） 
   南緯：68 度 46.85 分、東経：38 度 49.25 分～ 
   南緯：68 度 43.36 分、東経：38 度 39.35 分 
４）1月 15 日 連続砕氷試験（3速度、散水なし） 
   南緯：68 度 43.13 分、東経：38 度 39.23 分～ 




（往路；定着氷縁 2012 年 12 月 14 日、21:35 着、LAT：68-27.09S、LON：38-39.79E～昭和沖停留点
2013 年 1 月 9 日、LAT：68-53.45S、LON：39-14.39E、復路； 昭和沖停留点 2013 年 2 月 3 日 11：00


















12 月 19 日から 21 日の間に観測機器を設置する候補地を巡り、雪鳥沢に設置されている気象計付近
に設置することを決定した。22 日にソーラーパネルやバッテリーなどの重量物を観測場所近くまで運
び、23 日より光合成活性測定装置と微気象観測機器の設置を開始した。微気象観測の項目は、温湿度
6点（うち 3点は極小温湿度ロガー）、光量子 5点、熱電対 11 点、土壌水分量 2点である。設置作業と

















        早川、山﨑、山田、澤柿） 
【実施経過】 
12 月中旬〜 南極授業係分担決め 授業内容の概要の確認 
12 月 20 日〜 昭和基地内での取材、調査および実験 
       沿岸露岩帯での取材、調査および実験 
      1/1 ホノール氷河 
      1/5,6,7 雪鳥沢  
      1/8,9,10 きざはし浜  
      1/15,16,17 スカーレン大池  
      1/18,19,20 袋浦  
      1/22,23 S16 S17 
１月 24 日 南極授業（富山大黒田講堂）最終リハーサル 
１月 26 日 南極授業（富山大黒田講堂）接続試験 
１月 27 日 南極授業（富山大黒田講堂） 
      南極授業（富山大附属小）最終リハーサル 
１月 30 日 南極授業（富山大附属小）接続試験 
１月 31 日 南極授業（富山大附属小） 
２月 8日 南極授業（多摩動物公園）最終リハーサル 
２月 10 日 南極授業（多摩動物公園）接続試験 


























































教材名 NO. 教材名 
1 JARE54-出発式 17 JARE54-気球気体サンプリング 
2 JARE54-フリーマントルにて 18 JARE54-世界初！無人航空機気体サンプリング 
3 JARE54-「しらせ」艦内生活 19 JARE54-ラングホブデ 雪鳥沢にて 
4 JARE54-「しらせ」停船観測 20 JARE54-スカルブスネス きざはし浜にて 
5 JARE54-「しらせ」ラミング 21 JARE54-スカーレン スカーレン大池にて 
6 JARE54-白夜のペンギン 22 JARE54-ラングホブデ 袋浦にて 
7 JARE54-南極の太陽 23 JARE54-S17 写真集 スライドショー 
8 JARE54-ゾンデ放球 24 JARE54-立山と南極  
9 JARE54-PANSY 計画 25 JARE54-南極のやくそく 
10 JARE54-昭和基地エコ生活 26 JARE54-南極ミニ実験集 
11 JARE54-昭和基地の石は語る 27 JARE54-南極の音楽 
12 JARE54-ブリザード並みの強風 28 JARE54-ヘリクルー 
13 JARE54-基地内遠足 29 JARE54-昭和基地の食事 
14 JARE54-芦くら寺五人衆 30 JARE54-オープニング 
15 JARE54-元旦フライト 31 JARE54-エンディング 



























































































   同様に、国内の子供たちは南極授業を楽しみにしてくれている。その期待に応えたい。 




たい。まだ実施形式を固定化する段階ではないと考える。                                                     
 








南極授業は夏期間中 3回実施された。1回目は、2013 年 2 月 6日水曜日（日本時間 15：00～15：50）
自身の所属校である東京都私立潤徳女子高等学校において高校 2年生を対象に実施。聴講者はのべ 200
名程度。2回目は 2013 年 2 月 8日金曜日（日本時間 14：50～15：40）自身の母校である東京都私立十
文字高等学校において高校 1 年生を対象に実施。聴講者はのべ 400 名程度。3 回目は、2013 年 2 月 11
日月曜日（日本時間 15：00～16：00）東京多摩動物公園において小学校 4－6 年生の児童 40 名程度を
対象に、もう一方の教員派遣プログラムで参加されている澤柿先生と合同の授業を実施した。 
授業実施に伴い、授業のコンテンツを集めるために各野外調査チームへの調査同行をした。2013 年
1 月 5-7 日：ラングホブデ袋浦ペンギン調査チーム同行。2013 年 1 月 8-11 日：ラングホブデきざはし



























してデータを第１観測室の専用 PC で取得した。2月 28 日現在、支障なく計測中であり、シドニー港入
港の 3月 17 日まで観測を行った後、センサーを撤収する予定である。 
12 月 27 日：往路、飛沫計センサー06 甲板設置 
12 月 30 日：出港に合わせキャリブレーション 
12 月 1 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare01de06535、南緯：40 度 51.1 分、東経：110 度 01.2 
12 月 3 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare02de0247、南緯：45 度 40.29 分、東経：110 度 03.50 分 
12 月 5 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare05de0108、南緯：55 度 10.79 分、東経：109 度 59.7 1 分 
12 月 7 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare07de0155、南緯：60 度 37.38 分、東経：104 度 33.16 分 
12 月 9 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare09de0319、南緯：60 度 16.83 分、東経： 86 度 07.12 分 
12 月 11 日: センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare11de0550、南緯：60 度 30.02 分、東経：67 度 54.70 分 
12 月 13 日: センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare13de0625、南緯：62 度 30.30 分、東経：49 度 32.93 分 
12 月 15 日：往路データ記録終了、船内に一時撤収、南緯 68 度 44.80 分、東経：38 度 45.31 分 
1 月 31 日：復路、飛沫計センサー再設置 
2 月 16 日：定着氷縁でキャリブレーション、計測再開、 
データ名：jare16fe1907、南緯 68 度 53.27 分、東経：38 度 55.98 分 
2 月 18 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：are13fe0402、南緯：66 度 54.14 分、東経：37 度 42.86 分 
2 月 20 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 




2 月 22 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare13fe2212、南緯：65 度 14.63 分、東経：48 度 50.52 分 
2 月 24 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare13fe2403、南緯：67 度 04.42 分、東経：67 度 28.85 分 
2 月 28 日：センサー洗浄、保存ファイル作成、データバックアップ 
データ名：jare13fe2802、南緯：66 度 49.47 分、東経：67 度 38.06 分 
【問題点･課題】 
  特になし 
  
4.2 公開利用研究課題（同行者派遣枠） 











アロゾル採集に関して、2 月 3日に係留気球を用いて昭和基地 Cヘリポートにおいて実施した。比較と
して、係留気球の風送バイオエアロゾル採集と同時間、接地層、地上サンプリングも実施し、舞い上
がりバイオエアロゾル供給源調査として C ヘリポート付近の水等も採取した。接地層内の風送バイオ
エアロゾル調査として、12 月 26 日から 1 月 21 日までおよび 2 月 2 日から 8 日までのほぼ毎日 C ヘリ
ポートあるいはコンテナヤード末端において、風送バイオエアロゾル地上サンプリングを実施した。
海洋上のバイオエアロゾル採取としての船上サンプリングは、往路に関して、豪州フリーマントル出
港の 11 月 30 日から定着氷縁到着の 12 月 15 日まで継続的に実施した。フィルターは、12 時間おきに
交換され、それぞれをフィルターサンプルとした。定着氷縁到着でサンプリングを停止した理由は、
ラミングの往復行動でフィルター内にしらせ煤煙が混入する可能性があるためである。復路に関して





























3) 8m-積雪断面観測（ドームふじ基地滞在中：2012 年 12 月 27 日～30 日、2013 年 1 月 20 日～22 日）： 
ドームふじ基地建物の南方向約 2km の位置で実施した。地表面から 5m 深さの積雪断面観測を 2012
年 12 月 27 日～30 日の間に、その後、5m から 8m 深さを 2013 年 1 月 20 日～22 日の間にそれぞれ実施
した。観測項目は、層構造・粒径の記載、密度、硬度、通気度、熱伝導率の計測、サンプリング採取
である。 
4) 圧雪地盤実験（ドームふじ基地滞在中：2012 年 12 月 25 日～2013 年 1 月 17 日）： 
ドームふじ基地建物の南方向約 3km の位置に 60cm（20cm × 3 層）、30cm（10cm × 3 層）、30cm（30cm 
× 1 層）の 3 つの深さの圧雪地盤実験場を造成した。ドームふじ滞在中、1 週間に 1 回、断面観測に
おいて層構造・粒径の記載、密度、硬度、熱伝導率の計測、また、ラム硬度試験を実施した。3 週目に
30cm 深度地盤（30cm × 1 層）からサンプリング採取を実施した。 
5) 8m-天文観測架台周辺雪面地形測量（ドームふじ基地滞在中：2013 年 1 月 11 日）： 
架台設置後に周辺の雪面地形をトータルステーションによって測量した。次回内陸旅行で再測量す
る事によって、架台周辺の吹きだまり量の貴重な現地データとなる。 
6) 低温用傾斜計設置（ドームふじ基地滞在中：2013 年 1 月 22 日）： 
極地用として充填オイル、ケーブルを交換し、温度補正のため測器温度を計測できる傾斜計を 2 軸




7) 劣化試験用供試体設置（ドームふじ基地滞在中：2013 年 1 月 22 日）： 
将来の 2.5ｍ赤外線天体望遠鏡の候補となる材料の劣化試験用供試体（リニアガイド、低温用リニア
ガイド、ステンレスパイプ、リニアエンコーダ、リニアエンコーダコントローラの 5 点 1 セットを合
計 3セット）を 8m-天文観測架台上に設置した。リニアガイド、低温用リニアガイド、ステンレスパイ
プは、熱電対によって供試体温度データは、項目 6）の計測システムによって適宜転送される。 



























  野外調査として、1 月 25 日から 31 日までラングホブデの雪鳥沢に滞在し、昭和基地とは異なり
ヒトの影響のほとんどない雪鳥沢にて朝・夕の 1 日 2 回、風送バイオエアロゾル地上サンプリング、
および沈着バイオエアロゾルとしての雪氷等の採集を実施した。1 月 29 日には、雪鳥沢上空の風送バ
イオエアロゾル調査のために、沢の中腹にあり標高 226 m の丘に登り、風送バイオエアロゾルサンプ
リングを実施した。1 月 30 日には雪鳥沢を登り、ラングホブデ氷河末端における風送バイオエアロゾ











4.3.1 Argo フロートの投入（AAS-54-01）       深町 康・松村 義正 
【概要】  
海洋研究開発機構からの委託によって 1 台の Argo フロートを投入し、投入地点の気象・海象データ
を海洋研究開発機構に送信する。 
【実施経過】 
しらせ復路、東経 150 度線の航路上で、Argo フロートの投入を行った。詳細は以下の通りである。
なお、段ボールに入れたままで、対水速度 6 knot で投入した。 
製造番号：0IN 11JAP-ARL-22  
アルゴス ID: 112251 
投入位置：、南緯 47 度 59.47 分、東経 151 度 03.37 分 












フリーマントル入港中の 11 月 27 日に、豪州気象局から投入依頼された計 7台の海面漂流ブイを「し
らせ」に搭載し、往路上で以下の通り投入した。投入後、所定の投入時情報を豪州気象局側にメール
で通知した。 
Bouy ID 300234011-274030: 12 月 3 日 南緯 45 度 34.34 分、東経 110 度 3.39 分 
Bouy ID 300234011-274030: 12 月 4 日、南緯 50 度 35.78 分、東経 110 度 4.69 分 
Bouy ID 300234011-582530: 12 月 5 日、南緯 55 度 27.88 分、東経 109 度 58.17 分 
Bouy ID 101840: 12 月 6 日、南緯 60 度 49.51 分、東経 110 度 4.08 分 
Bouy ID 109197: 12 月 7 日、南緯 60 度 11.35 分、東経 100 度 1.91 分 
Bouy ID 109198: 12 月 8 日、南緯 60 度 20.48 分、東経 88 度 4.11 分 









4.4.1 南極地域の現地調査（環境省）         長谷川 修一 
 1) 南極地域活動実態把握調査 
【概要・経過】  

























































4.4.2 日本新聞協会代表取材       興梠敬介 
【概要・経過】 






 しらせに乗船している本稿執筆時点（2013 年３月 12 日）では私の所属する共同通信社のデータベー
スにアクセスできないため正確な数が不明であるが、同行期間中に出稿した原稿は「南極記者だより」












































 第 52 次隊の報告でも挙げられているが、南極観測事業に対する報道機関の注目度はかつてほど高
くないと思われる。実際、例年２社の同行枠があるにもかかわらず、この３年の参加社は第 52 次隊が





































11月25日 （日） 1630 成田空港集合
1820 本部・所長・隊長からの挨拶
1950 成田空港発





11月27日 （火） フリーマントル港 0900 物資（食糧、免税品）積み込み
1900 総領事主催夕食会（隊長参加）
11月28日 （水） フリーマントル港 0900 パース日本人学校特別公開
1830 日本人忘年会（隊長以下17名参加）
11月29日 （木） フリーマントル港
11月30日 （金） 晴れ 31°55' S 0730 出国手続き（隊員公室）






12月1日 （土） 曇り 36°22' S 0800 溺者救助訓練
112°24' E 0900 海洋観測事前研究会
1500 航空機救難用具及び航空火工品取扱法
1820 全体ミーティング
12月2日 （日） 晴れ 41°12' S 0800 停船観測 St.L01
110°01' E 1300 南極大学講座
1820 全体ミーティング
2300 時間帯変更　2400H→2300G
12月3日 （月） 曇り 46°06' S 0800 停船観測 St.L02
110°01' E 1500 艦上体育
1820 全体ミーティング
12月4日 （火） 雨 8.2 NNW 30 992.4 91.0 5.1 50°48' S 0800 停船観測 St.L03





12月5日 （水） 曇り 4.0 N 13 960.0 86.0 2.2 56°00' S 0555 南緯５５度通過





12月6日 （木） 曇り 0.2 SW 12 973.5 80.0 -0.6 61°29' S 0800 停船観測 St.L05
109°58' E 1300 長期係留系投入St.AJ1
1820 全体ミーティング
12月7日 （金） 曇り 0.4 W 15 983.7 68.0 0.7 60°29' S 0800 安全講習（夏作業２－玉掛け作業・重機取扱い）
103°22' E 1500 しらせ大学講座
1820 全体ミーティング
12月8日 （土） 曇り 3.0 NNW 10 969.9 75.0 0.2 60°18' S 0800 船上安全講習（基地及び野外に於ける通信、無線機取扱い）




12月9日 (日） 曇り 0.6 SSW 16 973.3 82.0 -0.7 60°28' S 0800 船上安全講習（廃棄物取扱い・分別等－夏宿および野外－）



























12月10日 （月） 曇り 0.6 WNW 6 986.5 71.0 -0.7 60°22' S 1300 しらせ大学講座
76°49' E 1820 全体ミーティング
12月11日 （火） 曇り 0.8 W 16 995.1 69.0 -0.5 60°30' S 0800 安全講習（飛行作業・航空機運行上の留意項目）




12月12日 （水） 曇り 0.7 NNE 12 986.1 77.0 -0.9 60°36' S 0900 輸送調整会議





12月13日 （木） 雪 1.2 ESE 23 971.3 78.0 -0.9 62°47' S 0830 昭和基地入り直前説明会（第一便以降の物資輸送）
48°55' E 1820 全体ミーティング
1840 氷海進入
12月14日 （金） 雪 0.8 ESE 21 982.2 81.0 -1.3 66°52' S 1300 コンクウイスキー配布
39°55' E 1820 全体ミーティング
2135 定着氷域進入
2300 時間帯変更　2400D→2300C
12月15日 （土） 雪 2.9 ENE 23 989.2 74.1 -1.8 66°33' S 1100 海氷目視観測説明会
39°41' E 1820 全体ミーティング
12月16日 （日） 晴れ 5.5 E 7 993.6 55.0 -1.8 68°46' S 1820 全体ミーティング
38°50' E
12月17日 （月） 晴れ 2.9 ENE 15 996.1 59.0 -1.8 68°47' S
1300 昭和基地入り直前説明会（準備空輸、計画停電について、昭和基地での
注意事項、部屋割り）
38°51' E 1820 全体ミーティング
12月18日 （火） 晴れ 2.9 E 10 995.5 56.0 -1.8 68°48' S 1630 全体ミーティング
38°52' E 1900 合同懇親会




12月20日 （木） 曇り 2.8 SSE 10 994.6 61.0 -1.8 68°48' S しらせヘリ 準備空輸（人員輸送、物資輸送）計9便
1820 全体ミーティング








12月21日 （金） 曇り 4.4 E 10 996.7 60.0 -1.8 68°49' S しらせヘリ 悪天候のため準備空輸取り止め








12月22日 （土） 霙 3.4 ENE 9 991.7 81.0 -1.8 68°48' S しらせ 砕氷航行































12月23日 （日） 曇り 4.1 SSE 5 988.2 70.0 -1.8 68°50' S しらせ 砕氷航行












12月24日 （月） 曇り 5.0 NNE 6 990.1 53.0 -1.8 68°52' S しらせヘリ 準備空輸8便（不具合発生のため途中で中止）










12月25日 （火） 晴れ 2.3 NE 10 1002.1 60.0 -1.8 68°53' S しらせ 砕氷航行











12月26日 （水） 雪 1.9 N 4 1000.6 82.0 -1.8 68°46' S しらせ 砕氷航行










12月27日 （木） 雪 2.3 N 6 996.7 72.0 -1.8 68°56' S しらせ 砕氷航行
































12月28日 （金） 曇り 2.5 NE 22 994.7 72.0 -1.8 68°56' S しらせ 砕氷航行












12月29日 （土） 曇り 2.8 NE 38 973.8 59.0 -1.8 68°56' S しらせ 砕氷航行








12月30日 （日） 地吹雪 1.0 NE 37 991.5 75.0 -1.8 68°56' S

























1月1日 （火） 晴れ 5.6 ESE 5 994.9 49.0 -1.8 68°56' S しらせ 氷状調査
39°06' E 1820 全体ミーティング




































1月3日 （木） 快晴 4.1 S 8 993.6 56.0 -1.8 68°56' S しらせ オペレーション会報












1月4日 （金） 快晴 7.0 ESE 6 998.3 52.0 -1.8 68°56' S しらせ 砕氷航行














































































1月8日 （火） 快晴 4.5 ENE 3 983.3 58.0 -1.8 68°54' S しらせ 砕氷航行









































































































































































































































































































































































































2月1日 （金） 晴れ -4.0 W 2 990.1 74.0 -1.8 68°53' S
渡邉観測隊長の昭和基地移動に伴い主局を「しらせ」から昭和基地へ移
動









2月2日 （土） 曇り -0.4 NE 7 986.1 57.0 -1.8 68°53' S しらせ オペレーション会報























2月4日 （月） 雪 2.9 ENE 5 980.8 67.0 -1.8 68°54' S 1810 53次54次合同ミーティング




































2月6日 （水） 雪 0.7 ENE 8 972.5 68.0 -1.8 68°54' S
渡邉観測隊長の「しらせ」移動に伴い主局を昭和基地から「しらせ」へ移
動











2月7日 （木） 曇り -0.8 ENE 6 979.8 45.0 -1.8 68°53' S しらせ オペレーション会報











2月8日 （金） 雪 1.3 ENE 8 984.7 65.0 -1.8 68°55' S しらせ 砕氷航行









2月9日 （土） 雪 -0.5 ENE 24 980.1 68.0 -1.8 68°55' S しらせ 砕氷航行








2月10日 （日） 雪 -0.2 ENE 12 983.0 75.0 -1.8 68°52' S しらせ 砕氷航行




























2月11日 （月） 曇り -3.2 ENE 26 980.3 66.0 -1.8 68°51' S 1810 53次54次合同ミーティング






2月12日 （火） 地吹雪 -2.7 ENE 45 968.6 87.0 -1.8 68°51' S ブリザードにより人員ピックアップおよび物資空輸中止




2月13日 （水） 曇り -1.1 E 12 993.8 64.0 -1.8 68°51' S しらせ 砕氷航行









2月14日 （木） 曇り -3.9 E 14 988.5 49.0 -1.8 68°49' S しらせ 砕氷航行









2月15日 （金） 曇り 1.5 SSE 23 976.3 58.0 -1.8 68°47' S しらせ 砕氷航行
38°50' E 1810 53次54次合同ミーティング
観測隊ヘリ DROMLANにてS17に届けられるレーザー用結晶の昭和基地への輸送
2月16日 （土） 曇り 1.8 SE 8 968.8 49.0 -1.8 68°41' S しらせ 砕氷航行





2月17日 （日） 曇り -1.0 E 10 975.8 72.0 -1.0 68°14' S 海底地形測量
37°47' E 0800 停船観測 St.C,E
1810 53次54次合同ミーティング










2月20日 （水） 曇り 2.1 S 6 972.5 75.0 1.0 65°43' S 海底地形測量
35°59' E 1810 53次54次合同ミーティング
2月21日 （木） 晴れ 1.0 WNW 18 973.1 69.0 0.8 65°41' S 海底地形測量
38°48' E 1810 53次54次合同ミーティング
2月22日 （金） 曇り 0.4 E 18 973.8 83.0 -0.6 65°35' S
47°12' E 1810 53次54次合同ミーティング
2月23日 （土） 晴れ 1.0 E 20 988.6 56.0 0.4 65°05' S






















2月24日 （日） 晴れ -2.4 C 0 983.4 48.0 -1.2 66°60' S 0800 深層係留系揚収
1810 53次54次合同ミーティング
67°45' E 2300 時間帯変更　2300C→2400D
2月25日 （月） 晴れ -3.2 S 18 983.5 47.0 -1.2 67°09' S 0800 深層係留系設置
69°20' E 1810 53次54次合同ミーティング
2月26日 （火） 曇り -4.6 SE 4 976.9 67.0 -0.7 66°23' S 深層係留系揚収作業
67°34' E 海底地形測量
1810 53次54次合同ミーティング
2月27日 （水） 雪 -2.6 SSE 33 975.2 76.0 -1.0 66°42' S 荒天のため深層係留系揚収作業実施せず
67°37' E 1810 53次54次合同ミーティング
2月28日 （木） 晴れ 0.5 NW 12 985.6 65.0 -1.3 67°06' S 深層係留系揚収作業
67°48' E 1810 53次54次合同ミーティング
3月1日 （金） 雪 -4.8 ESE 26 976.5 63.0 -0.5 66°20' S 深層係留系揚収作業
1810 53次54次合同ミーティング
69°49' E 2300 時間帯変更　2300D→2400E
3月2日 （土） 雪 -6.1 N 8 974.4 58.0 -1.1 68°16' S 1810 53次54次合同ミーティング
73°58' E 2300 時間帯変更　2300D→2400E
3月3日 （日） 雪 1.8 WNW 22 976.8 84.0 0.6 63°15' S 1300 南極大学講座
1810 53次54次合同ミーティング
80°22' E 2300 時間帯変更　2300E→2400F
3月4日 （月） 曇り 2.8 WNW 17 979.3 70.0 1.8 61°56' S 0810 8の字航走
92°22' E 1300 南極大学講座
1810 53次54次合同ミーティング
3月5日 （火） 晴れ 4.0 NNW 17 960.0 77.0 2.2 61°56' S 1300 南極大学講座
1810 53次54次合同ミーティング
104°07' E 2300 時間帯変更　2300F→2400G
3月6日 （水） 曇り 3.2 W 27 969.9 75.0 2.0 61°49 S 0600 停船観測 St.AJ
112°32' E 1300 南極大学講座
1810 53次54次合同ミーティング
2300 時間帯変更　2300G→2400H
3月7日 （木） 曇り 1.8 W 40 978.1 63.0 1.6 61°59 S 2210 8の字航走
1810 53次54次合同ミーティング
124°57' E 2300 時間帯変更　2300H→2400I
3月8日 （金） 晴れ 2.3 W 17 987.2 67.0 1.3 63°14 S
135°15' E 1810 53次54次合同ミーティング
3月9日 （土） 雨 3.8 WNW 28 988.7 77.0 1.5 63°09 S 0830 艦内娯楽大会
144°12' E 1810 53次54次合同ミーティング
3月10日 （日） 霙 2.7 NW 28 990.5 83.0 1.2 62°49 S 0830 停船観測St.L6
149°15' E 1300 艦内娯楽大会
3月11日 （月） 曇り 4.1 WNW 22 1002.5 86.0 4.1 59°33 S
149°60' E 1810 53次54次合同ミーティング
3月12日 （火） 霧雨 7.0 NW 20 1002.6 92.0 5.0 56°21 S 1500 停船観測St.8
150°01' E 1810 53次54次合同ミーティング
3月13日 （水） 雨 10.4 NW 16 987.3 96.0 7.7 52°31 S 1300 南極工芸展
149°40' E 1810 53次54次合同ミーティング
3月14日 （木） 雨 13.0 W 24 997.6 69.0 11.2 48°44 S 0800 停船観測St.9
150°43' E 1810 53次54次合同ミーティング
3月15日 (金） 快晴 17.1 WNW 19 1013.2 69.0 15.0 44°23 S 0800 停船観測St.10
152°25' E 1810 53次54次合同ミーティング
3月16日 (土） 曇り 21.3 WSW 10 1009.3 64.0 21.0 38°10 S
152°09' E 1810 53次54次合同ミーティング
3月17日 （日） 晴れ 20.0 SSW 24 1012.6 59.0 23.0 33°43 S
151°29' E 1810 53次54次合同ミーティング（最終）
3月18日 （月） 33°52 S シドニー入港
151°13' E 1100 入国審査
1215 帰国説明会
3月19日 （火） 33°52 S 0805 退艦式
151°13' E




天文班/雪氷班 停泊地 気温(oC) 天候 風速（m/s） 視程 行動経過
10 土 天文班/雪氷班 出国
11 日 天文班/雪氷班 ドバイ経由ケープタウン
12 月 天文班/雪氷班 ケープタウン フライト待機
13 火 天文班/雪氷班 ケープタウン フライト待機
14 水 天文班/雪氷班 ケープタウン フライト待機
15 木 天文班/雪氷班 ケープタウン フライト待機
16 金 天文班/雪氷班 ケープタウン フライト待機
17 土 天文班/雪氷班 ケープタウン フライト待機
18 日 天文班/雪氷班 ケープタウン発 フライト待機
19 月 天文班/雪氷班 ノボ基地 トロール基地経由でノボ滑走路へ
20 火 天文班/雪氷班 S17 19:30LTにS17着。53次隊の出迎え。
21 水 天文班/雪氷班 S17 出発準備
22 木 天文班/雪氷班 S17 出発準備
23 金 天文班/雪氷班 H3 -12.9 晴 0.8 20 AM視程悪く待機。午後出発。
24 土 天文班/雪氷班 H176 -14.4 雪 1.8 5 12ft橇の右後ろスキーのシャフトが抜けかける。修理しビス留め、溶接。






26 月 天文班/雪氷班 Z76 -20.7 晴、低い地吹雪 7.5 30 大きなトラブルも無く順調に前進。










29 木 天文班/雪氷班 NMD30 -18.1 高い地吹雪 13.7 0.2 視程が悪く，風速も20m/sを超える。1日ブリ停滞。







1 土 天文班/雪氷班 NMD82 -20.4 晴 7.0 30 サスツルギが大きくなかなか進まない。天文食糧橇で米袋が2袋破れる。
2 日 天文班/雪氷班 NMD138 -23.4 晴 7.7 20 大型橇を気遣って慎重に前進。
3 月 天文班/雪氷班 NMD196 -26.9 曇 5.8 20 SM115のエンジンオイルが減る。4L補充。





5 水 天文班/雪氷班 NMD304 -29.8 晴 3.3 30 風が弱く穏やかな晴天。トラブル無し。
6 木 天文班/雪氷班 NMD360 -24.6 曇 4.6 10 SM115が亀の子になる
7 金 天文班/雪氷班 NMD420 -26.0 晴 4.7 20 SM112が遅れがち。車順をSM116, SM115,SM106, SM112, SM114に変更。























天文班/雪氷班 停泊地 気温(oC) 天候 風速（m/s） 視程 行動経過日付



















14 金 天文班/雪氷班 MD 718 -30.8 晴 2.1 30 快適に走行。ドームふじ基地少し手前で早めにキャンプイン。


































雪氷班 77°43'Ｓ39°03'Ｅ -30.5 快晴 1.2 20 新ドームふじ基地候補地到着




雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -28.2 快晴 0.8 20 ピット観測、レーダー観測一日目




雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -29.3 快晴 1.2 20
36本雪尺設置、AWS設置、雪面形態観測、
レーダー観測二日目、掘削準備





雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -30.2 快晴 1.5 5 浅層掘削12ｍ、コア梱包





雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -25.5 雪 1.8 1 浅層掘削30m＋5m、コア梱包

















天文班/雪氷班 停泊地 気温(oC) 天候 風速（m/s） 視程 行動経過日付






雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -28.7 雪 1.5 0.2 日中視程不良






雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -28.8 快晴 1.7 20 S650でGPS観測、プラトー基地視察





雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -29.6 快晴 2.3 20
雪が少しずつ硬くなってくる。南緯８０度
到達。





雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -25.7 雪 4.7 5 積雪ピット観測、車輛250㎞点検




雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -25.3 雪 2.2 15 大晦日休養
天文班 ドームふじ -22.1 曇 0.4 5 1日休養。シーイング望遠鏡の調整、シーイング観測開始。
雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -24.0 曇 2.8 5 正月休養





雪氷班 80°00'Ｓ40°30'Ｅ -28.2 雪 3.0 15 浅層掘削30m





雪氷班 80°00'Ｓ40°30'Ｅ -28.2 雪 3.0 15
浅層掘削10m、掘削装置撤収・橇積、コア橇
積ラッシング








雪氷班 79°14'Ｓ42°03'Ｅ -26.7 雪 2.8 20 西風が強い。軟雪2速硬雪3速







雪氷班 79°14'Ｓ42°03'Ｅ -24.8 雪 1.8 5 積雪ピットとGPS








雪 2.8 15 北風強く、いい天気























天文班/雪氷班 停泊地 気温(oC) 天候 風速（m/s） 視程 行動経過日付






雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -28.7 雪 1.5 0.2 日中視程不良






雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -28.8 快晴 1.7 20 S650でGPS観測、プラトー基地視察





雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -29.6 快晴 2.3 20
雪が少しずつ硬くなってくる。南緯８０度
到達。





雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -25.7 雪 4.7 5 積雪ピット観測、車輛250㎞点検




雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -25.3 雪 2.2 15 大晦日休養
天文班 ドームふじ -22.1 曇 0.4 5 1日休養。シーイング望遠鏡の調整、シーイング観測開始。
雪氷班 77°47'Ｓ39°03'Ｅ -24.0 曇 2.8 5 正月休養





雪氷班 80°00'Ｓ40°30'Ｅ -28.2 雪 3.0 15 浅層掘削30m





雪氷班 80°00'Ｓ40°30'Ｅ -28.2 雪 3.0 15
浅層掘削10m、掘削装置撤収・橇積、コア橇
積ラッシング








雪氷班 79°14'Ｓ42°03'Ｅ -26.7 雪 2.8 20 西風が強い。軟雪2速硬雪3速







雪氷班 79°14'Ｓ42°03'Ｅ -24.8 雪 1.8 5 積雪ピットとGPS








雪 2.8 15 北風強く、いい天気






















天文班/雪氷班 停泊地 気温(oC) 天候 風速（m/s） 視程 行動経過日付







雪 2.0 10 ふじ峠通過



































































雪氷班 78°18'Ｓ42°00'Ｅ -24.9 ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾀﾞｽﾄ 1.3 20 雪面良好で3速OK













天文班/雪氷班 停泊地 気温(oC) 天候 風速（m/s） 視程 行動経過日付








雪氷班 MD370 -24.4 ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾀﾞｽﾄ 4.2 20 雪面少し悪化。MD560 で50本雪尺、MD504で燃料橇1台回収、キャンプ地でGPS観測









雪氷班 MD430 -25.1 曇 4.2 20 2速8km/hrでのんびり進む








雪氷班 MD370 -24.4 ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾀﾞｽﾄ 4.2 20 後半悪路








雪氷班 MD314 -23.5 快晴 7.7 20 中継拠点にて50本雪尺、GPS観測、AWSメンテ、燃料橇1台回収









雪氷班 MD248 -21.6 快晴/低い地吹雪 7.9 20 大きなサスツルギに出会う















雪氷班 MD208 -23.8 高い地吹雪 13.6 0.2 ブリ停滞




























天文班/雪氷班 停泊地 気温(oC) 天候 風速（m/s） 視程 行動経過日付







雪氷班 M70 -21.3 快晴 2.5 20 雪尺が大ドリフトやサスツルギのため見つからない。車輛のグリスアップ




雪氷班 IM2（みずほ基地） -16.5 薄雲 1.5 20 みずほ基地近くになりようやく3速






雪氷班 Z32 -14.6 曇 3.0 10 101本雪尺とGPS観測。ホワイトアウト気味。Z40で36本雪尺




雪氷班 H180 -17.3 快晴 3.6 5 Hルートは走りやすい。S122とH180で36本雪尺
天文班 IM1 -16.5 曇 1.9 2 慎重に走行。夕方みずほ基地に到着。
雪氷班 H15 -11.5 快晴 0.9 20 天気穏やか、H68で36本雪尺






雪氷班 H15 -10.6 曇 2.5 20 浅層掘削32m
天文班 Z10 -20.4 快晴 1.9 10 朝給油してから出発。
雪氷班 S30 -10.6 曇 2.5 20 積雪ピット観測後移動
天文班 H152 -11.0 雪 5.3 0.5 亀裂が進行しないよう慎重に走行。
雪氷班 S30 -8.2 雪 6.9 2 ヘリオペ中止
4 月 天文班/雪氷班 S30 -9.3 雪 1.3 2 S30にて雪氷班と合流。ヘリオペ中止、S16での作業実施




雪氷班 S30 -9.9 雪 5.5 1 ヘリオペ中止








8 金 天文班/雪氷班 ケープタウン ノボ13:05LT→ケープタウン20:55LTS16人員の空輸
9 土 天文班/雪氷班 ケープタウン
10 日 天文班/雪氷班 ケープタウン ALCI打合せ
11 月 天文班/雪氷班 ケープタウン
12 火 天文班/雪氷班 ケープタウン発 ケープタウン18:10LT発
13 水 天文班/雪氷班 ドバイ S16物資の空輸



















4 火 ケープタウン ALCI 倉庫


























22 土 PE基地 ケテレルス氷河までスノーモービル走行訓練
23 日 PE基地 休日、橇連結
24 月 PE基地 サポート隊出発、FAからの安全打ち合わせ
25 火 PE基地 ブリーフィング
26 水 BC1へ移動 -21.3 快晴 11.5 ~100 m 高い地ふぶき（４m） ナンセン氷原へ出発
27 木 BC1 (エリアB) 4 -21.2 晴 10.1 ~50 m 高い地ふぶき（3m）
28 金 BC1 (エリアB) - -20.4 晴 8.5 ~50 m 地ふぶき 天候回復待ち
29 土 BC1 (エリアB) - -20 晴（吹雪） 17 ~10 m 高い地ふぶき（10m） 天候回復待ち
30 日 BC1 (エリアB) - -18.9 晴 6.9 ~50 m 低い地ふぶき 天候回復待ち
31 月 BC1 (エリアB) 1 -18 曇 12.5 ~50 m 高い地ふぶき（10m）
1 火 BC1 (エリアB) 23 -16 晴 4.8 >30 km - no。8域の探査
2 水 BC1 (エリアB) 30 -17.5 快晴 7.8 >30 km 低い地ふぶき no。10域の探査
3 木 BC1 (エリアB) 66 -17.6 晴 6.5 >30 km 低い地ふぶき no。5&6域の探査
4 金 BC1 (エリアB) 19 -17.5 曇 8.8 >30 km - no。11域の探査
5 土 BC1 (エリアB) 50 -17.8 曇 12.8 ~5 km 高い地ふぶき（5m） no。3域の探査
6 日 BC1 (エリアB) 17 -17.6 快晴 5.9 >30 km - no。2域の探査
7 月 BC1 (エリアB) 6 -19.2 快晴 7.9 >30 km - モレーン
8 火 BC1 (エリアB) -18.2 曇 6.5 ~100 m - 休日
9 水 BC1 (エリアB) 85 -15 曇 2.1 ~5 km - no。7域の探査
10 木 BC1 (エリアB) 13 -16.5 快晴 4.3 >30 km - no。9&12域の探査
11 金 BC1 (エリアB) 23 -20.1 快晴 12.6 ~5 km 低い地ふぶき no。4域の探査
12 土 BC1 (エリアB) - -17.6 快晴 13.9 ~1 km 低い地ふぶき 天候回復待ち

















停泊地 採集隕石 気温(oC) 天候 風速（m/s） 視程 気象の備考 行動経過日付
14 月 BC1 (エリアB) - -17.5 快晴 10.9 >30 km - BC移動準備
15 火 BC2へ移動 2 -21.8 晴 10.6 ~100 m 高い地ふぶき（3m） no。2域の探査
16 水 BC2 (エリアC) - -19.4 吹雪 11.1 ~50 m 高い地ふぶき（5m） 天候回復待ち
17 木 BC2 (エリアC) - -18.2 吹雪 11.6 ~30 m 高い地ふぶき（5m） 天候回復待ち
18 金 BC2 (エリアC) - -19.1 吹雪 13.1 ~30 m 高い地ふぶき（3m） 天候回復待ち
19 土 BC2 (エリアC) - -19.3 曇 9.6 ~200 m 高い地ふぶき（3m） 天候回復待ち
20 日 BC2 (エリアC) - -20.7 曇 8.8 >30 km 高い地ふぶき（3m） 天候回復待ち
21 月 BC2 (エリアC) - -20.1 曇 10.6 ~200 m 高い地ふぶき（3m） 天候回復待ち
22 火 BC2 (エリアC) - -19.2 晴 10.7 ~500 m 低い地ふぶき 天候回復待ち
23 水 BC2 (エリアC) - -21.2 快晴 15.8 ~10 m 高い地ふぶき（5m） 天候回復待ち
24 木 BC2 (エリアC) - -21.1 曇 12.3 ~10 m 高い地ふぶき（5m） 天候回復待ち
25 金 BC2 (エリアC) - -20.5 曇 11.3 ~20 m 高い地ふぶき（5m） 天候回復待ち
26 土 BC2 (エリアC) - -22.4 快晴 14.5 ~50 m 高い地ふぶき（5m） 天候回復待ち
27 日 BC2 (エリアC) - -22.9 快晴 9.1 >30 km 低い地ふぶき 天候回復待ち
28 月 BC2 (エリアC) 8 -23.9 快晴 5.1 >30 km 低い地ふぶき no。2域の探査
29 火 BC2 (エリアC) 46 -23.2 快晴 4.8 >30 km - no。1域の探査
no。3&2域の探査、
氷サンプリング
31 木 BC2 (エリアC) - -25 快晴 8.4 >30 km -




4 月 PE基地 サポート隊PE基地へ帰着







10 日 ケープタウン ALCI事務所





30 水 BC2 (エリアC) 1 -27.1 快晴 11.9 ~10 km 低い地ふぶき
1月
8 金 D10フライト





































12月29日 （木） フリーマントル港 06300830
乗船者紹介・挨拶・事務連絡
物資移動説明会・物資移動・観測準備
12月30日 （金） フリーマントル港 0630 事務連絡・観測準備・研究室設営






































































































































1月11日 （金） 本曇り 0.7 054 4.3 986.0 96 0.4 64°17' S,110°09' E
0900 停船観測（St. C32）
機器調整


























































1月17日 （金） 本曇り 1.4 220 3.6 985.7 77 3.0 61°57' S,110°08' E 0850 停船観測（St. C31）

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ ． 概 要 
































































































































































































































































































































































































































































































































 常任 代行 代行２ 
越冬隊長 橋田 安達 小原 
観測主任 冨川 小原 虫明 
設営主任 古見 久川 佐藤 
生活主任 小原 岸本 長谷川 
安全主任 大江 小久保 久川 
野外主任 小久保 山田 大江 
総務 安達 小原 冨川 




















◎観測系：     冨川喜弘 
  気象：     安達正樹 
  宙空（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・研究観測）： 
          冨川喜弘 
  ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ（地圏・気水圏）： 
          小原徳昭 
◎設営系         古見直人 
  機械：        古見直人 
  通信：        川﨑昭仁 
  調理：        岸本栄二 
  医療：        大江洋文 
  環境保全：      片岡大騎 
  多目的大型ｱﾝﾃﾅ：   田仲宏至 
LAN・ｲﾝﾃﾙｻｯﾄ：    大越崇文 
建築・土木：     中山宜彦 
  装備・ﾌｨｰﾙﾄﾞｱｼｽﾀﾝﾄ： 小久保陽介 














































































































































・管理棟  ・予備食 12ft 冷凍コンテナ 古見 
  管理棟全般 古見   
  １階空調機械室・受水槽室 古見  １階エントランス・倉庫・食糧倉庫 岸本 
  ２階医務室・医療施設 大江  ２階娯楽室・バー 山田 
  ３階通信室・電話室・通信施設 川﨑  ３階印刷室 山田 
  ３階書庫・庶務室 山田  ３階サロン 岸本 
  ３階厨房・食堂 岸本  ３階隊長室 橋田 
  プロパンボンベ庫 古見   
・居住棟    
  第１居住棟 佐藤  第２居住棟 岸本 
・倉庫棟    
  １階倉庫 小久保  ２階冷蔵庫・冷凍庫 岸本 
  設営事務室 古見   
・通路棟 古見 ・汚水処理棟 片岡 
・発電棟    
  発電棟全般 久川   
  １階機械室 久川  １階発電機設備 久川 
  第１冷凍庫・第２冷凍庫 岸本  ２階制御室 佐藤 
  ２階理髪室 大森  ２階グリーンルーム 久川 
  ２階風呂・洗面所・脱衣所・ 久川  ２階女子便所・風呂・前室 早川 
・旧焼却炉棟（木工室） 中山 ・旧娯楽棟 山田 
・作業工作棟 片岡 ・機械建築倉庫 中山 
・電離層棟 小原 ・旧電離棟および関連施設 小原 
・地学棟 小原 ・気象棟および関連施設（含放球棟） 安達 
・管制棟 小久保 ・環境科学棟 片岡 
・観測倉庫 早川 ・観測棟（含ボンベ庫） 早川 
・清浄大気観測室 早川 ・情報処理棟 福田 
・光学観測棟 福田 ・衛星受信棟 田仲 
・大型アンテナレドーム 田仲 ・インテルサット制御室・レドーム 大越 
・非常用物品庫 橋田 ・小型発電機小屋 久川 
・地磁気変化計室 井 ・地震計室 小原 
・重力計室 小原 ・検潮儀室 小原 
・送信棟 川﨑 ・第１HF レーダー小屋 井 
・第２HF レーダー小屋 井 ・新第１HF レーダー小屋 井 
・MF レーダー小屋 冨川 ・旧水素ガス発生器室 安達 
・RT 棟 中山 ・推薬庫 片岡 
・非常発電棟 久川 ・風力発電制御盤小屋 佐藤 
・第１夏期隊員宿舎 古見 ・第２夏期隊員宿舎 鈴木 
・A ヘリポート待機小屋 並木 ・車庫 並木 
・焼却炉 片岡 ・第２廃棄物保管庫 片岡 
・焼却炉棟 片岡 ・廃棄物集積所 片岡 
・東部地区分電盤小屋 谷口 ・西部地区分電盤小屋 谷口 
・旧予備食冷凍庫（機械部品庫） 谷口 ・燃料タンク 古見 
・貯水槽 古見 ・基地ポンプ小屋 久川 
・天測点西赤居カブ 小久保 ・見晴らし岩ポンプ小屋 谷口 
（野外行動危険品保管）  ・C ヘリポート管制待機小屋 久川 
・自然エネルギー棟 谷口 ・大型大気レーダー・観測制御小屋 冨川 




















































































































































ランク 視程 風速 継続時間 
Ａ級 100m 未満 25m/s 以上 6 時間以上 
Ｂ級 1000m 未満 15m/s 以上 12 時間以上 








発令内容 視程 風速 備考 
外出禁止令 100m 未満 30m/s 以上 風速基準を 25m/s より 30m/s に変更（2008.10.08）




























































































































第 1 夏期隊員宿舎 
放球棟 
＜54 次隊 昭和基地ライフロープ配置図＞ 
 外出注意令下、移動許可範囲 





















風速 30m/s 以上 
かつ 










風速 15m/s 以上 
かつ 





屋内 1 名 
屋外 2 名 
居住棟～気象棟間の移動は気象
状況を確認し 2 名以上で移動する。
  昼間 1 名 
屋内 1 名 













































































































































  スプリンクラーヘッドに衝撃を加えない。天井にとどくような物を持って歩く時は特に注意する 
こと。 
（8）火元取扱責任者は、定期的に火災報知器、消火器等の点検を行う。火災報知器の動作点検につい 


























② 消火班： 消火器材を準備し、放水消火等にあたる。また救助活動がある場合は救助を行う。 
③ 破壊班： 隊員の安否確認等のためのドア破壊等小規模な破壊が必要と昭和通信が判断した場 
合、昭和通信の指令により破壊活動にあたる。破壊活動が不要の場合は消火班に加わる。 
④ 医療班： 負傷者が出た場合は、救護所に運び手当てを行う。負傷者が出ていない場合でも救 
  護所は設置し、常時 1 名は待機とし、他はポンプ準備や現場指揮支援にあたる。 
⑤ 連絡班： 昭和通信の指示により、通信機器等の準備・各班への配付、人員の確認、昭和通信 





























































・消 火 器 ：佐藤（インパルス消火器含む） 
・消火ポンプ ：鈴木 
・ホース及び筒先 ：消火班担当者 




  備しておくこと。 
② 野外行動等で基地を留守にする場合は、事前に代行者を指名し、班員、他の隊員にも周知させ 










指 揮： 橋田【記録】 
通 信： 川﨑【記録】 
連絡班 
班 長：大江     安達/久川           中山            福田 
現場指揮：古見 
消火班 
班 長：佐藤 防火/空 


























































































































































































































































































   表Ⅲ.2.1.5-１ 昭和基地の貯油施設と貯油容量(2012 年 9 月現在) 
場 所 種   類 貯油量（kl） 設置年（隊次） 
見晴らし岩 50kl アルミタンク①JP-5 49.9 1968(10) 
 50kl アルミタンク②JP-5 0 1969(11) 
 100kl アルミタンク①JP-5 18.8 1993(35) 
 100kl アルミタンク②W軽 98.3 1994(36) 
 100kl アルミタンク③W軽 83.0 1996(38) 
 100kl アルミタンク④W軽 38.6 1997(39) 
 100kl アルミタンク⑤W軽 1.8 2000(42) 
 100kl アルミタンク⑥JP-5 3.9 2005(47) 
 100kl アルミタンク⑦W軽 2.8 2003(45) 
 100kl アルミタンク⑧W軽 3.3 2004(46) 
 100kl アルミタンク⑨W軽 95.8 2007(48) 
 100kl アルミタンク⑩JP-5 3.3 2008(49) 
基地主要部 25kl アルミタンク①W軽 4.9 1997(39) 
 25kl アルミタンク②W軽 20.7 2000(42) 
 20kl アルミタンク①W軽 19.4 1965(7) 
 20kl アルミタンク②JP-5 14.9 1966(8) 
(車両用) 20kl アルミタンク③W軽 14.7 1967(9) 
(非常発電棟) 10kl ステンレスタンク W軽 8.8 1973(15) 
 20kl FRP タンク JP-5 18.4 1978(20) 






         表Ⅲ.2.1.5-2 燃料油の種類とその性状および貯蔵量(2012 年 9 月現在) 
品 名 引火点 流動点 貯蔵形態 貯蔵量 (kl) 
Ｗ軽油（ウインター軽油） 52 -35 金属タンク 427.3 
南極軽油 56 -72.5 ドラム缶、 
リキッドタンク 
64.6 
JP-5 61 -46 金属タンク 139.2 
JET A-1 38 -47 ドラム缶 18.0 




























は第１防油堤（６基、600kl 分）のみが完成し、第２防油堤（6 基、500kl 分）は、未施工である。 






































  （ａ）指揮系統 
本部：越冬隊長 → 現場指揮：設営主任(安全主任) → 機械隊員 → 全隊員 
  （ｂ）施設の監視 
     機械隊員が担当 
  （ｃ）対応チームメンバーの構成と役割 
基本的には消火体制に準じるものとする。 
本部 → 通信室に設置 
現場指揮(設営主任) → 本部と連絡をとり、現場で防災作業の指揮をとる。 
消火班・破壊班（防災作業チーム）→ 現場指揮の指示により活動する。 









項目 行 動 備 考 
１ 油の流出を発見したら直ちに通信室へ状況報告 危険な地域にいる隊員に連絡 





４ 本部は報告に基づいて適切な対応を検討 本部を通信室に設置 









８ 隊全体で反省会をおこない報告書を作成する  





















































  回収した水等と混ざった油、油除去に用いた可燃物等は下記に従い処理する。 
 



























   油流出の対応が終了次第、以下の内容を含んだ報告書を作成し極地研究所へ提出する。 
   （ａ）流出した油の種類と量 
   （ｂ）流出原因 
   （ｃ）人的被害、環境への影響、施設等の被害状況 
   （ｄ）対処措置 
    (ｅ）油流出および対処措置の経過記録 
     （ｆ）今後のとるべき措置 





















 ① 看護師、放射線技師、検査技師などコメディカルはいない。 
 ② 近隣に高次の医療機関は存在しない。 
 ③ 薬品、物資等が不足してもすぐに補給することは出来ない。 
 ④ CT・MRI・血管造影等のさらに精密な検査はできない。 
 ⑤ 医療隊員自身が患者の場合は治療できないことも多い。 























   昭和基地に帰還するかどうかは、状況を見て判断する。 
重症の場合 ：現場では応急処置をしたのち、昭和基地へ向かう。 
   昭和基地では医療体制を整え、救出に向かう。 
   傷病者がいると判断される場合、医療隊員も救出隊に加わり、ランデブー方式で 





































































































分別項目 種  別 例 備   考 
可 燃 物 
 











吸   殻 タバコの吸殻  
ゴ  ム  類 輪ゴムなど天然ゴム製品 小さいものに限る 




そ の 他 毛髪､爪､掃除のチリ、炭など  
















合 成 繊 維 ヤッケ､衣服  
布 団 類 布団、毛布、防燃シーツ  
ダンボール ダンボール １次処理で圧縮 
木   枠 木枠梱包材（50cm 程度） 釘付きの木枠は焼却
空 き 缶 空 き 缶 アルミ､スチール、一斗缶、大型缶  
金   属 鉄・非鉄金属 鉄、アルミ、ステンレス、銅など 
アルミホイル・ガス
抜きスプレー缶含む
複 合 物 複 合 物 家電製品、ＯＡ機器、ＰＣｹｰﾌﾞﾙなど 
２種以上の要素を含
むもの 
ゴム ･ 皮革 ゴム・皮革 ゴム長靴､革手袋など  
ガ ラ ス ガ ラ ス 空きビン、板ガラスなど  
陶   器 陶   器 茶碗、湯呑み、ガイシなど  
乾 電 池 乾 電 池 乾電池 絶縁保護する 
バッテリー バッテリー 車両用バッテリーなど 絶縁保護する 
電球･蛍光灯 電球・蛍光灯 直管、輪管、コンパクト管など 割らない 
電   線 電   線 キャプタイヤケーブルなど ＰＣｹｰﾌﾞﾙは除く 
































 (1) 体制 






































































火災 ガス爆発 ガス中毒 怪我・病気 食中毒 酒酔い  







寒冷傷害（凍傷、低体温症、凍死） 野営地崩壊 火災 ガス爆発 ガ
ス中毒 怪我・病気 雪上車 橇 スノーモービル  
海氷上 
タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄氷 海氷流出 シャー




氷河崩落  落石 タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄氷
シャーベット状海氷 ロストポジション 潜水 
氷河上 
クレバス帯 転落 滑落 ロストポジション 
内陸 ロストポジション サスツルギ 
山脈・露岩地域 落石 土砂崩れ 雪崩 転落 滑落 潜水 
ヒューマンファクター 
生活技術 行動技術 過信 慢心 過労 ストレス 睡眠不足 性格




































































指揮 ：越冬隊長 橋田元 
本部員 ：観測主任 冨川喜弘 
   総務・気象 安達正樹 
   野外主任 小久保陽介（※） 
   設営主任 古見直人（※） 
   通信隊員 川崎昭仁 
   医療隊員 大江洋文 長谷川達央 
記録 ：庶務  山田嘉平（※） 






      越冬隊長の指名したレスキュー隊員から選ぶ。 






 リーダー サブリーダー メンバー 
A 班 小久保(FA) 鈴木(機械) 田仲(多目的) 石丸(気象) 
B 班 久川(機械) 山田(庶務) 中山(建築) 片岡(環境) 
















定時交信は、主周波数 4540KHz にて行う。主周波数にて 15 分間交信ができない場合には副周 











定時交信は、主周波数 4540KHz にて行う。主周波数で 15 分間交信ができない場合には、副周波数

















































   機械  SM40 型雪上車   2 台 
   浮上型雪上車   1 台 
   スノーモービル   2 台 
   2 トンそり   2 台 
   スノーモービル用そり  2 台 
   道板・スリングベルト  適量 
   装備  赤旗竿、レスキュー用共同装備、調理器具、燃料 




   医療  携帯用医療セット 








































































































・ブリ対策   





































































2.2 安全管理                         橋田 元・大江 洋文 
 










53 次隊との越冬交代前の 1 月 15 日に行われた消火訓練を見学し、各自が担当する役割の確認と引
き継ぎを行った。2月の消火訓練の前に各自着用する耐火服・防火服・防火靴のサイズ合わせを行っ
た。消火班・救助係の耐火服・防火服着用者の試着を行い、ヘルメット・上着・ズボン・靴のそれぞ

















表Ⅲ.2.2.1-1 54 次の消火訓練 





























12.27 自然エネルギー棟 55 次隊昭和基地入りに伴い、人員確認のみの訓練。 
















































































2.2.4 安全行動訓練・講習                                             大江 洋文・小久保 陽介 
安全行動訓練・講習は、野外主任、安全主任が協力し合って実施し、必要に応じて医療、通信、機械、
気象の各部門に講師を依頼して、隊員のスキルアップと安全に努めた。（詳細は、4.9.1 安全教育・訓




2.3.1 日課                                                                   山田 嘉平 
1 年を通しての日課は、昭和最終便となった 2月 14 日までを夏作業日課、その後、4月 30 日までを
夏日課、5月 1 日から 8月 31 日までを冬日課、9月 1日から 1月 31 日までを夏日課とした。冬日課中
は休日を隔週交代（第 2 週と第 4 週は日曜日のみ、その他の週は土日が休日）で運用した。その他 6
月 19～22 日はミッドウインター期間、1 月 1日は休日扱いとした（越冬交代式の日も夏作業日課）。55
次隊準備空輸及び 54 次隊持ち帰り輸送が始まってからは、輸送作業を休日日課に行った場合、振替休
日が定められた。 
就業時間は夏日課中 8 時から 17 時、冬日課中は 9 時から 17 時とした。この時間に合わせ、朝食時
間を夏日課中は 7時から 7 時 30 分としていたが、5月から 7月は 7時 30 分から 8時に変更した。8 月
は極夜期が終り、野外活動が活発になることを考慮し、7時から 7 時 30 分とした。 
また、夏日課冬日課に関わらず、毎夕食後（18:20 頃）にミーティングを実施し、人員確認を行った。
なお、朝食と昼食の座席については自由としたが、夕食については、3 月 21 日から各座席に番号をふ
り、毎回くじを引いて座席の位置を決め、気象部門の日勤者を除いて、一斉に食事を摂ることとした。 
入浴は、平日は 17 時から 23 時とし、休日は 15 時から 23 時とした。ただし、夜勤者及び残業者は
風呂場入口に備え付けた記録簿に確認事項を記入することにより、機械ワッチ終了後の入浴も可能と
した。男性用浴場（竹の湯）の女性使用に関しては 3月と 7月の 2回女性専用時間を設けて実施した。 
飲酒は、夏作業日課中は夕食後のミーティング終了後から、その後夏日課中は、当初夕食時にビー
ル 1 本、その他のアルコールはビール 1 本に準じる程度としていたが、冬日課中の 6 月から、休日日













































⑤ バー・娯楽室・玄関清掃 バー・娯楽室の掃除機&黄モップかけ。玄関は掃除機使用 







































3) 第二居住棟                                     岸本 栄二 
居住棟に住む15名全員での週替わりの輪番制とした。業務による当番業務を出来る日が異なるため、
当番の中の任意の日に当番業務を実施しすることとした。当番の業務は主に共用部分の清掃で、防 B































・業務型 ： 庶務の仕事だが必ずサポートが必要なために係員を募る係 
・半業務型 ： 国内から委託などを受けている係 
・積極型 ： 積極的な運営が隊にとって望ましい係 













早川（気水圏モニタリング）、山田（庶務情報発信）の 11 名で運営を行った。 





















 ・2/ 5：潤徳女子高等学校 


















放送用映像機材の HD 化実施 
6 月 
南極教室の実施×2回 






 ・7/ 3：名田庄小学校 
 ・7/ 5：星林高校 
 ・7/11：伊丹小学校 







 ・8/ 3：国立極地研究所一般公開 
 ・8/ 8：愛媛県総合科学博物館 
     イベント 
 ・8/ 9：南極・北極科学館 
     夏休み特別企画 1 
 ・8/16：南極・北極科学館 
     夏休み特別企画 2 
  ・8/23：南極・北極科学館 
     夏休み特別企画 3 
  ・8/28：植村直己冒険館 特別展 
 ・8/30：南極・北極科学館 




 ・9/ 5：安曇野市立穂高北小学校 
 ・9/12：札幌市立新琴似緑小学校 
 ・9/19：津久見市立津久見小学校 
 ・9/28：極地研 40 周年記念 

























      ジュニアフォーラム 
 ・11/27：飯館村仮設小学校 
12月 放送実績無し   
1 月 放送実績無し   
 
b） ライブ中継場所 
19 広場からの中継に加え、無線中継システムの考案（4.7 LAN インテルサット参照）により、ロ
ケーションに左右されることなく、南極教室の申込者が送りたい映像を送ることが可能となった。
以下の各所で放送を行った。放球棟、自然エネルギー棟、観測棟、発電棟、倉庫棟、19 広場、福島
ケルン、130kl 水槽脇、SM100 車内、インテルシェルタ裏山（悪天にて中止） 
 
2） ホームページ 山田 嘉平 





















54 次隊では 1 度だけだが、初めて動画を掲載した。また、メンバー以外にも執筆を依頼することが
あり、58 本の掲載数を発信した。実施内容については表Ⅲ.6.1.3-1 ホームページ記事一覧に示す。 
※掲載記事 58 本の内観測系の記事は 10 本あった。 
 





54 次隊係員は 10 名、保有ライセンスの内訳は第 1 級アマチュア無線技士（相当）1 名、同 2 級 1
名、同 3 級 5 名並びに同 4 級 3 名（相当/内 2 名）であった。このうち 3 級 5 名については、国内出
国前、日本アマチュア無線連盟主催の第 4級アマチュア無線技士資格所有者を対象とした第 3級アマ
チュア無線技士資格取得短縮コース養成課程（平成 24 年 8 月 22 日/東京都豊島区巣鴨にて実施）を
受講し、同資格を取得したものである。今隊のメンバーについては、国内でのアマチュア無線局の開
局運用者はおらず（過去、開局運用者 3 名）、8J1RL 局による運用が初めての者がほとんどであった。
そのため、ここ数年の同係りの運用実績と比較すると、その実績は例年を大きく下回るものとなった。















いては FT-897D/FT-1000MP/IC-756PRO の 3 台での運用を図り、アンテナについては 14/21/28MHz 帯用
の 4エレ八木アンテナを使用した。ただし、上記「概要」でも記したが、6月 20 日のブリザードによ





















新聞は日刊として、2013 年 2 月１日より 2014 年 2 月 1日まで毎日発行した。記事作成および編集は











5） アルバム 大江 洋文 
メンバーは大江、中山、田仲、高澤、福田の 5 名。越冬中は以下の活動を行った。復路のしらせの
中で原稿を完成させて、帰国後に業者に作成を依頼する予定である。 











6） 図書・教養 冨川 喜弘 







日程：3月 23 日（土）13:00-17:30、4 月 6 日（土）13:00-17:30 
見学場所：電離層棟、地学棟、気象棟、放球棟、観測棟、情報処理棟・光学観測棟、 
     衛星受信棟、多目的大型アンテナ、重力計室、地震計室、清浄大気観測小屋、 
     大型大気レーダー観測制御小屋 
b） 南極大学 
ミッドウィンター祭の期間を除き、5月から 8月にかけて、週 1回のペースで南極大学を開催した。











日付 講師 講義名 
5 月 15 日
橋田 元 越冬隊員の一年 
片岡 大騎 南極の汚水処理 
5 月 22 日
冨川 喜弘 中層大気屋さんから見た南極と北極の違い 
鈴木 学 伝言ゲームとエンジニアリング業 
5 月 29 日
井 智史 オーロラと地磁気と私 
長谷川達央 半器官について 
6 月 5日
谷口 正樹 技能五輪と私の故郷 
安達 正樹 ワインあれこれ 
6 月 12 日
福田 陽子 オーロラをたずねてだいたい三千里 
田仲 宏至 多目的アンテナ隊員になるまで 
6 月 26 日
小久保陽介 日本酒について 
三浦 恒人 ＧＩＭＰの紹介と北海道ツーリング 
7 月 3日
石丸 和樹 地球環境と私 
山田 嘉平 私の履歴書 
7 月 10 日
橋本 大志 電波と信号処理 
高澤 直之 高澤直之という男 
7 月 17 日
大越 崇文 本邦との電気通信について 
川崎 昭仁 高校球児 
7 月 24 日




7 月 31 日
古見 直人 雪上車の話 
中山 宣彦 写真の撮り方？を学ぼう 
8 月 7日
並木 昭人 自動車の仕組み 
斉藤 信也 そらを語る 
8 月 14 日
岸本 栄二 むかし・これから 
早川由紀子 南極にくるまで 
8 月 21 日
久川 晴喜 通天閣とおかんと僕とずぅーっといないおとん 
虫明 一彦 （エンジニアの）道具 
8 月 28 日
佐藤 貴一 制御盤と金沢カレーと秋田と石川 

























FC オングル越冬 ver 始動 
並木、谷口 
3 月 








駅伝大会                
5 月誕生日会 
古見、並木 
6 月 6 月誕生日会 なし 
7 月 氷上キックベース大会 大江、小原 
8 月 
海氷にてソフトゴルフ大会実施      
8 月誕生日会 
三浦、小久保 
9 月 9 月誕生日会 田仲、片岡 
10 月 








目隠しバレーボール大会         
12 月誕生日＆クリスマス会 
井、久川 
1 月 1 月誕生日会 虫明、古見 
 
8） バー 佐藤 貴一 
店名は、バー係で話し合い「BAR GEN」に決定した。係員は 11 名（佐藤、早川、橋田、古見、久川、
谷口、橋本、大江、大越、小原、井）。基本的な運営は、冬日課や夏日課に関わらず、週 2回（火曜・



























日付 葉物系 日付 スプラウト系（カイワレ・
もやし） 
2013 年 1 月 7 日 小松菜 2013年 1月 7日 カイワレ 50g・もやし 80g
3 月 3 日 ミズナ 60 株 2 月 17 日 カイワレ 50g・もやし 80g
3 月 25 日 ミズナ 350g 収穫 2 月 26 日 カイワレ・もやし収穫 
4 月 7日 サラダ春菊 60 株 5 月 12 日 もやし 120g 失敗 
4 月 27 日 チマサンチュ 60 株 5 月 21 日 もやし 120g 
5 月 12 日 ミズナ 60 株 5 月 30 日 もやし収穫 
6 月 2日 春菊・サンチュ・ミズナ
収穫 
6 月 1日 カイワレ 50g・レッドキャ
ベツ 80g 
6 月 2 日 パパレタス 60 株 6 月 9 日 カイワレ・レッドキャベツ
収穫 
6 月 9日 サンチュ 60 株 9 月 23 日 カイワレ 50g 
6 月 29 日 パパレタス収穫 9 月 28 日 カイワレ収穫 
7 月 13 日 パパレタス・サンチュ収穫   
7 月 13 日 九条ネギ 60 株   
7 月 23 日 ホウレンソウ 60 株（種
が古いため発芽せず） 
  
8 月 1 日 タァツァイ 60 株   
8 月 18 日 たべたい菜 60 株   
8 月 25 日 サンチュ 60 株   
8 月 26 日 九条ネギ収穫   
9 月 11 日 アイデアル 30 株   
9 月 11 日 レタスミックス 30 株   
9 月 15 日 タァツァイ収穫   
9 月 15 日 たべたい菜収穫   
9 月 26 日 ガーデンレタスミックス
30 株 
  
9 月 28 日 タァツァイ収穫   
9 月 28 日 たべたい菜収穫   
10 月 10 日 レタスミックス収穫   
10 月 13 日 サラダ春菊 30 株   
10 月 19 日 ガーデンレタスミックス
収穫 
  
10 月 19 日 アイデアル収穫   




11 月 21 日 ガーデンレタスミックス
収穫 
  
11 月 21 日 ガーデンレタスミックス
30 株 
  
11 月 24 日 ガーデンレタスミックス
収穫 
  
12 月 1 日 チマサンチュ収穫   
12 月 7 日 ミズナ 60 株   
12 月 21 日 ガーデンレタスミックス
収穫 
  
12 月 21 日 サラダ春菊収穫   
12 月 31 日 ミズナ収穫   
2014 年 1 月 2 日 ガーデンレタスミックス
収穫 
  
1 月 2 日 サラダ春菊収穫   
1 月 5 日 ミズナ 60 株   
野菜栽培装置の保守は、農協係で実施。CO2濃縮装置は機械部門が保守を行った 
 




3 日に 1 回くらいのペースでワッチを行い、11 月 5 日に体長 87 センチ、体重 6200 グラムのライギョ
ダマシが釣れた。それ以降は釣ることが出来ず、11 月 25 日に仕掛けを回収し終了した。 
 
11） ビール工場 石丸 和樹 
a） 国内における活動 
係員は石丸、片岡、大越、谷口、佐藤、冨川、大江、並木の 7 名で活動した。係員の大越隊員の知
人で T.Y.Express 株式会社の阿部和永氏のご厚意により、2012 年 11 月 8 日 T.Y.HARBER BREWERY にて
麦芽つぶし、醸造の研修を行った。その工場で使用している麦芽とホップ、酵母を必要数調達し、ま
た、醸造用の樽 2 つを寄贈してもらった。53 次隊からの資料も参考に原材料であるモルト缶等を必要
数調達した。 
b） 昭和基地でのビールの醸造 















12） ソフトクリーム 福田 陽子 
係員は福田、安達、久川、小原、片岡、大森、谷口、中山の 8 名で、毎月 2 回を目途に、娯楽係の
イベントや誕生会、シアターの上映などに合わせて運営を行った。調達に関しては、53 次隊の資料を
もとに、5種類のソフトミックスを計 204L（バニラ 108L、チョコレート 24L、イチゴ 24L、ソフグルト
24L、フルーツソフトベースミックス 24L）、3 種類のコーンを計 1800 個（フローラルトップ 720 個、
ワッフルコーン 720 個、トリアンゴロコーン 360 個）購入した。フルーツソフトベースミックスにブ
ドウ、マンゴー、グァバのジュースを混ぜたフルーツ味を提供したり、バニラに抹茶パウダーを混ぜ
た抹茶ソフトを喫茶係に使用してもらう等、様々な味と形で楽しむことができた。機械のメンテナン
スに関しては、消耗品の交換とフィルター清掃を行った（2013 年 7 月、2014 年 1 月）。2013 年 12 月及
び 2014 年 1 月に 55 次隊との引継ぎとして、準備と片付け、消耗品の交換を一通り行った。 
 













回数 種   類 仕込み日 瓶詰日 本数 備考 
1 アンバーエール 2 月 24 日 3 月 3日 15 本
樽の洗浄が十分でなかったた
め、酸っぱいビールになった。 
2 ペールエール 3 月 10 日 3 月 17 日 14 本
樽の洗浄が十分でなかったた
め、酸っぱいビールになった。 
3  アンバーエール 4 月 21 日 4 月 21 日 13 本
樽の洗浄が十分でなかったた
め、酸っぱいビールになった。 
4 ペールエール 5 月 11 日 5 月 18 日 13 本
フルーティーな香りのエール
ビール。バーに出荷。 
5 ペールエール 6 月 30 日 7 月 11 日 13 本 バーへ出荷 
6 ペールエール 7 月 28 日 8 月 1日 11 本 バーへ出荷 
７ ヴァイツェン 9 月 8日 9月 17 日 11 本
グレープフルーツのようなヴ
ァイツェンビール。 





写真Ⅲ.2.3.5.2-1 製作された氷彫刻 写真Ⅲ.2.3.5.2-2 MWF のアイスバー 
写真Ⅲ.2.3.5.2-3 漁協から依頼製作 写真Ⅲ.2.3.5.2-4 バー係からの記念製作 
写真Ⅲ.2.3.5.2－5 娯楽係との共同製作 写真Ⅲ.2.3.5.2-6 MWF にて製作 
 
14） 理髪 大森 英裕 
理髪係は、大森、古見、虫明、井、谷口、久川、鈴木、岸本、大越、小久保の 10 名で活動した。2012
年 11 月 8 日、学校法人資生堂学園の宍倉常広氏のご厚意によりヘアカットやパーマの技術訓練を受け
た。53 次隊からの調達参考に基づき、ハサミ、ラインバリカン、ブリーチ等を購入した。ハサミは公
費で 2 本購入した。理髪は昭和基地および往復のしらせ艦内で行い、理髪希望者と係員が個別に日程
調整をして、カットやカラー、パーマを行った。2013 年 7 月 1 日、理髪室の壁掛け三面鏡が外れ落ち
た。ブリザードによる振動が原因と考えられ、建築隊員に相談して修理してもらった。2014 年 1 月、
物品や使用上の注意を 55 次隊に引き継いだ。 
 
















2013 年 2 月 1 日から 2014 年 2 月 1 日までの間の、すべての休日日課である日曜日に活動を行い、
他隊員に休日らしさを提供した。定期活動回数は 51 回。また、休日以外に菓子のみを提供すること




定期活動時、週替わり菓子。表 2.3.5.2-5 に詳細を示す。 
 
表 2.3.5.2-5 各週に提供した菓子の一覧 
2/3 パウンドケーキ 7/28 チョコバー 
2/12 ドーナツ 8/4 ジンジャーブレッド 
2/17 ドーナツ 8/11 アメリカンドッグ 
2/24 焼きプリン 8/18 アイスボックスクッキー 
3/3 スコーン 8/25 アップルパイ 
3/10 クッキー 9/1 苺大福 
3/17 シュークリーム 9/8 わらびもち 
3/24 ガトーショコラ 9/15 きんつば 








4/21 プリン 10/20 スコーン 
4/28 チュロス 10/27 レアチーズケーキ 
5/5 ごまあん包み 11/3 フィナンシェ 
5/12 きなこ蒸しパン 11/10 おはぎ 
5/19 りんごコンポート 11/17 パンプキンパイ 
5/26 りんご寒天 11/24 どら焼き 
6/2 ホットケーキ 12/1 杏仁豆腐 
6/9 プリン 12/9 ナッツ＆チョコレート 
6/16 ロールケーキ※ 12/22 シュークリーム 
6/23 チョコブラウニー 12/29 コーヒーゼリー 
6/30 コーヒーゼリー 1/5 チーズケーキ 
7/7 チーズケーキ 1/11 プリン 
7/14 みたらし団子 1/19 ビスケット 
7/21 ベリーのタルト 1/26 ショコラ・ド・フルール 





17） 麺・料理 長谷川 逹央 
麺料理係では調理隊員の協力のもと、係の隊員を中心に自由参加可、という形で麺づくりを行った。 
蕎麦打ちについては有志 4 名で国内の蕎麦屋にて体験実習を行った。 
2013 年 1 月 53 次からの引継、うどん打ち 
    2 月 夏隊員・同行者を交えてうどん打ち 
    4 月 うどん打ち 1 回 
   10 月 蕎麦打ち 
   12 月 蕎麦打ち練習 1回 年越し蕎麦作製 
2014 年 1 月 55 次隊への引継、うどん打ち 




18） 天文撮影 大江 洋文 
メンバーは大江 1名のみ。活動内容は以下の通り。 
a） 星野追尾装置ポラリエを持ち込んで長時間露光で星野撮影を行った。 
b） 天文シミュレーションソフトの Stella Navigator9 のデータをもとにペルセウス座流星群、水星 
東方最大離角時の情報を隊員に提供した。 
c） 雑誌「子供の科学」2013 年 8 月号の「南極観測隊アルバム」のコーナーに「極夜、南天の星、 
転がる太陽」の記事を投稿した。 
 
19） 大雪渓研究 小久保 陽介 
メンバーは小久保、虫明の 2名。仕込みと搾り作業は数名のサポートを募った。 
5 月 19 日に第 1 回目の仕込みを実施した。17 日間の発酵の後、6 月 6 日に搾り作業を実施した。出
来上がりは一升瓶 6本、ビール瓶 2本の計 8本であった。 
係長が基地に不在の日が多く活動は極夜期の 1回のみとなってしまった。 
 
















表Ⅲ.2.3.6-1 MWF の準備段階から開催までの組織図 
MWF 実行委員長・高澤直之 M チーム W チーム F チーム 
副実行委員長＆チームキャプテン 橋本大志 片岡大騎 小久保洋介 
実行委員会＆ 
チーム副キャプテン 
佐藤貴一 大越崇文 田仲宏至 
福田陽子 橋田元 大森英裕 
新聞・記録＆書記 石丸和樹 大江洋文 小原徳昭 
村民① 中山宣彦 並木昭人 虫明一彦 
村民② 岸本栄二 久川晴喜 早川由紀子 
村民③ 冨川喜弘 高澤直之 斉藤信也 
村民④ 井智史 安達正樹 山田嘉平 
村民⑤ 鈴木学 川崎昭仁 谷口正樹 
村民⑥ 三浦恒人 長谷川達央 古見直人 
チーム合計人数 10 人 10 人 10 人 
MWF 公式係 係長 係長補佐 
銀行係 山田嘉平 橋本大志 安達正樹 小原徳昭 
G・カード係 井智文 中山宣彦 大江洋文 早川由紀子 
露天風呂係 中山宣彦 機械隊員 




アイス・バー 佐藤貴一 バー係 気象隊員 
大会競技内容 昭和基地映画祭 課題映画「3通の手紙」脚本・橋田元/F チーム担当 
大会競技内容 屋外スポーツ 障害物競走/M チーム担当（荒天のため屋内に変更） 
大会競技内容 屋内スポーツ 卓球・Wii ボーリング・綱引き/W チーム担当 
大会競技内容 開会式セレモニー BBQ・フォークダンス/F チーム担当 
大会競技内容 クイズ大会 早押し＆ダッシュクイズ/M チーム担当 
大会競技内容 閉会式セレモニー 「クイズ観測隊女子 10 名に聞きました！」/W チーム担当
 
演芸大会参加者（自由参加） 
虫明一彦 安達正樹 川崎昭仁 
※谷口正樹 ※小久保洋介 ※山田嘉平 
※福田陽子 ※井智史 ※は団体参加 
 





M チーム W チーム F チーム そのほか 









○ ○ 餅つき 
夕食・夜競技 ○ ○ 鍋バイキング アイス・バー
20 日（木） 
当直：Wチーム 
昼食・午後競技 ○ 室内競技 ラーメン屋  
夕食・夜競技 ○ 寿司屋台 昭和基地映画祭＆演芸大会 
21 日（金） 
当直：Fチーム 
昼食・午後競技 クイズ大会 カレーハウス ○  




































意している。システム全体の省電力化と UPS の強化が望ましい。 
 
3.1.2 測地観測【TG01】                                                          小原 徳昭 
3.1.2.1 GPS 連続観測局保守、GPS 固定観測装置保守【TG01_05】 
1） 観測概要 
IGS 網 GPS 観測点は、第 36 次隊から連続観測が続けられている。GPS アンテナは、重力計室西方の
岩盤上に固定されたピラーに設置され、レドームで保護されたチョークリングアンテナを使用してい
る。GPS アンテナから重力計室までの約 60m の区間には、同軸ケーブルが敷設され、重力計室内の 2周
波 GPS 受信機に接続されている。GPS 受信機の時計の精度を向上させるため、セシウム原子時計から
の基準信号を取り込み、より安定した基準周波数で GPS 電波の観測を行っている。GPS 受信機は、第
49 次隊より Trimble NetRS 2 台の並列運用とされ堅牢化が図られた。以上のシステムに UPS 2 台が備
え付けられている。GPS の収録は 1 秒間隔で行われ、30 秒間隔に間引かれたデータが自動的に CDDIS
（米国）のサーバーに伝送され公開されている。  
2） 観測経過 
昭和基地 IGS 観測点については、ほぼ問題なく観測を継続できた。2 月 8日に重力計室のネットワー
ク切換え作業を行った。また、2 月 27 日に重力計室のネットワークスイッチの不具合により回線断が
発生した。1 月 27 日の計画停電時に、信号分配機が繋がっている UPS の電力が低下したために、復電
までの間、欠測となった。ラングホブデ GPS 固定観測点は、7 月 30 日に保守点検と写真映像記録を行
い、国土地理院と極地研へ報告した。 
3） 問題点・課題 
昭和基地 IGS 観測点は計画停電時 UPS によって観測を維持しているが、2014 年 1 月 27 日の 55 次隊
計画停電において、信号分配機を接続している UPS の電力が低下したために、復電まで欠測となった。






3.1.3 気象【TJM】        安達 正樹・斉藤 信也・石丸 和樹・大森 英裕・三浦 恒人 
54 次隊は 2013 年 2 月 1日に 53 次隊から観測を引き継ぎ、2014 年 1 月 31 日まで観測を行い、2月 1











した。高層気象観測では、1 日 2 回（00UTC と 12UTC）の GPS ゾンデ観測を行った。データ受信不良や
強風のため欠測 4回・再観測 19 回があった他は順調に観測を行った。オゾン観測では、オゾンゾンデ
































観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計（静電容量型） PTB-220 気象棟内変換部に内蔵、感圧 3センサータイプ 
気温 電気式温度計（白金抵抗型） MES-39205 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
湿度 電気式湿度計（静電容量型） HMP-233LJM 百葉箱内強制通風式通風筒に設置、高分子薄膜型 
風向・風速 風車型風向風速計（FF-11 型） MES-39207 測風塔（地上高 10.1m）に設置 
全天日射量 全天電気式日射計 MES-39233-01 気象棟西側旗台地に設置、日照計と一体型 
日照時間 太陽追尾式日照計 同上 気象棟西側旗台地に設置、日射計と一体型 
積雪深 積雪計（超音波式） MES-39208 観測棟北側海岸に設置 









注意した上で、総合自動気象観測装置処理部で気温計と湿度計を保守にして行った。2013 年 12 月
27 日に通風筒、温度計、湿度計の交換を行った。 
ウ） 風向・風速 
風車型風向風速計を測風塔上に設置し、通年観測した。2013 年 3 月 25 日、2013 年 9 月 5日に風






















に対し、昭和基地および周辺の気象実況を提供した（2013 年 2 月 1日から 2月 28 日、2013 年 10 月 31




めにも昭和基地や周辺の気象実況を提供（2013 年 2 月 1 日から 2月 14 日、2013 年 12 月 14 日から 2014








図.3.1.3.1.1-1 旬平均海面気圧           図Ⅲ.3.1.3.1.1-2 旬平均気温
 
図Ⅲ.3.1.3.1.1-3 旬平均湿度                図Ⅲ.3.1.3.1.1-4 旬平均風速
 

















































































































































































































































































 「 ] 」：資料不足値。統計値を求める対象となる資料が許容する範囲を超えて欠けている統計値。 
3．統計開始は最深積雪が 1999 年 2 月、他は 1957 年 2 月である。 

































電池 単三型リチウム電池 2本 
気球 GPS ゾンデ観測 600g 気球、浮力 1800g（巻下器使用時は 1900g） 











































































2013 年 2 月 1 日 00UTC から 2014 年 1 月 31 日 12UTC までの期間、観測を行った。また、ECC-06G（E）
型オゾンゾンデを用いた GPS ゾンデ観測の代替観測についても順調に観測を行った。3 月 12 日には




     合計
平均
極値
2013 年    2014 年 
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 
飛揚回数 58 65 61 63 61 68 62 59 63 61 62 63 746
定時観測回数 56 62 60 62 60 61 61 59 62 60 62 62 730
欠測回数（※1） 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 4
資料欠如回数（※2） 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2
再観測回数 2 3 1 1 1 7 1 0 1 1 0 1 19
到達気圧／高度(※
3) 
回数  56 62 60 62 60 61 61 59 61 60 62 62 726
平均 hPa 11.3 11.0 11.9 10.7 10.1 19.8 11.8 12.7 15.7 12.9 11.2 11.6 12.6
平均 km 31.1 30.4 29.0 28.7 28.3 25.9 27.7 27.9 27.3 30.0 31.2 31.2 29.0
最高 hPa 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.2 5.4 5.0 5.0 5.7 5.0
最高 km 36.6 35.9 34.4 33.0 32.3 31.7 33.0 33.9 33.9 36.6 36.9 36.0 36.9
注）観測システムの仕様により、観測できる最高到達高度（気圧）は 5.0hPa までとなっている。 
※1：観測資料なし又は定時観測のうち到達気圧が 500hPa 指定気圧面未満であった回数。 
※2：定時観測のうち到達気圧が 500hPa 指定気圧面以上 100hPa 指定気圧面未満であった回数。  











53 次隊から引継 未使用 13 基・空 14 基 0本   
54 次隊持ち込み 36 基 30 本   
（54 次隊運用数合計 63 基 30 本） 
 
54 次隊持ち帰り 38 基 30 本   




















電池 単三型リチウム電池 2本 
オゾンセンサ 
ECC 型オゾンセンサ 1Z 型 
ポンプ駆動電池 注水電池 






54 次隊では ECC 型オゾンゾンデを予備を含めて 49 台持ち込み、53 次から引き継いだ予備 15 台と合
わせて 53 回観測を行った。各月の観測状況を表Ⅲ.3.1.3.3.1-2 に示す。概ね 10 日に 1 回の観測とし、
オゾンホール発生期から解消期にかけては飛揚の頻度を上げて観測を行った。観測気球の油漬けは 5
月 5日から 11 月 5日まで行った。上空での低温によるオゾンセンサの反応不良を回避するための保温
試験として 5 月 5 日から 9 月 27 日までアルミシートをオゾンセンサ内壁に入れ、5 月 25 日から 9 月
27 日までの観測においてウォーターバッグをオゾンセンサ内部に入れて電池 BOX に蓋をした。保温対







 2 月  3 月  4 月   5 月  6 月  7 月  
日 観測終了 
気圧(hPa) 
7 6.2 4 4.3 6 5.2 5 5.1 9 4.9 5 14.0
 14 6.3 18 4.7 13 7.6 15 11.0 18 9.0 11 7.4
 24 5.0 25 5.0 22 10.6 25 5.7 25 8.7 19 11.2
    28 187.4
 2013 年 2014 年 
 8 月  9 月  10 月  11 月  12 月  1 月  
日 観測終了 
気圧(hPa) 
6 17.6 5 10.1 1 7.6 1 14.2 5 9.8 6 5.7
 12 4.9 10 5.3 7 101.3 5 8.2 11 5.6 15 6.1
 16 8.9 13 6.8 12 8.0 11 19.0 16 6.3 22 10.9
 21 5.5 19 6.2 19 9.8 15 5.5 23 4.9  
  26 5.6 23 7.1 23 10.8 20 12.3 27 5.9  
  31 5.0 27 6.5 26 9.2 25 4.8   











54 次隊ではオゾン濃度計 2 台（Dylec、型式 MODEL1100、S/N：A-1781-1・A-1781-2）を持ち込み、
観測を継続した。2012 年 12 月 24 日に 54 次隊持ち込みのオゾン濃度計（ダイレック MODEL1100）2 台
と 53 次隊持ち込みオゾン濃度計（荏原実業 EG-3000F）2 台の併せて計 4台での相互比較を行い、経時
変化の確認を行った。相互比較の前のゼロ確認（濃度計に試料を流さないことで内部にあるオゾンが
消失する特性を利用した濃度計の異常確認）において、54 次隊持ち込み濃度計 1 台（MODEL1100、
S/N:A-1781-2）の濃度表示がゼロにならず変動したが、オゾン濃度計内の電磁弁を交換することでゼ
ロ確認することができた。その後、53 次隊持ち込み濃度計と 54 次隊持ち込み濃度計併せて 4台での相
互比較を行った。当初、54 次隊持ち込み濃度計の測器定数を入れ違えていたため大きな差を示したが、
測器定数を修正し翌年 1月 2日に再度相互比較を行い、差がないことを確認した。2 月 1日よりオゾン
濃度計（S/N: A-1781-2）を正器として観測した。53 次隊持ち込み濃度計は 2 月 1 日に取り外し、53
次隊が持ち帰った。7 月には 54 次隊持ち込みの 2 台のオゾン濃度計で相互比較を行い、両者の間に大
きな差がないことが確認できたため、8 月 1 日よりオゾン濃度計（S/N: A-1781-1）を正器として観測
した。12 月 19 日に 55 次隊持ち込みのオゾン濃度計（荏原実業 EG-3000F）2 台と併せて計 4台での相








気象庁オゾン観測指針に基づき、2013 年 2 月 1 日から 2014 年 1 月 14 日まではドブソンオゾン分光
光度計（122 号機）を、1 月 15 日から 1 月 31 日までは 55 次隊持ち込みのドブソンオゾン分光光度計
（119 号機）を使用してオゾン全量観測およびオゾン反転観測を行った。オゾン全量観測は、大気路程
（μ）が 1.4～3.5 の間に太陽北中時と午前午後各 2 回の 1 日計 5 回、それぞれ AD 波長組による太陽
直射光および天頂光観測を行った。太陽高度角が低くなりAD波長組による観測が不可能な時期は、μ
が 4.5～6.5 の間に CD 波長組により太陽直射光観測を行い、CD 天頂光観測はμが 7.0 程度まで実施し
た。なお、太陽光による観測ができない冬期間（2013 年 5 月 5 日～8 月 8 日）には月光直射光による
観測を行った。また、測器の保護のため悪天時には観測は行わなかった。オゾン反転観測は天頂が晴





月別のオゾン全量観測日数およびオゾン反転観測日数を表Ⅲ.3.1.3.3.3-1 に示す。2014 年 1月 7日
および 10 日に 55 次隊持ち込みのドブソンオゾン分光光度計（119 号機）との比較観測を実施した。 







表Ⅲ. 3.1.3.3.3-1 月別オゾン全量観測日数およびオゾン反転観測日数 
 2013 年    2014 年 
  2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
全量観測日数 
(太陽光)*1 
26 25 25 4 - - 21 27 29 28 28 31 244
全量観測日数 
(月光)*1 
- 1 5 4 3 8 5 1 - - - - 27
反転観測日数 
(ロング)*2 
4 0 - - - - - 6 5 5 1 2 22
反転観測日数 
(ショート)*2 
0 1 4 - - - 1 4 2 1 0 0 14







atm-cm）は過去 4番目、8月の月平均オゾン全量（225m atm-cm）は過去 10 番目に少なかった。5月の
月平均オゾン全量（304m atm-cm）は過去 4番目、7月の月平均オゾン全量は（307m atm-cm）は過去 4
番目に多かった。8 月中旬から 11 月上旬までオゾンホールの目安である 220m atm-cm を度々下回り、






































































領域の大半と UV-A 領域の短波長側の波長域）の波長別紫外域日射量を 0.5nm 毎に観測した。また、54
次隊で新規に持ち込んだ遮蔽装置を 168 号機に取り付け、290.0～325.0nm の波長別紫外域日射量の散
乱成分を 0.5nm 毎に観測した。 
d） 大気混濁度観測 















2013 年 11 月 20 日、55 次隊で使用する予定の測器（精密全天日射計、直達日射計）を設置し、並行
観測を開始した。並行観測結果は良好だったため、2013 年 12 月 23 日に精密全天日射計を、2013 年 12
月 27 日に直達日射計を 54 次隊で使用していた測器と交換した。また、2013 年 12 月 6 日にデータロガ
ーを、2013 年 12 月 27 日には太陽追尾装置を交換した。 
b） 上向き日射放射観測 
概ね順調に観測を継続した。 
2013 年 8 月 9 日、測器設置高が積雪の増加によって低くなったため、測器の嵩上げを行った。2013
年 11 月 20 日、55 次隊で使用する予定の測器（精密赤外放射計、紫外域日射計）を気象棟前室屋上に
設置し、下向き日射放射観測の測器と並行観測を開始した。並行観測結果は良好だったため、2014 年
1 月 7 日に精密赤外放射計を、2014 年 1 月 11 日に紫外域日射計を 54 次隊で使用していた測器と交換
した。2014 年 1 月 13 日、測器設置高が融雪の進行によって高くなったため、測器の嵩下げを行った。 
c） 波長別紫外域日射観測 
以下の特記事項を除き、波長別紫外域日射量（全天）およびその散乱成分とも、ブリューワー分光
光度計 MKIII（168 号機）により順調に観測を継続した。 
・2013 年 5 月 1日、168 号機の制御装置異常によりデータ収録が停止した。その後も 2014 年 1 月に
かけて同じ症状が発生した（2013 年 12 月 6 日、同月 22 日、2014 年 1 月 17 日）。原因ははっきりとし
ないが、データコピーソフトによるコピーのタイミングと制御装置による制御のタイミングが、特定
の条件を満たす時に発生していると思われる。 
・2013 年 8 月 11 日、168 号機の光電子増倍管に印加している高電圧の異常低下によって感度低下が
発生し、正常に観測することが不可能になった。このため、予備機であるブリューワー分光光度計 MKIII




・2013 年 8 月 23 日、168 号機のマイクロメーターが動かなくなった。2013 年 8 月 31 日、室内でメ
ンテナンスを行い復旧した。 
予備機である 209 号機は前述の代替観測の後も並行観測に使用し、持ち帰りのため 2014 年 1 月 8 日
に観測終了した。なお、209 号機は 2013 年 1 月から 53 次隊に引き続いてメンテナンスを実施し、2013
年 4 月に良好に動作するようになった。 
2014 年 1 月 9 日からは 55 次隊持ち込みのブリューワー分光光度計 MKII（091 号機）を気象棟前室屋
上に設置し、比較観測を行った。 
d） 大気混濁度観測 
正器の PFR（N59 号機）による観測は、a）で述べた漏電ブレーカーの件を除き概ね順調に継続した。 
副器の PFR（N53 号機）は、a）で述べた漏電ブレーカーの件のほか、受光窓内部に着霜して観測に















気象庁の数値予報データから作成した表Ⅲ.3.1.3.5-1 に示す予想資料を、1 日 2 回昭和基地で受信
して利用した。54次夏隊用セルロン BC時系列予想は越冬交代当初から受信し、2月 2日まで利用した。
みずほ基地の時系列予想はドーム旅行およびみずほ旅行中の予想に用いた。あすか基地時系列予想は、











850hPa 天気図 風向・風速、相当温位 
500hPa 天気図 高度、気温、相対渦度 
100hPa 天気図 高度、気温 
30hPa 天気図 高度、気温 


















・AMPS（Antarctic Mesoscale Prediction System） 
・AMRC（Antarctic Meteorological Research Center） 
・オーストラリア気象局作成地上天気図 










に、地上気象観測データの提供も行った。気象情報提供用の Web ページを 53 次隊から引き継ぎ、気象
棟内の Web サーバーに JMA-95 型地上気象観測装置の観測データを 10 分毎に転送、準リアルタイムで
気象データを基地内 LAN 経由で提供した。基地内の Web ページへは、極地研究所南極観測センター調
達のノート PC を借り受け、気象情報提供用の専用 Web サーバーとして運用し、情報提供を行った。昭
和基地周辺の活動以外にも、54 次隊および 55 次隊のセール・ロンダーネ山地調査隊（2013 年 2 月 1
日から 2013 年 2 月 2 日、2013 年 11 月 23 日から 2013 年 12 月 17 日）やドームふじ旅行隊（2013 年 2
月 1日から 2013 年 2 月 3日）、みずほ旅行隊（2013 年 10 月 1 日から 2013 年 10 月 18 日）に対し、活
動地域周辺の気象情報を提供した。また、しらせの活動支援のため気象庁数値予報資料および気象情
報を提供した（2013 年 2 月 1日から 2013 年 2 月 18 日、2013 年 12 月 6 日から 2014 年 1 月 31 日）。 
3） 天気概況 
a） 2013 年 2 月 
上旬と下旬を中心に低気圧と気圧の谷が周期的に昭和基地周辺へ接近し、曇りまたは雪の日が多か
った。そのため雲量の平均、雪日数ともに平年を上回った。ブリザードは 1 回記録した。日照時間は
平年よりかなり少なく、2月の「月間日照時間の少ない方から」の第 5位となる 134.6 時間を記録した。
また月平均気温は平年より高かった。 




c） 2013 年 4 月 
低気圧と上空の気圧の谷が周期的に昭和基地付近へ接近したため、曇りまたは雪の日が多かった。
上旬の後半は大陸からの高気圧に覆われ、晴れの日が多かった。上旬を中心に降雪が多く 4 月の月最
深積雪が 1999 年の統計開始以来、最も多い値（108cm）を更新した。ブリザードは 5 回記録した。月
平均気温は平年より低く、日照時間は平年並みだった。 
d） 2013 年 5 月 
中旬を中心に高気圧に覆われて晴れる日が多かった。ブリザードは 2 回記録した。月平均気温は平
年よりかなり低く、5 月の「月平均気温の低い方から」第 2 位となる-17.6℃を記録した。23 日には 5
月の「日最高気温の低い方から」第 3 位となる-25.7℃を記録した。日照時間は平年よりかなり多く、
5月の「月間日照時間の多い方から」第 2 位となる 42.9 時間を記録した。 
e） 2013 年 6 月 
大陸の高気圧に覆われた日が多かったため、晴れる日が多かった。雪日数は平年を下回った。ブリ
ザードは 3.5 回記録した。月平均気温は平年並みであった。 
f） 2013 年 7 月 
期間の前半は低気圧や上空の気圧の谷の影響で雪または曇りの日が多かったのに対し、後半は高気
圧に覆われ晴れる日が多かった。17 日は気温が低下し、7 月の「日最低気温の低い方から」第 4 位と
なる-39.9℃を記録した。ブリザードは 3.5 回記録した。7 日からのブリザード時には強風が吹き、7
月の「日最大風速・風向」および「日最大瞬間風速・風向」の第 1 位となる 44.4m/s と 53.7m/s を記
録した。この記録は通年で見ても「日最大風速・風向」第 6位、「日最大瞬間風速・風向」第 9 位とな
った。月平均気温は平年より低かった。日照時間は平年より多かった。 
g） 2013 年 8 月 
発達した低気圧の影響で上旬に荒れた天気が続いた後も、低気圧と気圧の谷の影響で雲が広がる日
が多かった。8 月の月最深積雪は 1999 年の統計開始以来、最も多い値（147cm）を更新した。ブリザー
ドは 3回記録した。上旬と中旬に低気圧が多く接近したため気温が上昇し、8月の「月平均気温の高い
方から」6位となる-16.4℃を記録した。月平均気温は平年より高く、日照時間は平年より少なかった。 
h） 2013 年 9 月 





上旬のブリザードでは強風が吹き、9 月の「日最大風速・風向」で第 4 位となる 43.4m/s、「日最大瞬
間風速・風向」で第 6 位となる 50.1m/s を記録した。この記録は通年で見ても「日最大風速・風向」
第 10 位となった。中旬のブリザードの前後では気温が上昇し、9月の「日最高気温の高い方から」、「日
最低気温の高い方から」でそれぞれ第 4 位となる-3.4℃、-7.4℃を記録した。一方で、2日は気温が下
がり、9 月の「日最低気温の低い方から」第 6 位となる-41.8℃を記録し、この記録は通年で見ても第
9位となった。月平均気温は平年より高く、「月平均気温の高い方から」第 5位となる-15.2℃を記録し
た。日照時間は平年より多かった。 
i） 2013 年 10 月 
低気圧と上空の気圧の谷が周期的に昭和基地付近へ接近したため、曇りの日が多かった。10 月の月
最深積雪は 1999 年の統計開始以来、最も多い値（146cm）を更新した。ブリザードは 2 回記録した。
16 日からのブリザード時には強風が吹き、10 月の「日最大風速・風向」の第 7位となる 36.5m/s を記
録した。月平均気温は平年より高く、日照時間は平年並みであった。 






k） 2013 年 12 月 
上旬までは大陸の高気圧に覆われ、概ね晴れまたは薄曇りで経過した。中旬以降は低気圧や上空の
気圧の谷が周期的に昭和基地付近に接近したため、概ね雪または曇りで経過した。12 月の月最深積雪
は 1999 年の統計開始以来、最も多い値（132cm）を更新した。ブリザードは 1 回記録した。月平均気
温は平年より高かった。日照時間は少なく、「月間日照時間の少ない方から」第 10 位となる 355.3 時
間を記録した。 







各月のブリザードの内容を表Ⅲ.3.1.3.5-2 に示す。視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の継続時間が 6
時間以上の場合をブリザードと定義している。階級基準は以下のとおりである。 
・A級：視程 100m 未満で風速 25m/s 以上の継続時間が 6時間以上 
・B級：視程 1km 未満で風速 15m/s 以上の継続時間が 12 時間以上 
・C級：A級、B級基準を満たさないブリザード 





































































53 次隊から引き続き S16（P50）に設置しているロボット気象計（以下、S16 ロボット気象計）での









S17 ロボット気象計は S17 航空拠点小屋の屋上に 2013 年 1 月に設置した。使用した観測測器を表








利用している。なお、S16（P50）の気象ロボットによる観測は 54 次隊（2014 年 1 月 31 日限り）で終
了した。 
表Ⅲ.3.1.3.6.1-1 使用測器等一覧 
観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計 CVS-PTB-210 信号変換箱内に設置 
気温 電気式温度計 C-HPT S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設置
湿度 電気式湿度計 CVS-HMP-155D S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設置
風向・風速 風車型風向風速計 CYG-5106-M-HD S17 航空拠点発電機小屋屋上に設置 
 
3.1.3.6.2 移動気象観測【TJM06_02】 
新規に設置した S17 ロボット気象計との比較のため、2013 年 1 月、S17 航空拠点小屋付近に移動気
象観測装置を設置して観測を行った。気圧、気温、湿度、風向・風速、全天日射量の各観測データを 1
分間隔でメモリに収録し、5 月および 8 月の S16/17 のオペレーション時にデータ回収、点検、バッテ
リー交換を実施した。また、11 月の S16/17 オペレーション時に観測装置を回収した。電源は、サイク


















































52 次隊で電離層観測小屋（サイト固有名 SYO1）と管理棟庶務室（SYO2）、53 次隊で重力計室（SYO3）
が設置され、3 台体制で観測している。観測システムは、GPS 受信装置部と観測記録装置部からなる。
前者は GPS 受信機（GSV4004B）と GPS アンテナ（GPS-702-GG）、後者は Linux サーバ （ーRed Hat Enterprise 
Server）と専用の観測記録ソフトウェアから構成され、両者は RS232C-TCP/IP コンバータ（NPort5410）
によって結ばれている。衛星からの電波は、GPS アンテナを通って GPS 受信機で受信され、RS232C 信
号として出力される。RS232C 信号は、RS232C-TCP/IP コンバータによって TCP/IP 信号に変換され、Linux
サーバーに入力される。入力信号は、観測記録ソフトウェアによって生データ、RIEF（Receiver 
Independent Exchange Format）形式のデータ、シンチレーションデータ、TEC（Total Electron Content）
データとして記録保存される。各データのサンプリングレート及びファイル保存間隔は可変であり、
現在はシンチレーションが 50Hz、それ以外は 1Hz で運用している。 
2 月 8 日から 10 日にかけて、SYO3 の固定 IP 変更及び重力計室 LAN 切換え作業に伴い回線接続が不
通となった。2 月 14 日から 21 日にかけて、全ての観測点のデータ更新が停止した。原因は自動更新さ
れたファームウエアの不具合によるものと考えられる。また、3月 6 日に電離層観測小屋の LAN 不具合














観測は、従来の送信電力 10kW の 10C 型電離層観測システム 1機とその観測電波を送受信する 30m デル
タアンテナ 1 基、51 次隊で建設した低電力で安定運用が可能な新型 FMCW 電離層観測システム 2 機と
51 次隊と 54 次隊において建てられた 40m デルタアンテナ 2基から構成される。電離層棟、電離層観測
小屋には、WEB サーバー付室温モニターが設置してあり、常に WEB を通して室温の確認が出来るように
なっている。 
2） 観測経過 
a） 10C 型イオノゾンデ観測 
10C 型イオノゾンデ観測は出力 5～6kW にて運用した。前次隊と同様に、PC 部 PA I/F ALM の赤警告
が 13 回発生し、その度にシステム再起動を行った。この警告は少なくとも 52 次隊から発生している
が原因究明には至っていない。PC 部 WS SEND ALM の赤あるいは黄警告が主に越冬前半に 8回、高出力
電力増幅部 VSWR ALM、同部 PA2 or PA3 BIAS ALM の赤あるいは黄警告が主に越冬後半に合わせて 14






れている箇所を数か所発見した。9月 23 日に補修を行った。10 月後半から、高出力電力増幅部の警
告が頻発するようになったため、11 月 6 日に装置を停止した。その後、55 次隊により調査、調整が
行われ、12 月 21 日より観測を再開した。 
b） FM/CW レーダー 
3 月 1日に、越冬交代前の 1 月より運用していた FMCW2 号機の不具合発覚のため、装置を停止し 1
号機に切り替えた。2号機はその後、国内からの指示に従い調査を行ったが目処が立たず、55 次隊の
到着を待って復旧した。また、2基の 40m デルタアンテナの保守点検を行った。5月 8日のブリザー







































3.2.1.1 アデリーペンギンの個体数調査【AMB01_01】                             大江 洋文 
54 次は例年より早い段階でルート工作が開始され、ペンギンセンサスに関しては 7 月からラングホ




調査に参加することが出来た。調査内容は例年通り 11 月 15 日前後（±3 日間）の個体数調査と 12 月
1日前後（同）の営巣数調査で、これに先立ち 10 月 28 日に国内で作っていただいた資料をもとに調査
の内容や方法に関する説明会を行った。 
得られたデータはすでに一部の写真データを除いて電子メールで極地研の担当者に送られて分析さ
れている。調査の結果は表Ⅲ.3.2.1.1-1～2 に示す。営巣数でみると 53 次の 75%程度で、ペンギンの
数はやや減少傾向と言えるとのことである。 
 
表Ⅲ.3.2.1.1-1 アデリーペンギン個体数調査（11 月 15 日前後）の結果 
調査日 調査地 調査員 個体数の平均 標準偏差 
2013/11/18 オングルカルベン A 5 名 116.5 2.7 
2013/11/18 オングルカルベン B 5 名 0.0 0.0 
2013/11/18 オングルカルベン C 5 名 102.9 1.5 
2013/11/18 まめ島 5 名 300.6 6.1 
2013/11/18 弁天島 4 名 11.0 0.0 
2013/11/14 ルンパＡ 4 名 244.9 7.7 
2013/11/14 ルンパＢ 4 名 80.0 2.7 
2013/11/14 ルンパ C 写真撮影 1778.0   
2013/11/13 水くぐり浦 写真撮影 938.0   
2013/11/13 袋浦 3 名 326.6 6.5 
2013/11/14 鳥の巣湾 4 名 53.7 0.7 
2013/11/14 イットレホブデホルメン 4 名 0.0 0.0 
2013/11/14 ひさご島 4 名 上陸不能   




2013/11/13 ネッケルホルマネ A 3 名 17.0 0.9 
2013/11/13 ネッケルホルマネ B 3 名 2.0 0.0 
2013/11/13 ネッケルホルマネ C 3 名 16.0 0.0 
2013/11/13 ネッケルホルマネ D 3 名 92.8 1.3 
  
表Ⅲ.3.2.1.1-2 アデリーペンギン営巣数調査（12 月 1 日前後）の結果 
調査日 調査地 調査員 総営巣数の平均 標準偏差 
2013/11/30 オングルカルベン A 3 名 59.4 2.2  
2013/11/30 オングルカルベン C 3 名 44.9 0.2  
2013/11/28 まめ島 3 名 166.7 1.9  
2013/11/30 弁天島 3 名 4.0 0.0  
2013/11/28 ルンパ A 3 名 105.9 13.4  
2013/11/28 ルンパ B 3 名 38.9 2.5  
2013/11/28 ルンパ C 写真撮影 938.0   
2013/11/28 水くぐり浦 6 名 365.5 39.5  
2013/11/28 袋浦 6 名 145.4 24.6  
 
3.2.2 地殻圏モニタリング【AMG】                                                小原 徳昭 
3.2.2.1 VLBI 観測/水素メーザーの維持【AMG08_01】 
1） VLBI観測 
a） 観測概要 




運動、地球回転の揺らぎ等を捉えることを目的とする。昭和基地でも国際 VLBI 事業（International 
VLBI Service:IVS）観測網の一観測拠点として、多目的衛星受信アンテナを用いて年数回程度の国際






信された 2GHz、8GHz 帯の電波は、増幅、周波数変換等の処理を経て、16ch に分けられ、1bit（観測




ボン大学が主催する南半球の観測局網による国際 VLBI 観測である OHIG 実験に参加した。全ての実
験において多目的アンテナ担当隊員の支援のもと、概ね順調に実験することができた。参加した OHIG
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2 月 11 日に実施された OHIG82 観測は、引継ぎを兼ね 53 次隊員と共に観測を行った。2月 9日、10
日に引継ぎを兼ねて事前準備を行ったが、この際、K5 システムの unit1 と unit2 の PC 電源不具合が
発覚したため、両電源ユニットを予備 PC のものと交換した。前次隊に引き続き、観測中の K5 システ
ムへのデータ転送停止を予防するために、K5 システム HDD への転送速度を UDMA66 に変更した。また、
53 次で故障した FDD を 54 次持ち込み品と交換したが、D-cal 用ディスクのシステムが壊れていたた
めに、以降の観測では、P-cal 用ディスクでシステムを立ち上げてからディスクを入れ替えるという
手順で D-cal プログラムを立ち上げた。OHIG82 の観測データは 53 次隊の持ち帰り物資とした。2 月
13 日に実施された OHIG83 観測でも、引継ぎを兼ね 53 次隊員と開始したが、観測の途中でしらせに帰
還することとなった。2 月 21 日の OHIG84 観測終了後には、水素メーザーのターボポンプを停止しモ
ードを NORMAL から HIGH に切り替えて、イオンポンプの消耗に備えた。 
11月11日開始のOHIG85観測の事前準備の際に、アンテナを動かして基地内干渉波の調査を行った。
アンテナが低仰角で北側を向くときに S 帯の干渉波（無変調波にみえる）が数波みられた。観測帯域
内の顕著な干渉波は、2232.1MHz（IF 帯 212.1MHz）と 2280.0MHz（IF 帯 260.0MHz）の 2 波であった。
隊内関係者に打診したが、該当周波数を使用している部門は無かった。インド洋の静止衛星の信号を
受けている可能性も考えられる。また、DORIS 停波前後で顕著な違いは見られなかった。ネットワー




した。OHIG85 観測では、途中で D-cal 用プログラムのエラー停止が 2度発生した。この際、観測前半
部のデータファイルが壊れた。FD を更新してからは、エラーは発生していない。11 月 13 日開始の
OHIG86 観測の途中から OHIG87 観測までは 55 次先遣隊員との引継ぎも並行して行った。11 月 20 日か
らの OHIG87 観測では、36 番目の観測前に水素メーザーにアラームが発生し発振が停止したため、10
数分後に再起動をした。IF レベルが上がるのを待って何度か同期（Sync）を行ったが、最終的に 45
番目の観測時には復旧したと考えられる。 
越冬交代後から最終便までの間の観測がなかったため、55 次隊員との引継ぎは 11 月の観測 1 回余
りと 1月末の疑似観測で実施した。 
c） 問題点・課題 









トの D-cal データを取り逃がすことになる。52 次隊からの問題であるがシステムのハードウェアが古
いため D-CAL プログラムのバージョンアップが見込めず今後もこの状況が続くことになる。52 次から







ーコン波の可能性も考えられる。また、DORIS 局や基地内の無線 LAN、PHS 及び IP 電話のアクセスポ






















5 月 8 日の点検時にアラーム発生を確認、イオンポンプが停止していた。イオンポンプの再起動だ
けでは復旧しなかったため、ターボポンプを立ち上げて真空を引きつつ起動したところ発振を開始し
た。7 月 5 日、9 月 11 日、9 月 12 日、10 月 7 日、11 月 5 日、11 月 20 日（OHIG87 観測中）、11 月 26
日の点検時にアラーム発生と停波を確認、いずれもイオンポンプの再起動で復旧した。 
12 月 12 日新型水素メーザー搬入のため、重機を用いて重力計室周辺経路の除雪を行った。12 月 16
日に、55 次持ち込みの新型水素メーザーをクローラクレーンにて地震計室に搬入した。その後、55
次隊員を中心に組立調整が行われ、12 月 21 日に水素メーザーの発振を確認した。55 次隊での VLBI











全地球超伝導重力計観測網（Global Geodynamics Project: GGP）の定常観測点のひとつとして、超









ウェア（GWR-UIPC）で 1秒毎に記録されている。データは、収録 PC から FTP を介して国内、および地
学棟 PC へ自動転送されている。GWR-UIPC の時刻は、GPS で同期している。観測状況は、VNC を介して








過後など気圧が大きく上昇する時、OSG#058 の冷凍容器内の圧力値（Dewr-P）が通常の 0.070 から低下、
またはその付近で変動し、冷凍機コールドヘッドの温度が若干上昇する現象が起きる。通常、気圧上
昇の終了とともに落ち着くため、液体ヘリウムレベルに変化がない限り経過観察を行った。 
5 月 24 日に発生したオホーツク海深発地震による地球自由振動を観測するために、重力計室周辺へ
の立ち入り制限を 1ヶ月程度行った。 
11 月から 1 月にかけて、気温や日射、風により温度変化が大きくなり調整の作業量が増えた。2014
年 1 月 17 日に、55 次持ち込みの保温カバーを設置した。装置全体を覆う形であり、温度や気圧の急激
な変化に対する方策として経過を見ている。 













とんどなく、安定に動作した。冷凍機と圧縮機は 2 年に 1 回の交換が推奨されているので、重力計の
安定動作のため、56 次隊での交換が必要であろう。 
重力計室の温度管理として、極夜期とその前後の厳冬期においてはオイルヒーターによる暖房を行























昭和基地内に散在するコーナーリフレクター#01、 #02、 #04 の保守点検を行った。ブリザード等
による被害はなかったが、着雪や雪に埋もれることがあった。 





点の新規設置は困難である。このため可搬型観測装置による連続観測として 46 次隊より GPS ブイに
よる潮位観測を続けている。54 次隊では、ブイフロート部の上面と側面に太陽光パネル（60W）と 40Ah
鉛蓄電池 2個並列の電源システムのタイプ（第 4世代）を 1機と氷河 GPS 架台を用いたシステム 1機
を使用した。 




観測は西の浦とオングルカルベン沖（54 次弁天ルート BT08）で実施した。また、53 次隊がスカル
ブスネスきざはし浜沖に設置して行方不明になっていた GPS ブイの探索を行った。 
ア） 西の浦 
西の浦 GPS ブイは、まず 2 月 6 日に験潮儀小屋付近沖 10m 足らずの海上（水開き状態）に係留さ
れ、水開きが氷結した 3月 25 日まで継続して観測を行った。ブイは第 4世代タイプであり、GPS 受
信機は GNSS 製受信機・ロガーの GEM-1（アンテナを含む）を使用した。その後、4 月 1日から 5 月
9 日まで、氷河 GPS 観測機（ホノール氷河観測で使用したリチウム 1 次電池とシステムを流用）を
験潮儀小屋沖の海氷上（69.007S, 39.565E）に設置して観測を行った。受信システムは同様に GEM-1
（アンテナを含む）である。5 月 9 日からは同点に再びブイを設置して継続的に観測を行った。ブ
イは傾倒しないように、3本のステイロープとアイスアンカーで海氷上に固定した。この観測は 12
月 13 日まで行った。極夜中は 2週間に 1度程度の頻度で保守点検とバッテリーの交換を行ったが、
バッテリー切れで観測が途絶えていることがあった。9 月頃からはブイの太陽電池が有効になって、
電池交換の頻度が下がった。11 月頃から日射量が増えて、ブイ底面の接氷点が融解して北側にブイ
が傾倒してきた。11 月 26 日に、観測点を 1m 足らず離れた場所に移設して観測を行った。以降、12




12 月 2 日～13 日に、オングル海峡付近の潮位、副振動調査を目的として、オングルカルベン沖の
54 次弁天島ルート BT08 点付近（69.012S, 39.431E）に装置を設置して観測を行った。観測システ
ムは、氷河 GPS 観測システム（氷河 GPS 架台と GEM-1（アンテナを含む）の組み合わせ）で、電源
は別置きの太陽電池付きプラコンと 40Ah 鉛蓄電池並列 2 個の組み合わせである。設置の際には、
日射により電源コンテナが傾倒しないように海氷上に EPP（発砲ポリプロピレン）の板を敷き、そ
の上にコンテナを設置した。また、観測開始時と観測終了時に GPS 架台の傾斜を計ったが、東西方
向には顕著な傾斜は見られず、北側に 1 度余りの傾倒があった。 
ウ） スカルブスネスきざはし浜沖でのブイ探索 
53次隊がスカルブスネスきざはし浜沖に設置して未回収のまま行方不明になっていたGPSブイの
探索を行った。8月 26 日～27 日と 10 月 21 日～22 日に、きざはし浜沖ブイ設置点を中心に 200m 四
方余りの海氷上の探索を行ったが発見には至らなかった。12 月 27 日に、きざはし浜小屋に滞在中
の隊員から、設置点から西側に 300m 程度の浜辺で発見した旨の連絡があった。その後、12 月 30 日
のスカルブスネス観測時にブイを回収して昭和基地に持ち帰った。回収時には装置は起動しており、
ブイや装置に異常はなかった。 





西の浦での極夜期観測では、太陽光発電が期待できない厳冬期において 40Ah×2 の電池容量は 2週
間足らずしかもたない。極夜期に連続観測を行う場合は最低月 2回の電池交換が必要であり作業量が
多くなる。電源システムの改良が望まれる。GPS ブイの電気配線系は全て車用シガーソケットタイプ











日本のグローバル地震観測網（PACIFIC21）に属し、国際デジタル地震観測網（Federation of Digital 
Seismographic Networks; FDSN）の定常観測点のひとつとして、地震計室で短周期地震計（HES; 萩
原式電磁地震計）、広帯域地震計（STS-1）による連続観測を継続している。南極域の地殻変動、地震
活動、氷床・海氷変動等を長期にわたり監視するとともに、昭和基地周辺の地下構造の解明に寄与し
ている。HES ならびに STS-1 地震計は、地震計室の長周期室内にある冷凍庫内に設置されている。外
部電波によるノイズの影響を防ぐため、長周期室の内回り、ならびに冷凍庫の外回りは電磁遮蔽カー
テンで覆われている。地震計室と地学棟はケーブルラックに沿って敷設された全長約 500m のケーブ
ルで結ばれており、地学棟で HES と STS-1 地震計の信号、STS 地震計の慣性振子の位置（マスポジシ
ョン）、及び冷凍庫内室温が 3台のアナログ記録機で収録されている。またアナログ・デジタル（A/D）
変換器（Q680）を介して、ワークステーション（WS）用地震波形データ収録ソフト（Comserv）によ
り、HES および STS 地震計のデジタルデータが収録用サーバー（Geotail）と DAT テープに収録されて
いる。このデジタルデータのうち、20Hz サンプリングデータが、毎日 UUCP で極地研究所の伝送・編
集用サーバー（Geogold）に自動転送されている。 









して 60W白色電球を常時点けていた。2月 27日と 9月 23日に冷凍庫内の 60W電球切れを発見した。




































2 月 14 日に comserv で不具合が発生した関係で、2月 19 日に Kermit の再起動を行った。また、6







電源工事が未定のため 55 次隊以降の運用となる。2 月 4 日と 1 月 24 日に、STS 広帯域地震計の真
空引きを行った。真空引きの後、数時間以上おいてから 3 成分のマスポジション調整を行った。2
月 4日の真空引きの際、N/S 成分のガラスコックが破損したため予備の物と交換した。 
STS 地震計のマスポジション調整は以下の日に実施した。 
 U/D 成分: 2 月 4 日、4月 15 日、9月 18 日、10 月 9日、11 月 2日、1月 24 日 
 N/S 成分： 2 月 5日、4 月 15 日、4月 27 日、5月 8日、11 月 2日、11 月 27 日、 
  12 月 7 日、1 月 24 日 
 E/W 成分: 2 月 5 日、4月 15 日、5月 8日、6月 4日、7月 20 日、11 月 2 日、 
  11 月 25 日、12 月 7日、12 月 17 日、1 月 24 日 
・RD2212 
時刻合わせを適宜行った。2月 22 日からドット印字が乱れる不具合が発生した。以降、正常にな
るときもあったが大半は異常印字であった。原因は不明である。6 月 9 日から 6 月 13 日にかけて、



























2 月 4 日、5月 3日、8月 3日、11 月 3日にデータバックアップ用 DAT 記録と交換を行った。2月
14 日に不具合が発生し、収録ソフト comserv が停止した。国内担当者と連絡を取り 2 月 20 日に復
旧した。この復旧作業に関連して、地震波形データ収集システム Q680 及びモニタシステム Kermit
の再起動操作を行った。8 月 12 日から comserv 記録ファイル（転送用一時ファイル）容量が 0にな
る現象が発生した。Q680 の GPS 時刻情報の年月値が 1994 年 1 月になっていることが原因で、GPS
装置のファームウエアの書き換えにより 9 月 12 日に復旧した。復旧作業にあたり、QVI ボードや
GPS アンテナ、ケーブルを予備品と交換して試験したが、問題がないために現用品に戻した。また、
8 月 29 日から 8 月 30 日にかけて、Q680 と ST-1/6 の再起動を行った。 1 月 13 日から 1 月 14 日に
かけて、再び転送用一時ファイル容量が 0になる現象が発生したが、国内施設保守が原因と考えら
れる。 










3.2.2.5 DORIS 観測【AMG13_01】 
1） 観測概要 
DORIS（Doppler Orbitography and Radiopositioning Integrated by Satellite）は地球観測衛星
用地上電波灯台である。昭和基地では、国際 DORIS 事業（International DORIS Service; IDS）観測
網の定常観測点として、DORIS アンテナから 2GHz と 400MHz の電波を発信し、それを受信した人工衛星
の軌道精密決定や発信点の位置決めを行っている。第 40 次隊以降、順調に運用されている。 
2） 観測経過  
VLBI 実験期間中は混信を避けるため、電波の発信を中断したが、それ以外は概ね順調に観測が行わ
れた。例年、気象センサー内の除雪を必要とするが 54 次越冬中は数度行った程度だった。6月 24 日に
CNES（フランス国立宇宙研究センター）の DORIS 担当から、昭和 DORIS の時刻合わせ作業の依頼があ
り、6 月 25 日に作業を完了した。マルチパス等の影響を調べるために、アンテナからみた自然エネル
ギー棟と焼却炉棟の最高点の仰角を計測した。55 次隊到着以降、アンテナ工事のために 12 月と 1月に
停波した。 
3） 問題点・課題 
VLBI 実験期間中は混信を避けるため、大事をとって停波しているが、実際に VLBI 観測にどの程度
の影響があるのかが不明瞭である。 
 











基地にて、小型風力発電機や CIS 太陽電池とリチウム 2 次電池を用いた観測システムの試験運用を行
った。 
2） 観測経過  
下記の観測点において、Ashtech 社製チョークリングアンテナと GEM-1 GPS 受信装置による 24 時間
連続観測を実施した。電力はシール型鉛蓄電池（12V、7.2Ah）1 個を用いた。  
・ラングホブデ雪鳥沢： 2013 年 7 月 29 日～7月 30 日  
・とっつき岬： 2013 年 8 月 7日～8 月 9日 
・スカルブスネスきざはし浜： 2013 年 8 月 26 日～8 月 27 日   
・スカーレン大池： 2013 年 9 月 11 日～9月 12 日 
上記、ラングホブデ雪鳥沢の 24 時間連続観測の後に、CIS 太陽電池とリチウムイオン 2 次電池を組
み合わせた電源システムでの無人観測点を新設した。観測の設定は 7日毎の 24 時間観測とした。10 月
7日、この観測点の保守点検時に、タイマーがリセットされた状態になっていた。原因は、電源コネク
タの接触不良であったため、コネクタ接点を改修して復旧した。その後、1月 2日から 4日にかけての
保守点検時に、一連の観測が正常に行われていることを確認した。また、10 月 21 日に昭和基地で試験
運用していた無人観測システム一式をスカルブスネスきざはし浜の観測点に移設した。これらはラン
グホブデのシステムと同様のシステムで、観測の設定も同様の 7 日間隔 24 時間観測である。12 月 30
日から 31 日にかけてのこの観測点の保守点検時に、11 月後半でデータ記録が途絶えているのを発見し
た。原因は、太陽電池充放電制御装置の故障であったため、予備の制御装置と交換して観測を再開し
た。その後の調査により、故障の原因は制御装置内電源 IC の不具合と判明し、予備 IC と交換して復
旧した。 
昭和基地にて、小型風力発電機や CIS 太陽電池とリチウム 2 次電池を用いた観測システムの試験運
用を行った。小型風力発電機は、発電電圧のデータ収集を適宜行ったが、7月初旬のブリザードにより


















実 施 事 項 二酸化炭素 酸素 メタン 一酸化炭素 
日 常 点 検 毎 日 毎 日 毎 日 毎 日 

















1 回/2 ヵ月 
 




2013 年 7 月 10 日 
2013 年 12 月 26 日 
ポンプ交換 
2014 年 1 月 27 日 
ダイヤフラム交換
2013 年 7 月 14 日 
2013 年 12 月 28 日 
ダイヤフラム交換 
2013 年 7 月 21 日 
ポンプ交換 
2013 年 12 月 30 日 
チャート紙交換 なし なし 約 35 日に 1回 約 35 日に 1回 
水トラップ用 
エタノール交換 
2013 年 12 月 26 日 なし なし なし 
ガス交換 
標準ガス：2013 年 4
月 19 日、7 月 10 日、
9 月 30 日、12 月 19
日、2014 年 1 月 27 日 
リファレンスガス：
2013 年 8 月 10 日 
標準ガス：2014 年 1
月 27 日 
リファレンスガス：
2013 年 2 月 7 日、3
月 8日、3 月 11 日、5
月 4日、6 月 27 日、8
月 15 日、10 月 6日、
11 月 25 日、2014 年 1
月 12 日、1 月 16 日
標準ガス：2014 年 1
月 27 日 
キャリアガス：2013
年 3 月 13 日、4 月 28
日 、6 月 18 日、9 月
27 日、11 月 2 日、2014
年 1 月 12 日 
水素ガス：2013 年 5
月 12 日 、8 月 26 日、
12 月 9日 
標準ガス：2014 年 1
月 27 日 
キャリアガス： 
2013 年 2 月 21 日、3
月 22 日、5 月 2日、6
月 11 日、7 月 21 日、
8 月 30 日、10 月 11
日、11 月 21 日、2014
年 1 月 14 日 
空気取り入れ口
点検 
ブリザード後 ブリザード後 ブリザード後 ブリザード後 
装置本体交換 
2013 年 12 月 26 日 2013 年 10 月 14 日、
2013 年 12 月 24 日 
2013 年 12 月 28
日 
なし 
































9 月 11 日、9 月 20 日、11 月 23 日）発生した。また 8 月 5 日にノイズによる異常停止も発生。その度
ごと水素炎を点火し測定を再開した。 




9 月 19 日インレットラインからのサンプル配管が完全閉塞した為、配管閉塞場所の確認、配管取り
外し作業を行った。予備配管ラインを使用して同日中に連続観測を再開、閉塞した配管は観測棟内で
氷除去・乾燥を行い、3日後に正規ラインを復旧した。 

































静電気が原因の RGA3 誤作動による異常停止が多発した（2 月 19 日、2 月 22 日、4 月 21 日、7 月 25
日、8 月 31 日、9 月 30 日、10 月 24 日、10 月 30 日、12 月 7 日、12 月 10 日）。明らかに RGA3 の異常
と分かる場合と、一見正常な状態に見えるが実際は機能していない場合があり、越冬初期は原因の究
明・対策に迷うこともあったが、結果的には全て RGA3 の再起動で復旧した。 
2 月、RGA3 誤作動対応中に RAM カード内データが静電気で消失。予備カードより再セーブを行った。
予備カードの数が少なかったため、古いカードにデータをセーブし在庫数を増やした。 
室温低下（室温が 16℃台）によるピーク異常が 2 回（5 月 10 日、6 月 26 日）発生、RGA3 の再起動
やゼロ点補正で復旧した。 
ゼロ点自動補正不能による異常停止が 7 月 25 日に発生した。9 月頃より可変抵抗を動かしてもゼロ
点の調整ができない状態となった。ゼロ点がずれた場合は RGA3 の再起動で対応していたが、12 月に入
りゼロ点自動調整機能不能で頻繁に異常停止するようになった。原因は紫外線ランプ強度にあると判
明、12 月 8 日に水銀ランプの位置を調整しゼロ点の補正が可能となった。以後同様の異常停止は起こ
らなくなった。 
11 月 12 日十方バルブ動作異常が発生、正常な分析が不可能になった。予備機より電磁弁とアクチュ
エーターを取り外し交換、十方バルブが復旧し 13 日に測定を再開した。 
12 月 5 日コンプレッサ用エアラインフィルタに亀裂、樹脂埋め処置を行い復旧した。 
12 月 30 日新型水トラップが 55 次気水圏夏隊員によって設置された。以後水トラップの交換が不要
になった。 













55 次持込み RGA3 はベースラインノイズが激しく、54 次予備機からのいくつかの部品（光学フィル
ター、基盤、温調ファン）の交換、さらにディテクタ温度設定調整を行い、予備機として使用可能な















度が上昇すると自動乾燥が間に合わず閉塞するエラーが越冬初期に度々発生した。2 月 13 日に水トラ
ップ交換インターバルを 1 サイクル短くしたが、3月末まではブリザード時に度々閉塞が起こり、完全
閉塞した場合は装置を停止しトラップを手動乾燥した。気温が低下した 4 月以降閉塞は起こらなくな
った。11 月 23 日、55 次先遣隊により持ち込まれた改良型 U 字トラップへの交換を行い、以後露点温
度が上昇しても閉塞は起こらなくなった。 




切なリファレンスガスを使用していた為、1か月間に 6 回調整を行った。3月 8日以降現地除湿外気を
使用するようになった為、月 2回程度の調整となった。その後も時折激しくドリフトする現象が発生、
測定を停止しリファレンスガスを流して状態安定を待ち測定再開した。 
出力ノイズが増えデータのばらつきが増大、激しいドリフトも増えたため 10 月 18 日に予備機と交
換を行ったが、予備機の状態も万全でなくデータのばらつきが大きい状態が続いた。55 次持込み機と
交換後は非常に安定するようになった。 
11 月 16 日 55 次先遣隊により持ち込まれたアスピレーションインレットを取り付けた。夏期間の日
射の影響が緩和できるか今後確認を行う。 




















名 称 東大 東北大温室効果
気体 




















































初期容器状態 真空排気 大気・大気圧充填 大気・大気圧充填 大気・大気圧充填 真空排気 























2013 年 2 月採取日 8、10 8、14、20、26 15、23 9（旧）、20（新） 27 
2013 年 3 月採取日 なし 4、12、18、28 10、22 12（旧）、28（新） なし 
2013 年 4 月採取日 なし 1、9、15、24 9、28  9（旧）、26（新） 9 
2013 年 5 月採取日 なし 2、8、13、20、28 13、24 8（旧）、23（新） なし 
2013 年 6 月採取日 24 5、10、16、24 13、24 12（旧）、24（新） 16 
2013 年 7 月採取日 25 3、11、18、25、
28 
6、25 4（旧）、27（新） なし 
2013 年 8 月採取日 4, 11 4、12、18、26 12、23 10（旧）、27（新） 12 
2013 年 9 月採取日 なし 2、9、17、14 7、22 7（旧）、22（新） なし 
2013 年 10 月採取
日 
なし 1、6、16、20、27 6、25 5（旧）、20（新） 21 
2013 年 11 月採取
日 
なし 2、10、17、24 2、17 8（旧）、19（新） なし 
2013 年 12 月採取
日 
3 3、8、18、23 2、18 6（旧）、18（新） 18 






























実施頻度 1 回/週 
試料採取地点 観測棟海側サンプリングタワーインレットからの配管ラインを使用し観測棟
内採取 
試料容器 試料採取：1L ガラスフラスコ、精製後：ガラス管封入 
初期容器状態 真空排気 
所要時間 試料採取：30 分、精製作業：120 分、採取前後真空排気：各半日～1日 
採取精製方法 大気圧サンプリング後 CO2自動精製装置を用いて精製 
2013 年 2 月採取日・精製日 採取日：8、9、11、12、20、27        精製日：すべて同日精製 
2013 年 3 月採取日・精製日 採取日：8、12、18、25            精製日：8、9、18、26 
2013 年 4 月採取日・精製日 採取日：1、9、16、20（標準ガス）、24     精製日：すべて同日精製 
2013 年 5 月採取日・精製日 採取日：2、8、13、20、28                精製日：2、9、13、20、28 
2013 年 6 月採取日・精製日 採取日：4、10、16、24                 精製日：すべて同日精製 
2013 年 7 月採取日・精製日 採取日：4、5（標準ガス）、11、19、25、28  精製日：すべて同日精製 
2013 年 8 月採取日・精製日 採取日：4、12、18、26                 精製日：すべて同日精製 
2013 年 9 月採取日・精製日 採取日：2、9、17、24                 精製日 3、9、17、24 
2013 年 10 月採取日・精製日 採取日：1、6、11（標準ガス）、16、20、27 精製日：1、6、11、18、20、28 
2013 年 11 月採取日・精製日 採取日：2、10、17、24                  精製日：すべて同日精製 
2013 年 12 月採取日・精製日 採取日：3、10、11（標準ガス）、18、23    精製日：すべて同日精製 







55 次隊では気象隊員が担当する為、気象隊員用マニュアルを 55 次気象隊員と共に作成した。12 月 20



































マイクロパルスライダー（MPL、SESI 社）による地表面から上空 60km までのエアロゾル・雲の鉛直
構造の観測を行った。昭和基地での MPL 観測は、NASA が展開中の MPLNET の 1 サイトとして維持されて







































a） 光散乱式粒子計数装置（KC01E、RION 社）による地上エアロゾル粒度分布測定 
5 種類の粒子径（0.3μm、0.5μm、1μm、2μm、5μm）の粒度分布観測を行った。54 次より前使用
機（TD100）との比較計測は無くなり KC01E のみの運用となった。54 次夏期間に計測プログラムの更
新を行ったが、ウイルスソフトとの相性が悪く頻繁に通信エラーが発生した。2月 22 日、現用ウイル
スソフトを停止、エラーは解消された。日常点検以外に計測機の動作確認として、月 2回のサンプル
流量チェックとゼロチェック、月 1回の PSL 試験（1.00μm のみ）を行った。 
12 月 15 日より 55 次持込み機との並行ランを開始したが、54 次機との機差が大きかった為 55 次で
も 54 次機を使用することとし、55 次機は持ち帰りとなった。 
b） 凝結核粒子計測装置（CPC-3010、TSI 社）による地上エアロゾル総粒子濃度測定 
10nm 以上の総粒子濃度の観測を行った。日常点検以外に計測機の動作確認として、月 2回のサンプ
ル流量チェックとゼロチェックを行った。7 月 8 日と 9 月 4 日にブタノール排気ラインが閉塞し、ポ
ンプからチューブが抜けブタノールが室内に排気された。予備ラインを使用し復旧した。9月 12 日サ
ンプル流量低下エラー発生、ポンプを予備に交換し復旧した。 
12 月 15 日より 55 次持込み機との並行ランを開始したが、12 月 22 日 55 次持込み機に温調エラー
発生。55 次でも 54 次機を使用することとし、55 次機は持ち帰りとなった。 

























S16 からみずほ基地までのルート雪尺測定、表面積雪採取、雪尺網観測、みずほ基地 101 本雪尺観測、
みずほ無人気象観測装置の保守点検を行った。 
2） 経緯 
10 月 1 日から 19 日まで実施されたみずほ旅行において、S16 からみずほ基地までのルート雪尺（2km
おき）、雪尺網観測（H68、H180、S122、Z40 の各地点）、みずほ基地 101 本雪尺列観測、表面積雪採取
（10km おき）、みずほ基地無人観測装置の目視点検と高さ測定、各地点の GPS 測定を実施した。観測作
業はみずほ旅行参加の気象隊員を中心に旅行メンバー全員に依頼した。すべての雪尺観測が滞りなく
行われ、表面積雪もすべて採取。無人気象観測装置も異常がないことを確認した（写真Ⅲ.3.2.3.4.1-1）。 



















積雪採取、S16 の 36 本雪尺網測定、各地点の GPS 測定、S16 の吹雪計目視観測と撤去を行った。 
2） 経過 
4 月 9 日、13 日、16 日に昭和基地からとっつき岬までのルート工作が行われ、海氷厚と積雪深さ測
定、GPS 位置測定を実施した。気水圏モニタリング隊員が参加できなかった日は FA 隊員に作業を依頼
した。 
4 月 16、5 月 11 日の二日間でとっつき岬から P31 までのルート工作が行われ、全ルート雪尺測定、
53 次と同じ地点での表面積雪サンプリング、GPS 位置測定を行った。P32～S16 までの観測は 5月 15 日
からの S16 オペレーション時に FA 隊員に依頼し、標高およそ 100m 毎の地点のみ観測を行った。極夜
明け 8月 7日、8日と夏期間直前の 11 月 5 日にとっつき岬-S16 間全ルート雪尺測定、表面積雪サンプ
リングを行い、11 月にはサンプリング地点のみ GPS 位置測定も行った。高温日射の影響で雪面が融解
し、雪尺の高さが 8月より 11 月の方が高い箇所が多く見られた。 
S16 の 36 本雪尺網測定はみずほ旅行の時期に合わせての観測が望まれたため、みずほ旅行支援を行
う S17 旅行隊メンバーであった隊長に依頼し、10 月 2 日に行った。 
8 月 7日に S16 の吹雪計目視観測を行った。吹雪計は一部破損しており、充電機能も復旧しないと判
断されたため、10 月 2 日に撤去となった。撤去作業は隊長をはじめとする S17 旅行隊メンバーに依頼
し行った。 
3） 問題点・課題・提言 








EAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ（N2+1NG:427.8nm）、冷却式 CCD を備え、エレク
トロンオーロラの発光強度と空間分布の時間変化を捉えることを目的とする。本システムは自動観測





PAI-1 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ（Hβ:485.0nm）、冷却式 CCD を備え、発光輝線
（486.1nm）とそれがドップラーシフトして広がったメインの発光強度と空間分布を捉えることを目
的とする。本システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データを Web 配信出来る。 
c） プロトンオーロライメージャ（PAI-2） 




d） 性能試験用全天プロトンオーロライメージャー（sCMOS）  





オーロラブレークアップが期待される時間帯に限り、手動で 10 秒インターバル撮影（通常は 30 秒イ
ンターバル撮影）に切り替えて観測を行った。本システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮
像データを Web 配信出来る。 
2） 経過 
a） EAI-2 




uapsrv2 から、極地研 EAI-2 用 OBIS へ変更したことで解決した。以降、Hipic でカメラが認識されず




2013 年 2 月 25 日から 7月 11 日まで悪天候時を除き 123 晩分の観測を行った。2月末からは 7秒イ
ンターバルで撮像していたが、3 月 22 日に 15 秒インターバルに変更した。観測開始時や画像保存時
のプログラムエラーにより欠測となった日は 4 晩あった。7 月 13 日以降、制御 PC のマザーボード異
常により PC が立ち上がらず、予備 PC もなかったため、観測を断念せざるを得なかった。 
c） PAI-2 
54 次持込みの CCD カメラ、カメラコントローラ、制御 PC を設置し、2013 年 2 月 25 日から 10 月 15
日まで悪天候時を除き 212 晩分の観測を行った。通常、binning は 8x8 でデータを取得しているが、2
月 26 日～3 月 13 日までは 4x4 で観測を行った。7 月 14 日以降は、PAI-1 の観測中断に伴い、干渉フ
ィルターを Hβ背景用の 480.5nm から Hβ485.0nm に変更した。ソフトエラーで一部欠測となった日は 8
晩、ネットワークトラブルのため観測停止し一部欠測となった日は 1晩あった。7 月 20 日より国内へ
のデータ伝送を開始した。 
d） sCMOS 
2013 年 3 月中に、54 次持込みの sCMOS カメラ、制御 PC を設置し、4 月中旬より観測を開始した。
CCD カメラとの比較のため、干渉フィルター486.0nm、427.8nm を用いた観測をそれぞれ行った。その








ピクセル、binning が 4x4 の画像からパルセーティングオーロラの明滅が確認できた。 
e） CDC 
54 次隊持込みの一眼レフデジタルカメラ（Nikon D3s）を使用し、2月 25 日から 10 月 15 日まで悪
天候時を除き 215 晩分の観測を行った。3 月 17 日に、ブリザードの影響でアクリルドームの中に雪が
吹き込んでいたが、幸いカメラ等の機器に被害はなかった。また、画像データのファイル名が書き換
えられずに、データ転送が正常に行われない日が 3晩、ネットワークが不安定のため一部欠測となっ

















る約 60 度の視野で銀河雑音電波吸収を測定している。観測周波数は 30MHz である。アンテナ直下に
置かれたリオメータ受信器の出力は観測小屋の PCM テレメータ経由で昭和基地へ送信されている。昭
和基地で受信された信号は情報処理棟へ送られ PCM 復調された後、超高層モニタリングデータ収録シ





測量を行ったが、55 次夏期間に PANSY 小屋から情報処理棟へ光ファイバーケーブルを敷設し、PANSY
の送信に同期したブランキング信号を送ることで電磁干渉を抑制するよう試みた。これに伴い、アン
テナサイトに設置されている受信機の交換、情報処理棟内に光電変換器を新設、データロガー




行ったところ、DC アンプが雑音源であることが判明した。2013 年 2 月 12 日に DC アンプの空きチャ
ンネルに信号を移し替えたことで雑音が除去された。また、2013 年 7 月 15 日 22:48UT～7 月 24 日
14:27UT の間、周期的な矩形波状の人工ノイズが混入していたが、原因究明中に雑音が解消された。
更に、2013 年 9 月に ULF/VLF のキャリブレーションを行った際に、西オングル系統のデータ（ULF、
VLF、CNA）にそれぞれ約 1MHz の雑音が重畳している事が判明した。この時は DC アンプが発振してい
る訳ではなく、ラック内で発生しているクロック信号が怪しまれたが、解決には至らなかった。55 次
夏期に、CNA 及び ULF の dZ 成分用の DC アンプを新品に交換したところ、ノイズは除去された。 
3） 問題点・課題 











送信され、情報処理棟で PCM 復調された後に、超高層モニタリングデータ収録システム（新 ATLAS）
に入力されると共に、レクチグラフのチャート紙に記録される。 






ぞれ 47 次、44 次隊で不調となり、正常値は得られていない。また、55 次夏期に新たにデルタ型ルー
プ受信アンテナを建設し、2014 年 1 月 11 日よりデータの収録を開始した。 
c） VLF ワイドバンド観測 
VLF メインアンプにより増幅された信号が観測小屋内の LPF（アンチエリアジングフィルタ）を経
由して信号処理装置（cRIO）に入力され、5kHz でサンプリングされ、データファイル化される。その
データファイルは無線 LAN により情報処理棟の専用サーバーに送られ、FFT 処理された後、国内へ伝
送される。 
2） 経過 
a） ULF 帯地磁気脈動観測 
2013 年 1 月 7 日に H 成分のセンサーを更新して以来、概ね順調に観測を継続している。2013 年 9
月 7日、及び 2014 年１月 11 日（55 次隊引継ぎ）にインダクション磁力計のキャリブレーションを行
い、周波数特性及びレベル特性を測定した。9 月のキャリブレーションの際に、3 成分全てに約 1MHz
の雑音が重畳している事が判明したが、55 次夏期間中に、Z 成分用の DC アンプを新規持ち込みに交
換したところノイズは除去された。H成分、D成分に関しては、交換用の DC アンプがないため、ノイ
ズが重畳したままの状況である。 
b） ELF/VLF 帯自然電波観測 












写真Ⅲ.3.2.4.3-1 新設された ELF/VLF 帯受信アンテナ 
 
c） VLF ワイドバンド観測 
2013 年 1 月 7 日に cRIO を設置して以来、順調にデータ伝送が行われていたが、2 月 6 日の西オン
グルオペレーション中にデータ伝送が停止し、基地へと持ち帰りとなった。予備のロガーがなかった
ために越冬中のデータ伝送は行わず、55 次で持ち込む cRIO を待つこととなった。2014 年 1 月 10 日
に、55 次主導で新しい cRIO を設置し、新 VLF 受信アンテナのワイドバンドのデータ伝送を無線 LAN
にて再開した。これまで使用してきた VLF アンテナのデータ送信に関しては、従来通り、FM テレメー
タ方式で行われている。55 次夏期間に設置されたシステムの外観を写真Ⅲ.3.2.4.3-2 に示す。 
 
 




るとよい。また、UHF の dH 成分、dD 成分の雑音を除去するため、DC アンプを持ち込んだ方が良い。DC





















9 月 7日に機械隊員により、10kVA ディーゼル発電機メンテナンスを実施した。5月 9～10 日、7月
5～6 日、9 月 7～8 日に現地宿泊して常用系、及び予備系鉛蓄電池の充電作業を行った。また、11 月
19 日に南極軽油のドラム 2 本を発電機小屋脇にデポした。 
b） ハイブリッド発電システム 
54 次夏期に異常が発生していた無線 LAN_B は、2013 年 2 月 3 日に予備の無線 LAN に交換すること
で正常に復旧した。以降、観測期間を通じて風力発電機や太陽光パネル等に目立った外傷もなく、電
源供給についても問題なく順調に稼動した。また、54 次夏期間中に、観測小屋のハイブリッド発電シ































を用いて磁場測量を行った。磁場測量はしらせが接岸している最中（2014 年 1 月 16-17 日）としらせ
が離岸後（2014 年 2 月 5日）に実施した。 
52、53 次隊では、天測点南側のドリフトにより方位標（以下、正方位標と呼ぶ）が見えなくなると
いう事例が発生していた。そのため、53 次隊（2012 年 10 月）から正方位標に加えて副方位標を用意
し、絶対観測時に正方位標との方位角差を観測している。54 次隊では副方位標について、星を用いた
真方位観測を白夜終了後の 2014 年 1 月下旬～2月上旬に実施する予定だったが、天候に恵まれず実施
には至らなかった。そのため 55 次夏隊員（国土地理院）に協力を要請し、副方位標の真方位角を暫
定的に測定した。 
絶対観測に使用する FT 型磁気儀の水管傾斜計に不具合が出ていたため、2014 年 2 月 7 日に調整を
行い復旧させた。また合わせて三脚の固定部を補強した。 
c） 提言 
磁場測量の結果（図Ⅲ.3.2.4.5-1）、今回の停留位置（17 日 12 時、南緯 69 度 00 分 13.8 秒、東経


































2013/02/13 15:31 43020.2  19245.4 -38475.3 -50 18.12 -63 25.54  FT 
2013/03/11 11:19 42990.0  19218.8 -38455.4 -50 23.84 -63 26.74  FT 
2013/04/09 11:44 43000.8  19221.8 -38465.5 -50 24.23 -63 26.88  FT 
2013/05/11 12:58 43014.6  19241.5 -38471.4 -50 22.79 -63 25.68  FT 
2013/06/10 12:14 43018.5  19248.7 -38473.5 -50 21.58 -63 25.24  FT 
2013/07/09 11:36 43006.2  19251.8 -38456.9 -50 21.34 -63 24.43  FT 
2013/08/12 11:48 43004.4  19244.4 -38458.3 -50 26.98 -63 25.01  FT 
2013/09/20 11:36 43003.7  19247.3 -38455.3 -50 28.52 -63 24.69  FT 
2013/10/23 11:10 42996.7 19233.7 -38454.7 -50 25.87 -63 25.64  FT 
2013/11/19 11:00 42977.0 19227.3 -38436.2 -50 28.76 -63 25.44  FT 
2013/12/18 11:31 42980.6 19232.3 -38437.4 -50 26.77 -63 25.12  FT 













3 軸フラックスゲート磁力計（島津製作所製 MB-162、以下 MB-162 と略称する）を用いて、地磁気 3
成分の連続観測を行い、超高層モニタリングデータ収録システム（新 ATLAS システム）にデジタルデ
ータ収集した。定常的に行う毎月の絶対観測で得られた観測基線値、MB-162 のキャリブレーション、
K インデックス算出に加えて、54 次で行った傾斜観測と MB-162 の傾斜変化を評価するために行った
観測基線値、D軸の調整について、以下に経過の詳細を記す。 
ア） 基線値観測 
2013 年 2 月から 2014 年 1 月までの定常観測による観測基線値結果を表Ⅲ.3.2.4.5-2 に示す。 
 
表Ⅲ.3.2.4.5-2 基線観測結果 
観測時刻 水平成分（nT） 偏角（′） 鉛直成分（nT） 備考 
2013/02/13 15:31 18035.73 18612.281 -38521.66 - 
2013/03/11 11:19 18036.61 18614.117 -38524.76 - 
2013/04/09 11:44 18037.94 18614.133 -38528.09 - 
2013/05/11 12:58 18038.83 18614.188 -38531.49 - 
2013/06/10 12:14 18037.95 18613.946 -38529.18 - 
2013/07/09 11:36 18036.52 18613.798 -38525.15 - 
2013/08/12 11:48 18039.03 18613.996 -38530.75 - 
2013/09/20 11:36 18038.14 18614.144 -38527.04 - 




2013/11/19 11:00 18032.89 18613.756 -38523.90 D 軸調整前 
2013/12/18 11:31 18034.54 18575.452 -38517.34 - 









地磁気静穏日に MB-162 の各成分に±100nT をそれぞれ 20 秒間入力し、キャリブレーションを行
った。2013 年 2 月から 2014 年 1 月までのキャリブレーション結果を表Ⅲ.3.2.4.5-3 に示す。 
 
表Ⅲ.3.2.4.5-3 MB-162 のキャリブレーション結果 
実施日 水平成分 偏角 鉛直成分 
2013/02/06 1.0025 1.0049 0.9882 
2013/03/11 1.0011 1.0044 0.9908 
2013/04/09 1.0026 1.0004 0.9907 
2013/05/11 1.0032 1.0061 0.9959 
2013/06/20 0.9996 0.9969 0.9901 
2013/07/09 1.0097 1.0009 0.9994 
2013/08/12 0.9989 1.0030 0.9911 
2013/09/20 1.0009 0.9989 0.9864 
2013/10/23 1.0058 1.0003 0.9924 
2013/11/19 1.0088 1.0090 0.9907 
2013/12/18 1.0051 1.0061 0.9890 
2014/01/18 1.0010 0.9994 0.9881 
平均 1.0033 1.0020 0.9911 
標準偏差 0.003 0.003 0.004 
注：キャリブレーション結果は理論出力値で規格化している 
 










査のために精密傾斜計（テラテクニカ製 RTC-203R）を持ち込み、夏期（2013 年 1 月 2 日～2 月 13
日）の MB-162 センサーの傾斜と温度を監視するとともに絶対観測の頻度を多くした。傾斜変化の
影響を評価するために行った絶対観測の結果と、傾斜観測の結果を表Ⅲ.3.2.4.5-4～5 に示す。調







55 次夏期（2013 年 11 月 19 日～2014 年 2 月 6日）にかけて設置し（写真Ⅲ.3.2.4.5-1）、同様の観
測を実施した。設置の際、傾斜を人工的に変化させ、傾斜計感度（傾斜変化と MB-162 の出力変化
の関係）を求めた。結果は、MB-162 の傾斜が北側に 1 秒高くなると H 成分：0.21nT/秒、Z 成分：
0.10nT/秒、東側に 1秒高くなると D成分：0.030nT/秒変化する。この期間の傾斜変化量は EW 方向：




観測時刻 水平成分（nT） 偏角（′） 鉛直成分（nT） 備考 
2012/12/27 19:51 18030.79 18614.119 -38523.85 傾斜計設置前予備観測 
2013/01/02 10:57 18030.32 18614.438 -38524.13 傾斜計設置前 
2013/01/02 18:52 18030.77 18613.515 -38522.10 傾斜計設置後 
2013/01/10 19:06 18030.48 18612.308 -38521.29 - 
2013/01/18 12:06 18032.51 18612.252 -38521.52 
53 次定常観測 
月代表値 
2013/01/25 18:14 18032.65 18612.219 -38521.35 - 
2013/02/02 11:24 18033.86 18612.373 -38520.11 - 
2013/02/13 15:31 18035.73 18612.281 -38521.66 
傾斜計撤去前 
月代表値 
2013/02/14 17:49 18031.22 18613.954 -38522.81 傾斜計撤去後 
2013/11/19 11:00 18032.89 18613.756 -38523.90 傾斜計設置前 
2013/11/19 15:08 18035.38 18574.608 -38522.13 
傾斜計設置後 
D 軸調整後 
2013/12/05 09:09 18036.61 18575.983 -38518.02 - 
2013/12/18 11:31 18034.54 18575.452 -38517.34 月代表値 
2014/01/18 12:32 18034.84 18573.500 -38521.21 月代表値 
2014/02/06 09:28 18039.73 18573.754 -38520.19 傾斜計撤去前 










N-S 方向の傾斜 E-W 方向の傾斜 センサー温度 プリアンプ温度 
(″) (″) (℃) (℃) 
2013/01/02 18:52 -136.8 -189.3 10.1 15.8 
2013/01/10 19:06 -137.7 -151.8 11.5 13.0 
2013/01/18 12:06 -140.7 -144.1 12.5 24.7 
2013/01/25 18:14 -143.1 -144.7 7.3 15.2 
2013/02/02 11:24 -145.0 -142.4 7.0 16.8 
2013/02/13 15:31 -145.5 -144.7 3.4 14.5 
2013/11/19 15:08 -69.7 -290.0 4.1 28.1 
2013/12/05 09:09 -84.0 -316.3 8.1 42.9 




2014/01/18 12:32 -75.5 -291.7 10.3 31.4 
2014/02/06 09:28 -77.1 -294.0 3.2 28.5 
注 1：観測時刻は絶対観測時刻に同じ。 
注 2: 傾斜計の値は、値が増加する方向で、北側、東側がそれぞれ高い 
 
オ） D 軸調整 
磁力計を新たに設置する際は、磁力計の X 軸（南北方向）と磁力線の方向を一致させて設置され
るが、地球磁場の永年変化によって、次第に磁力線の方向は磁力計の X軸からずれていく。このた
め、数年に 1 回、磁力計の X 軸と磁力線の方向を一致させる作業を行うが、この作業を 2013 年 11
月 19 日（傾斜計設置時）に実施した。軸調整の実施前後に絶対観測を行い、D成分の基線値の変化
（軸調整後-軸調整前）は-39.1′（表Ⅲ.3.2.4.5-6）であった。前回の軸調整（2009 年 12 月）か
らの D成分の永年変化量はおよそ-36′であり、ほぼ予測通りの結果が得られた。 
 
表Ⅲ.3.2.4.5-6  D 軸調整前後の観測基線値結果 
観測時刻 水平成分（nT） 偏角（′） 鉛直成分（nT） 備考 
2013/11/19 11:00 18032.89 18613.756 -38523.90 D 軸調整前 



























2013 年 2 月 15 日、ATLAS サーバー用 UPS のバッテリー交換とケーブル断線によるアラームが発生し
た。予備の UPS がなかったため、55 次持込みを待ち、2013 年 12 月に UPS 本体の交換を行った。また、
2013 年 3 月に NAS 用 UPS（NASUPS）でもバッテリー交換前にアラームが鳴っていたが、保守前に状況
が改善されたため交換は見送っている。2013 年 2 月 19 日、不調のため使用不可となった uapsrv2 の撤
去を行った。その際、メインサーバーとなった uapsrv1 の予備機として uapsrv3 を新設し、ミラーRAID
の NAS 等の関連機器の接続を行った。また、2013 年 5～7月に宙空共有サーバーである UAPNAS1 のアク
セストラブルが発生したため、7月 9日以降は UAPNAS2（54 次夏期に新設）をメイン機として使用した。
不調であった UAPNAS1 は、2014 年 1 月 4日に 55 次持込みの新 UAPNAS1 と交換した。UAPNAS2 に関して
は、自動シャットダウン及び UAPNAS0 への自動バックアップの設定方法の確認を 55次引継ぎで行った。 
3） 問題点・課題 




3.2.5 地球観測衛星データ受信による環境変動モニタリング【AMS】                    田仲 宏至 
3.2.5.1 極域衛星データ受信【AMS01_01】 
1） 概要 
51 次隊で整備した L/S バンド衛星受信システムを用いて NOAA、DMSP、METOP、同じく X バンド衛星
受信システムを用いて TERRA、AQUA、NPP 衛星の観測データを受信・保存し、国内伝送を実施した。 
2） 経過 
表Ⅲ.3.2.5.1-1 に DMSP、NOAA、METOP、TERRA、AQUA、NPP 衛星の各月受信パス数を示す。 
 
表Ⅲ.3.2.5.1-1 衛星別受信パス数 
   
月 
衛星   
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 総数
DMSP 440 703 697 703 597 523 703 689 810 408 637 719 7629 
NOAA 198 150 151 201 216 270 223 247 227 214 195 195 2487
METOP 146 114 125 107 120 166 87 115 97 90 137 88 1392
TERRA 271 277 275 247 249 244 256 240 249 244 253 253 3508 
AQUA 268 280 285 269 218 195 213 207 211 206 210 221 2783 






a） L/S、X バンド画像処理解析装置（showa-xp2）OS アップグレード（2013 年 11 月実施） 
昭和基地にて L/S、X バンド画像処理解析装置（showa-xp2）OS アップグレードを行い、TeraScan
（アプリ）、計算機内のプロダクト作成を国内より実施した。 





3.3.1 南極域中層・超高層大気を通して探る地球環境変動【AJ01】  
3.3.1.1 レイリーライダー観測_冬期【AJ01_08】                               冨川 喜弘 
1） 概要  
本ライダー装置は、対流圏・成層圏・中間圏の温度・密度・雲などの観測を行う測定器であり、光
学観測棟内に 52 次隊で設置された。観測は夜間に行うため、オペレーターの負荷を軽減するべく観測
スケジュールに従って全自動で送受信が行えるようシステム設計がなされている。2 月下旬から 11 月








った。これに加え、2～4ヶ月ごと(2,6,10 月)に大レーザーアンプのフラッシュランプ交換、約 4 ヶ月
ごと(3,7 月)に大レーザー共振器のフラッシュランプ交換、約半年ごと(2,9,12 月)に冷却水と DI フィ
ルタの交換、適宜大望遠鏡の埃よけサランラップの交換を行った。 
2012年11月から大レーザのTHG結晶ユニットのウィンドウの焼き付きにより出力が低下していたた
め、2013 年 2 月に交換用のユニットを DROMLAN にて昭和基地へ輸送した。2月 15 日にユニットを交換
し、大レーザの出力が回復した。5 月 12～13 日の大レーザでの観測中に信号レベルが著しく低下し、
調査の結果、大レーザ内ダイクロイックミラーの焼き付きが原因と判明したため、5 月 21 日にミラー
を交換した。6 月 25 日に大レーザが発振しなくなったが、共振器用フラッシュランプの交換により復
旧した。7 月 17 日に大レーザの出力が急激に低下し、調査の結果、THG 結晶ユニットのウィンドウの
焼き付きが原因と判明したが、予備品が無かったため、国内担当者からの指示により、そのまま運用
を継続した。8 月 14 日に小レーザの冷却水およびフラッシュランプの交換を行った際、レーザーヘッ
ド内で冷却水が漏れるトラブルが生じたが、冷却水循環ホースのコネクタを接続し直したところ、水
漏れは解消した。レーザーヘッドを十分に乾燥させた後、8 月 16 日に再立ち上げを行ったが、出力が
上がらなくなった。その後の調査の結果、現地での修理は不可能と判断し、55 次夏期間に国内へ持ち
帰ることとした。8 月 10 日以降、受信信号に原因不明の周期的なノイズ（周期 6 分程度）が見られる
ようになり、原因調査のための経過観察を行っている。11 月上旬の成層圏・中間圏温度観測終了後、
受信系を PMC 観測モードに切り替え、観測を再開した。55 次隊到着後、受信系にエタロンフィルタを


















性が求められる。また、視野モニターも ICCD による自動化が期待される。 
 
3.3.1.2 南極昭和基地大型大気レーダー観測【AJ01_04W】        冨川 喜弘・虫明 一彦・橋本 大志 
1） 概要 
本レーダーは地表近くから高度 500km の領域の風速（水平および鉛直成分）やプラズマパラメータ
を総合的に観測する南極域初の大型大気レーダー装置である。まず、52 次隊においては、2011 年 2 月
中に 55 群（1045 本）のアンテナが設置された。そして 3 群 57 本による観測調整を行い、同年 3 月に









に 14 群の設置調整をするにとどまった。これを受けて、54 次越冬期間中は標準観測を継続することと
54 次で設置された 14 群の調整作業を主に行った。 
2） 経過 
54 次夏期間には、53 次で設置された 12 群（以降、旧 12 群）に加え、新たに 14 群（以降、新設 14
群）の送受信モジュールと屋外分配装置が設置調整され、全 55 群のうち 26 群が使用可能となった。
しかし、氷上輸送断念により、大型大気レーダー専用発電機の昭和基地への搬入・設置はならなかっ
た。そのため、54 次越冬期間に入ってからも、53 次越冬中に行っていた旧 12 群による対流圏・成層
圏・中間圏の標準観測を 8 月上旬まで継続し、システム調整機関を除くほぼ 1 年強の連続データ取得
に成功した。その後、8月中に新設 14 群の調整作業を行い、標準観測を実施可能な状態となったため、
9月以降は旧12群、または新設14群のうちの11群を用いた標準観測を適宜切り替えながら継続した。







旧 12 群を用いた 2012 年 4 月からの対流圏・成層圏標準観測、および 2012 年 6 月からの中間圏標
準観測を 2013 年 8 月上旬まで継続し、システム調整機関を除くほぼ 1 年強の連続データ取得に成功
した。また、9月以降は旧 12 群、または新設 14 群のうちの 11 群による標準観測を越冬期間終了まで









2013 年 11 月の積雪調査の結果を示す。2013 年は特に越冬前半の降雪量が多く、年間降雪量はデータ




図Ⅲ.3.3.1.2-1 2013 年 11 月のアンテナエリアの積雪調査の結果。雪面から輻射器までの 
高さを表す。 
 







d） PANSY 小屋吸気ダクトの破損 










写真Ⅲ.3.3.1.2-1 破損した PANSY 小屋吸気ダクト 
 
e） GPS カード異常 








実施し、常時室内に大きな熱源があったことから、ヒーターは常時 OFF のまま 1年間運用した。さら
に、53 次越冬中に発生した PANSY 小屋内室温上昇事故の教訓から、PANSY 小屋には遠隔監視可能な温
度計が設置されており、54 次越冬中の室温管理に大変有効であった。一方で、55 次越冬中に 47 群に
よる観測が始まると、これまでよりも大きな熱源となることから、室温管理には十分な注意を要する。 
g） PANSY 小屋吸気ダクト内の除雪 










54 次越冬期間中は、53 次と同じ旧 12 群、または新設 14 群のうち 11 群を用いた標準観測を継続し









表Ⅲ.3.3.1.2-1 PANSY 小屋の消費電力 
年月 平均電力【kW】











2014 年 1 月 19.34
 
i） 55 次隊受け入れ準備 
55 次隊受け入れ準備のため、11 月 18 日よりアンテナエリア全域、および物資デポエリアの砂まき
を開始し、12 月 5日にほぼ完了した。砂まき用の砂はコンテナヤードから PANSY 小屋までの道路南側
の早くから地面が露出していたエリアから採取した。融雪が始まると、アンテナエリア北東部に位置
する 101～103 群に大きな水たまりができたため、その東側に位置する試験アンテナ付近に電動ポン
プで排水した。その結果、PANSY エリア東側を通る排水路から Cヘリ待機小屋方向へ抜ける水路が 12
月 3日頃に開通し、排水路内の水量が大幅に減少した。53 次越冬明けには、排水が進まずにコンテナ
ヤードから PANSY 小屋までの道路を中心に直径 50m に及ぶ大きな水たまりが発生したが、54 次越冬明
けは道路上に水がたまることは無かった。道路の除雪は、機械隊員と協力してブルドーザーを用いて
行った。 










k） 32bit スパノ符号の不具合 
PANSY では、32bit スパノ符号を用いた観測時に、サブパルスデューティを 100%未満に設定してパ
ルスを送信する機能を備えている。しかし、現在のところ観測パラメータファイルの subduty 設定を
ONにしても正しく動作していない。54次越冬期間中に新たなソフトウェアを導入して調査を実施し、
subduty 設定を ON にした場合に制御カード(BMP カード)のメモリ設定は機能している事を確認した。
また、subduty 設定を ON にした場合の送信パルス波形の調査を実施した。現時点で問題は解決してお
らず、引き続き国内側と連携して調査・検討を実施する。 
l） mdlsetting.dat に基づかない動作 










m） 26 群デジタル位相調整 
54 次までに設置を完了した 26 群について、デジタル受信機側での位相調整を行った。MDL 折り返
しの機能を用いて各群の位相差を確認したところ、大きく位相がずれている群はなかった。位相調整
を行うための AD ボード上の DIP スイッチを設定すると設定どおりに位相が変化する事を確認し、位
相調整の実施によってデジタル合成した受信信号の S/N 比が想定どおりに改善された事を確認した。 
n） 観測隊ヘリ及び FAI からのエコーを対象とした研究観測 
2013 年 1 月 31 日に観測隊ヘリを用いた空撮が実施された際、本レーダーでは当該ヘリからのエコ
ーを多チャンネルで観測し、電波の到来方向推定を行った。同時に、予めヘリに乗せておいた GPS に
記録された位置情報によって推定精度を検証できるようにした。 2013 年 8 月 11 日及び 12 日には、
高度 100 ㎞前後の、地磁気の磁力線と視線方向が直交する領域にビームを向けて多チャンネル観測を













3.3.1.3 MF レーダー観測【AJ01_06】                             冨川 喜弘・井 智史・福田 陽子 
1） 概要 
昭和基地上空 60～120km の高度領域の水平風速を連続観測する装置である。東オングル島の蜂の巣
山の南側に位置する直径約 200m のエリアに設置された 4 基のクロスダイポールアンテナを使用する。
40 次隊で設置して以来の連続観測を行っており、54 次隊でもほぼ問題なく連続データを取得した。 
2） 経過 




当者と連絡を取りながら経過を観察し、観測への影響は無かった。2014 年 1 月に観測棟 PC のディスプ











52 次隊で設置したミリ波分光観測装置を用いて 250GHz 帯域の電波観測を実施した。観測領域は、太





続観測を実施した。53 次 7 月までは、オゾンゾンデが放球される日の日の出１時間前から日の入り１










































ため、再立ち上げを行い self test を実行した。起動後の周波数が異常値を示していたが、Factory 
reset により復旧した。また、真空計表示部が"ERR"となっていたため、真空計センサーから伸びる
ケーブルの抜き差しを行った。その後、表示が"0"となったため復旧したと判断した。供給ホース
と液体窒素サーバーの接続には、専用の Swagelock 製のジョイント金具を使用し、3 月 6 日から観









2013 年 8 月 4 日、乾燥後のガラスデュワーに液体窒素を供給しようとしたところ、液体窒素サー








スデュワーへの手動供給は 1日に 2度行った。12 月 23 日に、55 次で持ち込まれた液面センサーと




の電流値が不安定な状態となったが、誤って LO 発振器用の SG の設定を変更してしまったのが原因
で、すぐに現状に戻す事ができた。なお、交換前の液面センサーは正常に動作している事が確認で
きたため、予備として保管してある。 
ウ） SG に関わる観測の停止 





PC と SG の通信エラーにより観測が停止した場合は、自動復旧プログラムにより観測が再開される
場合がほとんどである。しかし、越冬後半に入り、自動的に復旧されずに SG がハングアップする
ことで観測が停止したことが何度があった。9月 21 日は、SG のハングアップ、及び PC のインター
フェースボードの異常により、SG のファクトリーリセットと PC の再起動により復旧した。 
エ） 計画停電復旧後の受信機の出力レベル低下 









次隊では 7回（2013 年 2 月 11-13 日、2 月 27 日-3 月 1 日、4 月 10-12 日、6 月 20-21 日、8 月 2-6 日、
11 月 9-10 日、12 月 20-23 日）霜の除去を行った。4月上旬までは液面センサーのヒーターを ON にし
ていたが、霜の成長を軽減させるため 4 月 12 日より液面センサーのヒーターを OFF にしている。 
ミリ波分光観測装置は温度変化に非常に敏感であり、温度変動が信号の出力レベルに影響を及ぼす
ため、空調管理により室温を一定にする必要がある。2013 年 2 月には空調により室温を 17 度前後に
保てていたが、外気温の低下に伴い 4 月に入って 12 度近くまで下がる日が出てきたため、設営部門
に依頼し空調の調整を行った。その後しばらくは安定していたものの、9 月には気温が-40 度を下回
り、室温が 1 桁になる日も出てきたため再度調整を依頼した。以降は 17 度前後の安定した室温が保
たれている。 
2014 年 1 月 2～7 日、光学観測棟の防水工事のために観測を停止し、万が一に備えて、装置が濡れ
ないように防水シートで覆った。その際に、機器から放出された熱がシート内部にこもらない様に、
サーキュレーターを用いて空気の循環を行った。また、2014 年 1 月 27 日に観測データバックアップ
用 HDD（Link station）の交換、2014 年 2 月 4日に観測データ保存用の専用 NAS（Tera Station、RAID1
構成）の交換を行った。詳しい設定に関しては、国内に作業を依頼した。 
3） 問題点・課題 
1 年を通して概ね順調に観測を継続できたが、オゾンと NO の観測切り替え時に発生する SG エラー、













3.3.1.5 Airglow_冬期【AJ01_07】                             冨川 喜弘・井 智史・福田 陽子 
1） 概要 
a） 全天単色イメージャ 
全天単色イメージャ（All Sky Imager、以下 ASI と略称）は、専用設計された全周魚眼レンズと縮
小光学系、5 種のフィルタを搭載できるフィルタ切り替え装置、背面照射型電子冷却 CCD カメラから
なり、情報処理棟に設置されている。Na (589.3nm) と背景光 (572.5nm)の 2 種類のフィルタを順次
切換えて観測を行っている。 
b） OH 回転温度観測 
OH 回転温度観測（以下 OH と略称）は CCD センサーと回折格子を使って OH 大気光の回転振動帯スペ






3 月 7 日から 10 月 7日まで観測スケジュールに従って自動観測を実施し、悪天時を除いて 147 晩分
の観測データが得られた。観測開始直後に観測プログラムのフィルタ選択エラーのため 4晩（4 月 13
日、7 月 15 日、9 月 12 日、10 月 5 日）が欠測、24 晩（3 月 11、17、20 日、4 月 5、12、14 日、5 月
11、14、17、21、28 日、6月 3、7、14 日、7月 9、25 日、8月 11、22、28 日、9月 4、29、30 日、10
月 2、6 日）は一部欠測となった。その都度観測プログラムを再起動することで対応した。それ以外
大きなトラブルはなく、概ね順調に観測を実施することができた。観測データは制御 PC に保存され
るが、日々の観測終了後に外付け HDD にバックアップをとり、観測データが入った外付け HDD1 台を
国内持ち帰りとした。また、2014 年 1 月中に 55 次隊主導により、ピント調整が行われた。 
b） OH 
他の光学観測のスケジュールに合わせて 2 月 25 日から 10 月 15 日まで観測を実施し、悪天候時を
除いて 215 晩分の観測データが得られた。4月 18、19 日にデータファイルが間欠的となるトラブルが
発生したが、保存先の Cドライブの容量不足が原因であったため、53 次のデータは宙空共有ファイル
サーバー（UAPNAS2）に移行することで空き容量を確保した。それ以外は大きなトラブルもなく、概
ね順調に観測を実施できた。観測データは制御 PC に保存されるが、日々の観測終了後に外付け HDD
にバックアップをとり、観測データが入った外付け HDD1 台を国内持ち帰りとした。また、ASI の持ち
帰り外付け HDD にもバックアップのために OH のデータのコピーを行った。また、OH の天窓からの雨

















RS-06G 型の GPS ゾンデを連結し、ヘリウムガスを充填したゴム気球に吊り下げて飛揚した。地上設備
は簡易 GPS ゾンデ受信システム（RD-08AC）を使用した。使用機材を表Ⅲ.3.3.1.6-1 に示す。 
 
表Ⅲ.3.3.1.6-1 使用機材 
水蒸気センサー センサー部 CFH（Cryogenic Frostpoint Hygrometer） 
測定方式 鏡面冷却式 
冷媒 CHF3（フロン-23） 
GPS ゾンデ部 RS-06G（CFH 対応型） 
地上設備 簡易 GPS ゾンデ受信システム（RD-08AC） 
気球 1500g 気球、浮力 3000g 
 
2） 経過 
6 月に国内メーカーから CFH センサーに不具合がある旨の連絡があり、対応について協議の上、昭和
基地にて改修した。 






2013 年 7 月 28 日 28.4km 
2013 年 9 月 19 日 28.1km 








































3.4.1.1 SuperDARN 短波レーダー観測【AP03_01】                               井 智史・福田 陽子 
1） 概要 













サドル EL1～10 の全サドルを改良型（D1 改、D2 改、D3 改、D5 改）に交換。 
EL4 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1を P8A に交換。 
EL7 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
U ボルトを U2A に交換。 
エレメントパイプ 1を P11A に交換。 
EL9 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1を P15A に交換。 
エレメントパイプ 2を P13A に交換。 
エレメントパイプ 3を P6B に交換。 
EL10 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1を P15A に交換。 
エレメントパイプ 2を P13A に交換。 
エレメントパイプ 3を P7B に交換。 
フェーズライン 
EL5-6 間の中心からやや EL6 寄り、または EL6-7 間の中心からやや EL6 寄りの
いずれかにフェーズラインスペーサ（F15）を挿入。 











HF2i01、HF2i04 の EL8 エレメントマウントのネジ止めを実施。 
2 月 19,21 日 
2 月 26-27 日 HF2M13 のエレメント交換保守作業を実施。 
3 月 2-9 日 HF2M13、HF1M06、HF1M12 の VSWR 測定を実施。 
3 月 4-5 日 HF1M12 のエレメント交換保守作業を実施。 
3 月 31 日 ブリザード後の点検で、HF2M16 の振れ留め線が外れている事を確認。 
4 月 15 日 HF2M16 の振れ留め線保守を実施。 
4 月 16 日 HF1M12 の EL4 サブサドルつけ直しを実施。 
5 月 28 日 ブリザード後の点検で、HF2M06 の振れ留め線が外れている事を確認。 
6 月 25 日 
HF2M06 の振れ留め線保守を実施している最中にブームが折れたため、ブーム部をタワー
から切り離し、タワーのみで再度直立させた。 
7 月 11 日 ブリザード（A級）後の点検で、HF1M03 の振れ留め線が外れている事を確認。 
7 月 17 日 HF1M03 の振れ留め線保守を実施。 
10 月 7-8 日 HF2M06 のブーム保守作業を実施。 
12 月 2-3 日 
HF1M15 のエレメント交換保守作業を実施し、タワーを起こす際に根元のヒンジ部（KB26M）
が欠けているのを発見したが、支線・タワー根元のボルトで支えて直立させた。 
12 月 4-6 日 
HF2M06 のブーム・エレメント交換保守作業を実施。保守作業終了後の VSWR 測定でアンテ
ナ直下～ブーム間のケーブル（F13）に異常がある事を確認。 
2014 年 
1 月 6,15 日 
全アンテナの VSWR 測定を実施。 
1 月 14-15 日 
HF1M07 のエレメント交換保守作業と HF2M06 のアンテナ直下～ブーム間のケーブル（F13）
の交換を実施。 
1 月 28 日 55 次隊主導で HF1M15 の根元ヒンジ部（KB26M）とタワー変形部（下部）の交換を実施。
1月 18-19 日 55 次隊主導で HF1M08 のエレメント交換保守作業を実施。 
1 月 29-30 日 55 次隊主導で HF1i01、HF1M03 のエレメント交換保守作業を実施。 
 
b） HF 機器の保守 
HF 機器の保守について表Ⅲ.3.4.1.1-3 にまとめた。 
 
表Ⅲ.3.4.1.1-3 HF 機器の保守作業一覧 
2013 年 
















2 月 11 日 
Hfsrv1 がハングアップしている事を確認。再起動し復旧。 
2 月 18 日 Hfsrv1 がハングアップしている事を確認。再起動し復旧。 
3 月 6,7 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
3 月 11 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
3 月 13 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
3 月 23 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
3 月 28 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
4 月 13 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
4 月 15 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
4 月 29 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
5 月 8日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
5 月 11 日 
第2HFレーダーのRadopsがハングアップしていたため遠隔再起動を試
みたが再起動できず、現地に赴いて PC の再起動を実施。 
5 月 16 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
5 月 26 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
6 月 2日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
6 月 5日 
観測棟 HF2HKPC の MO 書き込みエラーが発生。6 日に再起動したが、8
日に再発したため MO をフォーマットした。10 日にもエラーが再発し
たため、MO ディスクを交換した。 
7 月 5日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
7 月 8日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
7 月 17 日 第 1HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
7 月 17-20 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
7 月 25 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
8 月 8日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
8 月 13 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
8 月 24 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
8 月 27 日 
第2HFレーダーのRadopsがハングアップしていたため遠隔再起動を試
みたが再起動できず、28 日に現地に赴いて PC の再起動を実施。 
9 月 21 日 
第 1HF レーダーの RadopsPC が不調となり、遠隔でデータの確認が出来
なくなっていたが、観測は継続中であったため国内に連絡し、国内か
らの対応で 10 月 12 日より復旧。 
10 月 3 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
10 月 7-8 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
10 月 17 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
10 月 29 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
11 月 16 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
11 月 18 日 
第 1HF レーダーのデータ伝送プログラムがハングアップし、自然復旧
出来ていなかったので国内へ連絡し、国内からの対応で復旧。 
11 月 30 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
1 月 1-2 日 
第2HFレーダーのRadopsがハングアップしていたため遠隔再起動を試




























3.4.1.2 ELF 電磁波観測【AP03_04】                                       井 智史・福田 陽子 
1） 概要 














待つことで対応した。2013 年 1 月 7日に西オングルテレメトリ施設にて、54 次隊持込みの観測データ
収録装置、GPS アンテナ、GPS 受信器を観測小屋に設置し、無線 LAN によるデータ伝送が開始されたが、
2 月 6 日にデータ収録装置の異常で撤収を余儀なくされた。55 次隊が新たに観測データ収録装置を持
ち込んだため、2014 年 1 月 10 日より再度無線 LAN によるデータ伝送が再開された。2014 年 1 月 13 日、


















を連続的に観測する装置である。SPM は、受光部・制御部・コントロール兼収録用 PC からなり、あら
かじめ作成されたスケジュールファイルに従って自動運用が可能である。また、取得されたデータは







b） 全天 TV カメラ 




および IRIG-B 信号（時刻信号）を入力して、HDD/DVD レコーダーに記録する。 
c） WATEC 
簡易型の白黒ビデオカメラ（Watec WAT-120N+）に魚眼レンズ（1/2 インチ用）を装着し全天を映し












SPMのスケジュールに合わせて3月 7日から 10月 7日まで悪天候などを除き141晩分の観測を行っ
た。ほぼスケジュール通りに観測出来たが、観測の開始が手動であるため人為的ミスで観測が遅れる
ことがあった。2013 年 3 月 23 日より信号がちらつく現象が始まり、4 月 6 日には信号が出力されな
くなったため、ナイトビュワの交換を 4 月 7 日に行った。また、月の総日付が 31 日無い月には、動










した。2月 25 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 215 晩分の観測を行った。タイムラプスデータは

















チャによる ATV の記録が安定運用できれば、隊員への負担もかなり減るものと期待される。 
 








51 次隊が設置したボルテック社製フィールドミル型観測器 2式と、52 次隊が設置した同型器 1式の
計 3 式により観測を継続した（以下それぞれ ch1、ch2、ch3 と記載）。各観測器の設置位置を図
Ⅲ.3.4.1.4-1 に示す。2013 年 1 月 11-12 日に ch1、ch2 のセンサー交換を実施した。その際、屋外セ
ンサーch1 と ch2 から延びる 2 つの光ケーブルが Boltek データ収録系へ逆に入力されていることが判
明した。1月 26 日に Boltek データ収録系への 2つの入力（ch1、ch2）を入れ替えた。また、2013 年 1
月 26 日から、高所観測実験のため、観測棟にセンサー（ch4）を設置しデータの収録を開始した。3月
11 日にサーバーへのデータ不達を確認したが、国内へ連絡後、国内からの対応で復旧した。7 月 8 日
に LabDaq（アナログデータ収録ソフト）が停止し、観測プログラムを再起動したが観測は再開されず
国内へ対応を依頼したところ、遠隔アップデート等の作業により 21 日に全て正常に復旧した。10 月
16-17 日のブリザードの影響で、高所観測実験用（4ch）のデータが異常値固定（20.47V/m）となり、
アースの取り付けや機器の再接続等を行ったが復旧せず、12 月 11 日にセンサー交換を行ったところ復
旧した。その際、高所観測実験用センサーの設置高も変更（+40cm）した（写真Ⅲ.3.4.1.4-1）。高所






































2013 年 2 月 20 日にドーム隊が回収してきたデータを PC カードより吸い上げ、修復し国内へ伝送し
た。9 月 6 日～21 日にかけて、みずほ旅行の際にみずほ基地に設置する予定の無人磁力計の試験観測
を実施し、システム全体が正常に動作する事を確認、また各部品の磁性確認を行った。10 月 3 日（み
ずほ旅行往路）に H68 無人磁力計の CF 交換、および再起動を実施した。外観は特に異常がなく良好で
あった。積雪量は 54 次隊夏期に実施した保守後からほぼ変化はなかった。また、衛星電話を通じたデ
ータ伝送も再開された。10 月 10 日にみずほ基地無人磁力計のシステム再設置を行った（写真
Ⅲ.3.4.1.5-1）。53 次隊が回収の際に GPS 座標を測定し、赤旗を立てていたため、同場所にシステムを
設置したが、設置後に計測した GPS 座標は数秒の誤差が出ている（表Ⅲ.3.4.1.5-1）。システムの埋設
には、H68 での経験を生かしシステムを雪中の空洞に設置し、コンパネで蓋をする養生を施した。10
月 15 日（みずほ旅行復路）に H68 無人磁力計の外観点検を実施。外観は特に異常がなく良好であった。










みずほ ロガー支柱部 70°42′5.4″ 44°16′47.76″






















表Ⅲ.3.4.1.6-1 に、れいめい衛星の受信パス数月別内訳を示す。越冬期間中、合計 72 パスの受信運
用を行った。1 分以上 5 分未満の欠測を一部欠測、5 分以上の欠測を全欠測とした。計画した 72 パス
から、全欠測、受信中止/不可の 11 パスを除いた 61 パスのデータを受信し、その内 58 パスが正常受
信、3 パスが一部欠測であった。尚、運用仰角は 20～83 度とした。欠測事由の内訳は以下の通りであ
る。 
a） 受信中止：3パス 
  基地作業    1 パス 
  荒天     1 パス 
  JAXA 側指示  1 パス 
b） 一部欠測（1分以上 5分未満の欠測）：3パス 
  受信システム事由 3 パス  
c） 全欠測（5分以上の欠測）：8パス  
  衛星側事由 0 パス 
  運用事由  2 パス 
  受信システム事由 6 パス 
 
表Ⅲ.3.4.1.6-1 れいめい受信パス数 月別内訳 
          月 
受信区分     
2 月 3 月 4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 総数 
正常受信 1 0 14 20 4 4 3 2 3 2 3 2 58 
受信中止 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
一部欠測 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 




52 次隊運用開始の 2011 年 2 月に宇宙航空研究開発機構（JAXA）より、昭和基地での 1 日当たりの
受信数を 0～1 パスとするよう指示を受け、54 次隊運用でも 2013 年 5 月まで継続した。その後、多目
的大型アンテナ稼働による電力消費量調査にともない、2013 年 6 月以降のれいめい受信運用を 1 パス
/日から 1パス/週へ変更。55 次隊も同様の運用形態を引き継ぐ。 
 














OPC 型式 ADS-02-8CH 
測定チャンネル数（粒径） 8CH（0.3、0.5、0.8、1.2、2.0、3.0、5.0、7.0μm） 
散乱方式 前方 60°散乱 
GPS ゾンデ部 RS-AS03G（改造型 RS-01G） 
地上設備 GPS 高層気象観測システム 
飛揚台数 4 台 
気  球 3000 g ゴム気球 





OPC と GPS ゾンデ部を接続するケーブル部分がシールドされたものに改良され、昨年度までの偽係数
の問題が解消された。 




PSCs が出現しても放球は行わなかった。8 月中旬になり、装置 2 台の不具合が確認され、復旧に 1 カ
月程度かかった為、PSCs 出現時の放球は行えなかった。代わりに 11 月に放球を行い、PSCs 出現後の
状態観測をオゾンゾンデ放球時に合わせて行った。南極ヘイズを対象とした観測に関しては、前年度





 表Ⅲ.3.4.2.1-2 エアロゾルゾンデ観測実績  
飛揚年月日 観測目的 到達高度 
2013 年 5 月 20 日 冬季の PSCs 出現直前の状態観測、成層圏大気、エアロ
ゾル層の沈降と低温化の影響 
31.0Km 
2013年 10月 18日 南極ヘイズの粒径分布と鉛直構造の観測及び成層圏エ
アロゾル粒度分布と鉛直分布観測 
32.0Km 
2013年 11月 20日 PSCｓ出現後のエアロゾル層状態変化観測、オゾンゾン
デとの同日飛揚観測 
35.2Km 
2014 年 1 月 4 日 夏季の成層圏、対流圏エアロゾルの粒径分布と鉛直分
































とが原因であり、5月 25 日新品テープに交換し不具合は解消した。 
































3.4.3.2 心理調査【AP14_02】                                              長谷川 逹央 
1） 概要および経過 
45 次隊より毎年実施され、今次隊で 10 年目となる。極地の環境に於ける心理状態の変化や、帰国後
の変化などを検討するため、POMS、TEG、バウムテストのほか南極心理研究を実施した。実施時期は出










3.4.3.3 食事と健康調査【AP14_03】                                                大江 洋文 
52 次隊以来不在だった本研究の国内担当者は依然として決まっておらず、協力隊員によるデータ収
集のみを行った。3,6,9,12 月にそれぞれ 1 週間の調査期間を設け、三食の摂食状況とともに間食や飲
酒の量、活動状況を記録用紙に記載してもらった。また、この期間中の活動量をオムロン社の活動量










アと ETCO2 を計測し比較検討した。16 名中 2 名脱落した。調査直前まで入眠していた最重症例のデー
タは除いて解析した。結果 ETCO2 の値と動揺病重症度スコア SSMS の間に P<0.01 と有意ではあるが
R=-0.23 と弱い相関関係が得られた。シミュレータなどの屋内装置を用いた研究では動揺病が生じる























た。現在 POMS などの他のパラメータも含め解析中である。 
2） 問題点 











































試料名 設置日 回収日 
秋季暴露頭上①～⑥ 2013 年 2 月 1 日 2013 年 3 月 12 日 
秋季暴露真北⑦ 2013 年 2 月 1 日 2013 年 2 月 2 日 
秋季暴露真北⑧ 2013 年 2 月 1 日 2013 年 2 月 11 日 
秋季暴露真北⑨～⑩ 2013 年 2 月 1 日 2013 年 3 月 12 日 
春季暴露頭上①～⑥ 2013 年 10 月 1 日 2013 年 11 月 9 日 
春季暴露真北⑦ 2013 年 10 月 1 日 2013 年 10 月 2 日 
春季暴露真北⑧ 2013 年 10 月 1 日 2013 年 10 月 11 日 
春季暴露真北⑨～⑩ 2013 年 10 月 1 日 2013 年 11 月 9 日 
夏季暴露頭上①～③ 2013 年 12 月 2 日 2014 年 1 月 10 日 
夏季暴露真北⑦ 2013 年 12 月 2 日 2013 年 12 月 3 日 
夏季暴露真北⑧ 2013 年 12 月 2 日 2013 年 12 月 12 日 










4.1 機械【SME】【SFE】  古見 直人・佐藤 貴一・並木 昭人・谷口 正樹・久川 晴喜・鈴木 学 







測系隊員も参加し、残業も含め連日の作業を行い無事 55 次を受け入れる事が出来た。 
2 月：夏期隊員宿舎立ち下げ、越冬準備、1・2号発電機 500 時間点検、装輪車立下げ整備、ドラム缶燃
料 A ヘリに集積、自然エネルギー棟設備工事、消火器点検等の作業をおこなった。5 日発電棟 1
階補機盤 貯水槽渇水により警報発報、12 日倉庫棟冷蔵庫 1.2 故障により警報発報原因は設定温
度が 10℃から 5℃になっていた事。 















































40 次隊より開始された S165L-UT×300kVA（240kW）2 台による電力供給を 54 次隊でも継続して実
施し、年間を通じ安定した電力を供給した。最大使用電力量は 53 次隊（243kW）と比較して 223kW





ジェネシスクリーンディーゼル（15W40）からスーパーマルパス DX100 に変更した事により、54 次






























































































No. 53次隊からの引継ぎ時間 54次隊の年間稼働時間 55次隊への引継ぎ時間 
1号機 76,937.6 4,981.7 81,919.3 











開始された W 軽油と JP-5 の混合を行い、54 次隊でも発動機の燃料として使用した。54 次隊の混合
比率は、W 軽油:JP-5 を 9:1 として 53 次隊から継続し混合運転を行った。しかし 55 次隊に引き継
ぐ JP-5 の量が少なくなる為、8 月から混合を中止した。年間の燃料消費量は、W 軽油：422,963ℓ、











混合し、潤滑油消費量の節約と保守性の向上に努めた。年間の潤滑油補給量は 1 号機に 860ℓ、2 号
機に 360ℓ使用した。また、2014 年 1 月の 1 号機のオーバーホールおよび 4 月の 1 号機定期点検、
12 月の 2 号機定期点検時に潤滑油全量 420ℓの交換を実施し、合計 2,060ℓを使用した。燃料噴射ポ













った。YDG 系の消耗部品の不足分を 55 次隊に調達依頼した。 
 









30.9 32.8 33.6 35.4 34.6 36.5 
39.1 36.7 36.2 33.4 36.1 37.8 
2.9 3.4 3.1 























4.1.3 電力設備/制御盤の管理・運用【SME_23】                    佐藤 貴一 
1） 300kVA同期発電機 
a） 概要 
37 次隊（1995 年）より、1 号機を「200kVA 同期発電機」から「300kVA 同期発電機」への更新工事
を行い運転開始した。40 次隊（1998 年）で 2 号機も更新工事を行い運転開始している。49 次隊にお
いて、1 号機オーバーホール（ベアリング交換）のため、発電機の交換を実施している。交換した発
電機は 50 次隊で持ち帰りオーバーホール（ベアリング交換）後、53 次隊で持込み 2 号機の更新工事
を行い、運転開始した。54 次では発電機に関する更新等の作業は行っていない。 
b） 運用状況 



















ある。負荷分担制御は、1号機と 2号機の電力差が 10kW 程度あるが、正常な制御範囲と判断し運転
を継続している。2014 年 1 月 18 日に 1 号発電機の警報試験を実施し、正常に動作することを確認
した。また、2014 年 1 月 20 日に 1号発電機盤の保護継電器試験を 55 次引継を兼ねて実施し、正常
に動作することを確認した。 
イ） 電力切替盤 




が設置（2010 年 2 月 4日）されており、越冬期間中毎日データ収集を行い、毎月始めに南極観測セ
ンター宛てに FTP 送信した。データロガー本体は制御用直流電源装置盤の裏側に設置している。 
エ） エンジン補機盤 
年間を通して異常なく稼働した。 
オ） 1 階補機盤 
年間を通して異常なく稼働した。 

















ラジエター循環ポンプ 1号の球切れにより、電球 1個を交換した。 
イ） 1 号発電機盤 
特に無し。 
ウ） 直流電源装置（始動用・ガバナ用・制御用） 














4.1.4 電力設備/太陽光・風力発電設備の管理・運用【SME_24】     佐藤 貴一・谷口 正樹 
1） 太陽光発電 
a） 概要 
太陽光発電システムは 38 次隊(1996 年)より導入し、43 次隊で架台 88 基（架台 1 基に太陽電池パ
ネル 8枚取付）、太陽電池パネル 704 枚、総出力 55kW の太陽光発電システムとなっている。 
b） 運用状況 
データロガーに収集されたデータを毎月始めに吸い上げ、南極観測センターへ FTP 送信した。極夜






･ 不足電圧継電器（UVR） ：【設定値：85V，時間整定：0.5s】 
･ 過周波数継電器（OFR） ：【設定値：50.8Hz，時間整定：0.5s】 








 2 月 3 月 4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 
月間発電量
(kWh) 
3370 1998 608 167 0 0 369 3,149 5,328 6,516 6,825 5,878 
最大電力 
(kW) 











太陽電池パネルのひび割れや腐食、破損等の状況変化を観察した。2013 年 4 月、10 月、2014 年 1
月の 3回、破損状況調査を行い進行がないことを確認した。 
エ） 太陽電池パネル開放電圧測定 





月の 1 ヶ月間に計 17 回停止しており、全て 11:00～16:00 の間で発生している。発電量が 30kW を
超えたあたりから動作が不安定になっているようである。原因はメーカーに確認中である為、修理
については 55 次での対応となる。 
 
2） 10kW風力発電 
a） 風力発電機の運用・管理状況  
ア） 風力発電機稼働状況   












 2 月 3 月 4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 
積算出力
（kWh）
238.3 317.5 374.4 161.1 7.6 48.1 54.9 42.4 3.8 212.8 295.8 4.0 
最大出力
（kW） 
















自然エネルギー棟 1階制御室に 20kW 風力発電機用の HAB を設置した。この HAB は、自然エネルギー
棟の無線 LAN や IP 電話などのアクセスポイントにも使用されている。電源は、自然エネルギー棟電灯
分電盤から 100V 供給した。 
 







確認運転。性能確認。1 年間で運転時間は 1 号機・2 号機とも 2 時間程度ということもあり今回交
換したフィルター類は非常にきれいで交換する必要性を検討した方が良い。内部点検でもきれいで
あった為、当初予定していたオーバーホールの必要性も検討した方が良い。 































4.1.8 自然エネルギー棟設備エネルギーデータの取得【SME_14】           佐藤 貴一 
1) 概要 
54 次隊で完成した自然エネルギー棟の外壁及び室内に各種センサーと機器を取付け、制御室兼設備
室に機器収容箱及びデータ収集用 PC を設置している。取付けたセンサー及び機器は下記の通り。 
a） 外壁 
･ 太陽光パネル 4 枚 
･ 日射量計 4 台 
･ 熱電対 4 箇所 
b） 室内 
･ 微風速計 8 台 
･ 温湿度センサー 6 台 
･ 熱電対 20 箇所 
2） 運用状況 
自然エネルギー棟 1Ｆ制御室兼設備室に設置した PC で 2014 年 1 月上旬からデータを収集している。







































現状 PC を使ってのデータ収集は行っていない。 
 
4.1.10 力率改善用データの取得【SME_31】                            谷口 正樹・佐藤 貴一 
1） 概要 
2014 年 1 月現在、昭和基地の発電機容量は 300kVA であるが、年々基地全体の使用電力量は増加の一

































ム設備が全て完了、電灯工事が 8割、コンセント工事が 6割ほど完了していた。54 次隊では、引き続
きの作業と新たに動力工事・ファンコイル電源制御工事・床暖房電源制御工事・換気ダクト電源工事・





厨房にて 54次隊で持ち込んだ真空パック調理器電源 3相 200V 動力電源の配線及びコンセントを取
付けた。電源については、厨房動力盤 3P-1 から供給した。 







f） 130kl 水槽コルゲート内照明交換 
130kl 水槽コルゲート内照明器具 2灯が古いタイプの FLR 型であったため、HF32W2 灯用を 2台交換
を行った。またこの場所は外気温と同じ室温になるため低温型の照明器具を選定した。 
g） 130kl 水槽内融雪水中ポンプ電源工事 
130kl 水槽内のドリフトによる積雪が多く除雪に苦労していたため、噴水のような感じにするため
水槽内にポンプを 3 台設置しその電気工事を行った。電源は、発電棟 1 階基地主要分電盤から 100V
を供給し、手元ブレーカー及びスイッチを発電棟 1階コルゲート入口近くに取付けた。 
h） 管理棟厨房照明器具交換 














































3 月 18 日に温水流量計の不具合が発生した。表示が消えオンサイトデータも MAX 値の表示になっ
た。その為、温水に関連する熱量値は正確なものではない。53 次隊に比べかなりの増加傾向値にな







































月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
造水利用 67.6 55.7 96.4 104.2 102.6 108.1 107.5 99.7 88.4 97.2 93.1 86.6
空調利用 17.0 35.1 91.4 73.5 97.0 99.0 92.8 72.5 50.7 51.0 30.8 25.3
温水利用 17.4 26.7 30.0 37.4 37.2 39.8 39.2 35.8 31.9 36.4 37.5 29.9
温水系排ガス回収 0.0 0.5 11.9 11.4 6.4 9.5 7.3 4.7 1.9 0.7 0.0 0.0 







54 次隊では、4 月から 11 月まで発動機の排ガス熱回収を積極的に行ったことと回収熱量の調整を
適宜行ったことで、暖房用燃料消費を大幅に低減する事ができた。燃料の最大使用月は 5月で 2,368












たため、手動で動かすよう引継いだ。54 次隊では 5 月に排ガスボイラーのダンパーが 15 日間、閉






54 次隊で 2 階、3 階の暖房用配管の更新工事が夏作業の工事として計画されていたが、夏期間に
は 2階のみ更新し、3階は 12 月に更新した。外調機不凍液循環ポンプは、年間を通して問題なく運
用できた。外調機の外気給気フードには、荒天時に多量の雪の吹き込みがあり、荒天後にはフード
















































不凍液循環ポンプは、奇数月に 1 号機、偶数月に 2 号機を運転して運用した。空調設備点検およ
びファンコイルユニットのエアーフィルターの清掃を月 1回実施した。 
オ） 居住棟 








各棟暖房機の点検を 3 月から 8 月に実施。電気暖房機については設定などを見直し、調整を行っ
た。油炊き暖房機については 7 月に情報処理棟暖房機の CdS セル交換を実施。8 月に地学棟暖房機
のノズル交換を実施。 
2） 造水の管理・運用 
年間を通して荒金ダムから 130 ㎘水槽、130 ㎘水槽から 100 ㎘水槽へ給水して運用した。年間の造水
量は、上水が 1,413 ㎘、中水が 635 ㎘、合計 2,048 ㎘であった。毎月の 1日当たりの造水量を図
Ⅲ.4.1.12-3 と表Ⅲ.4.1.12-2 に示す。上水の平均造水量は 4,241ℓ/日、最大造水量は 1月の 5,051ℓ/
日、最少造水量は 10 月の 3,592ℓ/日であった。中水の平均造水量は 1,910ℓ/日、最大造水量は 1月の
2,430ℓ/日、最少造水量は 10 月の 1,538ℓ/日であった。なお、中水は発電棟のトイレ、洗濯機、浴室の
みで使用している。上水、中水共に 1月の造水量が最大となったが、越冬交代直前に各所清掃を行っ





















2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 平均
4,764 3,739 4,503 4,035 4,072 4,117 3,899 3,826 3,592 4,372 4,928 5,051 4,241










となった。プレフィルター（5 ミクロン）は、差圧もしくは 1 ヶ月に 1 回の交換で運用した。浸透膜
は、6ヶ月もしくは脱塩率が 90％以下となった時点で交換となっていたが、脱塩率に余裕があったた
め 11 月と引継ぎをかねて 1 月に定期交換を実施した。なお、年間を通して脱塩率が 90%以下になるこ
とはなかった。 
b） 荒金ダム 




c） 130 ㎘水槽 
年間を通して荒金ダムから給水して運用した。130 ㎘水槽への雪入れ作業は、7 月から数回程度実





水槽循環ラインのストレーナは、荒天後または 1 ヶ月に 1 回の清掃で運用した。1 月に 130 ㎘水槽循
環ライン熱交換器のプレートを新品に交換および 130 ㎘水槽の清掃を実施した。 
d） 100 ㎘水槽 
年間を通して 130 ㎘水槽から給水して運用した。100 ㎘水槽循環ラインのストレーナは、荒天後ま
たは 1ヶ月に 1回の清掃で運用した。1月に 100kℓ水槽の清掃と共に、腐食の著しかった 100kℓ水槽循
環配管吸込み口フート弁、130kℓ水槽からの給水配管定水位弁を新品と交換し、循環能力の低下して
いた 100kℓ水槽循環ポンプを新品に交換した。100 ㎘水槽循環ラインの屋外部分の保温配管の変形も





中水フィルター（5 ミクロン）および温水フィルター（5 ミクロン）は、差圧もしくは 1 ヶ月に 1
回の交換で運用した。冷水循環ポンプは、2 台のポンプを奇数月に 1 号機、偶数月に 2 号機を運転し
て運用した。温水循環ポンプも奇数月に 1号機、偶数月に 2号機を運転して運用した。管理棟 3 階食
堂手洗い場の Uトラップの清掃を 1回実施した。尿石除去剤を使用した小便器の尿石除去作業を 1 ヶ




を使用した洗浄は、6 ヶ月に 1 回実施した。風呂ろ過装置のカートリッジ式フィルターは、ろ過機の
圧力が 1.7kgf/㎠もしくは 1 ヶ月に 1 回の交換で運用した。浴槽のお湯の交換は、4 週間に 1 回実施
した。ヘアーキャッチャーは、ナイロンメッシュの交換とストレーナの清掃を週に 1回実施した。銀
イオン滅菌剤は、3 ヶ月に 1 回の交換として、1 回に銀イオン滅菌剤を 3 個ずつ使用した。女子風呂
循環装置は 9 月に装置基盤不良により撤去し 12 月に 55 次調達品を設置した。メンテナンス等は女性
隊員に運用を任せた。 
b） 管理棟  
二槽式受水槽は、10:30 の機械ワッチで 12%希釈の次亜塩素酸ナトリウム水溶液を各水槽に 50ml ず
つ注入した。これは、受水槽内で滞留する時間が長く、残留塩素濃度が希薄になるための措置となっ














5） LPガスの管理・運用              
プロパンガスの年間使用量は、管理棟で 48 本、夏期隊員宿舎で 6 本の合計 54 本であった。プロパ
ンガスボンベ庫には、6本のプロパンガスボンベが3本ずつ2系統で配備されている。厨房への供給は、
1系統のプロパンガスボンベ3本が消費されると自動的に別の系統の3本に切り換わるように自動切換

























た、ソーラー加温システムのガラス管には養生カバーを取り付けた。立ち上げは、11 月下旬に第 1 ダ
ム取水ポンプ付近を重機で除雪してからペール缶に投げ込みヒーター（1kW）を投入して融氷した。十
分な水量を確保した後、12 月上旬から屋外受水槽に取水するとともに、ソーラー加温設備を立ち上げ








































の順で配管を敷設した。旅行準備室を資材置き場兼加工場とし、配管を 2 から 3m 程度の長さで加工



















換気ダクト電源工事では、2 階部品庫 C に換気設備動力制御盤を設置し、二次側配線も屋根裏部屋
の換気ダクト用モーター配置場所まで配線を終えている。残りの工事としてモーター部分の結線と試
験運用のみとなっている。 
構内 LAN 設備工事として、1階制御室に 20kW 風力発電機用 HAB を設置しそれを自然エネルギー棟構
内 LAN 設備として兼用し、休憩室に IP 固定電話用ジャック、1階制御室に無線 LAN 用アクセスポイン
トの設置、2階部品庫 Aに無線 LAN 用アクセスポイントの設置を行った。 



































54 次隊では配管施工までしか行えず、試験運用まで至らなかった。55 次隊以降での施工となる。 
 












4.1.17 防災設備の管理・運用【SME_27】                佐藤 貴一・久川 晴喜・谷口 正樹 
1） 防災設備/総合防災盤の管理・運用 
a） 火災報知設備 














を CAD にて行った。 
b） 非常放送設備 








































ウォータップミニは、ガス圧式加圧装置で計 5 台設置されている。その内 3 台は基地中心部の防
火区画 A、B、Cに設置されており消火剤として水を充填している。消火器点検時、水量と窒素ボン
ベの圧力を確認した。54 次隊では防 Bに設置されているウォータップミニの窒素ボンベの更新を行
った。その他、第 1・第 2 夏期隊員宿舎に 1 台ずつ設置されている。設置場所が玄関入り口の為、
凍結の恐れがあるので夏期隊員宿舎の立ち下げ時に消火器内部の水の抜き取り作業を行い、消火器




備品がなかったため 55 次隊で予備品の調達を行ってもらった。訓練で使用した後は、防火区画 A
～発電棟間の斜面通路床上で 2～3 日程乾燥させ、ホース班主体で各防火区画に戻した。その際防
火区画 Aにホースを 4本載せた背負子を 2台用意してホース搬出の効率を上げた。 
f） インパルス消火器 
右利き用 2台に常時水を入れた状態で防火区画 Bに設置していたが、54 次隊では訓練時でも使用
はしなかった。55 次隊ではインパルス消火器を使用しないとのことを受け、2013 年 12 月に機械建












空気呼吸器は、「ライフゼム M30 型（自動陽圧式）」が防火区画 B の防災棚に 6 セットある。月に
1 度消火訓練時に点検を行い、取扱説明書により機能確認や空気ボンベの残圧確認を実施した。1
月の引継ぎ消火訓練の際に 55 次隊への取り扱い訓練を実施した。 
j） 救助用機材 
重機物排除具は倒壊した建物から脱出する時に使用する器具で、倉庫棟 1 階に保管されている。
錆や腐食があり使用する機会もない。防火区画 Bや C に設置されている破壊班用のハンマーや斧は
なにに使ったのかわからないが、刃の欠けや傷が多い。懐中電灯は LED タイプ更新を行っている。




4.1.18 屋外消火設備の設置【SME_11】                                                佐藤 貴一 
54 次隊では第 1 夏宿、第 2 夏宿、大型大気レーダー観測小屋周辺の設置場所の検討を行った。設置
は 55 次隊に引き継いだ。 
 





















・膜モジュールの 1枚が不良となり、真空圧が上がらなくなった。予備のパネルも無い為 54 次では
3枚のパネルを常時使用し、使っていない 2枚の膜モジュールと予備として運用を行った。 
 
















9 月に 1号・2 号発動発電機のオイル・オイルフィルター・エアクリーナー・燃料フィルターの交換
を実施した。2台ともオイル汚れ、油量、異音、排気色共に異常は見られなかった。1号機発電機の調
子が悪く発電機の始動性には問題がないが寒さのせいか直ぐに停止してしまう。発電小屋の室内が暖
まると問題なく使用できる。1 号機は老朽化で入れ替えが望ましい。入れ替え時 YDG305S より YDG350
の方が整備的にも望ましい。雪鳥沢小屋内暖房機の調子が悪く燃焼状態が良くなかった。燃料タンク
は昭和に持ち帰り洗浄、設備隊員による暖房機の交換を行った。以後正常に稼働した。 





2013 年 1 月に 53 次隊との引き継ぎを兼ねて発電機整備を実施。発動発電機およびボイラーについて
は、特に問題無く稼働した。発電機の予備部品がないため 55 次隊に調達依頼。 





関係の現地現調を行い図面作成を CAD にて行った。 
 
4.1.21 電力設備/大型大気レーダー観測用発電機の管理・運用【SME_21】  


































して 4WD から切り替えができないようにしてある。 




































































エルフ 2t ダンプ 39 11,167km 11715km 548km  
エルフ 2t ダンプ 43 7,434km 8092km 685km  
エルフ 3t ダンプ 48 5,388km 6092km 704km  
エルフ 350 40 8,114km 8337km 223km  
エルフ 350 44 5,479km 5621km 142km  
エルフ 350 47 4,330km 4851km 521km  
エルフ 150 40 5,400km 5602km 202km  
エルフ 150 白 41 9,673km １0055km 382km  
エルフ 150 青 41 5,139km 5421km 282km  
エルフ 150 42 8,311km 8524km 213km  
トラッククレーン 37 8,076km 8240km 164km ZF303 
トラッククレーン 40 9,010km 9249km 239km ZF303 
トラッククレーン 43 8,001km 8497km 496km ZR303 
トラッククレーン 49 3,189km 3590km 401km  
コンテナトラック 48 1,882km 2273km 391km  
コンテナトラック 49 1,665km 1977km 312km  
WING100 43 2,760h 3011.9hr 251.9hr  













WA100-5 48 8,169km 9134.8km 965.8km  
FD25H-12 39 81h 160.8hr 79.8hr  
FD25H-12 40 977h 981.1hr 4.1hr  
NTX-25 49 93h 204.7hr 111.7hr  
FD115-7 48 1,425h 1684.8hr 259.8hr  
FD115-7 49 1,270h 1688.8hr 418.8hr  
 
表Ⅲ.4.1.22-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 
2t ダンプ 39 ① 定期整備 
② 右後ろブレーキシリンダー交換 
2t ダンプ 43 ① 定期整備 
3t ダンプ 48 ① 定期整備 
② トランスファー不具合調査→4WD に直結 
③ アクセルペダル折損→交換 
④ 運転席ドアミラー交換 
エルフロング 31 ① 未整備（持ち帰り予定車輌） 
エルフ 350 40 ① 定期整備 
② 運転席ドアヒンジ交換 
③ 右後ろブレーキシリンダー交換 
エルフ 350 44 ① 定期整備 
② エンジン載せ替え 
エルフ 350 47 ① 定期整備 
② フロントガラス交換 
③ バッテリー交換 
エルフ 150 40 ① 定期整備 
エルフ 150 白 41 ① 定期整備 
② 右前ブレーキピストン固着→清掃 
エルフ 150 青 41 ① 定期整備 
② バッテリー交換 
エルフ 150 42 ① 定期整備 
トラッククレーン ZF300 37 ① 定期整備 
4t ユニック 40 ① 定期整備 
② EXH パイプ交換 
③ クレーンワイヤー交換 
4t ユニック 43 ① 定期整備 
② サイドブレーキ シュー、ワイヤー交換 
③ トランスファー不具合調査→4WD 直結 
4t ユニック 49 ① 定期整備 
② 運転席ステップ交換 
③ バルブクリアランス調整 
コンテナトラック 48 ① 定期整備 







WING100 38 ① 未整備（持ち帰り予定車輌） 
WING100 43 ① 定期整備 
② 左側アンダーミラー交換 
タダノ 16T クレーン 52 ① 定期整備 
② 主巻きフック格納 BKT 交換 





フォークリフト 39 ① 未整備 
フォークリフト 40 ① 未整備 
フォークリフト 49 ① 未整備 
② スターター交換 
大型フォークリフト 48 ① 定期整備 
② 爪幅調整シリンダー交換 
③ パワステシリンダー交換 
大型フォークリフト 49 ① 定期整備 
② 右後ろタイヤ交換 
4 輪バギー1号車  ① 未整備 
4 輪バギー2号車  ① 未整備 
4 輪バギー3号車  ① 未整備 
 
4.1.23 装軌車（雪上車以外）の運用・管理【SME_39】                  古見 直人・並木 昭人 
1） 概要 
装軌車は 1 年を通して使用した。冬期の除雪作業にはパワーショベルとブルドーザー、ミニブルド












ア） ミニブルドーザー MS40V 









イ） ドーザーショベル D31Q-20 
54 次隊未使用。持ち帰り検討車両。 
ウ） 牽引トラクタ D40PL-5-1、D40PL-5-2 
54 次隊未使用。S16 常置である。53 次隊では GPS により駐車場所は把握できているが雪に埋もれ
ており未確認である。 
エ） パワーアングル、パワーチルトドーザー D41P-6 
54 次隊未使用。持ち帰り検討車両。 







ア） クローラクレーン MST-800VD 
42 次持ち込み車両は、現在は、管理棟下に新しく設置された車両用給油タンクの置き場として使
用されている。持ち帰りが必要。53 次隊持ち込み車両は、1 年を通して使用した。2 月に接触事故
を起こしクレーンが使用できなくなったが、走行には問題無くクレーン仕様車両と合せて運用する
事で運搬車両として使用した。現在は 55 次持込み部品と交換し使用可能となった。 
イ） クローラダンプ C60R-2 
54 次持帰り。 
ウ） クローラフォーク MF-50 
54 次隊未使用。持ち帰り検討車両。（コンテナヤードデポ） 
c） パワーショベル 
ア） パワーショベル PC70-7E 
54 次隊未使用。持ち帰り検討車両。 






は 1台だが同一車両なので 2台共定期的なボルトの増し締め等の確認が望ましい。 




Vio20-2 は 54 次隊での夏作業中はパンジーエリアにて使用され、越冬期間中は管理棟や汚水処理棟
周辺の除雪で使用された。B22-2 は 2t 橇積載状態で見晴らし岩にデポされている。 
e） その他 
ア） 振動ローラ TW500W 
54 次隊では未使用。（機械建築倉庫脇にて保管） 
イ） 除雪機 YSR3420-1 YSR3420-2 
狭い場所での除雪に使用したが越冬中盤からはあまり使用する事は無かった。2 台とも走行系に
不具合を抱えている。 






54 次隊では、初め VT500XL1 台と ski-doo2 台を運用したが、越冬すぐに VT500XL の駆動系に故障
が確認され修復不可能と判断し、その後は ski-doo2 台を運用した。その他の車両は持ち帰り廃棄




① VT500XL （47-1） 
54 次隊持帰り。 
② ski-doo （53-1） 
氷上偵察や 11 月以降の海氷上の移動に使用した。2人乗り車両のため、各種観測等で使用
された。 














MS40V 43 2,625h 2,625h 0h 54 次持帰り 
MS40V 47 2,922h 3,098h 176h  
MS40V 51 1,898h 2,186h 288h  
D31Q-20 39 1864h 1864h 0h 持ち帰り予定 
D40PL-5-1 34 2,986h 2,986h 0h S16  
D40PL-5-2 34 3,096h 3,096h 0h S16  
D41P-6 45 5,154h 5,154h 0h 持ち帰り予定 
D41P-6 改 41/49 4,977h 4,977h 0h 持ち帰り予定 
D5K 53 1,512h 2,550h 1,038h  
MST-800VD 42 7,848h 7,848h 0h 持ち帰り予定 
MST-800VD 53 1,718h 2,417h 699h  
C60R-2 39 5,667h 5,667h 0h 持ち帰り予定 
MF-50 40 1,566h 1,566h 0h 持ち帰り予定 
B22-2-1 36 3,576h 3,576h 0h 持ち帰り予定 
B22-2-2 36 1,602h 1,602 0h  
B22-2 35 688h 688h 0h 持ち帰り予定 
ViO20-2 43 2,875h 3,154h 279h  
PC70-7E 41 5,713h 5,713h 0h 持ち帰り予定 
ZAXIS70 51 4,373h 5,074h 701h  
ZAXIS70 53 1,430h 2,191h 761h  
TW500W 48 1,463h 1,463h 0h  
YSR3420A 45 758h 770h 12h 除雪機 











VT500XL（47-1） 47 5,054km 5,054km  0km 54 次持帰り廃棄 
Ski-doo（53-1） 53 576km 1,992km 1,416km  
Ski-doo（53-2） 53 268km 1,659km 1,391km  
 
表Ⅲ.4.1.23-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 
ミニブル MS40V 43 54 次持帰り 
ミニブル MS40V 47 ① 定期整備 
② エアークリーナー交換 
③ アイドラホイール部フレーム補強溶接 
ミニブル MS40V 51 ① 定期整備 
② アイドラホイール部フレーム補強溶接 
③ グリップヒーター取付 
D31Q-20 39 未使用（持ち帰り検討車輌） 
D40PL-5-1 34 未使用（持ち帰り検討車輌） 
D40PL-5-2 34 未使用（持ち帰り検討車輌） 
D41PP-6（改） 41 未使用（持ち帰り検討車輌） 
D41PP-6 45 未使用（持ち帰り検討車輌） 






クローラクレーン 42 未使用（夏場の燃料給油所） 
クローラクレーン 53 ① 定期整備 
② 作動油フィルター交換 
③ ファンベルト交換 
クローラダンプ 39 54 次持帰り 
クローラフォーク 42 未使用（持ち帰り検討車輌） 
ミニバックホー① 36 未整備 
ミニバックホー② 36 未使用（持ち帰り検討車輌） 
ミニバックホー 35 未使用（持ち帰り検討車輌） 
ミニバックホー（Vio） 43 未整備 
PC70-7E 41 未使用（持ち帰り検討車輌） 





⑥ A リンク亀裂溶接補修 
⑦ 履帯ボルト増し締め 








TW500W 48 ① 未使用（持ち帰り検討車輌） 
除雪機（YSR） 45 ① エンジンオイル交換 
② ファンベルト交換 
③ 動力伝達ケーブル 
除雪機（YSR） 46 未整備 
パンジードリル（ECO-3V） 47 未使用（持ち帰り検討車輌） 
VT500XL（47-1） 47   54 次持帰り 
Ski-doo（53-1） 53 ① 定期整備 
Ski-doo（53-2） 53 ① 定期整備 
 
4.1.24 雪上車の運用・管理【SME_40】                                                古見 直人 
1） SM100S 大型雪上車 
a） 標準仕様車 







両 3 台（SM112・SM115・SM116）と SM114、SM113 を氷上輸送車両として見晴らし岩に常駐した。S16
にあるデポ車両のほとんどが 2万 km を超えており、SM107、SM108、SM110 は、老朽化による各種不具
合のため、実質使用不能である。これらの車両は国内持ち帰りが必要である。 
b） クレーン搭載車（SM102 改）（SM106 改） 
SM102 改：S16 からとっつき岬間の橇移動及び S17 滑走路整備等で使用した。 
SM106 改：S16 からとっつき岬間の橇移動等で使用した。 
c） 排雪ブレード装着車（SM103 改） 
昭和基地からS16回送時排雪ブレードが作動不良となりチェーンブロック等で持上げ固定してとっ
つき岬にデポし、後日整備を実施した。配管ホースの緩みがあり増締めと作動油補給を行った。 





2） SM60/65S 氷上牽引車 











3） SM50S 中型雪上車 
a） 標準仕様車 
全体的に老朽化が進んでいる。全車両の持ち帰りが必要である。54 次隊では、未使用とした。 
4） SM40S 小型雪上車 
ルート工作、沿岸の各種野外観測、夏期の各種海氷上行動用車両として使用し、SM60/65S と並び時
期を問わず使用頻度の高い車両である。全車両に老朽化が目立ち、使用していない車両の持ち帰りと




5） SM30S 浮上型雪上車 















SM102 改 42 27,672 27,954 282 とっつき岬 
SM103 改 43 23,089 23,169 80 S16 
SM104 改（h） 44 884 884 0  
SM106 改 53 20,895 21,045 150 S16 
SM107 38 19,748 19,748 0 S16 
SM108 39 19,707 19,707 0 S16 
SM109 40 19,688 19,903 215 S16 
SM110 40 24,475 24,475 0 S16 
SM112 42 26,666 27,432 766  
SM113 43 7,485 7,485 0  
SM114 44 25,749 26,004 255  
SM115 45 20,053 20,853 800  
SM116 46 21,314 21,845 531 距離計不良 
SM601 48 5,149 5,784 635  
SM651 49 6,626 6,626 0 距離計不良 
SM653 51 7,242 10,283 3041            
SM507 34 4,851 4,851 0 持ち帰り予定 
SM511 37 12,455 12,455 0 持ち帰り予定 
SM518AT 28 15,588 15,588 0 54 次持帰り廃棄 
SM519AT 28 10,516 10,516 0 54 次持帰り廃棄 
SM521 30 19,542 19,542 0 持ち帰り予定 
SM522 45 4,942 4,942 0 持ち帰り予定 
SM407 36 19,019 19,019 0 持ち帰り予定 




SM409 29 32,347 32,347 0 持ち帰り予定 
SM410 37 25,158 25,158 0  
SM411 39 21,569 23,148 1,579  
SM412 42 25,702 26,813 1,111  
SM413 45 9,021 9,592 571  
SM414 46 17,134 19,590 2,456  
SM302 43 5,955 5,955 0 距離計不良  
SM303 44 6,497 6,497 0  







SM102 改 42 ① 不凍液補充 
SM103 改 43 ① 不凍液補充 
② 各転輪、パワーライン、排雪ブレードのグリスアップ 
SM104 改 44 未整備 







SM107 38 未整備（持ち帰り検討車両） 
SM108 39 未整備（持ち帰り検討車両） 








SM110 40 未整備（持ち帰り検討車両） 




























⑪ 左第 1下転輪トーションバー交換 
⑫ カタピラボルトの増締め 































































SM507 改 34 未整備（持ち帰り検討車両） 
SM511 37 未整備（持ち帰り検討車両） 
SM518AT 28 54 次持帰り 
SM519AT 28 54 次持帰り 
SM521 30 未整備（持ち帰り検討車両） 




SM407 36 未整備（持ち帰り検討車両） 
SM408 29 未整備（持ち帰り検討車両） 
SM409 29 未整備（持ち帰り検討車両） 
SM410 37 未整備（持ち帰り検討車両） 






































SM302 43 ① 定期点検 
SM303 44 未整備 




4.1.25 橇・モジュールの維持・管理【SME_41】                    並木 昭人 
昭和基地にある橇の大半は 2t 積木製橇（以下 2t 橇とする）で占められている。2t 橇は、沿岸や内
陸調査旅行の物資輸送、燃料給油用の燃料橇として多く使用した。今次隊では、みずほ旅行が計画さ




地や S16 には幌製や金属製のカブースを載せた橇がデポしてある。20ft 橇は機械モジュール橇（リー
マン橇）と大型恒栄橇である。機械モジュール橇は、前室に作業スペース、部品棚、ウェルダーが設
置され、後室には燃焼式ヒーターと 2段ベッドが 2組設置されている。また、恒栄橇は 12ft コンテナ
を 2台分積めるスペースがある他、大型物資の積み込みが可能である。これらの橇は 54 次ドームふじ
旅行に使用したが、旅行後両橇共にフレーム等が損傷し、修理が必要である。12ft コンテナ用金属橇





種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2 トン積木製橇 28-02 昭和 枠無し 空橇 
居住カブース橇 28-?? 昭和 居カブ 
カセットボンベ、マッチ保管 
旧 11 倉庫脇デポ 
2 トン積木製橇 29-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 30-6 昭和 枠無し 
車両積載用スロープ搭載 
コンテナヤードデポ 
幌カブ改造橇 32-01 昭和 枠無し平橇 ミニバックホー（35）搭載 
2 トン積木製橇 35-04 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-09 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 35-13 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 35-19 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-21 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-？ 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-04 昭和 枠無し SM100 用道板搭載 
2 トン積木製橇 36-05 昭和 枠無し リキッドコンテナ 3基搭載 
2 トン積木製橇 36-07 昭和 箱橇 空橇 
2 トン積木製橇 36-09 昭和 箱橇 箱破損 
2 トン積木製橇 36-11 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-12 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-13 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-14 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-16 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 39-02 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 40-3 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 40-04 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 41-02 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 41-04 昭和 枠付き 空橇 




種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2 トン積木製橇 42-01 昭和 枠無し リキッドコンテナ 3基搭載 
2 トン積木製橇 42-04 昭和 枠付き 貸油ホース搭載 
2 トン積木製橇 42-05 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 43-01 昭和 枠付き 枠破損 
2 トン積木製橇 43-04 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 44-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 44-03 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 44-04 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 45-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 45-3 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 45-4 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 46-2 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 46-01 昭和 枠無し リキットタンク 3基搭載 
2 トン積木製橇 46-03 昭和 枠付き 空橇 
特殊 2トン橇 47-掘削-1 昭和 枠無し 海底掘削機搭載用 
幌カブース橇 47-発電-1 昭和 幌カブ 33kVA 発電機搭載 
幌カブース橇 47-観測-1 昭和 遮光幌カブ 旅行用食料橇として使用 
2 トン積木製橇 48-01 昭和 枠付き 枠破損 
2 トン積木製橇 48-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し コンテナ橇スキー搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 
S17 用造水槽搭載 
機械建築倉庫脇デポ 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 貨油ホース搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 
旧流星レーダー小屋搭載 
PANSY 小屋前デポ 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
幌カブース橇 不明 昭和 幌カブ 未確認 
幌カブ改造箱橇 不明 昭和 幌カブ 小型、トイレ橇 
12ft コンテナ橇 47 昭和 氷陸両用橇  
12ft コンテナ橇 49 昭和   
12ft コンテナ橇 51 昭和   
12ft コンテナ橇 51 昭和   
12ft コンテナ橇 54-1 昭和   
12ft コンテナ橇 54-2 昭和   
20ft コンテナ橇 53 昭和 大型恒栄橇  
20ft コンテナ橇 55 昭和 リーマン橇 居住モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 55 昭和 リーマン橇  
2 トン積木製橇 35-14 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 




種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2 トン積木製橇 36-15 S16 枠付き JET-A1 ドラム缶 12 本搭載 
幌カブース橇 37-? S16 幌カブ 風呂搭載 
幌カブース橇 39-5 S16 幌カブ 機械部品搭載 
2 トン積木製橇 40-1 S16 枠付き 各種牽引ワイヤー搭載 
2 トン積木製橇 41-3 S16 枠付き JET-A1 ドラム缶 12 本搭載 
幌カブース橇 41-スチーム-1 S16 幌カブ 機械部品、ラッシングベルト等搭載 
2 トン積木製橇 44-1 S16 枠付き 雪氷遮光シート搭載 
2 トン積木製橇 47-1 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
金属カブース橇 不明 S16 金カブ 建築、機械混載物資搭載 
20ft コンテナ橇 37 S16 金カブ ドーム夏宿 
20ft コンテナ橇 53 S16 リーマン橇 機械モジュール搭載 
2 トン積木製橇 47-5 S17 枠付き 
空ドラム缶 4 本、 
JET-A1 ドラム缶 8本搭載 
2 トン積木製橇 43-03 未確認 枠付き  
2 トン積木製橇 35-15 未確認 枠付き  
2 トン積木製橇 39-3 未確認 枠付き  
2 トン積木製橇 40-3 未確認 枠付き  
2 トン積木製橇 不明 未確認 枠付き  
2 トン積木製橇 不明 未確認 枠付き  
2 トン積木製橇 未確認 IM01 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 未確認 IM01 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 未確認 IM01 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 未確認 IM01 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
12ft コンテナ橇 48 S16  
天文観測ドーム搭載 
フレーム折損によりデポ 
20ft コンテナ橇 52 DF74 大型恒栄橇 無人発電モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 52 DF74 リーマン橇 無人発電モジュール搭載 
 
4.1.26 燃料・油脂の管理【SFE_01】                         古見 直人 
1） 「しらせ」から昭和基地への燃料輸送 
54 次隊では、W軽油（バルク）約 452 ㎘、JP-5（バルク）約 49.5 ㎘、南極低温燃料（ドラム缶）200
本、JET-A1（ドラム缶）192 本、レギュラーガソリン（ドラム缶）11 本、プロパンガスボンベ 48 本、
南極エンジン油（ペール缶）30 本、南極ギヤ油（ペール缶）20 本、ダフニー作動油（ペール缶）66 本、
不凍液（ドラム缶）9本、発電機用エンジン油（ドラム缶）8本を持ち込んだ。バルク燃料については、
「しらせ」の接岸断念により 1月 12 日～20 日の期間で空輸による貨油輸送を実施した。貨油輸送の実
績は、W軽油が 600 ㎘搭載のうち約 452 ㎘、JP-5 が 50 ㎘搭載のうち約 49.5 ㎘であった。「しらせ」側
で貨油タンクからリキッドタンクに燃料を移し空輸は、リキッドタンクを 1便に 3基搭載して、W軽油
を約 452 ㎘、JP-5 を約 49.5 ㎘輸送した。空輸した貨油は、Cヘリポートから旧 Cヘリポートに移し燃
料移送ポンプを運転して見晴らし岩貯油タンクへ貯油した。なお、旧 C ヘリ抜油所から見晴らし岩ポ




に積載した状態で Aヘリポートに 11 月まで保管した。11 月にドラム缶パレットを解体して、観測隊ヘ
リコプター用燃料として使用する JET-A1 を B ヘリポートに、その他の燃料を車庫～B ヘリポート間に




コプターで 12 月に 36 本、1 月に 7本を使用した。南極低温燃料は、雪上車の燃料として通年、装軌車



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4.1.27 工作機械・工具                             並木 昭人 
1） 作業工作棟 
a） 1 階 
53 次隊にて自然エネルギー棟で作業するようになり部品を整理したため、基本的には 53 次から現
状維持の状態である。小型発電機置き場としていた。 



































4.1.28 燃料設備の管理・運用         古見 直人・佐藤 貴一・谷口 正樹・久川 晴喜 
1） 貯油所 
見晴らし岩貯油所は、100kℓ金属タンク 10 基、50kℓ金属タンク 2 基、200kℓターポリンタンク 1 基、
60kℓFRP タンク 1 基の構成となっている。100 ㎘金属タンク②③④⑤⑦⑧⑨に W 軽油、100 ㎘金属タン
ク①⑥⑩に JP-5 を貯油して運用した。基地側貯油所は、25kℓ金属タンク①②と 20kℓ金属タンク①③に


























の給油は、自動停止機能付電動ポンプで行えるようになった。2014 年 1 月 31 日現在の見晴らし岩貯油








W 軽油 15.0kℓ 
100kℓ金属タンク №1 （35 次） 
JP-5   90.0 kℓ 
100kℓ金属タンク №2 （36 次） 
W 軽油   98.0 kℓ 
100kℓ金属タンク №3 （38 次） 
W 軽油   93.6 kℓ 
100kℓ金属タンク №4 （39 次） 
W 軽油   94.0 kℓ 
100kℓ金属タンク №5 （42 次） 
W 軽油   100.1 kℓ 
100kℓ金属タンク №6 （47 次） 




W 軽油   1.7 kℓ 
50kℓ金属タンク№2 
JP-5   0.0 kℓ 
60kℓFRP タンク 
JP-5  10.3 kℓ 
100kℓ金属タンク №7 （45 次） 
W 軽油   98.5 kℓ 
100kℓ金属タンク №8 （46 次） 
W 軽油  101.3 kℓ 
100kℓ金属タンク №9 （48 次） 
W 軽油   101.0 kℓ 
100kℓ金属タンク№10 （49 次） 









































                                                         


















































図Ⅲ.4.1.28-2 基地側貯油所 2014 年 1 月 31 日の貯油状況 
 
20kℓFRP タンク 





W 軽油   24.4 kℓ 
25kℓ金属タンク №2 
W 軽油   17.4 kℓ 
20kℓ金属タンク №1 
W 軽油  19.2 kℓ 
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キュー体制の確立等、その他緊急体制維持等々多岐にわたる。特に 54 次隊夏期と越冬開始 2月上旬の
通信の運用形態は、前次隊同様「しらせ」接岸不可、さらには氷上輸送が出来なかった為、過去に例

























らには、インマル FAX による電報受付や打電等の電報業務を有し、越冬期間中の 7月 13 日には参議院
選挙の不在者投票をインマル FAX により実施した。 
2） 通信業務（夏期） 
a） 54 次隊の夏期通信（昭和基地） 
 平成 24 年 12 月 20 日に昭和基地に入り、当日から 53 次通信隊員と伴に一緒に夏期オペレーショ
ンに関する通信を実施した。昭和基地内での通信は、54 次隊は UHF の CH-1 を使用し、53 次隊は CH-3
を使用、輸送関連業務については CH-2 を使用した。沿岸調査隊（セルロン隊・ドーム隊含む）とは
HF、UHF 及び VHF にて毎日定時交信を実施し、通信の確保が困難な場合はイリジウム衛星携帯電話を
使用した。その他、観測隊航空機及び「しらせ」ヘリとの通信には Air VHF を使用し、その通信業務
については越冬隊長及び医療担当隊員の多大なるバックアップを受けた。また、昨季に続き「しらせ」
の昭和基地への接岸断念、そして氷上輸送についても実施不可、さらには早期段階での「しらせ」ヘ
リ CH-101 機の不具合の発生により、その後の輸送はすべて観測隊ヘリ「OZ へリ 2 機」に頼る情況と
なったため、通信業務は多忙を極めた。 
b） 55 次隊との夏期通信（昭和基地） 
平成 25 年 12 月初旬の氷上先行輸送を皮切りに、55 次隊の昭和基地入り、「しらせ」接岸後の物資・
燃料の輸送等は順調に予定どおり実施され、それらに伴う通信業務も円滑に 55 次隊通信担当と伴に
通信業務を実施した。昭和基地内での通信は、55 次隊は UHF の CH-1 を、54 次隊は CH-3 を使用、輸















55 次隊の往路では 11 月 29 日南緯 43 度付近 14MHz にて対「しらせ」との通信が成立。以後、昭和
基地付近までは 14MHz→11MHz→7MHz→4MHz と順次周波数を変えて定時交信等を実施した。途中、南



















c） HF 帯通信 











b） インマルサット B-2 
NTT との電報 Faxの送受、インテルサット定期点検保守及び障害発生時の気象データの送受及び NTT
他との業務連絡、「しらせ」との電話連絡用回線等として使用されている。54 次隊では 7 月に参議院
選挙が実施され不在者投票がインマル Fax にて実施された。さらには、極地研との各訓練や夏オペ期
間中のしらせとの突発的案件連絡（急病人の発生等）に使用されるなど、通信設備としては需要度・
重要度の高い設備である。なお、インマルサット Bについては本年 12 月 31 日をもって、そのサービ
スの提供が終了予定となっており、54 次隊において、昭和基地における後継機としてインマル FB の
設置及び使用可能確認の検証を実施し、問題なく良好に使用可能な状況であることを確認した。併せ
て、インマル FB 本格稼働後は、その運用は通信担当、保守メンテナンスに関しては LAN インテル担
当者にて、運用継続を図ることが確認了承済となっている。 
























表Ⅲ.4.2.1-1 発信電報月別通数 (単位：通) 
月別通数 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
公用電報 48 9 0 1 4 1 0 0 0 1 60 1 125 
私用電報 0 1 1 3 2 2 3 0 1 0 2 0 15 
 
4.2.2  無線設備の保守【SCO_02】  
1） HF短波設備 
 a） 短波送信機 
送信棟内設置の 2 台の送信機 JRS-713、JRS-753 については、越冬期間中約 2 ヶ月に一度、保守点
検を実施した。53 次よりの引継ぎ同様、ダイポールアンテナでは 3024.5kHz,4540kHz の SWR 値が少し
高く、DE-TUNE ALM が発生し送信機の送信が落ちる時があり、毎回プリセットにてチューニングをと
った。また、10 月実施のみずほ旅行隊定時交信時において JRS-713 及び JRS-753 両機のアンテナチュ
ーニングの不整合による ALM が発生、その後のプリセットにより原状回復となったが、55 次復路対「し
らせ」との定時交信においても同様の ALM の発生、併せて 53 次での同軸切換制御リレー盤のメイン










3MHz 及び 4MHz 帯においては、使用頻度が高く有効に活用されている。今後とも保守・メンテナン
スの質を高め、現状維持を保つ必要がある。 
d） アンテナ島 HF 用ログペリアンテナ 
一部エレメントの損壊にて対応不可の周波数帯もあるが、54 次においては受信用のアンテナとして
利用した。ただし、11MHz 以下の周波数帯での送信を行うと、周波数適応外であるため ALM の発生が






















53 次同様、UHF 基地局は JHM-45S30AN（対レピーターCH-3）、IC-F420S（CH-2）及び VHF 基地局は
JHV-224T（予備）を設置。また、越冬期間中、管理棟非常階段に設置してあった IC-F420S（CH-2）用
アンテナのエレメントの切断が発見されたので同一のアンテナとの交換を実施した。 
b） UHF 基地局 
通信アンテナタワー下部の保温箱内に UHF 基地局（CH-1 用 IC-F6062、CH-3 レピーター局）及び VHF
（JHM-201S25ST）が設置されている。また、CH-3 レピーター局の設備変更については、昭和基地内設
備対象局の計画的な増設に適応した運用面に支障を及ぼさない配慮が必要とされる。その他、通信ア
ンテナタワー下部の保温箱内設置の UHF 基地局（CH-3 レピーター局）については、送信後のノイズ
発生現象が 8 月と 11 月の複数回において発生。無線送受信機（CH3 レピーター局）のスケルチの再調
整にて現象は収束するが、その原因は気温変化等の要因なのか機器本体（老朽化）の要因なのか断定
できず、今後注視して対応する必要がある。 




d） 観測小屋 VHF 基地局 
54 次越冬期間中において、使用頻度の高い観測小屋間同士での情報共有を図るため、西オングルテ
レメトリー小屋と S17 航空機観測拠点にそれぞれ VHF 無線設備（JHM-227S10T）の設置を施した。 
e） 越冬隊員個人貸与 UHF ハンディ無線機 





a） VHF 車載無線機 
極地研による計画的な VHF 無線機の設備変更（機種変更等）はなされてはいるものの、該当無線機
の車載設置については、その需要度及びマンパワーの観点から捗っていない。現在、昭和基地におい
ては UHF が通信の主流を占めており、通信担当としてもその保守メンテナンスに関しては UHF が先行
せざる得ない状況下にある。今後は VHF 無線設備のスムーズな設備設置についても善処する必要がある。 
b） UHF 車載無線機   
現在、基地内外において UHF 帯の無線設備の運用がその主流を占めている。しかし、現在、車両に
は JRC 製 JHM-45S30AN 搭載車両が多く存在し、機器設置より数十年の経過による雪上車の振動や車内
での急激な温度変化、また搭載車両のバッテリーの劣化などの要因により、設置無線設備に不具合を
与えた案件が散見された。今後、順次 CH-3 レピーター局の変更に併せて、UHF 車載機においても設備
更新を図り前記、不具合等に対処する必要がある。 
c） HF 車載無線機 
54 次越冬期間中、対みずほ旅行使用車両「SM100 系×3 台」を中心に計 6台の車両搭載の HF 無線機
の保守メンテナンスを実施した。特に車両設置の HF アンテナについては、その耐久性から一回の旅
行行程内で断線・破損等が生じやすいので、これに重点を置いて再設置や補強を実施した。みずほ旅
行期間中の HF 通信については安定した通信が確保され、設備等の損傷もなく無事終了した。 
d） レーダー装置 
越冬期間中保守点検を実施し特段の不具合はなかった。だだし、車両運行中の使用実績は無かった。 








a） インマルサット B 
インマル B地球局（RSS402B）については、本年 12 月 31 日をもってそのサービスの提供が終了し、
後継機としてインマル FB が設置・運用可能状態となっているが、その切り替え時期については決定
されていない状況の中、越冬期間中において「電話音声の片側不通」「JYRO ALARM の発生による使用





b） 無停電電源装置「UPS」   




















のしらせ乗員支援も無く 1夏で調理隊 2名は越冬交代前日まで平均 65人の調理作業を行い 2月 1日を
迎えた。越冬開始後は、夏隊及び 53 次残留隊員がしらせへ帰還するまで管理棟で平均 70 人分の食事
を提供した。また、53 次・54 次夏隊のお疲れ様会、誕生会、お花見、肉祭り、海老祭り、MWF、クリ



































          （フリーマントル冷凍分は他のコンテナと同梱で積み込む） 
 
管理棟に搬入した食材の冷凍食品は倉庫棟 2階冷凍庫及び発電棟第 1、第 2冷凍庫に搬入し、冷蔵品
は、酒類、ソフトドリンク類、生鮮野菜を倉庫棟 2 階の冷蔵庫に入れ、乾物類と米は管理棟 1 階の乾
物庫に分散して搬入し、お菓子類は防火区画 A のそばにある倉庫（通称 DEV 倉庫）に搬入し、またカ









表Ⅲ.4.3.1-2 日本購入生鮮食品 54 次隊使用期限 
品名 梱数・重量 最終使用月 備考 
生大根 2 梱  20kg 2 月 
越冬時には既に芯から黒く使用出来る状態で
はなく処分した。 
生人参 2 梱  20kg 7 月 
越冬時には既に一部黒く腐敗し白カビが付
き、定期的に排除し冷気を充て使用。 
生しょうが 1 梱  5kg 9 月 カビが付いたが使用出来た。 
生にんにく 2 梱  20kg 1 月 積み込みの時に冷凍にし使用。 
生じゃがいも（今金男爵） 18 梱 180kg 10 月 
4 月・7月にすべての芽を取り、8月ごろから
中が黒くなってきたが問題なく使用出来た。
生玉ねぎ（北見玉ねぎ） 15 梱 300kg 8 月 問題なく使用出来た。 
生リンゴ 2 梱  20kg 9 月 一部腐敗してきたが使用出来た。 
 
表Ⅲ.4.3.1-3 豪州購入生鮮食品 54 次隊使用期限 
品名 梱数・重量 最終使用月 備考 
LL（ロングライフ）牛乳 80 梱  960kg 12 月 冷蔵にて一便が来るまで使用。 
卵 20 梱  180kg 4 月 生食でも使用出来た。 
LL 豆腐 15 梱   45kg 11 月 
問題なく使用。その後はハウス豆腐の素を使
用した。 






生キャベツ 18 梱  360kg 7 月 
痛んだところを除去しながら生食で使用出
来た。 
グレープフルーツ 2 梱   40kg 4 月 4 月以降は冷凍にし使用。（11 月まで） 
オレンジ 2 梱   40kg 4 月 4 月以降は冷凍にし使用。（11 月まで） 
 
3） 予備食・非常食 






















 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 
朝食 A A B B A A C B B A A B B C 
昼食 B B A A A A B A A B B B B A 
夕食 B B A A B A B A A B B A B A 





  和食 洋食 中華 ブランチ 鍋類 宴会 
2 月 
昼食 12 6 6 4 － － 
夕食 15 5 3 － 1 2 
3 月 
昼食 12 9 5 5 － － 
夕食 16 7 4 － 3 1 
4 月 
昼食 17 5 4 4 － － 





昼食 15 8 2 6 － － 
夕食 19 7 2 － 2 1 
6 月 
昼食 13 3 2 12 － － 
夕食 15 6 3 － 1 5 
7 月 
昼食 18 5 2 6 － － 
夕食 20 5 3 － 2 1 
8 月 
昼食 16 5 3 7 － － 
夕食 16 7 3 － 4 1 
9 月 
昼食 14 8 3 5 － － 
夕食 15 8 4 － 2 1 
10 月 
昼食 16 6 3 5 － － 
夕食 17 7 4 － 2 1 
11 月 
昼食 14 7 5 4 － － 
夕食 18 6 3 － 2 1 
12 月 
昼食 14 7 5 5 － － 
夕食 20 6 3 － － 2 
1 月 
昼食 14 7 5 5 － － 
夕食 20 7 3 － － 1 
年間昼食夕食数 
（727 食） 
総合食数 381 154 85 68 21 18 














る用に備えた。その他に、旅行には停滞予備食（1泊 2 日×4人又は 6 人食×各 1セット）と車載用非
常食（4人用×7日間×6セット）を用意して人数に応じて必ず携行させて不測の事態にも備えた。 














4 月  
 




















－ － － 15 － 15 71 43 84 43 － － 271  




















第 1回食事調査 3 月 18 日から  24 日までの 7日間 
第 2回食事調査 6 月 10 日から  16 日までの 7日間 
第 3回食事調査 9 月 16 日から  22 日までの 7日間 





4.4 医療【SHO】 大江 洋文・長谷川 逹央 
 
4.4.1 医療機器・医薬品等の管理【SHO_03】  
1） 医療機器の管理 
52 次隊が持ち帰った後に整備・点検を受けた生化学自動分析装置（富士フィルム DRI-CHEM3500）、




















に備えて保管されるものもあり、保管場所に苦労するようになったため 54 次ではスチールコンテナ 2
個分を国内処分のために持ち帰ることにした。 


















まず、みずほ基地旅行の項に記載した。2013 年 2 月は 53 次隊員や 54 次夏隊同行者を含み、2013 年 11














科名 症例数 内容 
内科 20
急性腸炎（下痢を含む）4、頭痛 4、急性胃炎 3、便秘 2、高尿酸血症 2、失神発
作 1、起立性低血圧 1、過労 1、処方薬不足 1、急性上気道炎 1 
耳鼻科 17
急性鼻炎 3、副鼻腔炎 3、アフタ性口内炎 4、外耳炎 2、アレルギー性鼻炎 1、
滲出性中耳炎 1、急性感音声難聴 1、耳異物（毛髪）1、咽頭異物（魚骨）1 
外科 16 手指の切創・挫創 7、胸部打撲 4、痔核 2、痔瘻 1、粉瘤 1、術後の肥厚性瘢痕 1
整形外科 14
打撲 8（手指 4、手 2、足 1、臀部 1）、足関節捻挫 2、大腿部筋肉痛 1、頸椎症
1、急性腰痛症 1、指末節骨骨折 1 
皮膚科 7 接触性皮膚炎 2、湿疹 2、乾燥性皮膚炎 1、汗疱 1、熱傷 1 
眼科 3 麦粒腫 2、眼球打撲 1 
泌尿器科 1 尿路感染症による高熱 1 
歯科 11 充填物の脱落 5、歯牙の破損 2、歯肉炎 2、根尖性歯周炎 1、知覚過敏 1 
 
表Ⅲ.4.4.2-2 月別傷病数発生件数 




頭痛 1 1     1         1     4
急性腸炎 1 1   1             1   4
急性胃炎       1 1           1   3
失神発作   1                     1
起立性低血圧     1                   1
便秘         1         1     2
過労         1               1
高尿酸血症               1   1     2
処方薬の不足                 1       1
急性上気道炎                   1     1
外科 
手指挫創 1                       1
手指切創 1 1     1   2   1       6
胸部打撲 1 1     1   1           4
前胸部粉瘤           1             1
血栓性外痔核             1           1
術後肥厚性瘢痕             1           1
痔瘻                       1 1
出血性内痔核                       1 1
耳鼻咽喉科 
急性鼻炎 1 1         1           3
アレルギー性鼻炎     1                   1
外耳道炎     1   1               2
副鼻腔炎     2           1     1 4
外耳道異物           1             1
滲出性中耳炎           1             1




口内炎           1   1     1   3
口腔内異物                       1 1
整形外科 
足打撲 1                       1
手指打撲 1   1 1           1     4
頸椎症   1                     1
急性腰痛症           1             1
大腿部筋肉痛       1                 1
足関節捻挫           1       1     2
臀部打撲                 1       1
肩こり                   1     1
手打撲                     2   2
皮膚科 
汗疱 1                       1
手湿疹       1                 1
蹠角化症   1                     1
接触性皮膚炎   1               1     2
皮膚炎                         0
足湿疹                 1       1
前胸部熱傷                 1       1
眼科 
眼球打撲       1                 1
麦粒腫         1         1     2
泌尿器科 
尿路感染症                       1 1
歯科 
充填物脱落   2 2 2       1 1       8
義歯損傷                         0
歯肉炎       1 1               2
知覚過敏 1               1       2
充填物破損             1           1
歯牙破損             1   1       2
根尖性歯周炎               1         1
ブリッジ脱落                   1     1
  






定期健康診断を全員対象に 3・6・9・12 月の年 4回実施した。 
a） 実施項目 
血圧測定、体重体脂肪率測定を越冬入りと終盤の 3・12 月、血液検査（血算、電解質、生化学）と
















気象隊員 5 名に対しては通常の健診に加え「オゾンゾンデ観測従事者の特別健康診断」を 3 月と 9
月の定期健診に併せて計 2 回実施し、帰国後に気象庁に診断書を提出することになっている。 
3） 遠隔医療相談 














2013.07.20 南極医学医療ワークショップ、昭和基地からも 2題発表 
2013.08.02 極地研との非常時対応訓練にあわせた東葛病院との対応訓練 
2013.09.11 精神科診療のための訓練 
2014.01.22 接続試験および 55 次との引き継ぎ 
 
4.4.3 水質検査【SHO_04】  
国内の水質基準項目を参考に、1回/月または 1回/3 カ月、基地の水道水を検査した。検査場所、検








色度計を使用した。有機物等を対象にした COD 検査は 3 ヶ月毎に環境保全部門へ依頼して実施した。
また、pH 値の測定には同部門から継続貸与されている pH メーターを使用した。 
昭和基地の上水については、52 次隊より色度の異常が見られ、月によって変動しているものの 53 次
隊でも異常は続き、54 次でも 2・3月は異常値が確認された。南極観測センターで 53 次隊の持ち帰っ
た上水のサンプルをもとに国内にて詳細な水質検査を行なったところ、色度の異常については排水管
の腐食が疑われるが健康に影響はないとのことである。対策としては 56 次以降上水配管の更新を行っ






55 次隊用の第一夏宿については、55 次医療隊員への引き継ぎも兼ねて 12 月と 1 月に厨房（冷水、
温水）、2 階洗面所（冷水、温水）の飲用水水質検査と浴室浴槽水の検査を実施した。飲用水・浴槽と
もに異常値は認められなかった。 
参考資料として 2014 年 1 月分の管理棟の水質検査結果を以下に示す。 
 
表Ⅲ.4.4.3-1 2014 年 1 月の水質検査結果 
 
 









野外オペレーションにて S17 航空拠点付近に残置されたドラム缶 141 個を回収。回収したドラム缶
は昭和に持帰り圧縮し 12ft コンテナ、リターナブルパレットに集積した。また、沿岸各観測小屋の廃
項　目 基準値 厨房冷水 厨房温水 厨房浄水 バー 洗面所冷水洗面所温水男子浴槽
濁度 ２度 0 0 0 0 0 0 n.e.
色度 ５度 2 2 0 0 0 0 n.e.
臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし n.e.
味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし n.e.
塩化物イオン 200mg/L n.e. n.e. n.e. n.e. n.e. n.e. n.e.
残留塩素 0.1mg/L以上 <0.1 0.2 <0.1 1 0.2 <0.1 n.e.
銅及びその化合物 1.0mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 n.e.
鉄及びその化合物 0.3mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 n.e.
亜硝酸態窒素 10mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 n.e.
硝酸態窒素 10mg/L n.e. n.e. n.e. n.e. n.e. n.e. n.e.
過マンガン酸カリウム消費量 5mg/L n.e. n.e. n.e. n.e. n.e. n.e. n.e.
ｐＨ 5.8～8.6 6.53 6.53 6.24 6.98 7.11 6.75 n.e.
全硬度 0 0 0 0 0 0 n.e.
亜鉛及びその化合物 1.0mg/L 0.5 0 0 0 0 0 n.e.
一般細菌 100個/mL 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性





















気槽と第 2 曝気槽の DO 値および MLSS 濃度測定と放流水の透視度の測定を行った。測定結果は都度メ
ーカーに報告し、より細かな維持管理に努めた。週点検時には沈殿分離槽・沈殿槽の浮上スカムを発
生量に応じて適宜除去した。処理水質状況に応じて汚泥を引抜き脱水を行った。日常監視対象設備と
して、機械ワッチ当番による 1日 1回の日常点検を行った。同時に第 1曝気槽への BN クリーン（バク
テリア）の投入も行った。毎週火曜日と金曜日には環境保全当番によりグリーストラップの清掃を行
った。 










ビール在庫処分のため 9 月から缶ビールを当直業務にて毎日 1 ケース破棄した。しかし、処理水の




表Ⅲ.4.5.2-1 に原水の水質分析結果、表Ⅲ.4.5.2-2 に処理水の水質分析結果を示す。 
 
表Ⅲ.4.5.2-1 原水 水質分析結果 
項目 単位 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 6.87 7.45 7.60 7.86 7.79 7.90 7.09 7.13 6.92 7.50 7.33 6.95
水温 ℃ 24.3 22.6 22.1 22.3 20.8 20.4 21.3 21.5 21.1 21.7 25.4 24.8
透視度 Cm 2.5 2.5 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.5 2.5 2.5 2.5
SS mg/l 310 90 720 185 140 240 285 320 405 210 415 345




新 BOD mg/l 700 560 680 720 540 500 560 780 900 580 1000 1000
COD mg/l 982 891 1082 562 516 489 517 652 643 523 698 793
新 COD mg/l 1540 520 970 1310 800 790 680 830 1230 820 770 1320
 
表Ⅲ.4.5.2-2 処理水 水質分析結果 
項目 単位 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 6.82 6.63 6.07 6.16 5.50 5.20 6.06 5.50 5.49 5.42 7.17 6.42
水温 ℃ 23.7 22.0 21.7 19.7 19.5 19.9 19.5 20.5 19.8 22.0 24.4 24.3
透視度 Cm 12 26 21 50 50 16 34 19 34 50 50 29
SS mg/l 34 3 20 9 1 26 15 27 14 9 7 17
BOD mg/l 43 7 21 8 20 11 23 14 3 8 20 56
新 BOD mg/l 52 15 16 8 8 14 24 14 8 6 16 30
COD mg/l 74 72 74 29 32 47 28 51 36 26 30 36




表Ⅲ.4.5.2-3 に放流水量と第 2曝気槽の供給空気量及び水質分析結果を示す。 
 
表Ⅲ.4.5.2-3 放流水量と第 2曝気槽の供給空気量及び水質分析結果 
項目 単位 2 月 3月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月
放流水量 m3 168.4 148.0 146.4 148.3 147.1 146.1 144.4 145.1 133.7 150.1 181.0 149.0
pH － 6.92 6.65 5.67 5.78 5.11 4.96 6.06 5.26 5.30 4.48 7.02 6.18
DO mg/l 5.92 6.41 6.79 5.80 6.40 4.24 2.49 3.21 3.70 4.57 2.44 2.87
水温 ℃ 24.1 22.4 21.4 20.0 19.7 20.1 19.8 20.9 20.0 22.4 24.1 24.2








臭気対策としてオゾン発生装置 VS-40 で対応した。設置個所は第 1・第 2居住棟汚水タンク室、発電

















































 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
運転回数（回） 12 16 8 5 9 7 10 16 10 10 16 18 137 
運転時間（h） 24 32 16 10 18 14 20 32 20 20 32 36 274 
焼却灰量（kg） 91.6 193 92.5 51 105 60 101.5 139.5 97 121 180 195 1427.1 
 
表Ⅲ.4.5.5-2 第 1 廃棄物保管庫跡地横焼却炉の運転記録 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
運転回数（回） 10 6 0 0 0 0 0 0 0 0 9 14 39 
運転時間（h） 20 12 0 0 0 0 0 0 0 0 18 28 78 
焼却灰量（kg） 63.5 54.4 0 0 0 0 0 0 0 0 68.5 63.5 249.9 



































 2 月 3 月 4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
運転回数（回） 4 7 3 3 4 3 5 10 7 5 13 15 79 
運転時間（h） 40 63 30 30 40 28 50 80 56 40 104 120 681 
生成炭量（kg） 209 464 132 111 206 105 200 333 322 208 518 521 3329 
 
表Ⅲ.4.5.6-2 小型生ゴミ消化機の運転記録 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
















庫周辺の廃棄物、スチールコンテナも第 2 廃棄物保管庫に集積した。第 2 廃棄物保管庫に入りきらな
かったスチコンは電離層小屋前に集積した。越冬期間中に出た廃棄物は事前に焼却炉棟前に設置した
12ft コンテナ 8基に収納した。生活系廃棄物は主にタイコンに梱包し品目と番号を記載し 12ft コンテ
ナに収納した。12ft コンテナなど容器が不足していたため段ボールと木材は越冬期間中焼却処理し、












廃棄物分類 処理方法 梱包状態 





不燃物 焼却炉棟の圧縮梱包機で圧縮梱包 タイコンを 12ft コンテナに
収納 


























































衣類、靴 廃棄物集積所で分別回収 タイコンを 12ft コンテナに
収納 
バッテリー 焼却炉棟で分別回収 ドラム缶に収納 
医療廃棄物（非感染性） 可燃物として回収後、他の可燃物と一緒に焼却 焼却灰をドラム缶に収納 




12ft コンテナ コンテナヤード及び焼却炉棟前にて、ドラム缶でかさ上げし集積 




ドラム缶 第 2夏期隊員宿舎横にて、主風向に沿って集積 
エコバッグ 第二廃棄物保管庫に集積 
タイコン 12ft コンテナ内に収納 
木枠・廃棄パレット 12ft コンテナ内に収納及び迷子沢にて裸で集積 








区分 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
可燃物 322.8 818.7 238.7 232.0 264.4 211.8 181.4 
生ゴミ 511.3 650.8 300.8 218.4 361.2 281.6 307.7 




プラ 89.0 96.4 61.6 54.5 42.0 39.9 39.3 
ペットボトル 16.3 16.7 15.9 13.8 15.7 5.9 11.6 
アルミ缶 28.9 23.1 24.4 27.9 33.4 23.7 36.1 
スチール缶 27.3 32.3 15.3 17.1 19.5 24.0 19.0 
大型缶（一斗缶） 1.0 7.3 0 17.1 3.5 5.4 10.0 
ダンボール 351.5 334.2 253.1 122.8 124.3 140.6 156.7 
ビン・ガラス 62.1 38.3 34.4 49.8 51.3 81.5 80.3 
複合物 45.7 679.2 18.5 55.0 16.5 46.2 73.2 
金属類 35.8 1207.6 15.4 20.4 9.0 19.5 7.1 
陶器類 2.4 0 0.6 0.2 0 0 6.7 
電池 18.0 3.6 81.0 21.8 1.5 1.7 1.8 
蛍光灯・電球 0 3.6 3.0 1.3 3.0 3.0 3.9 
廃油（食用油） 15.0 30.0 59.0 28.5 26.0 52.0 47.2 
スカム・汚泥等 120.0 135.0 120.0 270.0 155.0 210.0 185.0 
ゴム・革 23.3 176.8 11.7 6.9 0.1 1.7 8.9 
その他 3.2 137.3 0.5 15.5 176.6 13.4 264.8 
合計  1711.2 4484.1 1278.3 1192.2 1315.0 1179.0 1512.4 
 
区分 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
可燃物 381.0 303.6 472.0 655.3 715.3 4797.0 
生ゴミ 310.3 617.0 458.7 1035.8 1041.3 6094.9 
不燃物 9.7 12.3 17.9 108.8 88.7 525.1 
プラ 87.5 51.0 60.9 117.6 152.0 891.7 
ペットボトル 14.1 21.6 19.2 12.8 14.3 177.9 
アルミ缶 40.5 32.9 32.9 39.9 28.3 372.0 
スチール缶 52.4 20.9 18.9 27.4 52.1 326.2 
大型缶（一斗缶） 13.7 9 17.0 20.0 3.0 107.0 
ダンボール 239.1 140.0 183.5 525.8 284.9 2856.5 
ビン・ガラス 114.6 92.1 109.9 235.9 275.5 1225.7 
複合物 133.4 33.4 45.6 428.5 108.7 1683.9 
金属類 13.2 25.8 82.0 206.5 50.7 1693.0 
陶器類 0 0.8 2.9 1.4 11.6 26.6 
電池 0.7 1.7 1.4 29.3 17.0 179.5 
蛍光灯・電球 0.4 0.8 0 0 1.2 20.2 
廃油（食用油） 37.4 17.6 76.0 22.0 41.5 452.2 
スカム・汚泥等 354.0 280.0 260.0 260.0 291.0 2640.0 
ゴム・革 2.8 0 3.6 15.4 12.2 263.4 
その他 0.2 0.2 665.4 539.0 146.3 1962.4 





区分 8 月 9 月 10 月 11 月 合計 
可燃物 106.5 151.5 167.0 118.5 543.5 




不燃物 1.0 0 0 0 1.0 
プラ 13.0 15.5 27.5 7.5 63.5 
ペットボトル 0 1.0 6 0 7.0 
アルミ缶 0 8.0 0 9.4 17.4 
スチール缶 0 1.0 0 1.6 2.6 
大型缶（一斗缶） 0 0 0 0 0 
ダンボール 48.0 130.5 55 19.0 252.5 
ビン・ガラス 21.0 23.0 0 0 44.0 
複合物 6.0 71.1 0 16.4 93.5 
金属類 0 83.0 8.5 1.0 92.5 
陶器類 0 1.8 0 0 1.8 
電池 0 5.3 0 0 5.3 
蛍光灯・電球 0 0 0 0 0 
廃油（食用油） 0 215.0 0 0 215.0 
スカム・汚泥等 0 0 0 0 0 
ゴム・革 0 0 5.0 0 5.0 
その他 0 10.0 39.5 111.5 161.0 
合計  381.0 1187.2 308.5 407.9 2284.6 





使用した。12ft コンテナには第 2 廃棄物保管庫に保管していた廃棄物を収納。また、長尺の木材や迷
子沢にデポされていた木パレット、損傷の激しい破損スチコン、大型の金属ゴミも 12ft コンテナに収
納した。第 2廃棄物保管庫に保管していたスチコンは 55次隊持込みのクローラーフォークにて取出し、






表Ⅲ.4.5.7-5～11 に持ち帰り廃棄物のリスト、表Ⅲ.4.5.7-12～13 に昭和基地残置廃棄物を示す。 
 
表Ⅲ.4.5.7-5 持ち帰り廃棄物（12ft コンテナ）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
12ft コンテナ 木材 14 53,450 
12ft コンテナ 金属 7 35,150 
12ft コンテナ ゴム、ポリエチレンホース 1 3,850 
12ft コンテナ スノーモービル 1 2,900 
12ft コンテナ タイコン 9 29,100 
12ft コンテナ 段ボール 3 11,900 
12ft コンテナ 廃材 2 8,300 
12ft コンテナ 複合 4 18,450 






荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
リターナブルパレット 金属 31 43,450 
リターナブルパレット 複合 5 4,150 
合  計  36 47,600 
       
表Ⅲ.4.5.7-7 持ち帰り廃棄物（スチールコンテナ）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
スチールコンテナ 医療廃棄物 2 638 
スチールコンテナ エレメント 1 300 
スチールコンテナ 塗料 2 700 
スチールコンテナ 可燃（米、調味料など） 16 7,870 
スチールコンテナ 金属 13 5,696 
スチールコンテナ 破損スチコン 6 2,530 
スチールコンテナ 蛍光灯・電球 2 325 
スチールコンテナ ゴム 2 370 
スチールコンテナ 段ボール 32 6,443 
スチールコンテナ 電線 6 2,383 
スチールコンテナ ドラム缶 3 1,250 
スチールコンテナ 発煙筒ガラ 2 950 
スチールコンテナ バッテリー 1 310 
スチールコンテナ 複合 38 12,632 
スチールコンテナ 布団 4 726 
スチールコンテナ 不燃 26 4,777 
スチールコンテナ プラスチック 24 3,832 
スチールコンテナ 木材 1 240 
合  計  181 51,972 
 
表Ⅲ.4.5.7-8 持ち帰り廃棄物（ドラム缶）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
ドラム缶 アルミ缶 1 60 
ドラム缶 医療廃棄物 1 50 
ドラム缶 オイルフィルタ 3 280 
ドラム缶 オイルマット 3 255 
ドラム缶 ガラス 15 2,990 
ドラム缶 革・ゴム 4 242 
ドラム缶 缶詰 21 3,062 
ドラム缶 金属 87 15,495 
ドラム缶 焼却灰 32 3,672 
ドラム缶 スプレー缶 4 240 
ドラム缶 スプレー缶（中身入） 1 78 
ドラム缶 セメント 2 225 
ドラム缶 電線 12 1,430 
ドラム缶 電池 1 256 




ドラム缶 廃液 36 6,596 
ドラム缶 廃油 96 18,350 
ドラム缶 バッテリー 7 1,950 
ドラム缶 複合 53 5,498 
ドラム缶 不凍液 16 3,402 
ドラム缶 不燃 16 3,617 
ドラム缶 薬品 4 306 
合  計  416 68,122 
      注記：ドラム缶はドラム缶パレットに積みつけている 
 
表Ⅲ.4.5.7-9 持ち帰り廃棄物（タイコン）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
タイコン アルミ缶 52 731 
タイコン 一斗缶 5 179 
タイコン 衣類 20 501 
タイコン 革・ゴム 12 696 
タイコン スチール缶 23 769 
タイコン 長靴 5 117 
タイコン 発泡スチロール 7 33 
タイコン 複合 3 81 
タイコン 布団 26 440 
タイコン 不燃 139 3,905 
タイコン プラスチック 188 3,450 
タイコン ペットボトル 37 413 
タイコン 毛布・シーツ 12 261 
合  計  529 11,576 
      注記：タイコンは 12ft コンテナに全て収納している 
 
表Ⅲ.4.5.7-10 持ち帰り廃棄物（エコバッグ）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
エコバッグ プラスチック 2 142 
合  計  2 142 
 
表Ⅲ.4.5.7-11 持ち帰り廃棄物（廃棄車両）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
裸 雪上車（SM518） 1 6,500 
裸 雪上車（SM519） 1 6,500 
裸 クローラーダンプ（C60R-2） 1 6,500 
裸 ミニブル 1 3,500 
合  計  4 23,000 
 
表Ⅲ.4.5.7-12 昭和基地残置廃棄物（スチールコンテナ）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
スチールコンテナ 金属 6 2,760 




スチールコンテナ ドラム缶 1 450 
スチールコンテナ 複合 2 495 
スチールコンテナ 不燃 1 215 
スチールコンテナ プラスチック 1 150 
スチールコンテナ 木材 1 570 
合  計  16 5,572 
 
表Ⅲ.4.5.7-13 昭和基地残置廃棄物（ドラム缶）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
ドラム缶 金属 1 176 
ドラム缶 焼却灰 1 114 
ドラム缶 陶器 3 486 
ドラム缶 廃液 1 220 
ドラム缶 廃油 8 1,420 
ドラム缶 複合 1 85 
ドラム缶 不凍液 3 535 

























































表Ⅲ.4.5.9-1 に埋立地の融解深と含水率を、表Ⅲ.4.5.9-2 には積雪深と被覆率の測定結果を示す。 
 
表Ⅲ.4.5.9-1 埋立地の融解深・含水率 
 3/9 3/23 12/9 12/16 1/5 1/17 1/23 
融解深 1(cm) ― ― 38 62 20 41 10 
融解深 2(cm) ― ― 21 23 24 42 29 
融解深 3(cm) 1 0 23 66 40 40 43 
融解深 4(cm) 0 ― ― 18 53 71 70 
融解深 5(cm) 1 0 16 32 60 24 78 
融解深 6(cm) 6 0 20 29 28 74 22 
融解深 7(cm) ― ― ― ― 32 35 25 
融解深 8(cm) ― 0 ― ― 21 27 16 
融解深 9(cm) ― ― 7 38 21 22 12 
融解深 10(cm) 1 0 21 30 61 84 17 
融解深 11(cm) 0 0 42 53 35 67 31 
融解深 12(cm) 0 0 40 59 14 20 12 
融解深 13(cm) 0 0 25 64 34 34 27 
融解深 14(cm) 1 0 32 73 12 15 11 
含水率(%) 2.0 ― 3.2 2.6 4.2 0.9 1.6 
 
表Ⅲ.4.5.9-2 埋立地の積雪深・被覆率 
 3/9 3/23 4/6 4/19 5/9 5/20 6/3 6/18 7/2 7/16 7/29
積雪深(cm) 0 0 20 9 50 50 50 63 86 85 85 
敷地積雪被覆率(%) 30 70 95 95 99 99 99 99 99 99 99 
 
 8/29 9/9 10/4 10/25 11/12 12/2 12/9 12/16 1/5 1/17 1/23
積雪深(cm) 85 85 84 82 80 35 0 0 0 0 0 










































測定時間 20:00 ― ― 8:30 11:00 11:00 
発電機(kW) 180 ― ― 180 190 190 
排ガス成分 
温度(℃) 337.7 ― ― 179.4 351.6 196.6 
O2(%) 12.5 ― ― 14.1 12.2 12.5 
CO2(%) 6.2 ― ― 5 6.4 6.2 
CO(ppm) ― ― ― ― 137 106 
NO(ppm) 1428 ― ― 689 1213 1179 
NO2(ppm) 73 ― ― 46 48 64 
SO2(ppm) 0 ― ― 0 0 0 
黒煙(m-1) ― ― ― 0.004 ― 0.006 
 
測定条件 










測定時間 13:00 13:10 13:00 13:10 13:10 ― 
発電機(kW) 180 180 170 170 180 ― 
排ガス成分 
温度(℃) 337.5 91 335.2 192.8 306.6 ― 
O2(%) 12.5 12.6 12.5 12.5 13.3 ― 
CO2(%) 6.2 6.1 6.1 6.1 5.6 ― 
CO(ppm) 100 102 99 88 54 ― 
NO(ppm) 1177 1114 1170 1133 1186 ― 
NO2(ppm) 42 69 52 77 75 ― 
SO2(ppm) 0 0 0 0 0 ― 





表Ⅲ.4.5.10-2 焼却炉の排ガス成分（5月 3日測定） 
経過時間 30 分 60 分 90 分 120 分 240 分 360 分 480 分 
温度(℃) 342.9 334.9 399.5 175.1 87.3 39.6 19.4 
O2(%) 16.8 17 17 19.2 19.7 20.9 20.9 
CO2(%) 3.1 2.8 2.9 1.2 0.9 0 0 
CO(ppm) 49 240 350 48 5 2 0 
NO(ppm) 35 20 27 10 5 0 0 
NO2(ppm) 3 1 2 1 0 0 0 
SO2(ppm) 20 5 15 3 0 1 0 
黒鉛(m-1) 0.005 0.011 0.008 0 0.002 0.002 0 
 
表Ⅲ.4.5.10-3 焼却炉の排ガス成分（9月 17 日測定） 
経過時間 30 分 60 分 90 分 120 分 240 分 360 分 480 分 660 分 
温度(℃) 587.9 579.8 422.9 284.1 118.3 67.5 55.1 -1.5
O2(%) 13.6 14.9 15.7 18.2 20 20.5 20.9 20.9
CO2(%) 5.2 4.5 3.7 1.9 0.7 0.3 0 0
CO(ppm) 850 385 530 330 484 692 477 175
NO(ppm) 192 120 38 8 0 0 0 0
NO2(ppm) 5 0 1 0 3 0 0 0
SO2(ppm) 0 1 5 3 2 1 1 1














信システムの L/S バンドアンテナ、Xバンドアンテナの 3 台があり、各々のアンテナ、レドーム、受信
設備について、年間を通じて点検、受信品質の保持、監視制御を行った。 
 
4.6.1.1 地球観測衛星データ受信システム（L/S 及び X バンドアンテナ、レドーム、受信設備）保守 
L/S バンド衛星受信システムは、1.85m 径レドーム内に収容した 1.5m 径パラボラアンテナを用いて、
L/S バンドの衛星データを受信するもので、51 次隊で換装された。現在受信している衛星は、NOAA、










b） 衛星受信棟～レドーム間のエフレックス管、及びケーブル導入口点検 （毎月・ブリザード毎実施） 





a） L/S バンドアンテナシステムレドーム内設備用 PowerSupply 交換（2013 年 10 月実施） 
2013 年 7 月頃より、L/S バンド受信画像データにビット化けによる画像の乱れが発生。外来ノイズ
による影響も疑われたが、レドーム内設備用 PowerSupply（AC/DC CONV）が発するノイズによる影響
と判明し、予備品と交換することにより問題は復旧した。PowerSupply 予備品を調達し 55 次隊で持ち
込み、在庫を補充した。 
b） L/S バンドアンテナシステムレドーム内給電器～中継端子台間の同軸ケーブル（両端 SMA コネク 
タ）交換（2013 年 11 月実施） 
11 月 7 日より、受信ライン数の低下がみられ、11 月 14 には L/S バンド共に受信不可となった。調
査の結果、上記の同軸ケーブルが破断していることが判明。11 月 15 日に同軸ケーブルを交換し L/S
バンド共に正常受信可となったことを確認。 
c） L/S、X 共通機器 データ処理解析装置（showa-xp1）HDD（0）交換（2014 年 1 月 28 日） 
データ処理解析装置（showa-xp1）LCD に「E1810 HDD0 fault」発生を示すメッセージが出力され
た。OS からの再起動（電源 OFF→ON）を実施したが復旧せず。予備 HDD と交換し復旧。現地 HDD の在
庫無し、56 次隊で調達が必要。データ処理解析装置（showa-xp1、showa-xp2）それぞれに HDD が 6 台
実装されており、計 12 台稼働している。今回故障した HDD と稼働時間も同様であることから複数台
の予備 HDD 調達が必要と考える。 
3） 54次隊での変更点  
L/S、X バンドアンテナレドーム内ヒーターに対して、ヒーター動作始動温度調整用のサーモスタッ
トを計 7台設置した。（内訳 L/S バンドレドーム内：2台 X バンドレドーム内：5台） 
当該サーモスタット設置により、ヒーター始動温度をマイナス 20℃とすることで消費電力の低減が















開口径 11m の AZ-EL マウント方式カセグレンアンテナである。本システムを用いた運用には、オーロ









エ） 各計算機、WS、PC の動作確認（常時実施） 
オ） 背面小室、衛星受信棟機械室内、駆動電力増幅架電源の温度確認（常時実施） 
b） 定期点検 
ア） 11m アンテナ半年点検（2013 年 9 月実施） 
各部清掃、各部給脂、ブラシ点検、クラッチ隙間点検調整、モーター特性確認 
イ） 11m アンテナ 1年点検（2013 年 12～2014 年 1 月実施） 
半年点検作業に加え、アンテナ位相調整 
ウ） 11m アンテナ 1ヶ月点検（毎月実施） 
各部グリス漏れ確認、オイル量確認、角度検出器シリカゲル交換等 
エ） S/X バンド受信設備（2013 年 9 月、2014 年 12～1 月実施） 
レベルダイヤ、スペクトラム波形取得等 
オ） 運用管理 WS（OMS）データバックアップ（毎月実施） 




a）れいめい（INDEX）受信設備の内、TLM-PC のアプリケーション上に表示される、InputLevel 表示の 
異常 
1 月 27 日に実施された、昭和基地内の計画停電作業復電後、TLM-PC のアプリケーション上に表示
される、InputLevel 表示が異常値を示した。TLM-PC に入力される実信号レベルを測定したが正常





多目的大型アンテナ稼働による電力消費量調査にともない、2013 年 6 月以降のれいめい受信運用を
1パス/日を 1 パス/週へ変更。55 次隊も同様の運用形態を引き継ぐ。 
 
















No. 発生月 障害件名 障害内容・対応状況 
回線
停止
1 2,5,6,7,8,9,10,1 回線品質劣化① 伝搬路上の気象変化に伴うマイクロ波衛星回線の品質
劣化→気象条件回復に伴い品質復旧 
無し
2 3,4,8,9,10 回線品質劣化② 太陽雑音に伴うマイクロ波衛星回線の品質劣化→太陽
雑音回復に伴い品質復旧 
有 
3 4,7 監視系装置故障① VDU-2（通信室側）用 PC のハングアップによる CSMS-2
停止→reboot 復旧 
無し
4 5 監視系装置故障② DAU-1（シェルタ側） LINK FUALT による停止→DAU/CSMS
再起動にて復旧 
無し
5 5 監視系装置故障③ VDU-1（シェルタ側）にてGUI制御ができない→DAU-1 を
B 号機へ変え復旧。A 号機は内部データ解析 or 再セッ
トアップが必要 
無し
6 5 HPA-A 電源系警報 PS ALM,HIGH VOLTAGE off/on の瞬時発生復旧→監視強
化 
無し











































No. 実施月 作業件名 作業内容 
1 1 アンテナ保守 地球局パラボナアンテナ駆動部に対して、清掃及びグリ
スアップ、オイル交換を実施 
2 9,1 運用系切替 09 月：A系→B 系 












5 1 SSPA 設置 HPA-C とその導波管系統を抜去し、SSPA を挿入、新たに
導波管系統の組上施工を実施 
6 5 CnC（キャリア・イ







7 8 CnC-MODEM 設置 管理棟通信室設置の既存 19inc ラック(現 MODEM 搭載)に
対して挿入設置、電源投入 
8 9 CnC-MODEM 試験 KDDI 山口衛星通信センターと対向試験を実施 
 ・変復調動作試験 
































10 年定期交換部品のため 55 次隊調達により交換実施 
16 1 機器停止/再開訓練 計画停電作業対応にあわせ 55 次隊員へ引継ぎ 
 
4） 課題・提案事項 
a） 監視装置 CSMS-1 の OS 変更 
シェルタ側 CSMS-1 の VDU-1 端末用 PC の OS が、windows2000 であることから比較的安定動作が望め
る windowsXP へバージョンアップさせるべきである。本来であれば、windows8 等最近 OS へバージョン
アップを行いたいところであるが、メーカー稼働保障により windowsXP までしか対応できない。 
b） HPA→SSPA 化に伴うシェルタ温度管理と電力量 


























4.7.2 昭和基地 LAN・IP 電話設備保守運用【SISL_02】 
1） 概要 








No. 発生月 障害件名 障害内容・対応状況 影響
1 2,3,6 アナログ電話ロッ
クアウト 
250 焼却炉棟 PANSY 小屋→受話器外れ 
266PANSY 小屋→受話器外れ 
無し
2 2,3,7,9 PHS 基地局停止 CS 故障 自然エネルギー棟→電気工事停止 
CS 故障 第 1HF 小屋 
無し




VDSLconcentrater による VLAN 疎通に問題の可能
性あり。55 次隊へ調査を引き継ぐ 
有 




て復旧。予防保全として SW 交換実施 
・GS01（設営事務室） 















5 基幹系 L3SW 故障 ・WXC1800 ping 応答無し、バイパス運転 
電源アダプター故障による停止→予備のアダ
プターと交換し復旧 






















9 7,8,9,10,11 網障害① 立川向け回線断に伴う国内 NW との接続断→イン
テルサット衛星回線障害によるもの 
※9月 10 月は衛星回線の太陽雑音によるもの 
有 
10 8 網障害② 昭和基地の全 L2SW,L3SW ping 応答無し 










south1 HDD A3 警報 




電源 OA タップ接触不良。交換にて復旧 
有 


















No. 実施月 作業件名 作業内容 
1 2 メーリングリスト更
新 
53 次隊利用分の削除及び 54 次隊分の新規作成 
2 2,3 NetWork-Node 死 活
監視システム設置 
自動 ping ツールにて、立川～KDDI 山口衛星通信センタ
ー～昭和基地における L2SW、L3SW、サーバー、IP 電話
端末、無線 LAN-AP、internet 接続に対し 24 時間死活監
視システムを構築 
3 2 L2SW 機器棚卸 倉庫保管されている当該機器の個数確認及び保管整理
を実施 
4 1 L2SW ポート棚卸 各棟屋設置の基幹系 L2SW の利用ポートに関して、接続
機器を調査し L2SW 利用に際する管理を開始 






6 5 送信棟向け NW 延長
工事 





7 11,1 インフラ系 NetWork
新設 





置場所と UPS 電源を確保 






11 3 NetWork 試験用 L2SW
新設 
庶務室内へ NW 試験用 L2SW（GS15）を新設し、昭和 NW
全 VLAN の引き込みを実施。NW 試験環境を新設 
12 4,5,6 無線 LAN-AP 新設・更
新 
54 次隊搬入分 6 台の設置及び既存 AP の再配置による西
部地区・東部地区への無線 LAN エリア拡大の実施 
13 2,3 PHS 端末棚卸 53 次越冬隊及び 54 次夏隊が利用し返却された PHS 端末
の数量及び動作確認 
14 9 PBX 蓄電池交換 以下、定期交換作業に基づき実施 
・3年周期の定期交換 
・蓄電池 24 時間充電 
15 10 アナログ電話試験運
用停止 
PBX 装置停止、PHS 基地局停止 
一か月後試験的に再起動、通話試験にて稼働品質に異常
なし 
16 3,4 IP 電話通話試験 54次隊搬入80台、53次試験設置の3台について基地内、
立川、本邦向け外線、0055 オース通話の疎通確認を実施
17 4,5,6 IP 電話端末新設 4 月有人棟屋固定端末の設置完了 
18 6 IP 電話端末発着信
class 分け作業 
IP 電話端末による利用規制ポリシーを設定、昭和 SIP、














2013 年 2 月～2014 年 1 月までの間に実施した昭和基地における OA サポート件数を、以下の図
Ⅲ.4.7.2-3 OA サポート一覧に示す。 
 
 
図Ⅲ.4.7.2-3 OA サポート一覧 
 
4） 課題・提案事項 
a） L2SW の DC FAN 老朽化交換について 




すべきではないが、地理的特異性を鑑みて、当該 DC FAN の隊員による交換保守が望ましい。 
b） 基幹系 L2SW 間の線路インフラについて 
東部地区（重力計室/地震計室を除く）、西部地区においては棟屋設置 L2SW を光ケーブルで接続して




活監視においても応答無しを繰り返す。また、通常時の接続においても第 2夏期宿舎は VDSL の限界長
に近く、裁量速度でも 1.3Mbps 程度しか上がらず、夏期の建屋宿泊時の NW 利用に際して支障が出てい
るばかりか、IP 電話も途絶しがちである。 




基地においては、アナログ電話設備の長期試験運用停止に伴い PHS 端末より更改された当該 IP 電話端
末であったが、携帯所持する隊員が激減し、その機能を十分に果たすことが出来ていない。また、カ
バーエリアにおいても非常に限定されるため、安定サービス提供は著しく困難なものとなっている。 
d） 無線 IP 電話端末のカバーエリアについて 
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
昭和LAN接続 2 2 0 0 0 2 3 0 0 1 0 5
複合機接続 4 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
メーラー設定 2 3 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0
アプリ操作 2 0 0 0 3 5 0 3 1 0 0 0






















られるため電話端末による通話に頼らざるをえない。然るに、基地コア部及び第 1 夏期宿舎、第 2 夏
期宿舎屋周辺に対しては、屋外向け無線 LAN アクセスポートの設置を進めることを提案する。 





具体的には、基幹系 NW に VLAN を設定することで別の NW を作りだし柔軟な対応をいち早く進めること
が可能と考える。 














b） しらせが昭和基地到着後、岩島を中継点として管理棟～しらせ間を無線 LAN にて IP 接続する。 
岩島中継設備の保守運用を行う。持帰り修理した岩島海氷監視カメラ装置の取り付け作業を行う。
極冬明け後の 10 月頃に岩島無線 LAN 中継設備の立ち上げ作業を行う。しらせ接岸後、管理棟～岩島
～しらせ間の無線 LAN 接続システムによるネットワーク接続および IP 電話網の運用を開始する。3 月
～5月頃に岩島設備の立ち下げ作業を行う。 













































































7 1 しらせ NW～昭和
NW 接続 
岩島 AP 経由で接岸したしらせと昭和基地の間に無線
LAN を接続。また、従前の GW ルータを撤去し VLAN 化す
ることで回線品質と速度の向上を実施 
8 2 しらせ未接岸無









らせ用 VLAN の VDSL 中継設備の撤収を実施 













線 LAN-AP 置局 
先行空輸に伴い一時停船したしらせにおいて、昭和 NW
としらせ NW 接続のため仮設無線 LAN 中継局を置局設置
（旧水素ガス発生室）屋上 
13 5 岩島 AP 立下 極夜期対策として無線局設備立下げを実施 





















みの運用となるため、簡易的な屋外 web カメラで問題ないと考える。 
d） 防火区画 C～気象棟の監視カメラについて 
ブリザード時にも気象棟へ移動せざるをえない隊員たちの見守り手段として、当該屋外カメラの設
置を希望する。遠隔制御の必要は無く、画角固定型で防火区画 Cから気象棟方向と気象棟から防火区







老朽化しているため、新たに HD 対応の中継機材導入と通信試験を実施する。 
2） 障害発生状況 







No. 実施月 作業件名 作業内容 
1 3 簡易 MCU 接続試験 管理棟に配置していた簡易 MCU 機能付き TV 会議システム端末







して 60inc 大型ディスプレイを組立設置 
3 4,5 TV 会議システムリ
プレース 
SD 画質であった当該機器を HD 画質の機器に更改し疎通試験を
実施 






WXC の QoS 設定及び reboot を実施 
6 8 中継用ケーブル縦
横引き 
管理棟 3階食堂調整卓～防火区画 A～19 広場に至る画像伝送用
SDI ケーブルを建屋内に 100m+15m 敷線 
7 8,9 無線中継システム
構築 
中継回線として 2.4GHz 帯中距離（max5km）無線 LAN 伝送装置
を用いて NetWork 環境の無い場所と IP 接続を可能とすると共
















































a） 第 1夏期宿舎(1 夏)・第 2夏期宿(2 夏)・気象棟への TV 会議システム設置について 
昭和基地内におけるコミュニケーションツールとして、現在未使用の SD 画質 TV 会議システムを要
所配備して利活用すべきではないか。A級ブリザード時などは、気象棟に勤務者が一人単独で閉じ込め
られるケースもあり、顔が見えるコミュニケーションツールの設置により孤立感の解消や迅速な情報































































遠隔医療 7 1 1 1 1 1 1 1
南極教室 33 1 2 5 7 4 7 7
南極授業 6 3
接続試験 33 3 2 4 6 4 3 7 7












2013 年 2 月～2013 年 4 月までの間に発生した主な設備線害等を、以下の表Ⅲ.4.7.5-1 しらせ NW
設備障害一覧に示す。 
 
表Ⅲ.4.7.5-1 しらせ NW 設備障害一覧 
No. 発生月 障害件名 障害内容・対応状況 影響
1 2 ファイルサーバ
ーHDD 障害 
53 次隊ファイルサーバーにおいて HDD の破損発













らせ NW 設備保守作業一覧に示す。 
 
表Ⅲ.4.7.5-2 しらせ NW 設備保守作業一覧 
No. 実施月 作業件名 作業内容 








a） 船内利用 PC の基準について 
個人船室等で利用する PC として、昨今、ULTRA-BOOK や MAC AIR などの ETHER-NET の RJ-45 端子を
持たないノート PC を所持する隊員が増加している。船内は有線にてしらせ NW への接続を行っている
にもかかわらず、USB～RJ-45 ポート変換機等を持参しないケースが発生している。個人に対しては持
参することを強く定めると共に、現状に沿ったインフラ整備も展開すべきであり、観測隊フロアすべ
てに対する無線 LAN アクセスポートの設置展開が望ましいと考える。 
b） 船内における観測隊フロアの IP 電話網整備について 
現状の観測隊内線は、固定電話で隊長室はじめ一部の部屋にしか設置されておらず、昭和基地と NW
接続された際は、昭和基地に設置されている「しらせ内線」との通話も可能となる。今回、しらせ NW
～昭和 NW 接続時、昭和内線 IP 電話端末を船内に持込み疎通試験したところ問題なく、昭和基地、立
川と通話が出来た。以上を踏まえ、しらせ設置の構内交換機（PBX）の設備更改も鑑み、south4/5 に
対して SIP サーバーアプリを導入し船内 IP 電話を展開すべきである。また、しらせ側設備の船内コ
ードレス電話は、貸与台数も無く一部の隊員しか所持できず、9 割以上の隊員は部屋の固定電話のみ
となり、観測などの所用で部屋を出歩く際、その所在は全く掴めず緊急時も所在を求め広い船内を探











要に応じて柔軟なコンフィグ設定等が可能となり、より良い NW 環境の展開や障害時の対応が可能となる。 
 





む。通信室にはインマル FB 本体装置、電源ユニット、ルータ、IP ハンドセットを設置する。国内との
データ通信試験を実施する。 
2） 障害発生状況 
2013 年 2 月～2014 年 1 月までの間に発生した主な無線回線害等を、以下の表Ⅲ.4.7.6-1 インマル
FB 設備障害発生一覧に示す。 
 
表Ⅲ.4.7.6-1 インマル FB 設備障害発生一覧 
No. 発生月 障害件名 障害内容・対応状況 
回線
停止
























2013 年 2 月～2014 年 1 月までの間に実施した当該設備における保守作業を、以下の表Ⅲ.4.7.6-2 イ
ンマル FB 設備保守作業一覧に示す。 
 
表Ⅲ.4.7.6-2 インマル FB 設備保守作業一覧 
No. 実施月 作業件名 作業内容 











3 5 システム構築② 管理棟一階～三階へのアンテナケーブル縦引き及び通信
機材の本設置（通信室）を実施 

















インテルサット衛星回線の障害時におけるバックアップとして、インマル B-HDR が south2 にて構
築されていたがサーバー置換などのタイミングより、その構成変更が置き去りとなっており、機能し
ておらず当該システムの再接続も検討実施できるが、当該インマル Bサービスの終焉もあり、インマ
ル FB を用いたバックアップシステムの構築が早急に必要である。 
b） 不明の IP パケット通信課金について 
ターミナルに対して、IP ハンドセット、監視管理用 PC（自動 update 停止中）、south7 を接続して
運用していたところ、不明な IP パケット通信課金が発生していた。JDC 社に問い合わせるも利用実績
があるとのことで詳細判明に至らず。south7 をターミナルより切り離すも変化無し、ターミナル電源
を落とし様子を見たところ課金無し、一週間ハンドセットだけを接続して運用したところ課金無し。
然るに、54 次隊では原因特定に至らなかった。以下は仮定であるが、監視管理用 PC にて定常作業と
してインマル FB の状態 log 取得を行っていたが、そのターミナルへのアクセス自体もパケット通信
課金されているのではないか。JDC 社と仕様を含め調査が必要である。 
c） インマル FB の保守運用区部について 





































c)  衛星受信棟 
衛星受信棟出入り口扉を内開きから外開きに変更した。 





















f） 第 1・2 居住棟 
ア） IP 電話移行に伴い固定電話用の棚を各居住棟廊下に設置 
イ） IP 電話配線工事（LAN インテル部門より依頼） 









4） 〔 5月〕 
a） 自然エネルギー棟 
ア） 整備室オーバースライダーバネまき直しを行う。この時点でスライダーが凍り重くなり今ま 





イ） S16・17 旅行                     
デポ橇をとっつき岬へ回送。今後の S17 建築オペレーションの為 S17 航空拠点小屋を目視確認し
た。又、他部門の作業手伝い。 





口のドア部品を使用した。また、交換用の部品が無かったので 55 次隊に調達依頼をかけた。 








・氷彫刻制作の為第 1ダムより氷を切り出し重機にて 19 広場まで搬送した。（共同作業） 
6） 〔 7月〕 





イ） 防区画 B出入り口扉の吹き込みは前回より少なくなるものの、依然吹き込みが収まらない状 

















いとされ、手書きではあるが PDF ファイルにし渡した。（野外観測支援部門より依頼） 








f） S16/17 オペレーション。 
ア） S17 航空拠点小屋無線機収納箱取り付け 
イ） S16、53 次ドーム隊 WT デポ品回収 





































医療隊員に窓をむやみに開けないよう促した。                                























































53 次よりの引き継ぎだが、部材が届かずドア交換をできなかったため 55 次に引き継ぐ。 
イ） 発電棟第 1冷凍庫外側扉修理（外側扉レバー位置変更の為内側からは開かなくなるので注意） 
b） パンジー小屋ダクト修理（PANSY 部門より依頼） 
c） 観測棟ダクト修理（気水圏部門より依頼） 
d） 光学観測棟、観測装置天窓送風機位置替え（宙空部門より依頼） 




イ） 南極教室用調整卓作製（LAN インテル部門より依頼） 
b） 自然エネルギー棟 
制御盤作製支援。 
12） 〔 1月〕 
a） 防火区画 B出入り口扉ハンドル交換 
出入り口ハンドル不具合の為分解した所、内部ラッチ部分が壊れていた為ラッチ部分を新品に交換
した。 






























もした。[橇番号 42－5・43－3・番号不明 1 台] 
箱橇 2台も損壊が激しかったため、箱部分を撤去し平橇に変更した。[橇番号 36－5・46－1] 
2） 今回の橇修理について 
現在昭和基地には、自然エネルギー棟が完成したお蔭で整備室に橇を入れ修理可能になった。また





















b） レスキュー隊を 12 名で組織し、レスキューリーダー訓練を実施して事故に備えた。 
















  3 月 11 日  橋田、斉藤、石丸、福田、早川、冨川、橋本、古見、鈴木、高澤、大江、 
   大越、中山、山田＋小久保（FA）計 15 名 
  3 月 12 日  安達、大森、三浦、小原、虫明、井、並木、久川、佐藤、谷口、川崎、 











  4 月 15 日 石丸、三浦、福田、橋本、虫明、古見、並木、鈴木、川崎、岸本、長谷川、 
   大越、中山＋小久保（FA）計 14 名 
  4 月 30 日 斉藤、早川、小原、冨川、井、久川、佐藤、谷口、高澤、大江、片岡、 





a） 対象 レスキューリーダー向け：（6名） 
  レスキュー隊・一般隊員向け：（23 名） 
 レスキューリーダーメンバーは、一般隊員向け講習にて指導者及び指導者補助として配置。 
b） 訓練時間 1 回目：半日 4 時間 
   2 回目：午前 2 時間、午後 2 時間の計 4時間 
   3 回目：2時間半 
 JARE54 緊急時連絡カード ＜ 緊急時連絡事項＞ 
１．事故日時 ２．現場の人員と事故者  
３．事故現場の位置（緯度経度をＧＰＳで読み取る）  
４．事故の状況 ５．怪我人の容態 ６．救助の必要性 


















【主周波数】  [沿岸・内陸共通] 4540kHz  



















第 1回 4 月 18 日 参加者：小原、古見、久川、鈴木、小久保、山田（6名） 
第 2回 5 月 22 日 参加者：小原、古見、久川、鈴木、小久保、山田（6名） 
第 3回 7 月 15 日 参加者：小原、古見、久川、鈴木、小久保、山田、橋田、大江、長谷川（9 名） 
レスキュー訓練（レスキュー隊・一般隊員向け） 
第 1回 1 班 4 月 25 日 参加者：橋田、福田、冨川、並木、川崎、高澤、長谷川、大越（8 名） 
                        講師 ：古見、久川、鈴木、（小久保） 
    2 班 4 月 26 日 参加者：安達、三浦、早川、橋本、佐藤、岸本、大江、片岡（8 名） 
            講師 ：小原、古見、鈴木、（小久保） 
    3 班 4 月 27 日 参加者：斉藤、石丸、大森、虫明、井、谷口、田仲、中山（8名） 
            講師 ：小原、久川、山田（小久保） 
第 2回 1 班 5 月 25 日 参加者：三浦、福田、早川、谷口、川崎、長谷川、田仲、中山（8 名） 
                        講師 ：古見、久川、鈴木、山田、（小久保） 
    2 班 5 月 29 日 参加者：橋田、斉藤、大森、橋本、虫明、岸本、大江、大越（8 名） 
            講師 ：小原、久川、山田、（小久保） 
    3 班 5 月 30 日 参加者：安達、石丸、冨川、井、並木、佐藤、高澤、片岡（8名） 
            講師 ：小原、古見、鈴木、（小久保） 
第 3回 1 班 7 月 16 日 参加者：斉藤、大森、三浦、井、岸本（5名） 
              (AM)      講師 ：久川、鈴木、（小久保） 
    2 班 7 月 16 日 参加者：安達、福田、早川、虫明、片岡、田仲（6名） 
       (PM)   講師 ：久川、山田、（小久保） 
    3 班 7 月 19 日 参加者：石丸、冨川、並木、川崎、高澤（5名） 
       (AM)   講師 ：古見、久川、（小久保） 
    4 班 7 月 19 日 参加者：橋本、佐藤、谷口、大越、中山（5名） 






表Ⅲ.4.9.1-1 JARE54 レスキュー訓練・レスキューリーダー訓練カリキュラム 




基本的なロープワーク ダブルエイトノット  ○ ○ 




マッシャー結び（オートブロック） ○ ○ 
ダブルシートベント  ○  
ザイルの巻き方 振り分け式  ○ ○ 
ループ式 ○  
ハーネスの装着 シットハーネス  ○ ○ 
チェストハーネス  ○ ○ 
レスキュー装備の使用法 レスキュー用装備の把握とその使用法 ○ ○ 
支点のとり方 流動分散 スノーバーの利用 ○ ○ 
確保技術 エイト環利用 ○ ○ 
ムンターヒッチ（半マスト結び） ○ ○ 
懸垂下降 エイト環利用 ○ ○ 
グリグリ利用 ○ ○ 
自己脱出 ブルージック 解説のみ 解説のみ 
ユマール＋フッタコンプリート ○ ○ 




懸垂下降 エイト環利用 ○ ○ 




引き上げシステム 1:3、1:9 ○ ○ 
ロープフィックス フィックスロープの張り方 ○ ○ 




ショートロープ ショートロープの方法 ○ × 
レスキューウィンチの使用
法 
ペラルディ・レスキューウィンチ ○ × 
クレバスからの引き上げ 1:9 引き上げシステム利用 ○ × 
































野外活動の装備 個人用非常装備、非常食の使用法 他 
講義 
FA 厳冬期の衣類 貸与・支給装備の使用方法 






南極での危険 低温 海氷 内陸 
講義 FA 




































































 A 棚：レスキュー装備、野外用共同装備、登山装備、ライフロープ 
 B 棚：ストーブ、梱包用具、野外用共同装備 
 C 棚：個人装備予備 
























標識用の旗竿は、ルート工作前と本格的な野外旅行前の 3 月と 7 月に手空き総員にて作成し、旧娯









c） レスキュー隊用レスキューセット（ザック入り 1 人用×4セット） 
レスキューが発動された時に、レスキュー隊員が担いで持ち出せるように準備した。 







2 月 2 日 北の浦魚類生態調査（環境省、生活係） 
2 月 3日 ホノール氷河 GPS 回収（地圏） 
2 月 3日 北の浦魚類生態調査（環境省、生活係） 
2 月 7-8 日 S30 ドーム隊氷床コア空輸（ドームふじ旅行隊）、S17 インフラサウンド点検（地圏）、 
S16～とっつき岬ルート引き継ぎ（FA） 
2 月 13 日 S16 ドームふじ旅行隊支援（ドームふじ旅行隊）、S17 滑走路整備（隊全体） 
2 月 14 日 S17DROMLAN 輸送品受取（隊全体） 




3 月 9 日 北の浦氷厚調査（隊全体） 
3 月 25 日 とっつき岬ルート偵察 T14、西オングルルート W-05（FA） 
3 月 25 日 西の浦 GPS ブイ回収（地圏） 
4 月 1日 北の浦雪尺測定（気象） 
4 月 4日 アンテナ島送信棟保守（通信）、火報点検（機械） 
4 月 7日 西オングル野外安全講習下見（FA） 
4 月 9 日 とっつき岬ルート工作 T-19（FA） 
4 月 13 日 とっつき岬ルート工作 T-34（FA） 
4 月 15 日 西オングル第 1 回野外安全行動訓練（FA） 
4 月 16 日 とっつき岬ルート工作完了 T-38、S16 ルート工作 N-07（FA） 
4 月 19 日 岩島ルート工作完了 IW-02、西オングルルート工作 W-12（FA） 
4 月 20 日 西オングルルート工作完了 W-20（FA） 
4 月 30 日 西オングル第 2 回野外安全行動訓練（FA） 
5 月 1 日 S16 ルート工作 N-11（FA） 
5 月 2 日 ラングホブデルート工作 L-19（FA） 
5 月 3 日 ラングホブデルート工作 L-50（FA） 
5 月 4 日 ラングホブデルート工作 L-62（FA） 
5 月 9-10 日 西オングルテレメトリ小屋バッテリー充電（宙空）  
5 月 11 日 S16 ルート工作 P-31（FA） 
5 月 13-15 日 S16 橇・車両移動（機械）、S17・P50 気象計保守（気象） 
5 月 16 日 ラングホブデルート工作完了 L-74（FA） 
5 月 20 日 向岩ルート工作完了 M-18、採水ポイントルート工作完了 WS-03（FA） 
6 月 13 日 北の浦 MWF イベント安全管理（全体） 
7 月 5-6 日 西オングルテレメトリ小屋バッテリー充電（宙空） 
7 月 17 日 とっつき岬ルート状況確認（FA） 
7 月 18 日 ラングホブデルート状況確認（FA） 
7 月 22 日 とっつき岬ルート T-14 クラック確認（FA） 
7 月 23 日 とっつき岬デポ橇・車両回収（機械） 
7 月 29-31 日 ラングホブデ GPS・地震計保守（地圏）、気象計保守（陸上生物）、ハムナルート工作 
HM-07（FA）、暖房機交換（機械） 
8 月 7-9 日 S16 デポ橇回収（機械）、とっつき岬 GPS 観測（地圏）、S16 ルート雪尺観測（気水）、S16 
ルート保守（FA） 
8 月 11 日 北の浦スポーツ大会準備（生活係） 
8月12-16日 スカルブスネスルート工作SV-47、スカーレンルート工作SK-18、袋浦ルート工作FK-02、 
水くぐり浦ルート工作 MZ-01、小湊ルート工作 KM-06（FA） 
8 月 19-22 日 S16 デポ橇回収（機械）、S17 航空機観測拠点小屋測量（建築）、P50・S17 気象計保守 
（気象）、ドームふじ旅行隊デポ医療品回収（医療） 
8 月 25 日 とっつき岬デポ車両回収（機械） 
8 月 26-28 日 スカルブスネス GPS 観測・GPS ブイ捜索（地圏） 
8 月 30 日 弁天島ルート工作 BT-17（FA） 
9 月 2 日 弁天島ルート工作完了 BT-26、ルンパルート工作 RP-15（FA） 
9 月 6 日 ルンパルート工作 RP-52（FA） 
9 月 8 日 西オングル島福島ケルン安全祈願祭（全体） 
9 月 9-13 日 スカーレンルート工作 SK-65、GPS 観測（地圏）、無人磁力計保守（宙空） 
9 月 19-22 日 スカーレン無線機保守（通信）、無人観測装置設置準備（地圏）、予備食整理（調理） 
9 月 24-25 日 ラングホブデ公用氷アイスオペレーション（庶務） 




9 月 29 日 長頭山遠足（全体） 
10 月 1-19 日 みずほ基地・NMD30 ルート整備（FA）、無人磁力計設置・保守（宙空）、雪尺観測（気 
水）、天文橇回収（機械） 
10 月 23 日 ルンパルート工作完了 RP65～L-52（FA） 
10 月 25 日 弁天島北西沖しらせ航路偵察（全体） 
10 月 27 日 オングル海峡魚類生態調査（生活係） 
10 月 29 日-11 月 1 日 スカルブスネスネッケルホルマネルート工作完了 NH-10（FA）、建物調査（建 
築）、雪鳥沢小屋暖房機工事（機械） 
11 月 4 日 オングル海峡魚類生態調査（生活係） 
11 月 7 日 オングル海峡魚類生態調査（生活係） 
11 月 14 日 ルンパペンギンセンサス個体数調査（生物） 
11 月 17 日 オングル海峡魚類生態調査（生活係） 
11 月 19 日 西オングル島テレメトリ小屋燃料デポ（機械） 
11 月 21 日 オングル海峡魚類生態調査（生活係） 
11 月 25-26 日 S17 滑走路整備（全体） 
11 月 28-30 日 ラングホブデ袋浦・水くぐり浦ペンギンセンサス（生物）、気象計保守（陸上生物）、 
GPS・地震計保守（地圏）、レジオネラ土壌サンプリング（医療） 
12 月 7 日 弁天島沖～ラングホブデルート しらせ航路偵察（全体） 
12 月 12 日 メホルメン北側氷山群 氷上輸送ルート偵察（全体） 
12 月 13 日 弁天島沖しらせ停泊点先行氷上輸送（全体） 
12 月 16 日 岩島ルート工作引き継ぎ（FA） 
12 月 19 日 北の浦 55 次海氷安全講習（全体） 
12 月 25 日 北の浦ルート工作引き継ぎ（FA） 
12 月 26-30 日 スカルブスネス 55 次陸上生物支援（FA） 
2014 年 




































は破損等が発生した場合に整備した。また、55 次到着後は 55 次 FA にも基地内の標識旗とライフロー
プを含めたメンテナンスの引き継ぎをおこなった。発電棟海側伏流水流域の雪面立入禁止区域の標識
旗に関しては、2月中に GPS で設置場所を記録しておき本格除雪が終了した 12 月上旬に再設置した。 
 

















さらに、1 月 13 日から始まった持ち帰り空輸においても、昨年と違い「しらせ」搭載のヘリコプタ
ー（以下 CH-101）は順調に飛行を重ね、船倉内のスペースがないため積み込めなかった物資を除き、
予定通りの物資を持ち帰ることができた。 





当初の予定では例年に倣い、全ての荷受け・荷出しを 54 次隊が行い、氷上輸送時の雪上車運転を 55
次隊が担うことを想定していた。しかし、「しらせ」接岸前日の 1 月 4 日に、54 次と 55 次の 2 者で氷
上輸送の体制について打合せが行われ、荷役作業に 54 次隊から 9名、55 次隊からスーパーバイザーと
して勝田副隊長、54 次との調整役兼荷役作業員として塚本隊員、荷役作業員として鯉田隊員が参加す
ることとなった。 




隊伊藤隊員に依頼し、他の雪上車（SM60 及び SM65）は 54 次隊で運転した。また雪上車（Pisten Bully）




場では UHF2ch を利用して行った。昼間 IP 電話で「しらせ」側の柏木隊員と連絡をとり、調整するこ
とができたのは非常に有効であった。 
b） 作業時間帯 
持ち帰り氷上輸送は氷上輸送開始 2 日目途中の 1 月 6 日深夜から 10 日の早朝にかけて行われた。1
日の作業時間帯は「しらせ」側の提示により 22 時～翌朝 6時となり、途中 2時～2 時 30 分にかけて「し
らせ」の休憩時間があり、その時間に併せて観測隊も休憩をとるよう心掛けた。ただし、実際観測隊
（54 次）は 21 時に作業前ミーティングを行い、翌朝 7 時前まで作業を行っていた（55 次隊とは作業
前には電話、また、現場で情報共有を行った）。 
c） 持ち帰り氷上輸送の準備及び実施 
リキッドタンクは 12 月 23 日に大半をコンテナヤードへ移動して準備を行った。 
公用氷は中ダンボール 180 箱、小ダンボール 60 箱を発電棟冷凍庫に保管してあったが、1 月 4 日に
手空き総員でコンテナトラック 2 台へ載せ替え、コンテナヤードまで運び、予め用意してあったリー
ファーコンテナ（電源車付）2 台へ移動した。12ft コンテナに詰める私物についても同日防 C 付近に
































12ft コンテナの重量については容器を含めて 5t 未満に収めると、スムーズにクレーン作業を行うこ
とができる。 
12ft コンテナ橇には新旧の 2種類あり、旧タイプには 12ft コンテナ以外は載せることができず、橇
及び運ぶ物資のやり繰りをしなくてはならないので、不便であった。 
3） 持ち帰り空輸 
氷上輸送が終わり 1日おいた 12 日から本格空輸が始まり、翌 13 日から持ち帰り空輸も始まった。 
持ち帰り空輸は、当初第 2 廃棄物保管庫内にあった 40 個のスチコンを、C ヘリポートから空輸しよ
うと考えていたが、効率をよくするため、Aヘリポートまで移動したので、全て A ヘリポートを利用す
ることとなった。 










また、冷蔵・冷凍品や、その他輸送当日 A ヘリポートへ運びたい物資については、個別に対応した。 
c） シリンダー・カードル 
12 月 11 日に A ヘリポートへ集積可能な気象部門のカードル（36 基）とシリンダー（30 本）、気水圏
部門のシリンダー（29 本）、宙空圏部門のシリンダー（10 本）を集積し、シリンダーは 9 本組でパレ
ット組みした。シリンダーをパレット組みする際は、CH-101 に搭載する関係で、パレット長手に平行
にシリンダーを載せ、かつ、最下段 4本、中段 3本、上段 2本の 3 段積みとした。 










12 月 12 日にドラム缶パレット組みの作業を環境保全隊員が手空き隊員と共に行った。今年は 16t ラ
フテレーンクレーンを用いて作業を行ったので作業時間の短縮につながった。 
第 2 廃棄物保管庫内にあった 41 個のスチコンは、当初 1 基 A ヘリポートへ移動して 40 基を C ヘリ
ポートから持ち帰る予定だったが、効率よく輸送するため全て Aヘリポートへ移動した。 




1 月 27 日午後より気象棟前に設置した 12ft コンテナに中ダンボールを各自で詰めてもらい、その他
の形状の物は通路棟（防火区画 Bから C の間）に一反集積し、1月 29 日に 12ft コンテナを Aヘリポー
トへ移動する際、最後に 12ft コンテナに詰めて運んだ。また、ギターやバッグ等壊れやすいものはト

















CH-101 1 機体制の危うさが露呈された。早期に 2機体制を確立することが望まれる。また、観測隊ヘ
リコプターAS350 のスリング能力は 500 ㎏、BK117 は 800 ㎏と昨年の AS350 2 機体制より輸送能力が
上がったとはいえ、CH-101 1 機の輸送能力にはかなわない。CH101 １機体制の場合、観測隊ヘリコ
プターには今回以上の輸送能力が望まれる。 




















梱数 重量（kg） 容積（㎥） 梱数 重量（kg） 容積（㎥） 梱数 重量（kg） 容積（㎥） 梱数 重量（kg） 容積（㎥）
気象 K4 78 25,590 64.54 2 40 0.19 80 25,630 64.73
海洋生物 K6 5 71 0.31 5 71 0.31
宙空・超高層 K10 1 37 0.45 19 1,650 7.85 20 1,687 8.3
大型アンテナ K15 1 260 1.42 1 20 0.06 2 280 1.48
宙空圏モニタリング K16 3 312 1.51 3 312 1.51
気水圏モニタリング K17 48 2,646 9.41 39 2,124 5.05 87 4,770 14.46
地殻圏モニタリング K18 3 518 2.87 1 12 0.06 4 530 2.93
PANSY K21 1 410 1.63 1 203 1.42 2 613 3.05
機械 M 4 13,845 96.49 2 900 2.84 10 190 0.27 16 14,935 99.6
燃料 N 56 18,066 96.63 22 1,445 33.07 78 19,511 129.7
通信 R 1 170 1.42 1 170 1.42
医療 I 3 83 0.29 7 77 0.34 10 160 0.63
環境保全（一般物資） 68 31,405 121.5 68 31,405 121.5
環境保全（廃棄物） 81 228,850 1418.71 287 155,614 461.38 368 384,464 1880.09
LAN L 1 110 1.42 7 140 0.54 8 250 1.96
装備 E 2 420 2.84 2 420 2.84
公用品 O 2 9,430 46.26 2 30 0.13 4 9,460 46.39










5.1 第 9 回中高生南極北極科学コンテストの現地実験 【AAS_06】    橋田 元 
 
5.1.1 国内準備 




























 ・エアコンの室外機と外の空気  
 ・建物の中と外 
 ・生き物の体温と外の気温  






































































































































































国内からは公式通信として人事異動案内や 53 次隊、54 次隊、55 次隊の動向について受信した他、公用
連絡として支援連絡会議議事録・議事要旨、各種依頼事項・案内等を受信した。 






















































a） 極地研究所ホームページ「昭和基地 NOW!!」原稿 




No. 日付（2013 年） 題   名 記  者 
1 2 月 1 日 越冬交代式 山田 
2 2 月 11 日 ブリザード 山田 
3 2 月 13 日～14 日 VLBI 観測 三浦 
4 2 月 20 日 越冬成立式・福島ケルン慰霊祭 冨川 
5 2 月 25 日 医務室訪問 大江 
6 3 月 10 日 越冬初のオーロラブレイク！ 大越 
7 3 月 11 日 海氷安全講習 橋田 
8 3 月 18 日 食事と健康調査 山田 
9 3 月 26 日 高層気象観測 三浦 
10 4 月 6 日 職場見学会 冨川 
11 4 月 10 日～11 日 南極安全講習医療実技編 大江 
12 4 月 15 日 実践！野外オペレーション訓練 大越 
13 4 月 25 日～27 日 レスキュー訓練 橋田 
14 5 月 5 日 食事と健康調査 山田 
15 5 月 7 日 地上気象観測 三浦 
16 5 月 15 日 世界最南端の大学？ 冨川 
17 5 月 21 日 昭和基地の防火体制 大江 




19 6 月 2 日 世界最南端のサッカークラブ？ 橋田 
20 6 月 12 日～14 日 健康診断 山田 
21 6 月 19 日～21 日 ミッドウィンターフェスティバル 三浦 
22 6 月 29 日 誕生日会 冨川 
23 7 月 4 日 当直のお仕事 大江 
24 7 月 7 日 外出禁止令発令 長谷川 




25 7 月 13 日 南極選挙人 橋田 
27 7 月 16 日 第 3回レスキュー訓練 橋田 
28 7 月 23 日 冬の昭和基地風景 山田 
29 7 月 28 日 オゾンゾンデ観測 三浦 
30 7 月 31 日 チョーリー＆コーリー（調理＆氷？） 髙澤 
31 7 月 28 日 水蒸気ゾンデ観測 冨川 
32 8 月 7 日～8日 野外活動（雪尺、雪サンプリング） 早川 
33 8 月 14 日 雪上車整備 大江 
34 8 月 31 日 130kl 水槽 橋田 
35 8 月 30 日 南極ライブトーク終了 山田 
36 9 月 8 日 オゾン全量観測 三浦 
37 9 月 20 日 地磁気絶対観測 冨川 
38 9 月 27 日 飲料水水質検査 大江 
39 9 月 28 日 ピザ作り 大江 
40 10 月 9 日 春の訪れ 橋田 
41 10 月 14 日 福島隊員慰霊祭 山田 
42 10 月 19 日 みずほ旅行 三浦 
43 10 月 28 日 ライダー観測 冨川 
44 10 月 9 日 南極野菜カレンダー 橋田 
45 11 月 8 日 もうすぐ白夜 大江 
46 11 月 14 日 30 人ぼっちの生活が終った日 山田 
47 11 月 5 日 2 ﾄﾝ橇補修作業 大江 
48 11 月 25 日 白夜の除雪 橋田 
49 11 月 28 日 ペンギンセンサス 山田 
50 12 月 6 日 日射放射観測 三浦 
51 12 月 9 日 HF レーダーのアンテナ交換 冨川 
52 12 月 14 日 昭和第一便と準備空輸 大江 
53 12 月 14 日 初荷 橋田 
        
No. 日付（2014 年） 題   名 記  者 
54 1 月 1 日 二度目のお正月 橋田 
55 1 月 5 日～9日 夜間氷上輸送 山田 
56 1 月 12 日～16 日 本格空輸 三浦 
57 1 月 22 日 しらせ離岸 冨川 












取  材  元 取材方法 取材日等 対応者 備   考 
ジャパン FMネットワーク ラジオ生出演 3 月 26 日 橋田 番組名:flowers 
敦賀市立粟野小学校 電話生出演 7 月 17 日 早川 
前川元観測隊員企画南極教室の
一部に電話出演 
若狭町立鳥羽小学校 電話生出演 7 月 18 日 早川 
前川元観測隊員企画南極教室の
一部に電話出演 


















2013 年 3 月～2014 年 1

















2013 年 3 月、7 月、9月、




で 1か月に 1 度 
川﨑 
南極 越冬隊の今 NEC ネッツエスアイ株式会社 2013 年 6 月、12 月 田仲 
にっち倶楽部 NPO 法人にっち倶楽部 
2013 年 8 月から 8月、
11 月、2014 年 2 月 
虫明 


















2013 年 11 月 鈴木 
釧路新聞 釧路新聞社 2013 年 12 月 大越 
星林高校同窓会報「星翔」 星林高校同窓会 2014 年 1 月 川﨑 
 





表Ⅲ.6.1.3-4 TV 会議システムを用いた情報発信一覧 






























































3 2 土 
南極教室 
リハーサル 





















































1420 1450 早川   
南極教室 
リハーサル 





0900 1130 小原   
南極教室 
打合せ 









































































































伊丹市立伊丹小学校 0900 0955 虫明   
南極教室 
リハーサル 









































































































































































































































1430 1500 冨川   
28 土 TV 会議本番 
国立極地研究所創立 
40 周年記念市民講演 
















































































































































































































































































































































































































































   
 
6.2 基地管理・観測隊管理・安全点検 橋田 元 
 











の破損事故は幸いにもなかった。越冬を開始して間もない 3 月 18 日の小火（ボヤ）は、初期消火段階
で最寄りの棟に居た隊員が消火器で消し止めたが、南極での火災が如何に恐ろしいかを隊員全員が身を





ら以後の使用を見合わせ、第 55 次隊に部材を緊急物資として届けて頂き、修理の後に復旧した。 
 
Ⅲ.6.2.1-1 事故およびヒヤリ・ハット事例一覧 
場所 期日 タイトル 種別 
昭和基地 2013 年 3 月 18 日 焼却炉棟での火災（小火） 事故 
昭和基地 2013 年 4 月 25 日 クローラークレーン電線ラック接触 事故 
昭和基地 2013 年 3 月 19 日 
2013 年 5 月 17 日 
火災報知機への接触による誤発報 ﾋﾔﾘﾊｯｯﾄ 
昭和基地 2013 年 4 月 20 日 ウィンドスクープ斜面での雪上車スタック ﾋﾔﾘﾊｯｯﾄ 
昭和基地 2013 年 5 月 17 日 スライディングハンマーによる打撲 ﾋﾔﾘﾊｯｯﾄ 
昭和基地 2013 年 7 月 11 日 油圧ショベル横滑り ﾋﾔﾘﾊｯｯﾄ 
昭和基地 2013 年 8 月 13 日 スノーモービル危険走行 ﾋﾔﾘﾊｯｯﾄ 
弁天島ﾙｰﾄ 2013 年 8 月 30 日 海氷上クラック踏み抜き ﾋﾔﾘﾊｯｯﾄ 
昭和基地 2013年 10月 19日 ミニショベルで除雪中に PANSY 小屋の吸気ダクト
と接触破損 
ﾋﾔﾘﾊｯｯﾄ 
昭和基地 2013 年 12 月 6 日 かまくら跡への油圧ショベルはまり込み ﾋﾔﾘﾊｯｯﾄ 







期日 講 習 内 容 
3/11 海氷安全講習（1回目） ﾀｲﾄﾞｸﾗｯｸ･海氷上行動、ｿﾞﾝﾃﾞ棒･ﾄﾞﾘﾙ･発発使用
法等 3/12 海氷安全講習（1回目） 
3/13 雪上車、スノーモービル講習（1回目） SM40 型雪上･ｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙ立ち上げ・操縦・立ち下
げ実技 3/15 雪上車、スノーモービル講習（2回目） 
4/3 南極安全講習（装備編） 講義 
4/4 南極安全講習（行動編） 講義 
4/5 南極安全講習（気象編） 講義 
4/8 南極安全講習（医療編） 講義 
4/10 南極安全講習（医療実技 1 回目 1班） 心肺蘇生法・搬送法実技 
4/11 南極安全講習（医療実技 1 回目 2班） 
4/15 野外安全行動訓練（1回目） 徒歩行動実技 
4/18 第 1 回レスキューリーダー講習 レスキュー装備取り扱い実技(屋内） 
4/22 事故事例研究（1回目）  
4/25 第１回レスキュー訓練（第 1班） レスキュー装備取り扱い実技(屋内） 
4/26 第１回レスキュー訓練（第 2班） 
4/27 第１回レスキュー訓練（第 3班） 
4/30 野外安全行動訓練（2回目） 徒歩行動実技 
5/22 第 2 回レスキューリーダー講習 レスキュー装備取り扱い実技(屋外） 
5/25 第 2 回レスキュー訓練(第１班） レスキュー装備取り扱い実技(屋外） 
5/29 第 2 回レスキュー訓練(第 2 班） 




6/4 南極安全講習（医療実技 2 回目 1班） 心肺蘇生法･AED 使用法実技 
6/6 南極安全講習（医療実技 2 回目 2班） 
6/7 南極安全講習（医療実技 2 回目 3班） 
6/28 消火訓練  
7/13 第 3 回レスキュー隊リーダー講習 レスキューウインチ、搬送法等 
7/15 第 3 回レスキュー隊リーダー講習 総合訓練 
7/16 第 3 回レスキュー訓練（1班、2班） 総合訓練 
7/19 第 3 回レスキュー訓練（3班、4班） 総合訓練 




8/2 緊急時対応訓練 国内連携確認 
8/5 事故事例研究会（第２回） 野外行動中の事故発生対応シミュレーション 









9/26 消火訓練 火元：小型発電機小屋 
少人数による消火体制 
9/29 医療講習 みずほ旅行隊・医療班メンバー 
10/12 消火訓練 火元：自然エネルギー棟 
少人数による消火体制 
11/12 消火訓練 火元：環境科学棟 
少人数による消火体制 
12/27 火災発報時の人員確認訓練 火元：自然エネルギー棟 
55 次隊と共同 





























屋根(倉庫棟・汚水処理棟) 10 名×半日 
倉庫棟・汚水処理棟・通路棟間 10 名×半日 













 第 55 次隊の受け入れ準備の一環として、上記の通常除雪では実施しない幹線道路の除雪を、11 月




た。撮影は概ね月１回とし、撮影地点および撮影対象は第 53 次隊から引き継ぎ、以下の通りである。 
１９広場（管理棟）     
作業工作棟風下側（作業工作棟） 
気象棟裏高台（管理棟～東地区）   
天測点（東・西・南・北） 



















・環境保全部門が中心となり、第 54 次隊夏期のドーム旅行隊廃棄物持ち帰りと処理、ならびに S17 





旅行の目的地は NMD30 地点であった。第 54 次隊ドーム旅行において、天文橇（天体望遠鏡用ドームを
搭載した金属製橇）が破損し、NMD30 にてやむ無くデポしたことを受け、本旅行では、ルート上の雪氷
観測、無人磁力計保守、ルート整備などと合わせ、この橇の持ち帰りを計画し、帰路、橇の溶接補修を




DROMLAN を運営する ALCI からメールで送られるフライトスケジュール関連情報から必要なものを抽
出して、気象部門、通信部門などの関係隊員に周知した。 
次の５回のフライト対応を行い、着発時刻および給油量を公用メールにて報告した。 
期日    使用滑走路      機材  給油量 
11 月 14 日 オングル海峡 Mia(C-GEAJ)  5 本 
11 月 20 日 オングル海峡 Mia(C-GEAJ)  6 本 
11 月 22 日 オングル海峡 Mia(C-GEAJ)  6 本 
11 月 26 日 オングル海峡 Polar-6          10 本 
11 月 30 日 S17  Mia(C-GEAJ)  5 本 
 
2)気象通報 







・離陸後は AirVHF のワッチを開始 
・着陸予定時刻 30 分前くらい前に、機から昭和通信に入電があり、先方から ETA を伝えて来るので、 
それを復唱する。昭和基地から先方に、直近の気象情報（QNH, wind speed (kt), wind direction) 
を伝える。 
・到着間近に、再度、間もなく到着する旨の入電があるので、昭和基地から先方に、直近の気象情報 
（QNH, wind speed (kt), wind direction)を伝える。 
離陸前： 
・離陸前に、今から離陸する旨の入電があれば、それに応答して、直近の気象情報（QNH, wind speed  
(kt), wind direction)を伝える。 
 
4)航空燃料の準備 
 シーズン開始前に、給油に必要な Jet A-1 ドラム缶の数量の連絡がある。第 54 次隊では、主滑走
























なお、11 月 14 日の離陸地点が滑走路終端付近であったことから、パイロットより滑走路を北東方向
に 200m 延長するようにとの要請が ALCI を介してあった。これを受けて、1200m に延長する作業を行っ
た。また、航空機の着発に伴い雪面が乱され、その凹凸によりドリフトが生じるため、着発後に滑走路
の整備を行った。 
S17 の滑走路整備は、11 月 5 日～7日に旅行隊を派遣して実施した。その後、オングル海氷滑走路の
状態が悪化し、また、S17 滑走路を低空から観察したパイロットから凹凸が見られるとの報告を受け、





























内陸のみずほ基地へは既存のルートを使用し、10 月 1 日-19 日のみずほ旅行の際に標識旗とドラム缶























日程 ルート名 ルート工作区間 概要・特記事項 
3 月 25 日 とっつき岬 S00～T17 
53 次ルート偵察、T17 クラック確認、新たに T14 にクラック
確認 
4 月 9日 とっつき岬 S00～T19 T19 に新たなクラック確認 
4 月 13 日 とっつき岬 T19～T34 T24、T28 付近にパドル層あり注意 






S16 ルート N07 まで標識旗すべて流失再設置 






西オングルルート再凍結部は氷厚 50cm 程度 
4 月 20 日 西オングル W12～W20 再凍結部は氷厚 50cm 程度 
5 月 1日 S16 N07～N11 裸氷部分は標識旗再設置 
5 月 2日 ラングホブデ M08～L19 L16 の先にプレッシャーリッジあり 
5 月 3日 ラングホブデ L19～L50 L42 の先にプレッシャーリッジあり 
5 月 4日 ラングホブデ L50～L62 
L62 の先にプレッシャーリッジあり、迂回ルートを探すも時
間切れ 
5 月 11 日 S16 N11～P31 P31 までルート標識旗整備、雪尺測定 
5 月 16 日 ラングホブデ L62～L74 完了 
L65 の先にプレッシャーリッジあり、周辺はシャーベットア
イス状注意 













7 月 18 日 ラングホブデ   ルート状況確認、クラック問題なし 
7 月 22 日 とっつき岬 T14 ルート状況確認、SM100 氷上回送の為 T14 クラック氷厚測定
7月 31 日 ハムナ L62～HM07 完了 公用氷アイスオペ用 
8 月 8日 S16 P31～S16 標識旗整備、雪尺測定、S16～S17 航空拠点のルート整備 














スカーレンルート SK16 から先悪路 
8 月 30 日 弁天島 W11～BT17 
オングルカルベン分岐 BT08 の先に大プレッシャーリッジあ
り通過注意 







ルンパルート RP04 の先プレッシャーリッジあり 
全体的に路面が荒れている 
9 月 6日 ルンパ RP15～RP52 







9 月 27 日 とっつき岬   ルート状況確認、T35-2 先のクラックで道板使用 




10 月 25 日 しらせ航路   
弁天島北西沖しらせ予定航路上の多年氷と 1年氷帯の境界
を確認 
10 月 30 日 
ネッケルホル
マネ 
SV29～NH10 完了 スカーレンルートから分岐 
12 月 7 日 しらせ航路   
弁天島北西沖しらせ予定航路上の多年氷と 1年氷帯の境界
からラングルート L20 まで 2km 毎に氷厚測定 
12 月 8 日 
氷上輸送ルー
ト 
BT ルート BT9～BT11 から北に延びるプレッシャーリッジの確認 






12 月 10 日 
氷上輸送ルー
ト 
ET01～ET17 T09 から分岐する北回りルートの工作 
















54 次越冬期間中の日帰り野外行動を表Ⅲ.7.2-1 野外行動一覧（日帰り）に示す。 
 
表Ⅲ.7.2-1 野外行動一覧（日帰り） 
日程 申請者 部門 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両 






スノーモービル 2 台 
2 月 3 日 小原徳昭 地圏
氷河GPS回
収 
ホノール氷河 小原徳昭、徳永航、小久保陽介 観測隊ヘリ 









スノーモービル 2 台 
2 月 4 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、大森英裕 スノモ 1 台 










2 月 13 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、大森英裕 スノモ 1 台 




S17 小久保陽介、川崎昭仁、鈴木学 観測隊ヘリ 




スノーモービル 2 台 
2 月 18 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、大森英裕 スノモ 1 台 
2 月 25 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、大森英裕 スノモ 1 台 
3 月 4 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、三浦恒人 徒歩 






スノモ 2 台 
3 月 11 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、三浦恒人、早川由紀子 徒歩 









スノモ 1 台 
























スノーモービル 2 台 











スノーモービル 2 台 
3 月 19 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、大森英裕 徒歩 
3 月 25 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 大森英裕、三浦恒人 徒歩 







スノモ 2 台 
3 月 25 日 小原徳昭 地圏
GPS ブイ回
収 
西の浦 小原徳昭、小久保陽介 徒歩 
4 月 1 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、石丸和樹、小久保陽介 SM653 
4 月 1 日 小原徳昭 地圏
氷河用 GPS
新設 
西の浦 小原徳昭、田仲宏至 徒歩 








4 月 7 日 小久保陽介 FA 
安全講習
下見 
西オングル島 小久保陽介、鈴木学、田仲宏至 徒歩 
4 月 8 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、大森英裕 スノモ 1 台 







スノモ 2 台 







スノモ 2 台 
4 月 15 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 石丸和樹、三浦恒人 スノモ 1 台 




西オングル島 小久保陽介他 14 名 徒歩 







スノモ 2 台 






スノモ 2 台 







スノモ 2 台 
4 月 22 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、石丸和樹 スノモ 1 台 
4 月 29 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 三浦恒人、斉藤信也 スノモ 1 台 




西オングル島 小久保陽介他 14 名 徒歩 



















スノモ 2 台 







スノモ 2 台 







スノモ 2 台 












5 月 6 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 石丸和樹、安達正樹 徒歩 
5 月 9 日 小原徳昭 地圏
GPS ブイ設
置 
西の浦 小原徳昭、田仲宏至 徒歩 






スノモ 2 台 










5 月 13 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、大森英裕 徒歩 



















スノモ 2 台 
5 月 16 日 大越崇文 LAN
AP 点検立
ち下げ 
岩島 大越崇文、大江洋文、長谷川達央 SM412 














スノモ 2 台 
5 月 21 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、石丸和樹 徒歩 
5 月 22 日 橋田元 重点 海洋観測 オングル海峡 橋田元、早川由紀子、佐藤貴一 SM413 
5 月 27 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、大森英裕 徒歩 
6 月 3 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、大森英裕 徒歩 
6 月 10 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、大森英裕 徒歩 








6 月 14 日 小原徳昭 地圏
GPS ブイ保
守 
西の浦 小原徳昭、鈴木学 徒歩 




6 月 24 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 石丸和樹、三浦恒人 徒歩 
7 月 2 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、大森英裕 徒歩 
7 月 5 日 小原徳昭 地圏
GPS ブイ保
守 
西の浦 小原徳昭、橋本大志 徒歩 
7 月 9 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、三浦恒人 徒歩 
7 月 15 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 石丸和樹、三浦恒人 徒歩 















7 月 19 日 小原徳昭 地圏
GPS ブイ保
守 
西の浦 小原徳昭、長谷川達央 徒歩 




アンテナ島 川崎昭仁 徒歩 
7 月 22 日 小久保陽介 FA
ルート状
況確認 
とっつきルート 小久保陽介、橋田元、古見直人 SM414 
7 月 22 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、大森英裕 徒歩 




アンテナ島 川崎昭仁、中山宣彦、田仲宏至 徒歩 
















7 月 29 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、三浦恒人 徒歩 
8 月 6 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、大森英裕 徒歩 
8 月 6 日 小原徳昭 地圏
GPS ブイ保
守 
西の浦 小原徳昭、鈴木学 徒歩 
8 月 11 日 小久保陽介 生活
スポーツ
大会準備 
北の浦海氷上 小久保陽介、谷口正樹 スノモ 1 台 
8 月 12 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、三浦恒人 徒歩 
8 月 17 日 小久保陽介 生活
スポーツ
大会 
北の浦海氷上 小久保陽介他 21 名 スノモ 2 台 







8 月 20 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、井智史 徒歩 
8 月 20 日 小原徳昭 地圏
GPS ブイ保
守 
西の浦 小原徳昭、長谷川達央 徒歩 
8 月 22 日 古見直人 機械
デポ車両
回収 
とっつき岬 古見直人、井智史、岸本栄二 SM414 












8 月 26 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、大森英裕 徒歩 




8 月 29 日 橋田元 気水 海洋観測 オングル海峡 橋田元、谷口正樹、井智史 SM414 







9 月 2 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、冨川喜弘 徒歩 







9 月 5 日 小原徳昭 地圏
GPS ブイ保
守 
西の浦 小原徳昭、大越崇文 徒歩 


















9 月 9 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、石丸和樹 徒歩 




9 月 19 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、石丸和樹 徒歩 




9 月 23 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、大森英裕 徒歩 
9 月 27 日 小久保陽介 FA
ルート確
認 
とっつき岬 小久保陽介、橋田元、佐藤貴一 SM414 






9 月 30 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、三浦恒人 徒歩 









10 月 6 日 谷口正樹 生活 漁協 北の浦海氷上
並木昭人、岸本栄二、小原徳昭、谷
口正樹 
スノモ 2 台 
10 月 6 日 長谷川達央 全体 遠足 西オングル北方 長谷川達央、大越崇文 SM413 
10 月 7 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 大森英裕、石丸和樹 徒歩 
10月 14日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 大森英裕、斉藤信也 徒歩 






















10月 21日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、石丸和樹 徒歩 














スノモ 2 台、SM414 






10月 26日 谷口正樹 生活 漁協 北の浦海氷上
谷口正樹、小久保陽介、古見直人、
高澤直之、小原徳昭 
スノモ 2 台 




スノモ 2 台、SM414 
10月 27日 早川由紀子 全体 遠足 西オングル 早川由紀子、長谷川達央、田仲宏至 徒歩 
10月 27日 谷口正樹 生活 漁協 オングル海峡 
谷口正樹、小久保陽介、古見直人、
高澤直之 
スノモ 2 台 
10月 29日 谷口正樹 生活 漁協 オングル海峡 
古見直人、高澤直之、井智史、佐藤
貴一 
スノモ 2 台 
10月 30日 橋田元 全体
滑走路整
備 
オングル海峡 橋田元 SM653 
10月 31日 橋田元 全体
滑走路整
備 
オングル海峡 橋田元 SM653 
10月 31日 谷口正樹 生活 漁協 オングル海峡 
古見直人、早川由紀子、久川晴喜、
佐藤貴一 
スノモ 2 台 




オングル海峡 橋田元 SM653 




オングル海峡 橋田元 SM653 
11 月 4 日 谷口正樹 生活 漁協 オングル海峡 
古見直人、小久保陽介、谷口正樹、
高澤直之 
スノモ 2 台 
11 月 4 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 三浦恒人、石丸和樹 徒歩 




オングル海峡 橋田元 SM653 




オングル海峡 橋田元 SM653 
11 月 7 日 谷口正樹 生活 漁協 オングル海峡 
古見直人、小久保陽介、谷口正樹、
高澤直之 
スノモ 2 台 













11月 11日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、大森英裕 徒歩 




オングル海峡 橋田元 SM653 






スノモ 2 台 





















オングル海峡 橋田元 SM653 
11月 17日 小久保陽介 生活
海氷そう
めん流し 
北の浦海氷上 手空き総員 スノモ 2 台、SM411 
11月 17日 長谷川達央 全体 豆島遠足 豆島 斉藤信也、大越崇文、長谷川達央 SM304 














11月 18日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 三浦恒人、石丸和樹 徒歩 




オングル海峡 橋田元、古見直人、山田嘉平 SM601、SM651、SM653 







11月 19日 小原徳昭 地圏
GPS ブイ保
守 
西の浦 小原徳昭、55 次増永 徒歩 





片岡大騎、大江洋文、早川由紀子 スノモ 2 台 












オングル海峡 橋田元 SM601 






























11月 25日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、石丸和樹 徒歩 






スノモ 2 台 


















11月 29日 片岡大騎 生物
ペンギン
センサス 
ルンパ 片岡大騎、安達正樹、福田陽子 スノモ 2 台 
















12 月 2 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、55 次佐伯悠樹 徒歩 
12 月 7 日 橋田元 全体
氷上ルー
ト偵察 
弁天島沖 橋田元、小久保陽介、小原徳昭 スノモ 2 台 
12 月 8 日 橋田元 全体
氷上ルー
ト偵察 
弁天島沖 橋田元、長谷川達央 スノモ 2 台 
12 月 9 日 橋田元 全体
氷上ルー
ト偵察 
弁天島沖 橋田元、田仲宏至 スノモ 2 台 
12 月 9 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、55 次佐伯悠樹 徒歩 




弁天島沖 橋田元、小原徳昭 スノモ 2 台 




弁天島沖 橋田元、長谷川達央 スノモ 2 台 




弁天島沖 橋田元、小久保陽介 SM411、SM653 







スノモ 2 台 





橋田元、小久保陽介、55 次機械隊 SM411 
12月 16日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、55 次山本浩嗣 徒歩 



















パッダ島 小原徳昭、55 次地圏チーム ヘリコプター 
12月 23日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 大森英裕、三浦恒人 徒歩 




スカーレン 井智史、福田陽子、55 次宙空チーム ヘリコプター 




北の浦海氷上 小久保陽介、55 次春日井一人 SM414 




H68 井智史、福田陽子、55 次宙空チーム ヘリコプター 
12月 30日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、大森英裕 徒歩 




岩島 大越崇文、55 次春日井、濱田、水田 スノモ 2 台 






スノモ 2 台 
1 月 6 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 斉藤信也、石丸和樹 徒歩 
1 月 13 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、長谷川達央 スノモ 2 台 
1 月 20 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上 安達正樹、長谷川達央、55 次朝原 スノモ 2 台 




ネスオイヤ 橋田元、55 次牛尾 徒歩 
1 月 27 日 安達正樹 気象 雪尺観測 北の浦海氷上
石丸和樹、三浦恒人、大越崇文、55
次朝原 
スノモ 2 台 

















54 次越冬期間中の宿泊野外行動を表Ⅲ.7.3-1 野外行動一覧（宿泊）に示す。 
 
表Ⅲ.7.3-1 野外行動一覧（宿泊） 
日程 申請者 部門 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両 


















西オングル島 井智史、福田陽子、小久保陽介 スノモ 2 台 

















西オングル島 福田陽子、小久保陽介、田仲宏至 SM414 
7月29日～7


























































































































































































































































55 次 地圏 
55 次夏作業支
援、引き継ぎ





55 次 生物 
55 次夏作業支
援 





55 次 地圏 
55 次夏作業支
援、引き継ぎ
スカルブスネス 小原徳昭、55 次地圏チーム 
観測隊ヘリコ
プター 
 1 月 2～ 4
日 
55 次 地圏 
55 次夏作業支
援、引き継ぎ
ラングホブデ 小原徳昭、55 次地圏チーム 
観測隊ヘリコ
プター 
 1 月 4～ 
22 日 






















 1 月 10～ 
14 日 












1） 概要 小久保 陽介          
予定：10 月 1 日～23 日（行動 17 日・停滞予備 6日計 23 日間）  
実施：10月 1日～19日（行動 16日・停滞 2日・休養日 1日の計 19日間）の日程でみずほ基地（NMD30）
を往復して終了した。                                             










気水圏の 2km 毎の雪尺観測と 10km 毎の積雪サンプリングは最後尾の車両が担当した。S16 を除く 4







気象観測は、1 日 3 回（朝食時、昼食時、定時交信前）気象隊員によって行われた。旅行中の最低
気温は-40.6℃（10 月 12 日 06:00、みずほ基地）であった。 
その他、54 次ドーム旅行隊の NMD02 ポイントのデポ燃料橇の引き出し整理も実施した。 
みずほ基地では残置廃棄物調査も実施した。ほとんどのものが固い雪に埋まり掘り出しは困難であ
る。生活ごみが散乱している光景はとても残念な気持ちにさせられた。時間が解決するのを待つのか
積極的にアプローチするのか今後の方針に興味が湧くところである。                        
2） 目的 小久保 陽介 
宙空圏・気水圏分野観測、天文ドーム及び橇回収、ルート整備 
a） 観測内容 
ⅰ．宙空圏  無人磁力計保守（H68：データ回収、みずほ基地：システム設置） 
ⅱ．気水圏  無人気象観測装置のチェック（みずほ基地） 
  雪のサンプリング（S16-みずほ基地 10km 毎） 
  ルート上の雪尺測定（S16-みずほ基地 2km 毎） 
  36 本雪尺網観測（H68、H180、S122、Z40）、GPS 測定（各 4地点） 
  101 本雪尺列観測（みずほ基地）、GPS 測定(2 地点) 
b） 設営作業内容 
ⅰ．ルート標識整備 
ⅱ．54 次ドーム旅行隊の天文ドーム及び橇回収（S16 まで） 
ⅲ．車両整備 
ⅳ．みずほ基地（NMD02）デポ燃料橇整理（4橇） 
ⅴ．みずほ基地周辺残置廃棄物調査                                       
3） 参加メンバー（リーダーを先頭に、全員の氏名及び役割分担） 小久保 陽介 
   小久保陽介（リーダー・野外観測支援・医療・装備補助）、井智史（宙空圏・気水圏・通信）、 
   古見直人（サブリーダー・車両橇・燃料）、高澤直之（食料）、 
   三浦恒人（気象・気水圏・記録）、鈴木学（装備・環境保全） 
4） 車両および橇編成   古見 直人 
それぞれの乗車人員および車両役割については、表Ⅲ.7.4.1-1 と表Ⅲ.7.4.1-2 の様に割り振った。 
 
表Ⅲ.7.4.1-1 S16 からみずほまでの車両および橇編成 
車両 人 員 役 割 牽 引 橇 
116 小久保 鈴木 先導・食堂 3 台 南軽 2台＋食糧/観測幌橇 1 台 
112 古見 高澤 機械・医療・環境保全 1台 機械モジュール橇 1台 
115 三浦 井 気象・観測・通信 3 台 南軽 3台 
 
表Ⅲ.7.4.1-2 みずほから S16 までの車両および橇編成 
車両 人 員 役 割 牽 引 橇 
116 小久保 鈴木 先導・食堂 1 台 天文橇（NMD30 にて回収） 
115 三浦 井  気象・観測・通信 6 台 南軽 5台＋食糧・観測橇 1 台 
112 古見 高澤 機械・医療・環境保全 1台 機械モジュール橇 1台 
 
5） 行動記録 2013年10月1日（火）～10月19日（土） [行動19日・停滞2日]  
 古見 直人・三浦 恒人 











支援隊（橋田、佐藤、虫明、山田、田仲）とともに S16 に移動。 






ルート標識旗整備、2km 毎の雪尺観測、10km 毎の積雪サンプリング。 





ルート標識旗整備、2km 毎の雪尺観測、10km 毎の積雪サンプリング。 





ルート標識旗整備、2km 毎の雪尺観測、10km 毎の積雪サンプリング。 





ルート標識旗整備、2km 毎の雪尺観測、10km 毎の積雪サンプリング。 





ルート標識旗整備、2km 毎の雪尺観測、10km 毎の積雪サンプリング。 
















































































10/01 1 昭和基地 09:20 S16 15:00 33.00 130 250 127  
10/02 2 S16 08:15 H68 16:20 47.70 157 174 183  
10/03 3 H68 10:00 H140 17:15 35.83 136 150 176  
10/04 4 H140 07:35 H244 17:15 53.35 158 188 208  















10/06 6 Z14 07:40 Z74 17:10 44.25 160 154 169  
10/07 7 Z74 07:20 NMD10 17:00 38.35 163 160 174  
10/08 8 NMD10 07:10 NMD30 12:30 19.90 113 80 103  
10/09 9 NMD30 07:30 みずほ基地 17:00 29.60 147 142 145  
10/10 10 みずほ基地 - みずほ基地 - 0 0 0 0 滞在 
10/11 11 みずほ基地 - みずほ基地 - 0 95 98 100 滞在 
10/12 12 みずほ基地 07:20 Z58 18:30 38.15 182 192 165 Z14 にて燃料橇 1台回収。
10/13 13 Z58 07:15 S122 18:30 48.10 160 205 171  
10/14 14 S122 07:10 H192 18:30 58.40 174 238 186  
10/15 15 H192 07:10 S30 18:30 84.15 210 288 218  
10/16 16 S30 - S30 - 0    悪天待機。 
10/17 17 S30 - S30 - 0    悪天待機。 
10/18 18 S30 08:30 S16 13:30 26.25 170 190 187  
10/19 19 S16 08:00 昭和基地 14:30 33.00 0 0 0  
           
 
  
6） 輸送物資 古見 直人 
全 7橇をひき、NMD30 にて橇 1台を回収した。その内訳が以下のとおりである。 
内訳 
昭和基地から輸送した橇 6 台 
     燃料橇（南軽）：5台 
     食糧・観測・橇（旅行用食糧、観測資材、）：1台 
        
S16 にてピックアップした橇 1台 
     機械モジュール橇：1台 
 
NMD30 にてピックアップした橇 1台 
     天文橇：1台 
 
Z14 に燃料橇 1 台デポ復路時回収 
 
みずほ基地（IM01）にデポ 
     燃料橇（南軽）：4台整理 
*最終的に、みずほにデポしてある全 4台の燃料橇 D1~D4 までの GPS デ−タあり。 
デポ地両端測位データ D1 [S70°43.039′E44°15.636′]  
    D4 [S70°43.060′E44°15.642′]                       
7） 車両整備および修理事項 古見 直人 
走行速度は 2 速および 3 速 1500rpm で行い、路面に合わせて運行速度を変化させて運用を行った。 
旅行中の車両・橇の整備及び不具合の処置記録を表Ⅲ.7.4.1-5～7 に示す。SM116 で直進性が悪く
テンパーを切っていなくても右に曲がって行く不具合が有ったが、運行できない程ではなかった。他
はおおむね良好であった。みずほ基地で各車 250km 点検を行った。 







日付 作業 内容 












日付 作業 内容 
10月9日 不凍液補充 不凍液4L補充 












日付 不具合 対策対処 
10月1日 エンジン始動不良 ヒューズ切れ無し、少し時間をあけて再始動を行
い始動した。（接触不良、旅行中は問題なし） 
10月3日 直進性不具合調査 履帯調整 














8） 走行距離および車両燃費 古見 直人 
往復の各雪上車の走行距離および車両燃費を表Ⅲ.7.4.1-8～9 に示す。SM115・116 は往路の橇牽引
が 3台（牽引重量 10t）だった事もあり SM112（牽引量 7t）より燃費が悪かった。SM112・116 は復路























走行距離 / km 333 339 337 平均 336 





3.59 3.95 3.93 平均 3.82 
ルート距
離あたり






















11 318 53.0 
走行距離 / km 331 343 340(*6) 平均 338





3.43 3.99 3.44 平均 3.62
ルート距
離あたり
3.57 4.30 3.68 平均 3.85
(*1) 日数には、NMD30 及びみずほでの観測・各種作業の他停滞を含む。 
(*2) ルート距離はルート方位表の距離に基づく。  
(*3) 1 日平均走行距離は、1日あたりの平均走行ルート距離である。 
(*4) 走行距離は車載距離計に基づく。  
(*5) 給油量はハイスピーダ換算である。 
(*6) 旅行中にメーター作動不良になった為 2台の走行距離と走行状況を基に算出した。  
           
9） 観測 
 a） 気水圏 三浦 恒人 
ア） 積雪サンプリング 
ルート上 10km 毎に風上の表面積雪の採取を行った。 
採取地点：S16、S22、S27、H9、H48、H72、H96、H112、H132、H152、H172、H192、H212、H232、
H248、H268、H288、Z2、Z12、Z22、Z32、Z42、Z66、Z78、Z88、Z98 の計 26 地点 
イ） ルート上の雪尺測定（S16-みずほ基地） 




概ね 80cm 以下または傾きの大きい竹竿について、風上側 30cm の所に立て直しを行った。 
エ） 101本雪尺列観測（みずほ基地） 
雪尺の長さを測定した。 








昭和基地帰着後、得られたデータ、サンプルを気水圏担当早川隊員に渡した。              
b） 宙空 井 智史 
みずほ基地に無人磁力計の設置、H68 の無人磁力計保守を行ったので以下に報告をする。 
ア） H68 
作業日：10 月 3日（往路） 
作業時間：07:35～09:00（LT） 
作業内容 









写真Ⅲ.7.4.1-1 H68 無人磁力計 
（2013 年 10 月 3 日） 














 今回は、イリジウム電話の伝送先電話番号を変更（極地研 4階実験室固定電話から 6階実験室
イリジウムモデム受信局へ）した CF カードを持ち込み、起動した。起動後、内蔵イリジウムの











写真Ⅲ.7.4.1-3 掘り出し 写真Ⅲ.7.4.1-4 埋め戻し 
 
⑤国内へのデータ伝送確認 
 国内へ作業終了の報告を行った際に、衛星によるデータ伝送を確認してから H68 を発ってほし
い旨を伝えられたので、システム起動の 1 時間経過後の 09:45 に電話連絡を行い、正常にデータ
伝送が出来ている事を確認し、H68 を発った。 
 
作業日：10 月 15 日（復路） 
作業時間：15:36～15:44 
 15:36 H68 無人磁力計着 
 15:38 外観点検、パネル高確認、GPS 座標取得 
 15:44 作業終了、写真撮影、撤収 






NMD30 での天文橇回収後の 10 月 9 日にみずほ基地に到着し、現地の状況を確認した。翌日の
10 日にシステム再設置の作業を行った。作業日時は以下の通りである。 





















ち込んだが、旅行中の冷気の影響もあり 4 つ中 2つが 12V を下回っていた。それら 2つも作業日
前日までに補充電を行ったが、最終的に 1 つは 12V を下回ったまま設置する事になった。各バッ


























 温度センサーはソーラーパネルの西側約 1m の所にアイスドリルを用いて穴を開け、埋設した。
ケーブルはセンサーケーブルと同様に雪に溝を掘って這わせ、支柱に沿わせてコネクタに接続し
た。 
 他の準備が出来た段階でロガーボックスの準備を行った。ロガーのシリアル番号は L45/04 で























⑥センサー、ロガーボックス GPS 座標測定、写真撮影 
 全ての作業が終わった所でセンサーとロガーボックスの GPS 座標測定を行った。測定結果は以
下である。 
 センサー   ：   S70°42′5.16″ E44°16′47.22″ 
 ロガーボックス：   S70°42′5.4″ E44°16′47.46″ 
最後に写真撮影を行い、撤収した。（写真Ⅲ.7.4.1-11 参照） 
 
                      写真Ⅲ.7.4.1-11 全景写真   
 
c） 気象観測 三浦 恒人 
1 日 3回（朝、昼、夜）、気象観測を行った。 
3 日、7日の日中に地ふぶきとなった。その後は 15 日まで荒れた天気になることが少なかった。
15,16 日はふぶき、視程が 10m をきることがあった。 
























12:40 とっつき 989.6 -7.2 曇り W 0.5 30 10- 10-SC 
19:30 S17 913.7 -17.5 薄曇り S 9.2 25 10- 0+SC,10-CI 
10/2 
6:00 S17 907.1 -18.4 晴れ S 11.7 30 8 0+SC,8CI 
13:05 S30 860.7 -16.4 晴れ SE 7.3 30 4 0+SC,0+AC,4CI





6:15 H68 834.7 -19.3 地ふぶき S 16 0.5 10- 10-SC 
12:45 H92 828.3 -18.2 地ふぶき SE 16.4 0.2 10- 10-SC 
19:30 H140 813.3 -20.9 曇り SE 11.8 10 10- 10-SC 
10/4 
6:10 H140 813.4 -26.2 晴れ SE 15.2 5 7 0+SC,7CI 
13:00 H200 795.7 -24.9 曇り SE 9.6 2 10- 0+SC,5AC,10-CI
19:50 H244 783.4 -24.2 ふぶき SE 11.7 0.1 10 UK 
10/5 
6:10 H244 784.6 -29.9 地ふぶき SE 8 0.5 6 0+SC,6CI 
12:45 H293 768.4 -24.6 曇り SE 7.3 2 10- 0+SC,10-AC 
19:30 Z14 758 -26.7 曇り SSE 7 2 10 10SC 
10/6 
6:10 Z14 760.7 -30.3 曇り SSE 5.5 10 10- 8SC,10-AC 
12:35 Z40 749.3 -28.0 快晴 SSE 9 5 1 0+SC,1CI 
19:15 Z74 744.5 -33.8 地ふぶき SSE 11 0.5 10- 0+SC,2AC,10-CI
10/7 
6:05 Z74 745.2 -36.7 地ふぶき SSE 12 0.5 0+ 0+SC,0+CI 
14:00 みずほ 738.5 -30.8 地ふぶき SE 12 0.5 2 2CI 
19:40 NMD10 735.1 -34.5 曇り SE 8.5 8 10- 2SC,10-AC 
10/8 
6:05 NMD10 735.8 -38.5 薄曇り SE 5.5 8 10- 0+SC,10-CI 
12:35 NMD30 726.1 -32.5 薄曇り S 7 8 10- 10-CS 
19:40 NMD30 725.6 -35.8 晴れ SSE 5.5 10 2 0+SC,0+AC,2AC
10/9 
6:10 NMD30 724.2 -39.0 地ふぶき SSE 12 0.3 0 0 
13:00 NMD10 731.3 -29.5 地ふぶき ESE 8.5 0.3 10- 10-CS 
19:30 みずほ 733.3 -33.3 地ふぶき S 11.5 0.5 2 0+AC,2CI 
10/10 
6:40 みずほ 734.2 -35.2 晴れ S 8 2 6 0+SC,6CI 
12:30 みずほ 733.6 -29.9 薄曇り SE 8.5 1 10- 10-CI 
19:40 みずほ 733 -33.4 晴れ S 10 3 2 0+SC,2CI 
10/11 
7:30 みずほ 732.5 -38.3 快晴 S 11 1 1 1CI 
12:30 みずほ 731.5 -33.5 快晴 SSE 9 1 1 1CI 
19:30 みずほ 729.4 -38.0 快晴 SSE 8 30 0+ 0+SC,0+CI 
10/12 
6:00 みずほ 727.8 -40.6 快晴 S 9 8 0+ 0+SC 
13:15 Z80 731 -32.0 晴れ SE 7 30 8 0+SC,8CI 
19:45 Z58 736 -36.5 快晴 S 5 30 0+ 0+SC,0+CI 
10/13 
6:05 Z58 737.3 -40.0 快晴 S 9 10 0 0 
12:55 Z58 746.8 -30.5 快晴 E 4.5 30 0+ 0+CI 
19:45 S122 759.8 -35.2 快晴 SSE 4 30 0+ 0+SC,0+CI 
10/14 
6:05 S122 761.5 -37.0 薄曇り SSE 8 8 10- 10-CI 
12:55 H252 781.5 -25.3 薄曇り ESE 6 20 10- 1SC,10-CI 
19:45 H192 801.0 -30.8 晴れ SE 2 30 8 8Sc 
10/15 
06:05 H192 804.1 -15.8 快晴 S 4 30 0+ 0+Sc 
12:50 H112 832.2 -22.3 快晴 E 5.5 30 0+ 0+Sc 
19:40 S30 869 -21.2 薄曇り E 7.5 8 10- 0+Sc,1Ac,10-Ci
10/16 
06:05 S30 863.4 -18.2 ふぶき SE 15 0.2 10- 10-Sc 
12:00 S30 855.7 -14.2 ふぶき SE 21 0.05 10 不明 
19:00 S30 848.5 -11.9 ふぶき SE 25 0 10 不明 
10/17 
07:55 S30 846.7 -12.9 ふぶき SE 23 0 10 不明 
13:00 S30 845.5 -11.4 地ふぶき SE 22 0.1 10 不明 





07:00 S30 854.2 -14.1 地ふぶき SE 13 0.1 10 不明 
14:05 S16 900.9 -12.4 地ふぶき SE 9 0.5 3 3Ci 
18:45 S17 895.9 -13.8 晴れ SE 12.9 2 8 0+Sc,0+Cu,8CI
10/19 
05:45 S17 893.1 -17.5 晴れ S 9.8 2 8 0+Sc,8Ci 
-          




気温・気圧・風向・風速   ： 携帯気象計 ケストレル 4500 
視程・雲量・雲型・大気現象 ： 目視 













持参した医療品は野外宿泊用救急箱 1 箱（メインの救急箱）、車載用救急箱 2 箱、救急用クーラー
ボックス 1箱、キャストキット（陰圧式固定具）一式、スケッドストレッチャー一式、救急用酸素ボ




  品名 備考 数量   品名 数量 
内服
 
アトホーム 食べ過ぎ 10 包 
衛生品
 
非滅菌綿棒 1 ﾊﾟｯｸ 
ビオフェルミンＲ 下痢 30 錠 滅菌綿棒 2 本/1 ﾊﾟｯｸ
トローチ 喉の痛み 12 錠 体温計 1 本 
ロキソニン 鎮痛剤 10 錠 はさみ 1 本 
カロナール 鎮痛剤（解熱） 10 錠 カットバン 11 枚 
クラビット 抗生物質 5 錠 絆創膏（小） 2 枚 
ムコスタ 胃炎 10 錠 キズパワーパット 大 2,小 3 
ザンタック 胃炎 10 錠 ｽﾃﾘｽﾄﾘｯﾌﾟﾃｰﾌﾟ 2 ﾊﾟｯｸ 
ブスコパン 胃痛 10 錠 滅菌ガーゼ 小 2 枚/1 ﾊﾟｯｸ
ロペミン 下痢止め 4cap テープ 2 巻 
ナウゼリン 吐き気 10 錠 筋肉サポートテープ 1 巻 
センノサイド 便秘 10 錠 滅菌ガーゼ（大） 5 枚/1 ﾊﾟｯｸ
アレジオン ｱﾄﾋﾟｰ 10 錠 絆創膏（大） 2 枚 






ポララミン 酔い止め 10 錠 
 
注射器 20cc 1 本 
マイスリー 睡眠薬 5 錠 針 3 本 
ポポン S ビタミン剤 1 本 伸縮包帯 1 本 
オパルモン 凍傷 84 錠 弾性包帯 1 本 
ボルタレン錠剤 痛み止め 10 錠 ｻﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄｼｰﾈ 1 本 
外用
 
ゲンタシン軟膏 化膿止め 1 本 ｻﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ指用ｼｰﾈ 1 本 
イソジンゲル 消毒薬 2 本 雑用手袋 2 組 
クロマイ P軟膏 抗生物質化膿止め 1本 救急アルミシート 1 枚 
強力ﾚｽﾀﾐﾝｺﾙﾁｿﾞﾝ ｽﾃﾛｲﾄﾞ 1 本  
ﾌﾙﾒﾄﾛﾝ点眼液 ｽﾃﾛｲﾄﾞｱﾚﾙｷﾞｰ 1 本  
クラビット点眼液 抗生物質 1 本  
アフタッチ 口内炎 4 錠  
強力ﾎﾟｽﾃﾘｻﾞﾝ軟膏 ぢ 5 本 





   
ヒルドイド 血行促進（凍傷） 1本 
ｲﾄﾞﾒｼﾝｺｰﾜｹﾞﾙ 筋肉痛 1 本 
イソジンうがい薬   1 本 
ロート UV キュア 雪目 1 本 







品名 数量 品名 数量 
内服
 




ビオフェルミンＲ 4 錠 キズパワーパット 大 2、小 2 
ポンタール 10 錠 絆創膏 大 2、中 4、小 2 
ケフラール 10 カプセル 滅菌ガーゼ 中 1、小 1パック 
外用
 
ゲンタシン軟膏 1 本 テープ 1 巻 
クロマイ P軟膏 1 本 筋肉サポートテープ 1巻 
ヒルドイド軟膏 1 本 生理食塩水 100cc 1 本 
アフタッチ 4 錠 針 1 本 
ウェルパス 1 本 伸縮包帯 1 本 
イソジンうがい薬 1 本 弾性包帯 1 本 
ロート UV キュア 1 本 ソフトシーネ 1 本 
セルタッチ 1 パック ｻﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ指用ｼｰﾈ 1 本 







  品名 数量   品名 数量
蘇生セット 
アンビュバッグとマスク 1 組 
機器類
パルスオキシメーター 1 個 
吸引器（手動） 1 個 血圧計 1 個 
吸引チューブ 2 本 聴診器 1 個 
酸素接続用チューブ  1 本 耳式体温計 1 個 
舌鉗子 1 本 電池（パルス用、体温計用） 各 1 ｾｯﾄ
舌圧子 1 本 湯たんぽ 4 個 
開口器（エスマル式） 1 個 
医薬品類
ダイアモックス 10 錠
経口エアウェイ 3 本 ユベラ 20 錠
エピペン 1 セット アダラート 10 ｶﾌﾟｾﾙ
テープ 1 本 ニトロペン舌下錠 10 錠
AED   1 個 プレドニン 10 錠
外科処置 
セット 
スキンステープラ ハンドル 1 個 ボルタレン坐薬 5 個 
スキンステープラ 針（10 入） 2個 プロスタンディン軟膏 1 本 
ステープラのリムーバー 1 本 パスタロンソフト軟膏 1 本 
イソジン消毒付き綿棒 2 本 
固定材料
骨盤ベルト 1 本 
ガーゼ（4つ折り 10 枚） 1 ﾊﾟｯｸ 腰椎サポーター 1 本 
ガーゼ（2つ折り 10 枚） 1 ﾊﾟｯｸ 膝サポーター 1 本 
吸水シート 2 枚 足首サポーター 1 本 
滅菌手袋 1 ﾊﾟｯｸ 三角巾 1 枚 
滅菌シーツ 1 枚 
おまけ
ウェルパス 2 本 
キシロカインシリンジ 3 本 ワセリン 1 個 
注射針 3 本 OS1 1 箱 
キシロカインゼリー 1 本 
 











非常食として車載非常食 3 泊 4 日×雪上車 3 台分を各車に搭載した。また旅行に赴く隊員たちの
嗜好やアレルギーなど日々変わるリクエストに細かく応えるべく、先述の食材 BOX の他に「もう
一品 BOX」を作成し同じく食糧橇へ積み込んだ。 









た水の使用量は概ね 10L 未満であった。 


















停滞の影響により予定の 17 日分の食事メニュー（表Ⅲ.7.4.1-14～18 参照）＋10 月 18 日分を消
















･ 車内調理に関してはじめは戸惑いもあったが 3 日もすれば管理棟内厨房と変わらぬ食事が提供で
きたと思われる。 








表Ⅲ.7.4.1-14 JARE54 計画書・食事メニュー 
  日時 朝食 昼食 夕食 




② 2 日 

















④ 4 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ








⑤ 5 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ






・和牛ヒレ A5 登場  
・温野菜 
・サバ味噌煮① 
⑥ 6 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ














⑧ 8 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ








⑨ 9 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ








⑩ 10 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ








⑪ 11 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ











⑫ 12 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ







⑬ 13 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ















⑮ 15 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ









⑯ 16 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ









⑰ 17 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ








⑱ 18 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ






⑲ 19 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ








⑳ 20 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ












㉒ 22 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ







㉓ 23 日 
・ドックパン ・卵料理 ・納豆 
・巻き寿司 ・ベーコン ・たらこ









備考欄   
  ・朝食は番号 BOX（①～㉓）には入れずに別途「朝食 BOX」を作成しその中から適時翌日の朝食と 
する。※別紙参照「朝食 BOX] 







品名 備考 数量 単位 品名 備考 数量 単位 
塩   2 kg カルピス 470ml 8 本 
こしょう   100 g リプトン紅茶・ティーバッグ 10p 入 6 pc 
マヨネーズ 400ml 2 本 アーマッドティー・ティーバッグ 20p 入 2 pc 
ケチャップ 400ml 1 本 インスタントコーヒー 300g 3 本 
醤油 1800ml 1 本 緑茶・ティーバッグ   80 pc 
酒（飲料用日本酒で代用） - - クリーミーパウダー   50 pc 
七味唐辛子   1 本 クラブソーダ   12 cs 
山椒   1 本 烏龍茶   2 cs 
みりん 1800ml 1 本 コカ・コーラ   3 cs 
ガーリックバター 450g 1 pc ヴーヴ・グリコ   2 本 
パルメザンチーズ 1kg 1 p        
カルピスバター 450g 3 本 ラガービール   1 cs 
にんにく 1kg 1 本 プレミアム・モルツ   3 cs 
生姜 1kg 1 本 スーパードライ   1 cs 
レフォール      黒生   1 cs 
ごま油 500ml 1 本 氷結・レモン   1 cs 
EXV オリーブオイル 750ml 1 本 箱ワイン（赤）   3 箱 
ゆずぽん 1000ml 1 本 久保田   1 本 
味の素   200 g 大雪渓各種   - - 
セパレ   1 本 登美   1 本 
昆布茶 1kg 1 pc 登美の丘   1 本 
塩だれの素 750ml 1 本 他いろいろ   - - 
生姜タレ 1800ml 1 本 フォアローゼス   1 本 
本つゆ 1800ml 1 本 生搾りグレープフルーツ   1 本 
おろしタレ 750ml 1 本 みかん絞り   1 本 
つけ麺スープ 1800ml 1 本 サントリー山崎   1 本 
のり佃煮 300g 1 本 ポカリスウェット   1 cs 
ダシダ 100g 2 pc QOO・オレンジ   2 本 
本だし   200 g ジンジャーエール   1 cs 



















かっぱえびせん - 2 pc カップヌードル - 12 p
カール・チーズ - 2 pc カップヌードル・シーフード - 12 p
ポテトチップス・のり塩 - 2 pc カップヌードル・カレー - 12 p
ポテトシチップス・うす塩 - 3 pc カップヌードル・チリトマト - 12 p
柿の種 - 1 pc チャルメラ・醤油 - 4 p
おつまみ MIX - 2 pc チャルメラ・塩 - 4 p
とんがりコーン - 2 pc チャルメラ・味噌 - 4 p
キャラメルコーン - 5 pc 赤いきつね - 5 p
果汁グミ・いちご - 3 pc どん兵衛・カレー - 5 p
ブラック×２ガム - 4 p チキンラーメン - 6 p
チェルシー - 2 p 麺づくり・塩 - 4 p
ポッキー・チョコブラン - 2 p 麺づくり・醤油 - 4 p
ポッキー・いちご - 2 p 麺づくり・とんこつ - 4 p
ポッキー・アーモンド - 2 p 合計   88 p
小枝チョコ - 1 p





クランキーチョコ - 10 p なめこ汁 FD 20 p
クランキーチョコ・クッキークリーム - 4 p 白菜汁 FD 20 p
アーモンドチョコ - 4 p ほうれん草汁 FD 20 p




コアラのマーチ - 2 p 青のりの味噌汁 FD 15 p




コアラのマーチ・バニラ - 2 p 合計 95 p















ハーゲンダッツ・いちご   6 p 米   15 kg
ハーゲンダッツ・バニラ   9 p 味のり   500 g
プレミアムバニラ   15 p 韓国のり   10 pc
アイスキャンディー・オレンジ   20 p        
旨ミルク・いちご   35 p        
旨ミルク・バニラ   35 p        




















海老天 6p 4 pc イクラ 500g 1 pc
キス天 12p 1 pc フォアグラ 30g×6p 6 pc
穴子天 12p 1 pc       




ほうれん草おひたし 300g 2 pc       
ほうれん草胡麻和え 250g 2 pc 冷凍握り寿司※ 8 貫入 14 pc
切干大根 400g 6 pc
ピッツァ・マルガリー
タ 
  6 枚
小松菜おひたし 300g 1 pc チャーシュ （ー豚バラ） 400g×2 2 pc




デミソース 500g 1 pc 豚ロース（黒豚） pc/1kg 1 pc
ソース焼きそば 1kg 3 pc 豚しゃぶ肉（黒豚） pc/1kg 2 pc
焼きちゃんぽん 1kg 3 pc お好み焼き - 4 枚
冷凍うどん - 20 食 モダン焼き - 4 枚
冷凍ラーメン - 20 食 サバ味噌 80g×４p 4 pc
煮込みラーメン（乾物） - 20 食 しまホッケ塩焼き 60g×４p 4 pc
ニラ 300g 5 pc タコ刺し 250g 2 pc
卵 500g 10 pc イカ刺し 200g 入 4 pc
枝豆 500g 6 pc イカ一夜干し 250g 入 3 pc
５種豆類の煮込み 500g 1 pc 小龍包 - 100 ケ
ボロネーゼ 750g 1 pc 水餃子 - 100 ケ
蒸し麺 1kg 2 pc 餃子 - 100 ケ
イカフライ - 5 本 シューマイ 20p 2 pc
唐揚げ 6p 入 5 pc イカ飯   10 ケ
骨付きから揚げ 6p 入 3 pc       
フライドチキン 6p 入 5 pc       
メンチカツ 2p 入 7 pc       









6 pc       
キノコ MIX（しめじ・しいたけ・シャンピ）500g入 6 pc       
野菜 MIX②（ポテト・人参） pc/6p分 5 pc       
パスタ（マカロニ） 400g入 6 pc       




マグロ赤身 300g 1 pc       
マグロ中トロ 300g 1 pc       
マグロ大トロ 300g 1 pc       
牛バラスライス（和牛） 500g 7 pc       
牛ロース（平取和牛） 250g 10 枚       
牛タン 400g 2 pc       
ハラミ 400g 4 pc       
和牛ロース（焼肉用） 750g 1 pc       
しま腸 500g 4 pc       
和牛ヒレ（A５） 90g 12 pc       
牛ロース（AUS） 150g 12 枚       
豚バラ鶏みそ炒め 600g 1 pc        
豚バラスライス 500g         
 
表Ⅲ.7.4.1-18 朝食 BOX 一覧 
品名 備考 数量 単位 品名 備考 数量 単位 
ドックパン - 60 pc スライスサンド - 30 枚 
巻き寿司 - 60 本 バゲット - 4 本 
ベーコン 180g 3 pc 中華パン 20 枚入 60 食 
ハム・原木 100g 8 pc 魚肉ソーセージ - 20 本 
原木ロースハム・ブロック 500g 1 p ソーセージ（チョリソー） 6本入 8 pc 
ロースハム 130g 6 pc ミートオムレツ 2p 入 12 pc 
たらこ 100g 5 pc ポーションバター - 40 p 
クロワッサン - 20 p 梅干し 1kg 1 pc 
メープルデニッシュ - 12 p キムチ 1kg 2 kg 
バターデニッシュ - 12 p 合鴨スモーク 250g 3 pc 
今川焼き・つぶあん - 20 ケ スモークチキンレッグ 250g 2 pc 
今川焼き・クリーム - 30 ケ グルメフランク 10 本/50g 20 本 
たい焼き - 20 本 凍結全卵 400g 20 pc 
クリーム大福 - 40 ケ 大根おろし 500g 5 pc 
 
表Ⅲ.7.4.1-19 在庫食材リスト 
品名 備考 数量 単位 品名 備考 数量 単位 
もう１品リスト～     アイスクリームリスト～       
ソース焼きそば 1kg 2 pc アイスキャンディー・オレンジ   8 p 
焼きちゃんぽん 1kg 1 pc 旨ミルク・いちご   13 p 
冷凍ラーメン - 12 食 旨ミルク・バニラ   10 p 
ニラ 300g 5 pc そのほか～       
卵 500g 7 pc 米   1 kg 




パスタ（マカロニ） 400g 入 3 pc カルピス 470ml 8 本 
イクラ 500g 1 pc リプトン紅茶・ティーバッグ 10p 入 6 pc 
冷凍パスタ（ほうれん草） 300g×5 3 pc アーマッドティー・ティーバッグ 20p 入 2 pc 
豚ロース（黒豚） pc／1kg 1 pc 緑茶・ティーバッグ   80 pc 
豚しゃぶ肉（黒豚） pc／1kg 2 pc クリーミーパウダー   50 pc 
サバ味噌 80g×4p 2 pc クラブソーダ   3 cs 
しまホッケ塩焼き 60g×4p 4 pc 烏龍茶   0.5 cs 
小龍包 - 50 ケ プレミアム・モルツ   1 cs 
イカ飯   7 ケ 氷結・レモン   0.5 cs 
朝食 BOX リスト～      フォアローゼス   1 本 
ドックパン - 12 pc サントリー山崎   1 本 
巻き寿司 - 8 本 ジンジャーエール   0.5 cs 
たらこ 100g 5 pc         
今川焼き・つぶあん - 20 ケ         
たい焼き - 20 本         
クリーム大福 - 18 ケ         
スライスサンド - 30 枚         
バゲット - 4 本         
中華パン 20 枚入 60 食         
魚肉ソーセージ - 20 本         
ポーションバター - 40 p         
梅干し 1kg 1 pc         
大根おろし 500g 5 pc         
インスタント食品リスト～              
赤いきつね - 3 p         
どん兵衛・カレー - 3 p         
チキンラーメン - 2 p         
麺づくり・醤油 - 4 p         
麺づくり・とんこつ - 2 p         
             
なめこ汁 FD 3 p         
白菜汁 FD 5 p         
ほうれん草汁 FD 4 p         
あさげみそ汁 生タイプ 2 p         
 
12） 装備 小久保 陽介 
･ 調理にはカセットコンロを使用した。電気製品として電子レンジ・炊飯器・電気ポットを利用し








 ウエットティッシュ、ウエットタオル、スキナクレン、キムワイプ、JK ワイパー、 
 トイレットペーパー、水用ジョウゴ、水用ポンプ、多目的タオル、ごみ袋 45L、 
 カセットコンロ＋ガスボンべ、コッヘル、ハンドベアリングコンパス、双眼鏡 
･ GPS は、既存の車載用はすべて取り外してハンディ GPS（Garmin GPSmap 60CSx×1 台、Garmin GPSmap 
62SCJ×1 台）を持参した。 



















































イル 2本、ビニール手袋 1 箱、ジップロック（大 3箱小 3箱）、
鋏、ジップロックコンテナ、水用ポンプ（電動、手動） 
【ガスセット】 1 式 ＊印をセット 
＊カセットコンロ 4 食堂車（常用 2台）、 他 2 台に各 1 















＊EPI コンロ 1 低温時調理用 
EPI ボンベ 10  
＊防火布 1  
排水用バケツ 1  
ホットプレート １  
ポリタンク（20L） 6 出発時満タンにする。 
バケツ（造水専用） 4 各車に 1本配備×3台、予備 1 
テルモス（大） 5 各車 1＋他 3本食堂車 
食器（個人用） 6 式 出発前各自に配布（＋αの皿を食堂車に準備） 
シュラフ 6 出発前各自に配布．モンベル Down Hugger EXP、予備 1 
ロールマット 6  
タオル（多目的利用） 6 各車に 2枚配備 
ＪＫワイパー(中・茶色) 6 @１箱／2日×23 日間分、キムタオル×6、キムワイプ×6 
ペーパータオル 6 @１箱／2日×23 日間分、ウェットタオル×9 
キッチンペーパー 11 @１箱／2日×最大 23 日+予備 2箱 










マジック 12   
テーブルタップ 各 1 各車についている。コンセント 
ウエットティッシュ 小 6 各自に 1個(6 個)。＋食堂車に予備も含め 5個 
ウエットティッシュ 大 10 各車に 1個(3 個)。＋食堂車に予備も含め 2個 
スキナクレン 10 各自に 1個(6 個)。＋食堂車に予備も含め 4個 
ビニール紐 1   
電線縛り紐 1 
裁縫セット 2  









ルート方位表 6 各自に 1部配備。 
双眼鏡 3 各車に 1個配備 
ハンドベアリングコンパ
ス 
3 各車に 1個配備 
ハンディ GPS 2 ガーミン GPSmap60CSx、GPSmap62CS 
充電式乾電池セット 3 式 （充電器＋単三 4本＋単四 4本）×3セット。各車に 1 個配備














赤旗竿 100 さらに雪尺整備用竹竿（旗なし 100 本、赤旗のみ×100 枚） 
アイスオーガー 2 予備含 
手動ドリル 2 予備含 
電動ドリル 1  
電源ドラム 2  
ブタ札用具 1 式  











@4 枚／2日×最大 24 日＝48 枚＋予備 80 枚 
タイコン（400L/200L） 15 400Ｌ×5、200Ｌ×10 
ペールトイレ 2 式 消耗品 25 セット、スプレー式消臭剤×6 
オープンドラムセット 1 式 
ホールソー、ニブラ各 1、蓋・ハチマキ・ボルトナット×5セッ
ト 
トイレットペーパー 40  
通
信




車載 VHF 3 各車配備済み 
車載 HF 3 各車配備済み 
ハンディ VHF 2 小久保から 1 台、通信から 1台 
イリジウム衛星電話 2   
通信予備品 1 式 アンテナ・ヒューズ・配線などの予備 
通信野帳 1   








2号車 3号車に各 1式 
内陸用レスキューセット 1 式 先頭車に 1式 
ライフロープ 5 本 中古ザイル 5 本 
車載用非常食（一斗缶） 3 式 各車に 1式配備 
ツエルト 3 各車に 1張配備。車載用レスキューセットに含む。 
非常用個人装備 6 配布済み →各自持参の事 










剣先 5本 角スコ 3本 
セットハンマー 3 各車 1 
ハイスピーダー 4 各車 1、機械橇１ 
給油ホース 4 各車 1、機械橇 
ドラムレンチ 3 各車 1機械橇 
灯油携行缶(JP-5) 3 各車 1缶（20L）配備．プレウォーマー用・灯油コンロ（非常時）




     品     名 数量 備            考 
□ 食器（個人用） 1 式 出発後各自に配布。アルミ食器は不可 
□ マグカップ 1   
□ 個人用非常装備 1 式 
□ 個人用非常食 1 式   
□ シュラフ 1 出発前各自に配布。モンベル Down Hugger EXP 
□ タオル 1   
□ 歯磨きセット 1 式   
□ サンダル 1 車内用（スニーカー、テントシューズなど各自判断） 
□ 肌着（上下） 2   




□ アウター（上下） 1   
□ 羽毛服（上下） 1   
□ 靴下 3 予備を含めること。 
□ 手袋各種 4 ウール手袋、黒皮手袋、ダイローブなど。予備を含めること。 
□ 目出帽 2 薄手 1 厚手 1  
□ 防寒帽 1 ノースフェース特注品 
□ 着替え 適宜 
□ 防寒長靴 適宜 基本はバフィンです 
□ バフィン 1 みずほ旅行中-45℃程度になる可能性もある。 
□ サングラス 2 予備を必ず持参すること 
□ ゴーグル 1 （予備レンズは装備で持参。シルバーレンズ等） 
□ ハンディ UHF 無線機 1 充電器も各自用意 
□ 地図 1 事前に配布 みずほ基地周辺図も  
□ コンパス 1 配布済 
□ ナイフ 1   
□ ホイッスル 1   
□ 個人用ライフロープ 1 
□ ライター 1   
□ ヘッドランプ 1   
□ 予備電池 適量   
□ シノ棒 1   
□ 筆記用具 1 式   
□ カメラ 1   
□ みずほ旅行計画書 1   
□ 日焼け止め 1   
□ リップクリーム 1   
□ 持病薬 適宜   
□ 娯楽用品 適宜 書籍、トランプ、UNO、パソコンなど 
□ 携帯灰皿 1 喫煙者。※車内禁煙 
□ その他 1 パソコン、HDD、えり毛皮 
 
13） 環境保全 





廃棄物量の内訳は、可燃 17.7kg、プラスチック 1.6kg、ダンボール 20.0kg、アルミ缶 1.8kg、ス
チール缶 0.6kg、ペットボトル 7.0kg、ガスカートリッジ 1.7kg（17 本）、排泄物 50kg、金属 0.1kg、
ビン 7.0kg、合計 107.5kg。 



















度 分 秒 度 分 秒 
756 70 41 56.75 44 16 42.78 みずほ 30m タワー
757 70 41 57.07 44 16 39.82 単管台座 
758 70 41 56.72 44 16 39.54 ビデ足場 
759 70 41 55.39 44 16 39.35 鉄塔 
760 70 41 54.36 44 16 40.99 観測ポール 
761 70 41 53.79 44 16 40.44 風速計 
762 70 41 53.31 44 16 40.51 パイプフレーム 
763 70 41 51.42 44 16 38.68 アンテナ 
764 70 41 52.47 44 16 37.39 アンテナ 
765 70 41 53.07 44 16 38.36 足場 
766 70 41 53.32 44 16 37.50 ポール 
767 70 41 53.68 44 16 38.34 入口？ 
768 70 41 53.82 44 16 37.36 みずほ看板 
769 70 41 53.58 44 16 36.38 橇、ドラム缶 
770 70 41 54.96 44 16 35.66 ドラム缶 
771 70 41 55.10 44 16 30.98 廃材 
772 70 41 54.38 44 16 33.03 ドラム缶 
773 70 41 53.93 44 16 32.12 609 雪上車 
774 70 41 52.85 44 16 33.89 生活ごみ 
775 70 41 52.54 44 16 28.90 生活ごみ 




757 758 759 
760 761 762 
763 764 765 
766 769 770 










774 775 776 





14） 通信 井 智史 
隊員間、車間の連絡は UHF を使用した。昭和基地との連絡は距離・現地の状況により使用無線の
種類を変えた。詳細は以下の通りである。 
ア） UHF･VHF  
S16 地点までは UHF を使用して昭和基地との交信を行った。VHF は使用しなかった。 
イ） HF 




し、マイクを使う事が出来なくなった。                                    
15） ルート整備 小久保 陽介 
ルート標識の整備については、雪尺の立て直し基準に則り、竹竿の高さが 80cm 以下の物について







結果は、表Ⅲ.7.4.1-23 にまとめたが、全 146 旗門のうち「ブタ札のみ」交換 8 本、「赤旗・ブ
タ札」交換 16 本、「旗竿・ブタ札新規」28 本、「そのまま」94 本であった。 
ルート標識用のドラム缶のうち、放っておくと埋まってしまうものや倒れているものについては






































16    3   168  2  50  
17 ○   9 ○ ○ 172  4  54  
18 ○    15   176 ○  6  58  
19 ○ ○  21   180  8  62 ○ ○
20    27   184  10  66  
21    35   188  12  70  
22    42 ○ ○ 192  14  72  
23 ○    48   196  16 ○  74 ○  
24 ○   54   200  18  76  
25 ○    60 ○ ○ 204  20 ○  78  
26    64 ○ ○ 208  22 ○  80  
27 ○ ○  68 ○  212  24  82  
28 ○ ○  72  216  26  84  
29    76  220  28  86  
30 ○    80  224  30 ○  88  
84  228  32 ○ ○ 90  
88  232 ○ ○ 34  92  






96  240  38 ○ ○ 96 ○ ○
100  244  40 ○  98  
01 ○  104  248 ○  42  100 ○  
02 ○   108  252 ○ ○ 46  102  
04 ○  112   256 ○ ○
06 ○   116  260  
08 ○   120 ○ ○ 264  
10 ○   124  268  
12 ○   128  272  
14 ○   132  276  
16 ○  136  280  
18 ○  140  284  
 20 ○  144  288  
22 ○  148   293  
24 ○   152 ○  297 ○  
26 ○   156   301 ○ ○
28 ○   160 ○  S122  






16） 天文橇補修 鈴木 学 
8 日昼 NMD30 に到着し、天文橇の状況を確認。橇土台部分四隅の溶接部が大きく破断。また、四
隅以外に補強と思われる鋼材もボルトが破断し脱落している状況であった。グラインダーにて破断
部を仕上げ、補修溶接し、角部は L 形鋼にて補強し溶接した。脱落した鋼材は溶接し、レバーブロ
ックにて補強した。10 日 NMD30 からみずほ基地まで移動した際、前日補修の四隅にクラックが発生。










写真Ⅲ.7.4.1-13 天文橇全体 写真Ⅲ.7.4.1-14 補修溶接 
 
写真Ⅲ.7.4.1-15 橇土台補強鋼材 写真Ⅲ.7.4.1-16 補強鋼材損傷状況 
























1 金 -0.1  -10.2  1.9  快晴 
越冬交代式、引越し、越冬隊私物居住棟搬入、第 1回
全体会議（越冬隊のみ）、BAR GEN オープン 
2 土 -1.9  -9.7  2.0  晴後曇 
自然エネルギー棟屋根工事、食糧移動、南極授業リハ
ーサル、PANSY 片付け、ペンギンチーム昭和入り 






4 月 0.4  -2.2  2.3  雪 
各部門作業、建築部門・OZ ヘリパイロット休養日、JAZZ 
Live in BAR GEN、トラックの始業点検講習 



































53 次越冬隊・54 次夏隊しらせ帰還 







12 火 -2.0  -3.5  23.1  ふぶき 外出注意令解除（0715）、VLBI 観測 
13 水 -0.1  -6.5  6.5  
曇後 
時々晴 
VLBI 観測、53 次越冬隊・54 次夏隊しらせ帰還、公用連
絡（支援連絡会用資料の送付について（2013 年 2 月分））
送付 












16 土 3.5  -2.0  7.8  曇後晴 
第 2廃棄物保管庫除雪、子供の科学原稿送付、防火区
画 B及び Cに共用サンダル用意 
17 日 -0.8  -6.3  7.8  晴 休日日課、第 2廃棄物保管庫除雪 
18 月 0.1  -7.1  6.0  快晴 第 2廃棄物保管庫除雪 
19 火 -1.0  -7.9  3.9  曇 









22 金 -0.8  -2.9  5.1  
曇 
時々雪  








25 月 1.0  -1.4  8.4  雪後曇 
第 1回設営部会、宙空部門観測灯火管制開始、第 1夏
宿食料（乾物）処分 
26 火 0.1  -2.0  3.5  曇 第 1回観測部会 





28 木 -0.4  -5.7  14.3  
曇 
一時雪 
第 2回全体会議、第 1回消火訓練 
3 
1 金 0.5  -2.9  10.9  曇 シアター係活動開始、昭和基地 NOW!!原稿送付 











4 月 -6.2  -8.9  3.7  
曇 
一時雪  
5 火 -5.3  -9.2  5.2  雪 
6 水 -3.5  -7.6  2.9  
薄曇後
時々晴  




8 金 -3.4  -7.8  2.1  雪後曇 
非常物品庫予備食入替え、公用連絡（（提出）54 次ご
家族への南極便りについて）送付 
9 土 -4.6  -10.8  3.7  
晴時々薄
曇 
昭和基地 NOW!!原稿送付、公式通信（第 54 次越冬隊月
例報告（平成 25 年 3月分）の送付について）送付 
10 日 -3.7  -10.7  4.5  薄曇 休日日課、餃子パーティー 
11 月 -9.8  -19.3  1.8  快晴 
海氷安全講習、月例報告送付、55 次隊より冬訓激励メッセ
ージ御礼受信、地磁気絶対観測、個人用非常食配布 































18 月 -2.7  -9.0  9.6  曇 食事と健康調査、電源切替（2→1）、焼却炉棟小火 

























23 土 -4.9  -9.0  8.9  雪後晴 食事と健康調査、職場見学会、装輪車車庫入れ完了 









26 火 -4.6  -7.5  19.5  ふぶき 
第 2回消火訓練、第 2回観測部会、外出注意令解除
（2045） 
27 水 -3.9  -5.3  16.8  ふぶき   






















4 月分））送付、昭和基地 NOW!!原稿送付 




3 水 -4.7  -6.2  12.8  
曇 
時々雪 



















7 日 -11.6 -19.2  5.2  晴 休日日課 
8 月 -10.4 -16.0  5.4  曇後晴 
月例報告送付、しらせ帰国祝いメッセージ送付、南極
安全講習（救急法・机上）、子供の科学原稿送付確認











11 木 -8.8  -11.5  19.7  ふぶき 
南極安全講習（救急法・実技）、外出注意令解除（2330）
54 次隊初 A級ブリザード 




13 土 -8.3  -13.0  10.8  曇 エビ祭り開催 




15 月 -9.0  -17.1  6.1  晴 野外安全行動訓練 












19 金 -7.3  -11.6  11.5  曇 ヤンマーfacebook 原稿送付 
20 土 -11.1 -15.9  7.3  薄曇 誕生日会 



















25 木 -11.0 -17.0  8.1  曇後晴 
公用連絡（汚水処理棟コンプレッサー交換について（報
告））送付、外出注意令解除（1546）、第 3 回設営部会 
26 金 -12.3 -15.4  13.2  晴 第 3回観測部会 




隊員事務室開設 300 日記念餅つき大会 







29 月 -10.8 -14.2  1.9  曇 第 3回オペレーション会議 




1 水 -9.5  -16.0  2.4  曇 ヤンマーfacebook 原稿送付 





報料金の報告について(平成 25 年 4月分））送付 
3 金 -15.4 -23.0  4.6  快晴 
4 土 -14.0 -21.7  2.8  晴後曇 
休日日課、南極ライブトーク接続試験（マイクテスト
のみ）、ルート工作 










7 火 -6.5  -21.5  20.4  ふぶき 
外出注意令発令（0645）、昭和基地 NOW!!原稿送付、南
極教室説明会 




9 木 -7.9  -24.4  2.4  快晴   
10 金 -16.4 -24.8  3.0  快晴 気象部門かまくら掘り開始 
11 土 -19.2 -26.0  3.1  快晴 地磁気絶対観測 
12 日 -19.7 -27.1  2.7  快晴 休日日課、昭和基地 NOW!!原稿送付 
13 月 -15.9 -22.2  4.4  快晴 
14 火 -17.5 -25.6  4.1  快晴 
15 水 -18.4 -24.1  2.6  快晴 南極大学開校式及び講義（片岡、橋田） 








18 土 -11.5 -15.6  5.3  雪一時曇 休日日課、東オングル島駅伝大会 
19 日 -10.9 -16.7  6.3  曇 休日日課 
20 月 -13.2 -17.5  3.8  
薄曇後一
時雪  
21 火 -14.5 -19.2  2.4  薄曇 名田庄小学校ブログ原稿送付、第 4回消火訓練 
22 水 -15.5 -27.1  2.2  薄曇 昭和基地 NOW!!原稿送付、南極大学（冨川、鈴木） 
23 木 -25.7 -34.2  2.8  晴 












27 月 -6.2  -12.0  21.7  ふぶき 第 4回観測部会、MWF 全体打合せ 













31 金 -13.4 -18.0  2.2  
薄曇 
一時晴 
第 59 回電波の日・第 138 回気象記念日式典、第 5回全
体会議、ヤンマーfacebook 原稿送付 
6 
1 土 -11.4 -18.5  3.7  曇 休日日課、極夜入り 








公用連絡（電報利用料金の報告について（平成 25 年 4
月分）、支援連絡会用資料の送付について（2013 年 6
月分））送付、ニュース和歌山原稿送付 


















8 土 -14.4 -17.5  8.5  
ふぶき一
時雪  









成 25 年 6月分））送付、地磁気絶対観測、昭和基地 NOW!!
原稿 2本送付 
11 火 -15.3 -23.8  3.7  晴 食事と健康調査 
12 水 -12.7 -18.9  4.9  快晴 
食事と健康調査、第 2回健康診断（採血、尿検査）、
南極大学（福田、田仲） 





14 金 -11.7 -17.3  6.0  快晴 
食事と健康調査、第 2回健康診断（採血、尿検査）、
ヤンマーfacebook 原稿送付 
15 土 -12.9 -21.1  9.0  快晴 休日日課、食事と健康調査 








18 火 -16.2 -17.9  12.3  晴 MWF 前夜祭、科学技術館中継接続試験（福田） 










21 金 -6.7  -15.1  11.5  曇後晴 MWF、第 2回健康診断（胸部レントゲン） 




23 日 -8.8  -13.9  13.8  晴 休日日課、昭和基地 NOW!!原稿送付 
24 月 -8.4  -12.2  7.4  曇 第 2回健康診断（心電図） 














28 金 -10.1 -15.8  11.2  
ふぶき後
曇時々雪
第 5回消火訓練、第 6回全体会議、第 3 回心理調査 
29 土 -5.5  -10.2  19.8  ふぶき 休日日課、外出注意令発令（0340）、誕生日会 










成 25 年 6月分）、支援連絡会用資料の送付について
（2013 年 7 月分））送付、隊員室開き祝電送付、外出
注意令解除（1315） 

















5 金 -12.6 -19.5  6.1  曇 
南極教室（川﨑：星林高校）本番、公用連絡（調達参
考意見）送付、生キャベツ終了 
6 土 -15.9 -22.0  6.2  快晴 休日日課 











9 火 -8.7  -14.0  7.6  曇 
公式通信（54 次越冬隊月例報告(平成 25 年 6月分））
送付、地磁気絶対観測 











12 金 -12.2 -15.1  16.7  ふぶき 
外出注意令発令（1334）、公用連絡（生活係調達参考
意見）送付 






14 日 -18.4 -25.4  8.5  晴時々曇 休日日課 
15 月 -24.6 -29.8  4.8  快晴 
昭和基地 NOW!!原稿送付、ヤンマーfacebook 原稿送付、
電源切替（1→2） 
16 火 -28.3 -37.6  1.7  快晴 
公用連絡（調達参考意見）送付、第 3回レスキュー訓
練 
17 水 -27.8 -39.9  4.3  快晴 
とっつきルート確認、元観測隊員が行う南極教室への
電話出演（早川）、南極大学（川﨑、大越） 
18 木 -23.3 -31.4  2.4  快晴 
ラングホブデルート確認、元観測隊員が行う南極教室
への電話出演（早川） 
19 金 -24.4 -36.8  1.8  快晴 第 3回レスキュー訓練 
20 土 -27.7 -37.9  2.3  晴 
休日日課、スポーツ大会（キックベースボール）、露
天風呂（19 広場） 





22 月 -24.5 -36.3  3.6  晴 
公用連絡（車両等部品の調達および輸送について（依
頼）、SM100 型雪上車の昭和基地回送について）送付

















26 金 -7.7  -16.7  16.7  ふぶき 
外出注意令発令（0900）、岐阜大学 TV 会議（橋田、岸
本、早川）接続試験、第 6 回オペレーション会議 
27 土 -6.2  -9.7  12.3  曇 
外出注意令解除（0715）、公用連絡（調達参考意見）
送付、第 7回全体会議、第 4回心理調査、昭和基地 NOW!!
原稿送付 
28 日 -9.1  -14.9  4.6  曇時々雪 休日日課、昭和基地 NOW!!原稿送付 




























1 木 -9.6  -23.6  13.1  
雪後ふぶ
き 
電源切替（2→1）、公用連絡（8月 1日から 8月 5日の
荒天予報について、調達参考意見、インマル B「電話」
の不具合について（報告））送付、外出注意令発令（1223）











3 土 -6.0  -9.4  21.1  ふぶき 
休日日課、極地研究所一般公開 3 元中継本番、公用連
絡（電報料金の報告について（平成 25 年 7月分））送
付、外出注意令発令（0530）、外出注意令解除（2300）
















雪上車 SM103 の S16 移送について）、公式通信（54 次
越冬隊月例報告（平成 25 年 7月分））送付 

















10 土 -13.0 -21.5  9.1  薄曇 
子供の科学原稿送付、公式通信（月例報告差替えペー
ジ）送付 









ンマーfacebook 原稿送付、昭和基地 NOW!!原稿送付 




14 水 -10.6 -14.4  9.4  薄曇 
公用連絡（インマル B「電話」不具合の解消）送付、南
極大学（岸本、早川） 




16 金 -16.2 -20.8  5.6  晴後曇 
南極ライブトーク本番（山田）、家族懇談会接続試験、
南極映画祭一挙上映 







18 日 -11.0 -17.7  3.1  曇 
休日日課、家族懇談会、公用連絡（大型雪上車等の移
動（8月 19 日）について）送付 
19 月 -12.3 -22.9  2.3  薄曇 S16 旅行隊出発、とっつき岬日帰りオペレーション 





21 水 -17.1 -24.7  2.1  薄曇 昭和基地 NOW!!原稿送付、南極大学（久川、虫明） 





























28 水 -20.6 -27.0  2.3  雪 
南極教室（片岡：植村直巳冒険館）本番、南極大学（（佐
藤、小原）、修了式） 
29 木 -20.5 -26.0  4.0  雪 
公用連絡（車両（ホイルローダー）不具合について（報
告））送付、第 7回オペレーション会議 









1 日 -27.5 -39.5  2.8  晴 休日日課 





昭和基地 NOW!!原稿 2本送付、ルート工作 
-41.8℃記録 




4 水 -9.0  -13.3  21.7  ふぶき 
公用連絡（油圧ショベル不具合の処置について（報告）、















7 土 -13.8 -16.1  5.9  
曇 
時々雪 
ヤンマーfacebook 原稿送付、昭和基地 NOW 原稿送付、
公用連絡（自然エネルギー棟オーバースライダー破損
について）送付 
8 日 -13.6 -25.1  1.9  薄曇 休日日課、みずほ旅行隊西オングル島福島隊員慰霊 
9 月 -16.4 -25.8  2.8  
雪時々薄
曇 









11 水 -11.0 -19.9  3.0  晴後雪 
南極教室（髙澤：新琴似緑小）接続試験、第 3回健康
診断（尿検査）、ヤンマーfacebook 差替え写真送付 





13 金 -15.3 -24.6  3.3  快晴 
公用連絡（調達参考意見）送付、子供の科学原稿送付、
スカーレン旅行隊帰着、第 3回健康診断（尿検査） 
14 土 -10.6 -22.3  10.3  快晴 
第 3回健康診断（採血、尿検査）、公用連絡（女子風
呂浴槽循環システムの故障について）送付 









17 火 -3.4  -8.8  15.8  曇 食事と健康調査 
18 水 -4.7  -7.4  18.4  ふぶき 
食事と健康調査、外出注意令発令（0530）及び解除
（1845）、南極教室（佐藤：津久見小）接続試験 






20 金 -8.5  -15.0  3.4  晴 食事と健康調査、地磁気絶対観測 
21 土 -9.4  -15.3  4.0  曇 食事と健康調査 
22 日 -8.5  -12.0  5.3  曇 
休日日課、食事と健康調査、スカーレン/スカルブスネ
ス旅行隊帰着 
23 月 -9.8  -16.5  3.6  快晴 火災報知器点検、昭和基地 NOW!!原稿送付 




25 水 -8.0  -14.0  2.5  晴 火災報知器点検、ラングホブデ旅行隊帰着 
26 木 -12.1 -17.4  2.4  
薄曇 
時々晴 
第 8回設営部会、第 8回消火訓練、第 8 回観測部会、
第 8回オペレーション会議 




28 土 -9.2  -19.4  2.9  薄曇 
極地研究所創設 40 周年記念講演出演（冨川）、誕生日
会 




















3 木 -8.3  -10.4  10.9  曇 
南極教室（長谷川：神戸市立西落合小学校）本番、S17・
みずほ旅行支援隊帰着 




5 土 -11.5 -17.7  4.4  薄曇 福島隊員慰霊祭（1班） 




て（2013 年 10 月分）、電報料金の報告について（平成









8 火 -12.3 -19.7  2.4  晴 全道高校新聞研究会本番（橋田） 
9 水 -14.3 -24.0  1.7  快晴 ラングホブデ旅行隊帰着 






報告（平成 25 年 9月分））送付、子供の科学原稿送付













14 月 -17.7 -21.6  2.7  雪 昭和基地 NOW!!原稿 2本送付、福島隊員慰霊祭（2班）































21 月 -9.3  -10.5  8.7  雪 
南極教室（大平東小学校）接続試験、スカルブスネス
旅行隊出発、昭和基地 NOW!!原稿送付 
22 火 -7.1  -11.0  3.6  雪 南極教室（並木：大平東小学校）本番 









部会、第 9回観測部会、第 9回オペレーション会議 






















30 水 -4.6  -12.5  3.3  薄曇 電源切替（2→1） 









2 土 -8.5  -14.1  11.2  曇 









地 NOW!!原稿 2 本送付、ライギョダマシ捕獲、本格除雪
開始 
5 火 -1.4  -8.9  2.7  晴 
しらせ出港祝い電報送付、公用連絡（電報料金の報告
について（平成 25 年 10 月分）、支援連絡会資料の送
付について（2013 年 11 月分））送付 
6 水 -5.5  -11.9  5.4  曇後雪 南極 OB 会主催壮行会メッセージ送付 
7 木 -3.4  -10.1  4.4  雪後晴 
南極教室（岸本：室町小学校）接続試験、公用連絡（SM100
型雪上車等の海氷上移動について（報告））送付 
8 金 -3.6  -12.6  10.9  曇 
南極教室（岸本：室町小学校）本番、にっち倶楽部原
稿送付 
9 土 -2.6  -5.1  20.3  ふぶき 










11 月 -1.2  -6.4  2.9  曇 
南極教室（井：大分大学教育福祉科学部附属中学校）
接続試験 





13 水 -0.1  -5.4  6.8  曇 ラングホブデ旅行隊出発、スカルブスネス旅行隊出発












16 土 -1.6  -10.2  2.8  快晴 南極教室（中山：福井高校）本番 
17 日 -3.4  -11.0  5.7  快晴 
休日日課、中高生南極北極科学コンテスト本番（橋田）、
そうめん流し（北の浦） 




19 火 -1.1  -5.9  6.9  晴 地磁気絶対観測 
20 水 1.9  -4.7  6.4  曇 
昭和基地 NOW!!原稿送付、公用連絡（DROMLAN フライト
の昭和基地発着について（報告））送付 




22 金 2.9  -5.6  5.2  薄曇 
公用氷採取（北の浦）、公用連絡（DROMLAN フライトの
昭和基地発着について（報告））送付 




付、第 10 回設営部会 








原稿送付、第 10 回観測部会 
26 火 -0.4  -7.1  6.6  晴 
南極教室（橋田：飯館村）接続試験、S17 旅行隊帰着、
第 10 回オペレーション会議 
27 水 -0.1  -6.5  5.8  
雪時々薄
曇 
南極教室（飯館村）本番、第 11 回全体会議 
























2 月 -0.5  -8.3  2.2  晴 
昭和基地 NOW!!原稿送付、公用連絡（電報料金の報告に
ついて（平成 25 年 11 月分））送付 




4 水 -1.1  -10.1  2.0  快晴   




6 金 2.1  -4.3  4.3  晴 
子供の科学原稿送付、公用連絡（支援連絡会用資料の
送付について（2013 年 12 月分））送付 
7 土 1.3  -3.3  8.2  晴後曇 休日日課、スポーツ大会（目隠しバレーボール） 
8 日 2.1  -3.7  4.0  快晴 休日日課、ニュース和歌山原稿送付 
9 月 0.4  -5.2  2.6  快晴 食事と健康調査、夏宿布団干し、作業工程会議始まる
10 火 -1.5  -8.8  4.8  晴 
食事と健康調査、公式通信（54 次越冬隊月例報告（平
成 25 年 11 月分））送付、昭和基地 NOW!!原稿送付、公
用連絡（フォークリフトの修理について（報告））送
付 












和基地 NOW!!原稿送付、NEC ネッツエスアイ HP 用原稿
送付 
14 土 0.3  -2.5  5.3  
曇 
時々雪 
食事と健康調査、第 55 次先行氷上輸送隊到着、第 55
次観測隊第一便到着、第 55 次隊員昭和基地入り、優先
物資空輸荷受け 
15 日 0.4  -1.4  6.5  雪 
食事と健康調査、優先・本格物資空輸荷受け、釧路新
聞社原稿送付 












19 木 0.3  -2.0  8.0  曇時々雪 第 55 次観測隊歓迎会 
20 金 0.7  -1.4  16.6  雪一時曇   
21 土 0.5  -0.9  19.2  雪 子供の科学原稿送付、誕生日会&クリスマス会 








24 火 2.5  -3.9  2.8  曇 
公用連絡（トラックのエンジン載せ替えについて（報
告））送付 




26 木 1.4  -3.1  4.8  曇 年賀電報送付 
27 金 1.0  -5.3  4.4  
晴 
一時曇 
第 54 次・第 55 次観測隊合同防災訓練 




29 日 2.3  -2.5  8.9  曇 休日日課 









1 水 3.9  -2.6  7.1  曇後晴 休日日課、餅つき、極地研究所宛新年メッセージ作成




3 金 2.8  -1.6  3.9  
曇 
時々雪 
公用連絡（電報料金の報告について(平成 25 年 12 月
分））送付 





5 日 -0.2  -1.9  3.3  雪 休日日課、夜間氷上輸送 








8 水 -0.8  -8.6  1.8  晴一時霧 夜間氷上輸送 




10 金 2.0  -5.7  3.5） 晴 




年 12 月分））送付 




13 月 3.9  -3.4  3.7  晴 持帰り空輸、インスタントラーメン処分 
14 火 5.3  -2.3  2.7  晴 持帰り空輸 








17 金 2.9  -3.8  2.3  快晴 
18 土 2.0  -5.1  1.9  晴後曇 地磁気絶対観測、誕生日会、54 次観測隊銘板取付 




20 月 0.3  -3.2  2.6  曇時々雪





21 火 0.1  -3.3  2.1  曇一時晴 昭和基地 NOW!!原稿送付、白夜終わり 
22 水 0.1  -4.9  3.9  曇 「しらせ」離岸 
23 木 1.4  -2.9  8.2  曇 
24 金 1.5  -1.1  6.4  曇 ヤンマーfacebook 原稿送付 
25 土 1.1  -2.5  6.2  曇 100kl 水槽清掃、55 次隊主催 54 次隊を送る会 
26 日 2.0  -2.3  2.0  曇 休日日課 
27 月 0.6  -1.8  2.2  曇 計画停電、南極の塩配布 
28 火 0.5  -3.5  2.1  
曇後一時
雪        
電源切替(2→1)、昭和基地 NOW!!原稿送付 
29 水 -0.1  -5.8  2.5  
晴時々雪
一時曇    
船室行私物パレット組み（Aヘリ）、倉庫棟クライミン
グボード撤去 
30 木 0.3  -6.5  2.3  
晴一時曇
後雪      
持ち帰り空輸、にっち倶楽部原稿送付、第 12 回オペレ
ーション会議（設営部会、観測部会はメール開催） 
31 金 0.5  -7.0  1.8  
曇 
時々雪    
持ち帰り空輸、中掃除、第 13 回全体会議、昭和基地
NOW!!原稿送付 
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